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で | Goloxy ReporT 宇宙 年 表
科学 技術 の 進展 と 人 類 の 躍進
人 類 宇宙 進出 の 黄金 期 が 到来 。
木星 以遠 惑星 系 探査 が 活発 化す る 。
大 型 宇宙 ステ ーション が 多数 建造 され る 。
地球 上 で 小 規模 局 地 戦 が 激化 ・ 大 規模 地域 戦争 の 危険
初 の 宇宙 戦争 が 勃発 。
ナノ テク ノロ ジー の ブレ イク スル ー。
宇宙 居住 か ら 地 球 に 対す る 政治 的 発言 力 が 飛躍 的 に 増大 する
人 間 の 意識 の 電脳 化 が 実用 化 。
人 間 の 意識 を 移植 し た A I を 搭載 し た 恒星 間 探 査 船 の 発狂 事故 が 頻発 。 太陽 系 辺境 笛 域 (オー ルト 雲 お よび エッ ジワ ー ス ・ カ イ パ ー ベ ルト ) の 探査 が 精力 的 に 行わ れる 木星 衛星 圏 で 原始 的 地球 外 生命 の 存在 を 確認 。
月 の 人 口 が 1000 万 人 に 達する 。
宇宙 旅行 者 が 年 間 100 万 人 を 突破 。
火星 へ の 入植 が 進 ぜ 。( テ ラフ ォ ー ミ ング テク ノロ ジー 般 明 期 )
核 パ ルス 推進 に よる 恒星 間 無 人 探査 船 が 発進 。
地球 の 赤道 か ら 静 止 軌道 に 達する 軌道 エレ ベー ター が 完成 ・ 稼 働 を 開始 する 。 こ れ に より 、 任 客 の 宇宙 揚 出 コ スト が 劇 的 に 低減 する 。
イン フラ トン 粒子 か ら の エネ ルギー 抽出 技術 が 確立 し 、 初 期 の イン フラ トン ・ イ ン ヴ ァ イ タ ー が 完成 。
初 の 1* (アイ キュ ー ブ )・ エ クシ ー ド 推進 に よる 超 光速 実験 船 が 、 木 星 ス テー ショ ン か ら 太 陽 系 外 へ の 飛行 に 成功 。
「 ア イン シュ タイ ン ・ ロ ー ゼ ン ・ ブ リッ ジ 」 に 基づく 「 ブ リッ ジ ・ エ フェ クト 」 に よる 相対 論 効 果 の 相殺 と 、 1*・ エ クシ ー ド 推進 技術 の 完成
( 癌 吐 記 8) 半 | |
宇宙 適応 型 人 類 の 発見 。DNA レ ベル で の 進化
[*・ エ クシ ー ド 航法 を 利用 し た 大 規模 宇宙 移住 計画 『MAYA プ ロジ ェクト 』 人 始動
グラ ヴィ ティ ・ ウ ェ ル の 実用 化 ダン ター ル 他 、 『MAYA プ ロジ ェクト 』 に より 、 お よそ 4 万 隻 の 巨大 移民 船 、 地 球 を 発つ 。 ad サイ バネ ティ クス 技術 の 先 久 化 。 深刻 な 此 殖 力 の 低下 、 人 口 減少
多く の 移民 船 が 居住 民 の 滅亡 に より 消滅 。 生 き 残っ た 移民 船 は 世代 交代 を 繰り 返し つつ 、 や が て 居住 可能 惑星 へ と た どり 着く 。
ボ 型 ど 芋 購 (HrS3)
サイ バネ ティ クス 文明 の %
委 。
マゼラン 銀河 文明 (大 マゼラン 暦 ) の 始ま り 。
大 マゼラン 、 パ ル メ リア に 移民 船 到達 。 持 機能 が 広大 パル メリ ア に て 初代 アッ ドゥ ー ラ 国 建国 OK を 半 が ら 大 マゼラン の 航路 探索 開始 。 は お お む スタ ー バ ー ス ト 笛 域 か ら の エネ ルギー 抽出 技術 の 確立 。 いく つか の 異 文明 と の に eo 2 カカ に より 、 ネス カー ジャ 和 宙 域 発見 、 入 植 開 始 。 た ら す の み で し た 。 ヤ ッ ハ バッ > デッド ゲー ト の 発見 。
ネス カー ジャ 笛 域 に て 、 大 マゼラン 人 類 最初 の エビ タフ が 発見 され る
人 の に より 、 そ の 矛先
ゲー ト ジ ャ ンプ を 利用 し た 探索 活動 に より 、 エ ン デ ミオ ン 二 域 発 見 。
デッド ゲー ト 、 ボ イド ゲー ト と し て 機能 し て いる こと が 確認 され る 。 ゲ ー ト ジャ ンプ の 発見 。 飛躍 的 な 活動 和 宙 域 の 拡大 。
無限 航路 設定 資料 集
ビビ プ ペペ ペ トト Ek ト ポー トド ト ドニ トト トト コト トト トト ボネ 誠 駒 間 科学 技術 の 進展 に より その 活動 宙 域 を 拡大 し て きた 人 類 。 宇 宙 進 出 の 黄金 期 を 経て 太陽 系 外 へ と 飛 躍 し た 彼ら は 、 多 く の 和 牲 を 払い つつ も 大 マゼラン へ と 辿り 着い た 。 し か し 、 マ ゼラ ン 銀 河 文明 が 2500 年 以上 の 時 を 経て も な お 、 人 類 は 未だ 発展 の 途上 に あり 、 その 航路 の 果て も 見 えて は いな か っ た 。
大 航海 時 代 の 始ま り 【 カ ル バ ラ イヤ 星団 】 エン デミ オン 自治 区 成立 AA
新た な ゲー ト と 活動 宙 域 を 求め て 、 多 く の 航 海 者 が 活動 する 。 伝 説 的 な 0C ド ッ グ 達 の 出現 。
あっ た も の と 思わ れ ます 。
空間 通商 管理 局 の 成立 。0C ド ッ グ 達 の 活動 を 助け ORRrmrrm ー ジ リッ ド 宙 域 発見 、 入 植 開始 。 そ の 後 、 ア イル ラー ゼン 窒 域 、 ジ ー マ 窒 域 等 が 次 々 と 発見 【 ネ ー ジ リン ス 】 も と も と 小 マゼラン で は 店 シー ルド に 対し て 有効 な 小 マゼラン 銀河 、 エ ル メ ッ ツ ァ 負 域 に 移民 船 到着 。 小 マゼラン 文明 の 始ま り 。 け の 出力 の 小型 レー ザー を 開発 する こと
、 始 祖 移民 船 の テク ノロ ジー 解析 に 着手 。
ヒド ウゥ ウン ・ ブ ラフ シェ ラ を 中 心 と する 研究 開発 チー ム る デー タ を 発見 。
その 最 中 に オー バー ロー ド と の 接触 を 裏付け エル メッ ツァ 首都 星 、 ツ ィ ー ズ ロン ド に 。 小 マゼラン 歴 始ま る 。 エル メッ ツァ 星人 に よる 周辺 笛 域 探索 の 本 格 化 小 マ ゼラ ン に も 空間 通商 管理 局 の 設置 が 始ま る
ッ ド ウー ラ 教 の 誕生 。 エル メッ ツア 宙 域 三星 系 に より エル メッ ツァ 連邦 成立 。
小 マ ゼラ ン に て ボイド ゲー ト の 発見 。 ラ ッ ツ ィ オ 笛 域 の 発見 。 こ れ よ り 新 た な 航路 と 和 宙 域 を 求 め て 0G ド ッ ク グ 達 の 航海 が 奨励 され る 。
惑星 開拓 法 の 制定 に より 、 発 見 し た 星 の 所 有 権 と 自治 権 が 認め られ る 。0G ド ッ グ 達 の 探索 熱 は さら に 過熱 。
アッ ドゥー ラ 国 、 政 変 に に り ア ッ ド ウゥ ー ラ 教 国 と し て 生ま れ 変 わる
アッ ドウ ー ラ 教 の 爆発 的 浸透
ボイド ゲー ト 周 辺 宙 域 の 所 有 を 巡り 紛争 が 多発 。 こ の こと か ら ゲ ー ト 周辺 宙 域 を 公 宙 と し て 定 め る 航 宙 法 が 制定
ブラ フシ ェ ラ 教 阜 、 大 マゼラン 負 域 の 航 宙 禁 止 令 を 宣言 。0G ド ッ グ 達 の 激しい 反発 を 招く
エン デミ オン 自治 区 の セル ブダ ト ・ エ ン デ ミオ ン が 初代 エン デミ オン 大 公 を 名 乗り b、 エ ン デ ミ オン 大 公国 の 樹立 を 宣言 。 航 宙 人 禁止 令 へ と 反旗 を 翻 し 、 そ れ に ロン ディ バル ト 、 ア イル ラー ゼ ン 各自 治 区 が 同調
第 一 次 海峡 戦争 。 ア ッ ド ゥ ー ラ 教 国 VS. エ ン デ ミオ ン 他 自治 区
カル バラ イヤ 笛 域 発見 。 そ の 宙 域 か ら 運 ば れる 豊富 な 資源 で エル メッ ツァ 連合 は 興 盛 を 誇 < ー 提 千金 を 求め て カル バラ イヤ 和 宙 域 へ の 入植 者 が 増加 する
カル バラ イヤ 宙 域 に て 、 多 く の 0G ド ッ グ た ち が 出 現す る 。 そ の 中 の 一 人 が エピ タフ と 呼ば れる ガジェット を 発見 。 絶 大 な 富 を 得 た と 言わ れる
第 一 次 海峡 戦争 の 終結 ッ ド ゥ ー ラ 教 国 は 多く の 宙 域 を 失い 、 大 マゼラン 銀河 の 形 権 を 失う カル バラ イヤ 星 、 エ ル メ ッ ツ ァ か ら の 独立 を 求め て 戦争 開始 。
空間 通商 管理 局 、IP 通 信 シ ステ ム を 開発 。 銀 河間 超 長 距離 通信 が 可能 に
独立 が 認め られ 、 カ ル バ ラ イヤ 星団 連合 樹立
ネー ジリ ッ ド 宙 域 の 笛 権 を 芝 り 、 ア イル ラー ゼン と エン デミ オン と の 対立 激化
第 二 次 海峡 戦争 河野 一 二 三 69 年 新潟 県 生ま れ の ゲー ムク リコ ロン ディ バル ト の 参戦 に より アイ ル ラ ー ゼ ン 敗 北 1969 年 新潟 県 生ま れ の ゲー ムク リエ イ マ ゼ ラ ニ ックス トリ ー ム の 発見 。 小 マゼラン と の 交流 開始 。 味 式 会 社 ヌ メー ド メ ー カ ー 代 表 \ 会 社 ヒ ュー マン へ 入社 。1995
ネー ジリ ッ ド 笛 域 、 超 新星 爆発 に より その 2/3 を 失う ナル 作品 『 ク ロッ クタ 小 マ ゼラ ン 、 ネ ー ジ リン ス の 成立 。 ワー』 を 企画 ド 偵 団 』 シ リ 猫 侍 』 と いっ た 人 気 ユー リ 達 の 時 代 。 『 を 生 み 出 し ー ド メー カー を 設
Galoxy Repor マ ゼ ツ ン 独 河
小 マ ゼラ ン 銀 河 の 諸 勢 力
その 成立 か ら 約 1000 年 の 時 を 経た 小 マ ゼラ ン 文 明 。 エ ル メ ッ ツ ァ 星 間 国 家 連 合 が その 中 心 を 担う 小 マ ゼラ ン 銀 河 は いま だ 成熟 の 過程 に あり 、 カ ル バ ラ イヤ 星団 連合 と ネー ジリ ンス 星系 共和 国 の 対立 、 海賊 の 貴 届 と いっ た 様々 な 問題 を 内 包 。 さ ら に 、 外 宇宙 の 勢力 ・ ヤ ッ ハ バッ ハ 帝 国 の 脅威 に 晒さ れ た 。
小 マ ゼラ ン 銀 河 ・ 勢 力 相 関 図
小 マ ゼラ ン 銀 河 大 マゼラン 銀河
移民 支援
ネー ジリ ンス
エル メッ ツァ 星 間 国 家 連 合
星系 共和 国
カル バラ イヤ 星団 連合
DATA エル メッ ツァ 星 間 国家 連合
男 エ ル メ ッ ツ ァ ・ ロ ウズ @ ゲ ー ト
ボイド ゲー トメ 1 @ 成 星
トト ラス 人 口 : 51800 万 人 バッ ジョ 人 口 : 103300 万 人 ベ セ ル 人 口 : 209800 万 人 ロウ ズ 人 口 : 462700 万 人
圏 エ ル メ ッ ツ ァ ・ ラ ッ ツ ィ オ @ ゲ ー ト ボイド ゲー ト x2 人 @ 成 星 クラ ー レ 人 口 : 666000 万 人 クル トナ 人 口 : 789000 万 人 スカ ー バ レル 本 拠 地 人 口 : 300600 万 人 フィ オン 人 口 : 557900 万 人 ベル ン 人 口 : 653300 万 人 ボボ ス 人 口 : 776400 万 人 ラッ ツィ オ 人 口 : 2016700 万 人 ラッ ツィ オ 軍 基地 人 口 :871400 万 人 ルー ド 人 口 : 651200 万 人 レー ン 人 口 : 814500 万 人
圏 エル メッ ツァ ・ 中 央
ゲー ト ボイド ゲ ー ト x2
人 @ 恐 星 アル デス タ 人 口 : 5770100 万 人 オズ ロン ド 人 口 : 2945800 万 人 ゴ ッ ゾ 人 口 : 449300 万 人 ジェ ロン 人 口 : 4081200 万 人 ゼイ ロン 人 口 : 789000 万 人 ツィ ー ズ ロン ド 人 口 : 6075500 万 人 ドゥ ン ガ 人 口 : 945200 万 人 ネロ 人 口 : 1119000 万 人 バル ネ ラ 人 口 : 1089000 万 人 ファ ズ ・ マ ティ 人 人 口 : 1089000 万 人 ボラ ー レ 人 口 : 2353700 万 人 ルッ キオ 人 口 : 3080600 万 人
固 セ ー ベ ンス ト 笛 域 人 @ ゲ ー ト ポイ ド ゲ ー ト X1 人 @ 惑 星 アイ ナス 人 口 : 309600 万 人 ウィ ナス 人 口 : 645600 万 人 オレ オン 人 口 : 789400 万 人 ゼー ベン スト 人 口 : 3642800 万 人 レイ ズ 人 口 : 441100 万 人
ヤッ ハ バ ッ バ 理 国
葉 > エル メッ ツア ァ 星 間 国 家 連 合
小 マ ゼラ ン 歴 の 始ま り と 共に 発展 し て きた 勢 力 で あり 、 最 大 の 勢力 。 首 都 星 を 惑星 ツィ ー ズ ロン ド と する 、 約 80 の 惑星 国家 か ら 形 成 さ れ る 連合 国家 で ある 。 そ の 規模 の 大 き さ か ら か 中 央 政府 と 各 惑 星 国家 の 結び つき が 希 注 で 、 中 心 部 以外 で は 小 規模 な 内 乱 の 頻発 、 海 賊 の 跳 梁 な ど に より 治安 が 悪化 し て いる 。 経済 的 に は 優遇 され た 主要 惑星 が 発展 を 遂げ て いる も の の 貧富 の 差 が 激しく 、 主 要 惑 星 へ の 積極 的 な 労働 力 流 入 策 も あっ て 、 辺 境 の 若い 労働 力 不足 、 過 疎 化 と いっ た 構造 的 問題 を 抱え て いる 。 た だ し 、 外 交 能 力 及 び 謀 略 力 に は 長け て お り 、 カ ル バ ラ イ
ヤ と 友好 関係 を 保ち つつ 、 ネ ー ジ リン ス の 移民 計画 を 支援 する こと に よっ て 、 こ の 二 国 間 に 緊 張 状態 を 作り 、 自 身 を 安全 圏 に 置い て いる 。 軍事 面 で は 、 中 央 政府 軍 の ほか 、 各 惑星 国家 に 個別 の 軍隊 が 存在 。 保有 戦力 は 多く 、 租 艇 の 設計 思想 は 拡張 性 と メン テ ナ ン ス 性 を 中 心 に 考 えら れ て お り 、 広 大 な 領 南 を 維持 する た め の 多 岐 に わた る 活動 に 対応 で きる こと が 重視 され て いる 。 特 に 政府 軍 将 校 の 利用 する グロ スタ ー 級 は 豊富 な バト ルプ ルー フ に よる 5 度 の 設計 改修 を 経て 現在 の 規格 に な っ て お り 、 非 常に 信頼 性 の 高い 優秀 な 艦艇 で ある 。
シン メト リッ ク な 形状 に カス タマ イズ され た 小 型 宇宙 港 。 エ ル メ ッ ツ ァ に お いて は 、 無 機 質 な ボッ クス タイ ブ の ユニ ッ ト を 増設 し た 宇宙 港 が 主流 と な っ て いる よう だ 。
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> カル バラ イヤ 星団 連合
一 掲 千 金 を 狙う 労働 者 た ち が 埋 蔵 さ れ た 資源 を 求め て や っ て きた 星 が 、 大 マゼラン 歴 2120 年 に エル メッ ツア か ら の 独立 を 求め て 運動 を 開始 。 周辺 宙 域 へ と 居住 圏 を 拡大 し 、 翌 年 に 独立 が 認 め ら れ カ ル バ ラ イヤ 星団 連合 が 樹立 され た 。 現 任 は 惑星 バル バウ ス に 星団 連合 本 部 が 置か れ て
いる 。 そ の 過酷 な 風土 ゆえ に 民 の 性 情 は 質実 健 、 血縁 の 結 び つき が 強く 、 合 理性 より も 情 実 で 動く 。 そ の 一 方 で 、 外 交 、 課 略 分 野 に お いて は 冷徹 、 酷 薄 な 行為 を 行う こと が 歴史 上 し ば し ば 見 受け られ る 。 ま た 、 ネ ー ジ リン ス に 対し て
ヴォ イエ ・ パ ウー ク 級
は や が て 進出 する は ず だ っ た 宙 域 に 先回り し て 住み 着い た 「 よ そ 者 」 と いう 感情 か ら 嫌 悪 感 隠さ な い 。 そ の た め 、 カ ル バ ラ イヤ 人 は 個人 し て 付き 合 は まっ た く 別 物 と 思っ た 方 が 良い と 言わ れ て いる 独自 の 開発 技術 を 持つ た めそ の 軍事 力 は 高く 、 ネー ジリ ンス と の 戦争 に 備え て 開発 され た 新型 戦艦 ヴォ イエ ・ バ ウー ク 級 な ど 優 秀 な 艦艇 を 多 数 保有 。 ま た 、 領 宙 内 で 採掘 され る 特殊 な 鉱物 で 作ら れ た 艦艇 装甲 は 、 小 マゼラン の 中 で も っ と も 優秀 な も の と 言わ れる
ムジェロ ウ ・G 研 究 所
ニッ ト で 和 覆 わ れ
TOP SECRET
カル バラ イヤ 星団 連合
圏 カル バラ イヤ ・ ジ ャ ンク ショ ン @ ゲ ー ト
デッド ゲー ト x1 ボイド ゲー トメ X2 @ 成 星
ガセ ゼオン 人 口 : 874500 万 人 ザク ロウ 人 口 : 84600 万 人
ザ ザ ン 人 口 : 511100 万 人
ジー バ 人 口 : 1666600 万 人
シド ウ 人 人口 : 1204400 万 人 ゾロ ス 人 口 : 672300 万 人
ドゥ ボル ク 人 口 : 902700 万 人 パ ハ ロス 人 口 : 1564900 万 人 ブラ ッ サ ム 人 口 : 2095400 万 人 ムー レア 人 口 : 0 万 人
圏 カ ル バ ラ イヤ ・ 中 央
⑯ ゲ ー ト ボイド ゲー ト ※x2
@ 成 星 ドー トル バ 人 口 : 3982700 万 人 バル バウ ス 人 口 : 5156000 万 人 エゴ ル バ 人 口 : 2355500 万 人 ゴー ラン 人 人口 : 1242200 万 人
較 ア ー ヴ ェ ス ト 宙 域
人 @ ゲ ー ト ボイド ゲー トメ 1
@ 成 星 CL665 人 口 : 5600 万 人 CL617 人 口 : 12100 万 人 ピ ヒ モズ 人 口 : 89000 万 人 ガー ザ 人 口 : 128800 万 人 レイ バス 人 口 : 111000 万 人
TOP SECRET
Galaxy Reporr マゼラン 銀河
小 マ ゼラ ン 銀 河 の 諸 勢 力
DATA ネー ジリ ンス 星系 共和 国
圏 ネ ー ジ リン ス ・ ジ ャ @ ゲ ー ト ポイ ド ゲ ー ト x3 @ 感 星
シェ リオ ン 人 口 : 599900 万 人 ティ ロア 人 人 口 : 711300 万 人 ヘル メス 人 口 : 803300 万 人
ボ ポ フ ュー ラ 人 口 : 2326500 万 人 リリ エ 人 口 : 1011200 万 人
ンク ショ ン
固 ア ー ヴ ェ ス ト ・ 辺 境 @ ゲ ー ト
ポイ ド ゲ ー ト x1
@ 正
NNOO5 人 口 : 24000 万 人
固 マ セラ ニッ クス トリ ー ム ・S
@ ゲ ー ト
ボイド ゲー ト x2
@ 成 星
カシ ュ ケ ント 人 口 : 818500 万 人 クラ ー ネ マ イン 人 口 : 169200 万 人 スト レイ 人 口 : 232600 万 人
ゾ フ ィ 人 口 : 197400 万 人
廃棄 星 人 口 : 0 万 人
ハイ ンス ベリ ア 人 口 : 6000100 万 人
圏 ネ ー ジ リン ス ・ 外 緑 @ ゲ ー ト
ボイド ゲー ト x2 @ 成
シェ ルネ ー ジ 人 口 : 4116000 万 人 ツタ 人 口 : 2000200 万 人
マリ エラ 人 口 : 1144300 万 人 ミラ 人 口 : 1552300 万 人
ア ー ヴ ェ ス ト 宙 域
ゲー ト ボイド ゲー ト x1
@ 成 星 アー マイ ン 人 口 : 152200 万 人 ナ ヴ ァ ラ 人 口 : 21200 万 人 モア 大 臼 0 万 大 ユー ロウ 人 口 : 76600 万 人
騙 > ネー ジリ ンス 星系 共和 国
大 マゼラン 歴 2462 年 、 ネ ー ジ リッ ド が 超 新 星 爆発 の 被害 を 受け た 際 、 難 民 と し て や っ て き た 人 々 に より 建国 され た 国家 。 勢 力 圏 は 小さ く 、 資源 を 持た ず 、 さ ら に 総 人 口 も 少な い が 、 生 来 の 合理 性 と 論理 性 を 重んじ る 性 情 を 活か し 、 金 融 、 技 術 分 野 に 特 化す る こと で 国力 を 維持 し て いる 。 エ ル メ ッ ツ ァ と は 外交 上 友好 関係 を 保ち 移民 政策 も 認め られ て は いる が 、 一 般 大 衆 の 間 で は 「 難 民 」「 よ そ 者 」 と いう イメ ー ジ が 強く 、 いわ れ の な い 害 意 を 向け られ る 事 も 少な く な い
人 る ホワ イト バザー ル
自治 領 カ シュ ケン ト を 中 心 と する マ ゼラ ニッ クス トリ ー ム 。 そ の 領 宙 内 の 惑星 に は 、 掘 り 出し 物 の る つぼ 「 バ ザー ル 」 が 存在 。 中 に は バス が 必要
オル ジア ー ル 級
よう だ 。 な お 、 出 域内 に は 大 小 マ ゼラ ン 航 路 に 通じ る マ ゼ ラ ニ ックス トリ ー ム が 人 存在 。 そ の 奥 地 に 唯一 大 マゼラン へ と 続く ワー プ ゲ ー ト が あ り 、 現 在 も 交流 が 持た れ て いる 。
ネー ジリ ッ ド の 影響 か ら 小 マゼラン で は トッ プレ ベル の 総合 的 な 技術 力 を 持ち も 、 カ ル バ ラ イ ヤ と の 戦争 に 備え て 開発 され た 新型 戦艦 オル ジ アー ル 級 な どの 艦艇 を 多数 保有 。 ま た 、 多 く の 艦船 に は 、AI よ る 自動 制御 装置 が 搭載 され 、 少 人 口 と いう ハン デ を カバ ー し て いる
と な る 特殊 な バザー ル も 存在 する 。
ネー ジリ ンス ・ 宇 宙 港 イメ ー ジ
その 技術 力 の 高 さも あり 、 小 マゼラン の 他 勢 力 と は 異な る 趣き の 小型 宇宙 港 。 バッ ケー ジン グ が な さ 要 寒 の よう で ある
が ら 生
大 規模 殖民 時 代 未 期 、 小 マセ ラン 銀河 は 外 銀河 の 勢力 で ある ヤッ ハバ ッ ハ 帝国 の 脅 威 に さら され た 。 ネ ー ジ リン ス は 降伏 勧告 を 受け 入れ た も の の 、 他 勢力 は これ を 拒否 。 エル メッ ツア ァ は 緒戦 で 主力 の 大 半 を 失い 、 カル バラ イヤ 艦隊 も 逐次 天 減 され て いっ た 。 救援 を 要請 され た 大 マゼラン の アイ ル ラ ー
| | エラ バン 二 優 攻 後 の 小 マゼラン 河
ゼン 救援 艦隊 も 奮闘 お むなしく 敗北 を 喫し 、 小 マ ゼラ ン 銀 河 は 瞬く 間 に ヤ ッ ハ バッ ハ の 勢力 圏 と な っ た 。 以 降 、 小 マゼラン の 勢 力 は 大 き な 混 乱 も 起こ さ ず ヤッ ハバ ッ ハ の 統 治 下 に 置か れ た が 、 わ ず か な 勢力 が レジ ス タン ス と し て 活動 。 監 獄 惑星 ザク ロウ な ど に 集い 、 彼 ら へ の 抵抗 を 続け た 。
< 監獄 惑星 ザク 小 マ セラ ン と ヤッ ハバ ッ ハ の 戦闘 に お いて 、 ヤ ッ ハバ ッ ム ハ 主 力 に 肉薄 し た 0G ド ッ グ ・ ユ ー リ 艦隊 。 その か つて の クル ー が ザ クロ ウ に 集い 、 レ ジス タ ンス を 組織 し た 。
__ ゃ パ
OO8
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大 マゼラン 銀河 の 諸 勢 力
「 大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 」 と いう 一 応 の 統一 を 見 せな が ら も 、 同 盟 内 で の 勢力 争い 、 同 盟 と アッ ドウ ー ラ 教 国 の 確 絆 な ど 、 い まだ 様々 な 火種 が 煙 ぶ る 大 マゼラン 銀河 。 ヤ ッ ハ バッ ハ が 小 マ ゼ ラン を 席巻 する と いう 事態 を 受け 、 大 マゼラン 歴 2300 年 の 第 二 次 海峡 戦争 以来 の 戦乱 が 幕 を 開け た 。
大 マゼラン 銀河 ・ 勢 力 相関 図
大 マゼラン 銀河
ロン ディ バル ト 連邦 国
オズ ロッ レン 財団
ゼ オ ス ベル ト ユニ オン
大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦
親交 (搾取 )
アッ ドゥー ラ 教 国
親交 (搾取 )
小 マ ゼラ ン 銀 河
カル バラ イヤ ネー ジリ ンス 星団 連合 星系 共和 国
エル メッ ツァ 星 間 国 家 連 合
ヤッ ハバ ッ ハ 則 国
人 銀河 連邦 本 部
銀河 連邦 中 央 宙 域 の 惑星 メリ ル ガ ル ド に 置か れ た 銀河 連邦 本 部 。 大 マセ ラン 銀河 連邦 大 統領 ヴァ ナー ド ・ バ ライ アン が 控え 、 こ こ で 大 マゼラン 銀河 の 大 局 を 見 据え た 。
(つつ 〇 7Z み 25mmmm
h ] Goloxy Repor マゼラン 銀河
大 マゼラン 銀河 の 諸 勢 力
DATA ロン ディ バル ト 連 邦 国
固 ネ スカ ー ジ ャ レー ン @ ゲ ー ト
ボイド ゲー ト x3
@ 下 時
イベ リア 204700 万 人 カサ ス 523300 万 人
圏 ヴォ ヤー ジ @ ゲ ー ト
ポイ ド ゲ ー ト x*1、 不 安定 ゲー ト x 1
@ 惑 星 GD-888 0 万 人 フィ ル 12200 万 人
較 ハ イヴ ァ ル ト 宙 域
@ ゲ ー ト ポイ ド ゲ ー ト x1
人 @ 感 星 アレ ンベルク 1071800 万 人 エル ソン 4511700 万 人 マル ゴ 330500 万 人 モン スタ ダー ル 2799900 万 人 リ ジ ー ル 596600 万 人 レギ ウス 2020000 万 人 レス タ 406300 万 人
国 銀 河 連邦 ・ 中 央 @ ゲ ー ト ボイド ゲー ト x2 @ 政 星
エス ラン ト 3092500 万 人 ガー レン 1179100 万 人 グレ ム ス 1913200 万 人
ドゥ ルー エ 4555700 万 人 ニー ツィ ア 3918200 万 人 フォ ルコ ゴス 4800 万 人
メリ ル ガ ル ド 3264400 万 人 レノ イ 2044300 万 人
圏 ジ ブラ ル タ ル 宙 域
@ ゲ ー ト ボイド ゲー ト x2
人 @ 刺 時 アン ノン 308500 万 人 オズ 3655900 万 人 ザン 2014400 万 人 ブー ロウ 1500700 万 人
固 ア ッ ド ゥ ー ラ レー ン
@ ゲ ー ト
ボイド ゲー トメ x2
@ 志 星
ハー ン ガ ル 558800 万 人
圏 アッ ドゥ ー ラ 本 国 @ ゲ ー ト ポイ ド ゲ ー ト x2 人 @ 感 星 バル ガル 2167400 万 人
葉 > ロン ディ バル ト 連 邦 国
第 一 次 海峡 戦争 と 第 二 次 海峡 戦争 を 経て 、 大 マゼラン 最大 の 勢力 「 大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 」 (正式 名 称 は 「 ロ ン デ ィ バ ルト 及び 自由 通商 同盟 」) の 盟主 と な っ た 中 央 政府 国家 。 ネス カー ジャ レー ン を 中 心 と し た 主要 航路 を 押 さえ る な ど 、 連 邦 成立 時 は 大 マゼラン で も っ と も 新進 的 で 、 活 気 の あ る 国家 と し て 強い 影響 カ を 振る っ た 。 し か し 、 連 邦 加盟 国 が 増え 、 そ の 勢力 圏 が 広がる に つれ その 世界 戦略 に 破綻 が 見 え 始 め 、 勢 力 圏 の 維持 に 流 々 と する よう に な る 。 また 、 一 方 で は 、 ロ ン デ ィ バ ルト 銀河 連邦 議会 の 褒 問 機関 ・ オ ー ダ ー ズ が 大 マゼラン の 統一 を 果たす べく 軍備 を 増強 し て お り 、 内 部 的 に も 一 枚 岩 と は 言え な い 状 態 と な っ て いる 。
セ ゼス カイ アス 級
ズィー・:
軍事 面 で は ジー マ ・ エ ミュ 、 オ ズ ロ ッ ソ 財団 の 支援 を 受け 、 汎 用 性 の 高い 艦船 を 多数 保有 す る 一 方 で 、 ヤ ッ ハ バッ ハ と の 戦い を 前 提 と し た 巨大 戦艦 ゼス カイ アス 級 な ど 、 新 た な 艦船 の 開 発 に も 着手 し た 。 ま た 、 銀 河 連邦 軍 に は 属さ な い オ ー ダ ー ス 独自 の 軍隊 は 特に オズ ロッ ソ 財 団 と の 繋が り を 強め 、 決 戦 兵 器 ズ ィ ー・ ア ー ル 2 級 な ど 最 新鋭 の 軍備 を 保有 し た 。
な お 、 第 一 次 海峡 戦争 以降 、 大 マゼラン 最 古 の 国家 で ある アッ ドゥー ラ 教 国 と は 永い 敵対 関 係 に あり 、 連 邦 の 防衛 構想 は 対 ア ッ ド ウゥ ー ラ を 中 心 に 立案 され て いる が 、 こ れ は 連邦 を まとめ る た め に アッ ドウ ー ラ を 仮想 敵国 と し て 必要 以 上 に 喧伝 し て いる と の 指摘 も ある 。
4 大 統領 執務 室
銀河 連邦 本 部 内 に ある 大 統領 専用 の 居室 。 ヴ ァ ナ ー ド は ここ に 座 し て 、 ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 大 統領 直轄 の 課 報 組織 ・ENR に 課 報 任務 を 与え て いた 。
ム ア イ ル ラ ー ゼ ン 大 使 館
惑星 ニー ツィ ア に ある アイ ル ラ ー ゼ ン 大 使 館 。 銀 河 連邦 ・ 中 央 宙 域 の 惑 星 に は 、 そ の 他 に も エン デミ オン 、 ネー ジリ ッ ド な ど 同 盟 各 国 の た め の 大 使 館 が 置か れ て いる 。
る ロン ディ バル ト ・ 宇 宙 港 イメ ー ジ 非対称 的 な 構造 な が ら 、 同 勢力 の 艦船 イメ ー ジ と 同様 に 整然 と し た 感じ の ある 宇宙 港 。 他 の 大 マゼラン 勢力 の 港 と 比べ 壮 用 さ に は 欠け る 外観 は 、 機 能 性 を 優先 し た 結果 と 思わ れる 。
本 思ふ ()|()
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参 > ジー マ ・ エ ミュ
他 の 銀河 系 か ら 移住 し て きた 、 完 全 な 単 一 民 族 で 構成 され た 少数 民族 国家 。 首 都 星 は 惑星 ニー デラ ント 。 そ の 技術 力 は 非常 に 高く 、 彼 ら の 技術 供与 が ロン ディ バル ト を 連邦 の 盟主 に 押 し 上 げた 要因 と も 言わ れ て いる 。 ジ ー マ 人 は ニュ ー ロ オペ レー ティ ング シス テム (NOS) と 呼ば れる 統合 指揮 シス テム の 端末 (イン プラ ン トコ ー ダ ー) に より 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 直接 脳 か ら 行う 。 そ の た め 、 思 考 共有 時 の 大 き な 感 情 の 変化 は 全員 に 対し て 多大 な 影響 を
ムジ ー マ ・ エ ミュ ・ 宇 宙 港 イメ ー ジ
三角 形 の ブレ ー ト の よう な 形状 と な っ た 宇宙 港 。 さま ざま な ユニ ッ ト を 内 包 し な が ら も 、 さ な が ら モニ ュ メ ント の よう な 荘厳 さ を 持つ 。
及ぼ すこ と に な る 。 こ の 特質 か ら 彼 ら は 感情 を コン トロ ー ル する 術 に 長け て いる も の の 、 他 の 星系 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 が 総じて 低
く 、 無機質 な 存在 と 見 られ る こと が 多い 。 ジー マ 軍 の 特徴 と し て は 、 高 い 技 術 力 だ け で な く 、NOS に より 直接 デー タ へ の リン ク 、 交 信 を 行なう 艦隊 運用 が 挙げ られ る 。 軍 標準 指揮 専 用 艦 グ ー・ グ ラン 級 な どの 「 戦 闘 指揮 艦 」 に よ り 艦隊 運用 する 場合 、 通 常 想定 され る 人 員 の 1/100 以 下 と いう 小数 で の 操船 が 可能 と な る 。
| 論 問 機関 ・ オ ー タ ダー ズ の 活動
ロン ディ バル ト 銀 河 連 邦 議会 の 褒 問 機関 と し て 、 銀 河 連邦 軍 及 び 連 邦 議会 に 大 き な 影響 力 を 持つ オー ダー ズ は 、 大 規模 殖民 時 代 未 期 に お いて は 軍需 産業 系 統 の 人 間 が 組 織 の 中 心 と な り 、 そ の 軍備 を 増強 。 ロ ン デ ィ バル ト を 名 実 共 に 大 マゼラン の 盟主 と すべ く 活動 を 先鋭 化 さ せ 、 つ い に ハ イヴ ァ ル ト 宙 域 に お いて 、 星 間 議 会 の シン クタ ンク ・ トリ ニオ ン 機 関 を 中 心 と し た 連合 と 衝突 し た 。 な お この 戦闘 に お いて オー ダー ス 旗 艦 ボア ・ ト ー ラ ス 級 を 沈黙 させ た ユー リ 艦 隊 が 一 躍 脚光 を 浴び 、 対 ヤッ ハバ ッ ハ に 向け た 大 マゼラン 統一 に 際 し 、 そ の 中 心 的 な 役 割 を 担う こと と な っ た 。
人 ム ボ ポア ・ ト ー ラ ス 級
オー ター ズ 軍 の 本 拠 地 と な っ た 宇宙 要 寒 。 リ ニア スラ イド 方 式 の マス ド ライ バー 砲 に より 、 連 合 を 苦し め た 。
DATA ジー マ * さ ュ
固 ジ ー マ ・ エ ミュ @⑯ ゲ ー ト ボイド ゲー トメ x1 @ 感 星 ジ ク ル ズ 人 口 : 82000 万 人 セー デル 人 口 : 86600 万 人 ニー デラ ント 人 口 : 265500 万 人 ハル ドラ 人 口 : 23100 万 人 マリ ュ ア ル 人 口 : 30900 万 人 ユル グン ド 人 口 : 105400 万 人
TOP SECRET | P
人 女王 の 部 屋
優れ た 統率 力 で ジー マ ・ エ ミュ を 治 め て いる 女王 フー・ リ ー の 居室 。 イ ンプ ラン トコ ー タ ダー の シス テム を 尚 る ジー マ の 中 枢 ・ マ シン ナリ イタ ワー 内 に 置か れ て いる 。
TOP SECRET 店 生
〇 1 1 7 Zsmm
Golaoxy Reporr マゼラン 銀河
大 マ
DATA アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
ゼラ ン 銀 河 の 諸 勢 力
アイ ル ラ ー ゼ ン 中 央 ゲー ト ボイド ゲー ト x2 感 星
イザ ー ル 人 口 : 1748300 万 人 ウル ム バ ウト 人 口 : 5992900 万 人 グン ニッ ツ 人 口 : 2749000 万 人 セ ベ リン 人 口 : 2008800 万 人 トー マク 人 口 : 651200 万 人 ノイル 人 口 : 1110800 万 人 バラ ン シ ュ 人 口 : 964300 万 人 ミン デル 人 口 : 944400 万 人
モン フー ト 人 口 : 1755500 万 人 レン ミッ ター 人 口 : 3762600 万 人
葉 > アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
地勢 や 政治 的 立場 か ら 、 対 アッ ドゥ ー ラ の 最 前 線 を 防衛 する 大 国 。 近 年 で は 、 連 邦 政 府 か ら 軍備 拡張 を 求め られ 続け て お り 、 国 力 の 疲弊 と 連邦 の 徴 慢 さ に 対す る 不満 が くす ぶっ て いる その 軍 の 勇敢 さと 規律 の 正 し さ は 有名 だ が 、 国 民 の 性 情 的 に は や や お 人 好 し で あり 、『 ラ ー ゼ ン の 指針 』( 騎 士道 精神 的 な 概念 ) か ら 損 得 抜
き で 他 者 の た め に 行動 し よう と する 傾向 が ある 。
な お 、 第 二 次 海峡 戦争 の 敗戦 に より 国体 を 共和 制 に 移行 させ られ た が 、 王族 は 全く 実権 の な い 形式 的 存在 と し て 維持 され て いる
ク 状 の
ブロ ッ
軍 は 基幹 組織 上 、 特 徴 に 応じ て 空間 機甲 艦隊 、
空間 竜 騎 艦隊 、 空 間 重 砲艦 隊 、 近 衛 艦 隊 の 4 角 隊 に 分 けら れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 艦隊 を 組み 合 わせ 目的 に 応じ た 「 戦 略 任務 艦隊 」 を 作る 形 を と っ て いる 。 対 アッ ドゥ ー ラ 艦隊 「o 象限 宙 域
艦隊 」 は その 中 で も 最大 の 戦略 任務 艦隊 と な る 。
技術 面 で は 着弾 収束 型 管制 シス テム と いっ た 精 度 の 高い 戦闘 シス テム を 有する 艦 が 多く 、 小 マ
ゼラ ン で の ヤッ ハバ ッ ハ と の 交戦 記録 を 活か し 、
早期 に 新造 戦艦 の 開発 に 着手 。 ク ラウ スナ イツ 級 を 量産 し て 対 ヤ ッ ハ バッ ハ 戦 に 備え た 。
クラ ウス ナイ ツ 級
、 4 アイ ル ラ ー ゼ ン ・ 宇 宙 港 イメ ー ジ
い 中 、
や や 風変わり な
ゼ オ ス ベル ト 宙 域内 の 小惑星 密集 宙 域 、 そこ に 集中 する ギル ド は 「 ゼ セオ スベ ルト ユ ニオ ン 」 と 呼ば れる 。 惑 星 ラ ベッ タ に は 、 その ギル ド を 取り まとめ る 「 ユ ニオ ン 事 務 | 所] が 置か れ て いる 。 組 織 と し て は 連邦 に 所 属す る が 、 フ リー の 船乗り に と っ て の 拠
| こ G トラ ク 集 う 小 大 昌信 宙 域 ・ セオ スペ ルト ユニ オン
り 所 で ある 同 所 の 独立 意識 は 高く 、 独 自 の 勢力 圏 を 作り あげ て いる 。0G ド ッ グ で あ れ ば た と え 他 国 か ら の 脱獄 囚 で も 受け 入れ る た め 、“ ア ド ホ ッ ク ブ プリズナー" ユー リ も 、 監獄 惑星 ラー ラウ ス か ら の 脱獄 後 、 こ の 場 所 を 拠り 所 と し て 再起 を 図っ た 。
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玉 > エン デミ オン 大 公国
古い 歴史 を 持つ 、 大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ル ト 連 邦 の 有力 国家 の ひと つ 。 現 大 公 は エル ル ナー ヤ 235 世 。 か つて は 非常 に 国力 が 高く 、 第 - 次 海峡 戦争 の 際 は 初代 エン デミ オン 大 公 ( エ ルル ナー ヤ 公 ) が 自由 通商 同盟 の 成立 に 尽力 し 映 主 と し て 戦っ た が 、 戦 争 終結 後 は 経済 政策 の 失敗 か ら 国 力 が 大 きく 低下 。 第 二 次 海峡 戦争 を 機 に ロン ディ バル ト の 後塵 を 拝 す る こと と な っ た 。 連 邦 内 で の 影響 力 は さほど 高く な く 、 現 在 連邦 か ら 割 り 当 て られ て いる / 宙 域 艦 隊 も 、 特
人 宮殿 内 部
伝統 と 格式 に 彩 ら れ た 、 エ ン デ ミオ ン 大 公 (エル ルナ ー ヤ 公 ) の 宮 典 内
ヴィ リオ ・ エ ン デ ミオ ン 級
に 強力 な 敵性 勢力 が 存在 し な い 地 域 の た め 、 海 江 退 治 や 航路 の 警備 等 が 主任 務 と な っ て いる 非常 に 高い 技術 力 と 資金 力 を 持つ 巨大 軍需 企
業 ・ オ ズ ロ ッ ソ 財団 発祥 の 地 で も ある こと か ら 、
軍隊 は ヴィ リオ ・ エ ン デ ミオ ン 級 な どの 優秀 な 艦船 を 多数 保有 する 。 し か し 、 近 年 は 国内 で の オズ ロッ ン ソ 財 団 の 発言 力 が 急速 に 増し た だ け で な く 、 そ の 技術 提供 の 相手 を ロン ディ バル ト 中 央 政府 へ と シフ ト さ れ た た め 、 軍 の 弱体 化 が 進
行 し て いる 。
部 。 玉 座 を 中 心 と し た 物 々 し くも 豪 華 な 装飾 は 、 エ ン デ ミオ ン と いう 国 の 古い 歴史 を 物語 つっ て いる
| 新 時 代 の 造船 企業 ・ オ ズ ロ ッ ソ 財団
か つて エン デミ オン 大 公 の 克 護 の 下 、 新 時 代 の 人 造船 企業 と し て 設立 され た オズ ロッ ソ 財 団 は 、 そ の 高い 技術 力 に より 巨大 な 軍 需 企 業 へ と 発展 し た 。 だ が その 後 、 大 公国 の 失政 が 続く と 見 切り を つけ 、 ロ ン デ ィ バ ルト 中 央 政府 に 接近 。 そ の 技術 力 か ら 生 み 出さ れる 新 技術 を 取引 の 材料 と し 、 大 マセ ゼ ラン 銀河 連邦 政府 に 対し て も 影響 力 を 保持 する 一 大 多 星 間 企 業 に 成長 し た 。 さ ら に 1 ら は 、 後 に 大 マセ ラン に 侵攻 し た ヤッ ハ バッ ハ と の 接触 を も 目論ん だ 。 な お 、 財 団 は 対 海賊 を 理由 に 強力 な 私 兵 集団 を 持ち 、 会 長 の ザバス ・ ザ ン ブ ル グ 自身 も 最新 鋭 艦 ヴァ イス ・ ザ バス 級 を 愛 艦 と し て いる 。
人 ム ヴ ァ イ ス ・ ザ バス 級
時 の オフ ィ ス で あっ た 艦 だ
カ は 軍 主 力 艦 に も 匹
DATA・ エン デミ オン 大 公国
固 セ オス ペル ト @ デ ゲート
ボイド ゲー トメ X2 @ 成 時
キー ロウ 人 口 : 1212200 万 人 ダイ ヤン 人 口 : 1434400 万 人 ベリ アー テ 人 口 : 1402000 万 人 ラー ラウ ス 人 口 : 1100 万 人
圏 エ ン デ ミオ ン
@⑯ ゲ ー ト ゲー トメ X1
@ 感 星 ウォ ロス 人 口 : 690800 万 人 クラ レ リ 人 口 : 1343400 万 人 セ ヴ ィ ー ユ 人 口 : 783300 万 人 ゼ ト ロン 人 口 : 1443800 万 人 フィ エラ 人 口 : 763400 万 人 メッ サー ナ 人 口 : 5776700 万 人 ラヴ ェ ル ナ 人 口 : 4853700 万 人 ラ タ バ ル 人 口 : 2414200 万 人
h | Goloxy Repor マゼラン 銀河
大 マゼラン 銀河 の 諸 勢 力
DATA
ネス カー ジャ
圏 ネ スカ ー ジ ャ
人 @ ゲ ー ト ボイド ゲー トメ x2
人 @ 惑 星 ウ バ ハリ 人 口 : 4119800 万 人 ギ ギ マグ 人 口 : 3656500 万 人 ドゥ ルター ヤ 人 口 : 52400 万 人 ブ ワ ー ケ 人 口 : 999200 万 人 ワ ガ ド ッ ゥ ン 人 口 : 3121700 万 人
DATA ネー ジリ ッ ド
NO DATA
形 >》 ネス カー ジャ
レア メタ ル 等 を 含む 資源 が 豊富 な 宙 域 を 有 す る 後進 国 。 惑 星 ブ ワー ケ に 大 統領 府 を 置く 。 大 マゼラン 連邦 と 繋が る 限ら れ た 航路 (タラ ン チュ ラ 星 雲 と ハイ パー ノヴァ 衝撃 波 宙 域 の 中 間 を 通る 航路 ) は 「 ネ スカ ー ジ ャ ・ レ ー ン 」 と 呼 ば れ 、 資 源 輸送 航路 と し て 重要 視 さ れ て いる 。 以前 か ら 連 邦 と アッ ドゥ ー ラ の 謀略 に よっ て 内 戦 状態 が 継続 。 そ の 政情 の 不安 定 ゆ え に 両 大 国 に よる 資源 の 搾取 が 続い て いた が 近年 、 若 き 英
オ ポ ボネ イラ 級
ネス カー ジャ ・ 宇 宙 港 イメ ー ジ
徐々 に 必要 な ユニ ッ ト を 増設 し て いつ た か の よう な ネス カー ジャ の 宇宙 港 。 外観 は 宇宙 港 と いう より も 、 工 場 な どの 地上 建
造物 の よう な 様相 を 呈し て いる 。
> ネー ジリ ッ ド
か つて ジー マ ・ エ ミュ と 同一 の 民族 だ っ た が 、
思想 の 違い か ら 分 派 し 、 独 立 ・ 建 国 し た 国家 。 ジー マ ・ エ ミュ と は 若干 の 反目 を 残し つつ も 、 民族 の 根本 の 性 質 は 似通っ て お り 、 合 理性 、 論 理性 を 重んじ る 。 立国 当初 か ら の エン デミ オン の 圧力 、 ハ イ パ ー ノ ヴァ に よる 勢力 圏 の 消失 な ど 、 歴 史 的 に 苦難 の 道 を 歩ん で きた 経緯 を 持つ が 、 そ の 苦難 の 最 中 で 援助 を 差し 伸 べ て きた ア イル ラー ゼン と は 強い 友好 関係 を 築き 、 現 在 は
シャ イニ ー ル 級
低 ア グリ ス ・ バ ゼ ゼ が 国 を まとめ つつ あり 、 逆 に 両 大 国 の 力 を 上 手 く 衝突 させ つつ つ 真 の 独立 国 家 を 目指 そう と いう 動き が 加速 し て いる 。
軍 組 織 は 政府 軍 と 反 政 府 軍 の 2 派 に 分 か れ て お り 、 前 者 は 大 マゼラン 連邦 、 後 者 は アッ ドゥ ー ラ の バッ クア ッ プ を 受け て いる 。 政府 軍 、 反 政 府 軍 共 に 軍艦 に は マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン 等 の 大 型 質量 弾 兵 装 を 搭載 し 、 対 ビー ム 装 甲 の 優秀 さ に よる 既存 艦 の 優越 を 月 し つつ ある 。
る 砂漠
地表 が 広大 な 砂漠 に 牧 わ れ て いる な ど 、 居 住 性 の 低い 惑星 も 多く 内 包 す る ネス カー ジャ 。 ア グリ ス は 内 戦 終 結 後 の 国 家 と し て の 成長 を 熱望 し て いた が 、 の ち に 暗殺 され た 。
技術 提供 に より その 軍備 強化 に 協力 し て いる 。 ジー マ ・ エ ミュ と 同様 に 技術 力 が 高く 、 軍 全 体 に お ける 艦艇 数 は 少な いも の の 、 膨 大 な コス ト を 用 いて 製造 され た 戦 艇 シャ イニ ー ル 級 な ど の 高 性 能 艦 を 有する 。 ま た 、 そ の 技術 に より 、 対 艦 戦 に お いて 有効 性 を 疑問 視 さ れ て いた 小型 艦載 機 に 高い 戦闘 能力 を 付与 する こと に 成功 。 対 ヤ ッ ハ バッ ハ 戦 を 前 に 、 大 型 艦 赤 機 ミュ ウ ・ ガラ リオ な ど を 得 出し た 。
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無限 航路 設定 資料 集
玉 > アッ ドウ ー ラ 教 国
大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 に 対し 唯一 表面 化し て いる 敵国 。 惑 星 ム スカ ー ル に 教皇 店
が 置か れ て いる 。 大 マゼラン 最 古 の 国家 で あり 、
か つて は 大 マゼラン の 植民 惑星 全て を 支配 下 に お いて いた が 、 第 一 次 海峡 戦争 に 敗れ 、 そ の 支 配 地 の 大 半 を 失っ た 。『 人 は 大 地 に ある べし 』 と いう 宗教 的 な 教義 に より 、 当 時 も 今 も 教皇 の ぎ 認 を 受け た 枢機卿 他 の 人 間 だ けが 、 必 要 最 低 限 の 資源 獲得 、 質 易 、 防 衛 の た め に の み 宇 宙 に 出る こと を 許さ れ て いる 。 な お 、 教 牌 を 中 心 と
ヴァ ・ ク ル シ プ ブス 級
デ
全教 星 の 間
教 竹 ブラ フシ ェ ラ が 座 す る 教 星 の 間 。 室 内 は 生い茂る 植物 を 連想 させ る 非 機械 的 な 意匠 と な っ て お り 、 大 マゼラン の 建造 物 と は 異質 の 文化 を 感じ させ る 。
し た 中 枢 は オー バー ロー ド に つい て ある 程度 の 情報 を 持っ て お り 、 ア ッ ド ゥ ー ラ の 教義 は 、 オ ー バー ロー ド の 目的 を 阻止 する た め の も の だ っ た と も 言わ れ て いる 。
領 宙 内 に は デ ヴ ァ ・ ク ル シ プ ス 級 な ど 枢 機 狼 が 率い る 艦隊 が 配 さ れ て いる だ け で な く 、 重 力 圏 生成 砲 や 要 窪 惑星 バウ スナ イア の ビー ム 攻 撃 衛星 ジン な ど 、 オ ー バ ー テ クノ ロジ ー を 流用 し た と 思しき 軍備 を 有 し 、 潜 在 的 な 戦闘 能力 は 未 だ 一 国 で 連邦 全体 に 匹敵 する と も 言わ れる 。
人 始祖 移民 船 ・ 外 観
惑星 バル メリ ア に は 、 大 マゼラン 星 雲 へ と 最初 に 到着 し た 始祖 移民 船 が 存在 。 オ ー バ ー ロ ー ド に 関す る 伝承 や 、 地 球 か ら の 移民 計画 に 関す る 資 料 が 多く 眠っ つて いる と され る 。
4 アッ ドゥ ー ラ ・ 宇 宙 港 イメ ー ジ アッ ドゥ ー ラ が 保有 する 艦船 と 同様 に 、 特 殊 な 形状 を し て いる 宇宙 港 。 教 衝 庁 な ど と 同様 の 古 い 建 造物 の よう な 外観 は アン ドゥ ー ラ 固有 の 技 術 の 賜物 と 思わ れる 。
DATA アッ ドゥ ー ラ 教 国 圏 アッ ドゥ ウー ラ 本 国 @ ゲ ー ト ボイド ゲー ト x2 @ 選 星
ウル ヤル 人 口 : 103800 万 人
ジュ メー ラ 人 口 : 3918200 万 人 スラ ディ 人 口 : 1960300 万 人 バウ スナ イア 人 口 : 4233200 万 人 バル ガル 人 口 : 2167400 万 人 ネル ー 人 口 : 2777900 万 人 ムスカ ー ル 人 口 : 1873800 万 人
15 7 ZZ 2
Golaxy Reporf 外 鍵 河 高 次 塗 間
ヤッ ハバ ッ ハ 常 国 ビジ オー バー ロー ド
大 規模 殖民 時 代 未 期 の マゼラン 銀河 は その 記 権 を 巡り 混 池 と し て いた が 、 外 銀河 か ら の 侵略 者 ・ ヤ ッ
ハバ ッ ハ 帝国 の 出現 に より 、 統 一 へ と 近づい て いく 。 し か し 、 そ ん な 人 類 も 、 彼 ら に と っ て は 「 神 」
に 近しい 存在 で ある オー バー ロー ド に より 、 終 毒 の 危機 に 河 す る こと と な る 。
肛 > ヤッ ハバ ッ ハ 錠 国
DATA N ヾ い azI 王 | 、 ES 、 ヤッ ハバ ッ ハ 常 国 複数 の 銀河 を 支配 下 に 置き 、 宇 宙 の 1/4 が そ @ 小 マゼラン 銀河 の 勢力 圏 と も 言わ れる 巨大 帝国 。 現 皇帝 は 第
固 エ ル メ ッ ツ ァ ・ ロ ウズ 117 代 皇帝 ガー ラン ド 。 そ の 皇帝 専用 艦 ゼ オ ・ 圏 エ ル メ ッ ツ ァ ・ ラ ッ ツ ィ オ 圏 エル メッ ツァ ・ 中 央 理性 的 な 国家 が 粗野 な 国家 に 圧倒 され る 例 男 カ ル バ ライ ヤ ・ ジ ャ ンク ショ ン 性 的 な [ 1 家 カ 香寺 な ] 家 【 本 MA 田 ネ ー ジ リン ス ・ ジ ャ ンク ショ ン 多々 ある が 、 ヤ ッ ハ バッ ハ は 、 宇 宙 の 謀 権 を 提 固 セ ー ベ ンス ト 宙 域 る に は 最後 は 頑健 な 肉体 と 強 揚 な 精神 力 で ある 固 ア ー ヴ ェ ス ト 辺 境 \ う 軸 想 を 体 昌 - 上 よう な 種族 で ある 。 そ の 画 マ セラ ニッ クス トリ ー ム NNE の ) 陸生 の 圏 ネ ー ジ リン ス ・ 人 外縁 戦闘 能力 は 宇宙 最強 と うた われ 、 強 大 な 軍事 力 圏 カル バラ イヤ ・ 中 央
エン ドラ 人 口 : 801800 万 人 タウ ロン 人 口 : 1077000 万 人 ペ ベルグ 人 口 : 151600 万 人
固 ア ンダ ルシア 宙 域 クー ルー 人 口 : 874800 万 人 セオ ・ ジ ・ バ ルト ン P 級 ザ ブ ラ 人 口 : 100300 万 人
ジ ・ バ ルト 級 が 国家 の 首都 と し て の 機能 も 持つ 。
に より 多く の 星系 が 滅亡 に 追い や られ て いる が 、
ーッ その 後 の 治 介 は 他 の 勢力 と 比較 し て 特別 本 と いう 訳 で は な く 、 お し ろ 公 正 と の 見 方 も ある 。
@ 大 マゼラン 銀河 ヤッ ハバ ッ ハ 人 は 強い 生命 力 と 繁殖 力 を 持ち 、
国 ジ ブラ ル タ ル 再 虹 制圧 し た 民族 と の 交配 に より 今 肖 族 と し て の
チ ブ ル 人 口 : 1674500 万 人 べ ベガ ッ サ 人 口 : 4572200 万 人
マ 和 皇帝 艦 艦 橋 皇帝 専用 艦 ゼ セオ ・ ジ ・ バ ルト 級 の 艦 @⑯ そ の 他 の 銀河 橋 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 巨大 艦 の 中 で も NO DATA 桁 違 い の 大 き さ を 誇る 同艦 の 艦橋 は
非常 に 広く 、 外 観 と 同様 の 荘厳 な 威 容 を 持っ て いる 。
膨張 を 続け て いる が 、 純 血 の ヤ ッ ハ バッ ハ 人 の 平均 身長 は 2m 前 後 、 概 ね 子供 は 10 人 を 超え る の が 平均 的 家族 構成 で ある 。 和 帝 は 一 夫 多 妻 制 に より 多く の 男子 を 作る と 、 そ の 男子 達 が 12 歳 に 達し た 時 、 何 の 援助 も な いま ま 他 の 文明 星系 に 放り 出す 。 そ し て 、 18 の 歳 に 帰 量 する まで に 世継 ぎ と し て の 能力 が ある の か を 見 極め る の で ある 。 そ うし て 選ば れ し 者 が 皇 太子 の 位 に 即 ぎ 、 後に 皇帝 と し て 君 具 する 。 ガ ー ラ ンド は その 世 継ぎ を 決め る 旅 の 過程 で 、 ア ッ ド ウー ラ 教 国 を 訪問 。 オー バー ロー ド に 関す る 情報 を 得 た 。 彼 が 征服 を 進め た 真 の 目的 は 、 全 ワー プ ゲ ー ト を 同時 占拠 する 体制 を 作り 、 オ ー バ ー ロ ー ド の 目
的 を 挫 く こと だ っ た と も 言わ れ て いる 。
4 ヤッ ハバ ッ ハ 風 の 私 室
ヤッ ハバ ッ ハ 高官 の 居室 と 思わ れる
ひと 部 屋 。 様 々 な 星系 の 文化 を 取り
入れ て いる た めか 、 粗 暴 と 思わ れ て
いる ヤッ ハバ ッ ハ の イメ ー ジ と は か け は な れ た 上 品 な 調度 が 揃っ て いる 。
4 ヤッ ハバ ッ ハ ・ 宇宙 港 イメ ー ジ
その 特徴 的 な 艦艇 と 同様 に 、 重 厚 な か つ 蘭 厳 な 団 気 を 醸し 出す ヤッ ハバ ッ ハ の 宇宙 港 。 古 い 建造 物 の よう な その 外観 は 、 ア ッ ド ウゥ ー ラ の 宇 軍港 に も 通じ る も の が ある 。
紀
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参 > オー バー ロー ド
人 類 か ら 見 て 、 量 子 力学 的 高 次 空間 に 所 属す る 知 的 生命 体 。 そ の 総称 が オー バー ロー ド で あ る 。 オ ー バ ー ロ ー ド は 、 宇 宙 に 誕生 し た 生命 体 が 知 的 段階 に まで 進化 し た も の で 、 彼 ら の 存在 する 宇宙 = 時 空 連続 体 の 上 位 構造 体 は 、 下 位 構 造 体 に 属す る 人 類 が 認識 する こと は で * き な いい 始祖 移民 船 に 残さ れ た 情報 か ら そ の 存在 を 知っ た 者 も いる が 、 こ れ は 伝記 を Ft と と 同 レ ベ ル か 、 そ れ 以 下 の 認 識 に すぎ な い 。 そ の た め 、 偶然 に 彼ら の 干渉 を 感じ た 20 それ を 「 神 秘 体験 」 や 「 天 啓 」 と 解釈 し 、 オ カル ト ・ 神智 学 の 信奉 者 、 研 究 者 た ち は 、 桁 外れ に 大 き な 情報 量 を 持つ オー バー ロー ド と 接触 し た 体験 を 、 森 維 万 象 の デー タ が すべ て 記録 され て いる
と 言わ れる 「 ア カシ ッ ク ・ レ コー ド 」 と の 「 チ ャ ネリ ング 」 な ど と いう よう に 語っ て いる 。 オー バー ロー ド の 真 の 目的 は 不明 だ が 、 彼 ら は 量子 ゼノ ン 効 果 に より 人 類 の 宇宙 を デコ ヒー レン ス な 状態 に 固定 する (確定 させ る ) た め に 「 観 測 者 」 と 「 追 跡 者 」 を 使い 、 人 類 の 宇宙 を 観察 。 最 終 的 に は 宇宙 を 破壊 する も の 「 フ ァ ー ジ 」 を 送り 込ん だ 。 こ れ に より 、 人 類 は 滅亡 の 危機 に 河 し た が 、 彼 ら に と っ て 人 類 の 宇宙 の 存 在 は 量子 論 で 語ら れる べき レベ ル の 小さ な 世界 に 過ぎ ず 、 同 様 の 宇宙 が 無数 に 存在 する 可能 性 も 高い 。 彼 ら は 、 ひ と つの ケー ス と し て 人 類 の 0 則 し 、 必 要 が な く な っ た の で 処分 する いう 単純 な 処理 を 行なっ た に すぎ な い 。
ム ボ イド ゲー ト
た ボイド ゲー ト 。 人 々 な 活動 宙 域 の 拡大 を 与え た 、 オ ー バ ー ロ ー ド の 「 観 測 ] の た め の 道 具 で ぁ 8
4 マヤ ッ ハ バッ ハ 宮 殿 内
皇帝 専用 艦 ゼ セオ ・ ジ ・ バ ルト 内 に 置 か れ た ヤッ ハバ ッ ハ 宮殿 。 高 い 技術 力 で 建造 され た 艦内 に あり な が ら 、 代々 の 皇帝 に 受け 継が れ て きた と い う 古 い 歴 史 を 感じ させ る 。
DATA オー バー ロー ド
NO DATA
TOP SECRET - パ バーロー ド
NN !
seyresod 大 規模 殖民 時 代 未 期 戦 更
0G ド ッ グ ・ ユ ー リ の 活動 記録 - 少 年 期 #01
ユー リ 、 航 宙 禁 止 令 を 破り 宇宙 へ 脱出 。
L エル メッ ツァ ・ ロ ウズ
ロウ スズ 領主 デラ コン ダ ・ バ ラコ ンダ 、 IP 通信 で ロウ ズ 宙 域 全 域 に ユー リ へ の 警告 を 発する 。
ロウ ズブ 定期 貨物 船 、 ユ ー リ 艦 に 組 届 さ れる 。
ロウ ズ 笛 域 に て 、 ユ ー リ 艦 と デラ コン タダ 艦隊 が 交戦 。
ボイド ゲー ト 周 辺 に て 、 ユ ー リ 艦 と ゲー ト 守 備 隊 が 交戦 。
葉 >Chopier 01 ユー リ 少 年 、 人 逢 か な 航海 へ の 出発
「 そ の 時 、 暗 い 夜 空 を 切り 裂く よう な 光 と 共に ー 一 宇宙 へ の 迎え が 、 墜 ち て きた 」
父 の 形見 で ちあ る エビ タフ の 謎 を 解く た め 、 宇 和 宙 に 上 が る こと を 目指 し て いた 少年 ・ ユ ー リ 。 彼 が 惑星 ロウ ズ の 丘 で 見 た も の は 、 依頼 人 を 星 の 海 へ と 連れ 出し て くれ る 「 打 ち 上 げ 屋 」 ト ス カ の 愛 艦 だ っ た 。 ユ ー リ の 依頼 を 受け て ロウ ズ へ と や っ て きた トス カ は 、 和 警備 隊 と 交戦 の 末 、 ロウ ズ の 奥深 い 森 へ と 不時着 し た の で ある 。 ト スカ に 依頼 を 了承 され 、 つ い に ユ ー リ は 、 航 宙 禁止 令 の 敷 か れ た ロウ ズ か ら 脱 出し た 。 だ が 、
人 警備 隊 に 追わ れ 「 そ ん な に や られ た いな ら 、 お 望み ど お り タ ン ホ イザ に 叩き 込ん で や る よ 」 と 悪態 を つく トス カ 。
ル 「 参 っ た ね 、 ア ンタ みた いな 子 坊 " が 依 頼 人 た ぁ 」 と 悪態 を つ く ト スカ だ が 、 そ の 出 会 い 以降 、 ユ ー リ の 良 き ア ドバイ ザー と な る 。
IE: 必 アプ を
する ふた り 。
トー ロ は 、 ユ ー 隊 の クル ー と な
人 と マチ ェ ル シー を 捕 ら え 、 ユ ー リ を 引き 戻 そう と する デラ コン タ 。 ユー リ は 自身 の 艦 で 彼 の 艦隊 を 撃破 し 、 無 事 チェ ル シ ー を 救出 し た 。
巡り
争っ て いた も の の 、 トス カ の 一 撃 に
硬直 後 に 7
つた 。
それ に 気づい た ロウ ズ の 領主 ・ デ ラコ ンダ は 、 彼 の 妹 で ある チェ ル シ ー を 人 質 に 取り 、 ロ ウズ へ と 戻る よう 命令 する 。
ユー リ は トス カ の 助言 を 受け つつ 、 自 身 の 意 思 で 0G ド ッ グ に な る こと を 決意 。 エ ピタ フ を 質 に 入れ る は め に な っ た も の の 、 惑 星 ト トラ ス で 自身 の 艦 を 入手 し 、 デ ラコ ンダ と 交戦 し た 。 彼 の 艦隊 を 破っ た ユー リ は 、 チ ェ ル シー を 救出 し た 後 、 惑 星 バ ッ ジ ョ で 輸送 団 を 率い て いた トー ロ も 仲間 に 加え 、 ボ イド ゲー ト 和 守備 隊 と 交 戦 。 こ れ も 打 ち 破 り 、 広大 な 星 の 海 へ と 旅立っ た 。
っ IAFF COMMENTARY
ユー リ と いう 存在 の 確定 と ヴァ ラン タイ ン と の 初 章 遇
介 こ の 作品 に お ける ゲー ム ス タ ー ト 時 と は イコ ー ル 、 ユ ー リ (ブレイ ヤー) の 存在 が 確定 し た 瞬間 で ある 訳 で すか ら 、 出 来る 限 り 唐突 な 印象 を 与え る も の に し よう と こう いう 導入 と な り ま し た 。 ユー ザー さん は 様々 な 用 語 や キャ ラク ター に つい て 、 ほ ほぼ 説明 の 無い 状態 で プレ イ に 放り 込ま れる 訳 で す が 、 そ れ が (オー バー ロー ド に よる 予備 記 憶 洗脳 が あっ た と は いえ ) ユー リ 本 人 の 状
態 と 一 致す る よう に 描こ うと 考え た 訳 で す 。 ちな み に ト スカ と の 出会い で 打ち 上 げ 報 酬 と し て 1000G を 渡し て いま す が 、 本 来 工 場 勤め の 少年 が 失 出 出来 る 金額 で は 無く 、 ト スカ は その 場 で ロ に は 出さ な か っ た も の の 、 何 か 後ろ 暗い 行為 (工場 製品 の 横流し 等 ) を し て 稼い だ も の と 想像 し て いた よう で す 。 介 ヴ ァ ラ ンタ イン と の 初 遭 遇 の イベ ント で は 、 当 初 は 剣 を 飛ば され 突き 倒さ れる だ け
の 描写 で し た 。 ど の あたり まで ハー ド な 世 界 観 、 描 写 に する べき か 、 シ ナリ オ 作 業 の スタ ー ト 時 に は 私 の 中 で まだ 固まっ て いな か っ た 為 で 、 少 年 編 を 書き 上 げた 段階 で 、 遡っ て 片目 を 潰さ れる 描写 へ と 書き 直し て いま す 。 か つて この 件 を 相談 し て いた ソ エ ジマ 監督 (PV 担当 ) に この 修正 を 伝え る と 、 ひ どく 満足 そう に 顔 か れ た の が 印象 に 残っ て いま す 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
還 h ふ へ ()| ワ
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ル k エル メッ ツァ ・ ラ ッ ツ ィ オ
参 >Chopier 02 海賊 と の 攻防
質屋 に 預け た エピ タフ が 強奪 され た 。 強奪 者 を 追っ た ユー リ は 、 彼 ら を 壊滅 させ た 大 海賊 ヴァ ラン タイ ン と 放 哲 。 ユ ー リ は 戦い を 挑む も 軽く あし ら わ れ 、 エ ピタ フ を 持ち 去ら れる 。
「 お 前 に "資格 "が あれ ば 、 再 び 俺 と 会 うこ と に な る だ ろう 。 そ の 時 を 楽し み に し て いる ぞ 」 そう 言い 残し て いっ た ヴァ ラン タイ ン と 再び 対 財 す べく 、 ユ ー リ は 更に 強く な る こと を 誓う 。 その 後 、 ス カー バレ ル 海 賊 団 が 疎 放す る ラッ ツィ オ 笛 域 を 航行 中 し て いた ユー リ は 、 エ ル
4 4 ヴァ ラン タイ ン の ブレ ー ド が ユー リ の 左目 を 買 く 。 リ ジェ ネ レ ーション 処置 で 事 な き を 得 た が 、 彼 の 心 に は 深く 敗北 の 傷 が 刻ま れ た 。
メッ ツア ァ 中 央 軍 の スパ イ と し て 海賊 団 に 潜入 し て いた ディ ゴ の 艦隊 と 交戦 。 こ の 戦闘 で 同 軍 の オム ス 中 佐 に 認め られ 、 海 賊 討伐 に 加わ っ た 。 その 過程 で 、 ト ー ロ の 幼馴染 の 少女 ・ テ チ ティ ー タ の 兄 ・ ザ ッ カ ス が 、 ス パイ と し て 海賊 団 に 潜入 し て いる こと が 判明 。 彼 と 接触 し 、 頭 目 の ひひ と り バ ルフ ォ ス の 本 拠 地 を 掴ん だ 。 大 規模 進攻 作 戦 に て 、 海 賊 団 の 罠 か ら か ろう じ て 脱 し 本 拠 地 に 降り 立っ た ユー リ は 、 バ ルフ ォ ス と 、 彼 に 薬 で 操 ら れ た ザッ カス と 対 財 し た 。
PSAVOS (サー ヴォ ス ) に よっ て 海賊 に 操 られ て いた ザッ カス は 、 妹 の ティ ー タ さえ も 手 に か け よ うと し た
一連 の 出来 事 で 強い ショ ッ ク を 受け た トー ロ と ティ ー タ は 、 し ば し 無言 の まま 傍ら に 寄 り 添 いあ っ て いた 。
ル k エル メッ ツァ ・ 中 央
芦 >Chopier 03 紛争 解決 と 海賊 残 沈 の 残 滅
ラッ ツィ オ 宙 域 の スカ ー バ レル 本 拠 地 を 壊滅 させ た 後 、 ユ ー リ は エピ タフ の 情報 を 得る た め 惑星 ツィ ー ズ ロン ド を 訪れ た 。 オ ム ス の 勧め で ディ ゴ と 再会 し た ユー リ は 、 そ こ で 中 央 軍 に 雇 われ た 少年 ・ イ ネス を クル ー に 加え た 。 さ ら に アル デス タ ・ ル ッ キ オ 惑 星 間 の 紛争 解決 及び 海 賊 の 残 滅 作戦 に 協力 する こと と な っ た ユー リ は 、 伝説 的 戦略 家 ル ー・ ス ー・ フ ァ ー と 再会 。 彼 の 策 に より 、 ま ず は 紛争 を 解決 へ と 導い た 。
その 後 、 惑 星 ゴ ッ ゾ へ と 赴 い た 際 、 酒場 の 娘 ・ ミイ ヤ と イネ ス を 海賊 に さら われ た ユー リ は 、 4 ゲーム に 負け た た め に 、 女 装
させ られ る は め に な っ た ユー リ 較 と イネス だ が
b 女装 し て いた が た め に 海賊 に さら われ た イネ ス は 、 貞 操 を 奪 われ る 前 に 無事 救出 され た 。
4 スー クリ フ ブ レー ド の 一 関 で バ ルフ ォ ス を 討っ た ユー リ は 、 初め て 人 を 斬る 感触 を 知 つ た 。
彼ら を 追跡 。 宇宙 海流 ・ メ テオ スト ー ム を 抜け 、
ファ ズ ・ マ ティ の スカ ー バ レル 本 拠 地 を 急襲 し た 。 海 賊 団 を 統率 する アル ゴン を 追い 詰め た 際 に 重傷 を 負っ た ユー リ は 、 周 辺 宙 域 に いた 医療 ボラ ンティア 団体 ・ メ ディ ッ ク の 治療 に より 一 命 を 取り と め た 。 そ の 一 方 で 、 小 マゼラン 銀河 を 出 た エピ タフ 探査 船 が 行方 不明 と な る 事件 が 発生 。 船 の ヴォ ヤー ジ メ モ ライ ザー を 入手 し た トス カ の 知己 ・ シ ュ ベ イン は 、 ト スカ の 故郷 ・ アル ゼナ イア 和 宙 域 の デッド ゲー ト が 復活 し 、 謎 の 艦隊 が 迫っ て いる と 言う が …… e
4 マユ ー リ を 傷つけ ら れ 、 踏 路 な く ア ルコ ゴン に 向け て 引き 金 を 引く チェ ル シ ー。 その後 、 負傷 し た ユー リ は 軍 病 院 で 目 を 覚まし た 。
マイ ラス 再 域 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ヴァ ラン タイ ン 稲 隊 が 交戦 。
ユー リ 艦 隊 と スカ ー バ レル (ディ ゴ ) 艦隊 が 交戦 。
ユー リ 艦 隊 、 ラ ッ ツ イィ オ 軍 基地 に 寄 航 。 以降 、 ラ ッ ツ ィ オ 軍 の スカ ー バ レル 多 減 に 協力 する 。
ユー リ 、 惑 星 レ ー ン で 伝説 的 戦略 家 ルー・ ス ー・ フ ァ ー と その 弟子 ウォ ル ・ ハガー シェ と 出会う 。
ラッ ツィ オ 軍 、 ア ン ブ ラ ルー ト 及 び ギャ ッ プ ルート か ら 大 規模 進攻 作戦 を 開始 。
スカ ー パ レル 本 拠 地 周辺 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と スカ ー バ レル (バル フォ ス ) 艦 隊 が 交戦 。
パル フォ ス 、 エ ル メ ッ ツ アァ ・ 中 央 宙 域 へ 逃亡 。
ユー リ た ち 、 エ ル メ ッ ツ アァ 政府 軍司 令 部 に 招 か れる 。 以 降 、 ア ル デ ス タ ・ ル ッ キオ 惑 星 間 の 紛争 解決 、 ス カー パレ ル 残党 の 残 滅 作戦 に 協力 する 。
ルッ キオ 軍 、 ル ー・ ス ー・ フ ァ ー の 集 に より 艦船 、 新 兵 徴収 に よる 戦力 が 急 激 に 増加 。 軍 の 内 部 で 暴動 や 略奪 が 絶 え 間 な く 発生 する 。
ベク サ 星 系 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ルッ キ オ ( 非 正規 軍 ) 艦隊 が 交戦 。
ルキ ャ ナン ・ フ ォ ー 軍 政長 官 率 いる エ ル メ ッ ツ アァ 中 央 政府 軍 の 大 艦隊 、 ア ル デス タ ・ ル ッ ツキ オ 惑 星 間 の 紛争 に 介入 。
アル デス タ 、 ル ッ キ オ 両 国 は 中 央 政府 に よる 調停 を 受諾 。 第 二 次 ベ クサ 星系 分 割 協定 が 結ば れる 。
ファ ズ ・ マ ティ 周辺 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と アル ゴン 艇 隊 、 バ ルフ ォ ス 艦隊 が 交戦 。
ユー リ 、 海 賊 本 拠 地 に て 負傷 。 一 時 戦 線 を 離脱 し 、 ト スカ が 艦長 代理 に 就任 する 。
小 マ ゼ セラン 銀河 を 出 た エピ タフ 探査 船 、 行方 不明 に 。
ユー リ た ち 、 ポラ ニレ に で エピ タク 探 査 般 の ヴォ ヤー ジ ・ メ モラ イザ ー を 入 手 。
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0G ド ッ グ ・ ユ ー リ の 活動 記録 - 少 年 期 #02
ユー リ た ち 、 惑 星 ガ ゼオン に て エピ タ
ト カル バラ イヤ ・ ジ ャ ンク ショ ン
フ 研 究 の 権威 で る る ジェ ロウ ・ ガ ン と
面会
造船 公社 セグ ェ ン ・ グ ラス チ の 会 長 セ グ ェ ン ・ ラ ン バ ー ス 、 カ ル バ ラ イヤ と ネー ジリ ンス の 関係 を 改善 する た め 、 経済 活動 に よる 交流 を 開始 。 経 済 使節 団 を 派遣 する 。
ユー リ 艦 隊 、 カ ル バ ラ イヤ ・ ジ ャ ンク ショ ン に て 海賊 の 襲撃 を 受け た 民間 客 船 を 救援 。 後に この 客船 が 使節 団 の も の で あっ た と こと が 判明 する 。
女 海賊 サマ ラ ・ ク ・ ス イー、 パ ウン ゼイ ィ の ギリ アス と 交戦 。
ユー リ 、 カ ル バ パラ イヤ 二 域 保安 局 か ら の 依頼 を 受け 、 グ アッ シュ 海賊 団 と 敵 対す る サマ ラ と 面会 。 グ アッ シュ 海賊 団 壊 減 へ の 協力 を 取り 付け る 。
トス カ 、 サ マラ と と も に グ ア ッ シュ 海 賊 団 首領 が 収容 され て いる 監獄 惑星 ザ クロ ウ へ 潜入 。 同 時 に 保安 局 の バリ オ ・ ジル ・ パ リオ が 同 所 に 潜入 。
ユー リ 艦 隊 、 惑 星 ザ ザン 周辺 で グ ア ッ シュ 海賊 団 幹 部 の 艦隊 と 交戦 。 捕 縛 し た 幹部 の 自白 を 受け 、 カ ル バ ラ イヤ 保 安 局 に よる ザク ロウ 強酸 作戦 が 立案 さ れる 。
ユー リ 艦 隊 、 保 安 局 と 共闘 し ザク ロウ の 防衛 シス テム 「 オ ー ル ト ・ イ ンタ ー セプト ・ シ ステ ム 」 を 突破 。 収 容 施設 か ら ト スカ ら を 救出 する 。
ユー リ 艦 隊 及 び サ マラ 海賊 団 、 グ アッ シュ 海賊 団 本 拠 地 「 く も の 巣 」 を 急襲 。
ユー リ た ち 、 惑星 ムー レア の エビ タフ 遺跡 を 調査 。 サ ンプ ル を 入手 する 。
健 ぅ Chapier 04 監獄 惑星 ザク ロウ 攻略
カル バラ イヤ ・ ジ ャ ンク ショ ン の 惑星 ガ ゼ オ ン を 訪れ 、 エ ピタ フ 研 究 の 権威 ・ ジ ェ ロ ウ 教 授 の 協力 を 取り 付け た ユー リ は 、 エ ピタ フ 遺 跡 を 調査 すべ く 惑 星 ム ー レ ア へ と 向かっ た 。 だ が 、 航路 は グ ア ッ シュ 海賊 団 の 横行 が 激しく 、 カ ル バラ イヤ 笛 域 保安 局 に よっ て 封鎖 され て いた 。
そん な 折 、 民 間 客 船 を 守る 保安 局 と 海賊 団 の 交戦 に 介し た ユー リ は 、 助 力 を 感謝 され 惑星 ブラ ッ サ ム の 保安 局 に 招 か れ た 。 ユ ー リ は グ アッ シュ 海賊 団 壊滅 に 協力 し 高 名 な 女 海賊 ・ サ マラ の 協力 を も 取り 付け た が 、 そ の 際 に サマ ラ が 出し た 条件 は 、 彼 女 を グ ア ッ シュ の 首領 が 収
4 ゲー ト ジ ャ ンプ 時 に 頭痛 を 感じ て いた ユー リ だ が 、
同じ か それ 以上 に ひど い 頭 痛 に 悩ま され て いた 。
人 「…… 話 し て くれ る まで 、 あ な た を 切り 刻み 続け ます 」 ト
チェ ル シ ー も また 、
監 さ れ て いる 監獄 惑星 ザク ロウ に 収監 する と い う も の だ っ た 。 囚 人 と し て ザク ロウ に 潜入 し た サマ ラ と トス カ は 、 所 長 の ド エ ス バン が グ ア ッ シュ を 殺害 し 、 海 賊 団 を 乗っ 取っ て いた こと を 知る 。 一 方 ユー リ も また 海賊 団 幹 部 ・ ダ タラ ッ チ に 口 を 割ら せ 、 同 様 の 事実 を 突き 止め た 。 報告 を 受け た 保安 局 の シー バッ ト 宙 佐 は 、 ザ クロ ウ 強 襲 を 決定 。 ザ クロ ウ の 防衛 網 を 突破 し た ユー リ た ち は 、 ト スカ ら と 合流 し た 後 、 海 賊 団 本 拠 地 : ク モ の 巣 " を 急襲 。 全 長 20km 程 も あ る 航行 基地 を 衝突 させ る と いう サマ ラ の 作戦 な ど に より 、 グ アッ シュ 海賊 団 を 壊滅 させ た 。
4 知己 で ある サ マラ が 手際 良く キー ロッ ク を 人 爆 破 する 様子 を 見 て 、 ト スカ は 「 昔 と 変わ ら な い ね ぇ 」 と 咳 く 。
4 か つて サマ ラ の 好敵手 だ っ た 海賊 団 の 首領 ・ グ アッ シュ は 、 ザ クロ ウ の 一 室 で 白骨 と 化し て いた 。
ト サマ ラ は 次 々 と 爆 発し て いく 敵艦 を 見 て “ 夜 の 無 基 悲 な 女
王 ′ の 呼び 名 に ふさ スカ の 身 を 案じ た ユー リ は ダ タ ラッ チ に 口 を 割ら せる た め 、 わし い 高らか な 笑い 容赦 な く ス ー ク リフ ブレ ー ド を 突き 立て た 。 声 を 上 げた SIAFF COAWMENTARY 執筆 態勢 の 加速 に よる スト ー リ ー 展 開 の 妙味
2 章 と 3 章 は スタ ッ フ に 経験 を 積ま せる 為 に プロ ッ ト 作 業 を 手伝わ せ て いた の で す が 、 こ こ か ら は アー ヴェ スト 戦争 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 襲 来 へ と 向け て か な り し っ か り と し た 構成 が 必要 と いう こと で 、 以 後 メ イン シ ナリ オ は プロ ッ ト か ら 全 て 一 人 で 組む 形 へ と 編成 を 組み 替え まし た 。 ス タッ フ 間 の 連 携 を 気 に し な いで 済む 分 、 結 果 的 に 4 章 以 降 、 筆 の 勢い が 増し て いま す 。
但 バ ハシ ュー ル は この 作品 に は 珍し く バ ー フェ クト な ダメ 人 間 と いう こと で 、 逆 に ノ リノ リ で 描く こと が 出来 まし た 。 浦 安 鉄筋 風 の 殴 られ た 時 の 悲鳴 も お 気に入り 。
BGM も 高田 君 に 無理 を 言っ て 追加 し て も らい 、“ ソ ウル ドラ キュ ラ ” みた いな ヤツ を 、 と 発注 し て いま す 。
短気 付い た 方 も 多い と 思い ます が 、4 章 で ユー リ が 自分 の 為 に 救出 に 駆け つけ て 以来 、 トス カ は ユー リ を “ 子 坊 " と 呼ぶ の を 止め て いま す 。 こ れ は すなわち 一 人 前 の 男 と し て トス カ が 認め た と いう こと で 、S 章 ホテ ル で の ユー リ が “ 男 " に な る イベ ント に 繋 が っ て いき ます 。 こ の イベ ント で は シー バッ ト の 最期 と 並行 し て 描く こと で 、 生 と 死 の 対比 を 意識 し て いま す 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
是 較 (リン ()
無限 航路 設定 資料 集
』 ネー ジリ ンス ・ ジ ャ ンク ショ ン ゼー ベン スト 笛 域
僅 >Chopier 05 異 民族 艦隊 の 接近 と エピ タフ を 巡る 争い
エピ タフ 遺跡 で 得 た サン プル を ネー ジリ ンス 国内 の リム ・ タ ナー 天文 台 へ 持ち 込ん だ ユー リ 。 所 長 の アル ビ ナ は 、 デ ッ ド ゲー ト と エピ タフ の 間 に 何ら か の 関係 性 が ある と 指摘 する 。
その 頃 、 エ ル メ ッ ツ アァ は エピ タフ 探査 船 の 航 海 記録 の 解析 を 完了 。 ヤ ッ ハ バッ ハ と いう 異 民 族 艦隊 の 接近 を 突き 止め た が 、 異 民族 の 力 を 矯 る と 共に 自国 の 力 を 過信 し 、 警 鐘 を 鳴ら す ト ス カ た ちの 言葉 を 一 笑 に 付 し た ……。
一 方 、 造 船 公社 セグ ェ ン ・ グ ラス チ の 会 長 令 嬢 ・ キ ャ ロ が ゼー ペン スト 自治 領 へ 売ら れ た と
ム 4 交渉 に 訪れ た シー バッ ト を 面白 半分 に 殺害 し た パ ハ シュ ー ル 。 ユ ー リ に 追い 詰め られ た バハ シュ ー ル は 、 落 石 に 潰さ れる と いう みじめ な 最期 を 迎え た 。
いう 事実 が 発覚 。 そ れ を 突き 止め た シー バッ ト
が 単身 で 領主 ・ バ ハシ ュー ル と の 交渉 に 臨む も 、
その 場 で 殺害 され る と いう 事件 が 起き た 。 キ ャ ロ を 救出 し 、 シ ー バ ッ ト の 仙 を 討つ た め ゼ ー ペ ンス ト 領 内 に 足 を 踏み 信 れ た ユー リ は 、 そ こ で ラン カー を 志す 少年 ・ ギ リア ス と 意気 投合 。 彼 の 協力 と イネ ス の 策 に より 、 バ ハシ ュー ル 艦 隊 と バハ シュ ー ル の 持つ エピ タフ を 狙う ヴァ ラン タイ ン を 争わ せる こと に 成功 する 。 ゼ ー ペ ンス ト に 降り 立っ た ユー リ は キャ ロ を 救出 し 、 バ ハ シュ ー ル の エピ タフ を 手 に 入れ た 。
Pb 再び ユー リ の 前 に 現 れ た ヴァ ラン タイ ン 。 いき り 立 つ ユ ー リ に 、 彼 は 惜しげ も な く エ ビ タフ を 与え た 。
4 エピ タフ と は デッド
bk アー ヴェ スト 辺境 / マ ゼラ ニッ クス トリ ー ム
較 ゲー ト を 義 く 鍵 だ っ た 。
登 ぅ Chopier 06 交易 航路 マヤ ゼラ ニッ クス トリ ー ム
開か れ た ゲー ト に 飛び 込ん だ ヴァ ラン タイ ン を 追い 、 危 険 な 「 事 象 揺 動 宙 域 」 を 漂っ た ユー
リ た ち 。 そ こ で 、 ユ ー リ の “観測 者 "と し て の 能
力 が 発動 し 、 宙 域 は 「 ア ー ヴ ェ ス ト 和 宙 域 」 と し
て 確定 し た 。 何 が 起き た の か も 理解 で きぬ まま 笛 域 を 抜け 、 交 易 航 路 マ ゼラ ニッ クス トリ ー ム
に た どり 着い た ユー リ た ち 。 ト スカ の 要望 で 、 衛星 ゾ フ ィ で 行わ れる 交易 会 議 に 潜り 込ん だ 彼
ら は 、 そ こ で 大 マゼラン の 大 国 ・ ア イル ラー ゼ | 4 密航 し て いた ユー リ 艦 の 中 で
上 | 持病 を 悪化 させ た キャ ロ 。 一 行 | は 、 彼 女 の 回 復 を 待つ こと に
ト た し な め ら れ 不 満 げ な 表情 を 浮か が べ る キャ ロ 。 だ が 、 彼 女 に と つっ て は 新鮮 な 体験 だ っ た 。
臣 音 段 と は まる で 違っ て みえ る トス カカ 。 そ の 変貌 振り に ユー リ た ち は 絶 句 し た 。
4 ドレス に 着替え 、
ン の バー ゼル 大 佐 と の 接触 に 成功 。 彼 に ヤッ ハ バッ ハ の 脅威 を 知ら せる こと に 成功 し た 。
その 後 、 キ ャ ロ を ネー ジリ ンス に 送り 届け よ うと し た ユー リ は 、「 都 合 の いい こと 言っ て 、 逃げ か えろ うと し て ん だ 」 と 時 る ギリ アス と 決 別 。 ギ リア ス を 追っ て いた 謎 の 男 ・ オ ライ ア に 襲わ れ た ユー リ は 、 戻 っ て きた ギリ アス の 援護 に よっ て 事なき を 得 た が 、2 人 は 再び 言葉 を 交 わす こと な く 祝 を 分 か つこ と と な っ た 。
4 や 同 年 代 の 0G ド ッ 園 グ と し て 、 ユ ー リ の 良 き ラ イ バ ル と な っ た ギ リア ス 。 し か し 、 基 細 な 誤解 か ら 、2 人 は 容 を 別 つ こと と な っ た 。
エル メッ ツア に よる エピ タブ フ 探査 船 の メモ ライ ザー 解析 が 完了 。 異 民族 艦隊 の 小 マ セラ ン へ の 接近 が 判明 する 。
宙 域 保安 局 の シー バッ ト ・ イ グ ・ ノ ー ズ 宙 佐 、 ネ ー ジ リン ス 星 系 共和 国 航 宙 統合 軍 大 佐 ワ レン ブス ・ パ ル バ ド ー ル 及び セグ ェ ン と 面会 。 使 節 団 械 撃 時 に 誘拐 され た 会 長 令嬢 キャ ロ ・ ラ ン バ ー ス 保 護 の た め 協 力 体制 を 構築 する 。
大 海賊 ヴァ ランタ イン 、 バ パウ ン セ ゼ ィ の ギリ アス と 交戦 。
シー バッ ト 、 セ ゼー ベン スト 自治 領 領 主 パ ハ シュ ー ル と 面会 。 キ ャ ロ の 返還 交 渉 中 に 殺害 され る 。
ユー リ た ち 、 パ リオ か ら シ ー バ ッ ト の 死亡 と キャ ロ 誘 拐 の 経緯 を 聞く 。 ユ ー リ 艦 隊 、 セ ー ベ ンス ト 自 治 領 に 侵入 。
ユー リ 、 惑 星 ウ ィ ナ ス に て ギリ アス と 面会 。 ゼ セー ベン スト 侵攻 に 際 し 、 そ の 協力 を 取り 付け る 。
絶対 防衛 圏 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と パ ハ シュ ー ル 能 隊 が 交戦 。 さ ら に 、 と この 戦 い に ヴ ァ ラ ンタ イン が 介入 する 。
ユー リ た ち 、 惑 星 ゼ セー ベン スト に て キャ ロ を 救出 。 さ ら に パ ハ シュ ー ル を 討ち 、 エ ビタ フ を 入手 する 。
ゼー ベン スト 自治 領内 の デッド ゲー ト 、 エピ タフ に より 復活 。 ヴ ァ ラ ンタ イン 艦 に 続き 、 ユ ー リ 艦隊 及び ギリ アス 艦 が 復活 し た ゲー ト へ と 突入 する 。 ユ ー リ 艦 隊 及 び ギ リア ス 艦 、 ゲ ー ト 内 の 「 事 象 畠 動 直 域 」 を 漂う も 、 脱 出 に 成功 。
事象 揺 動 箇 域 、 新 た に 発見 され た ハビ タブ ル ゾ ー ン の 惑星 が 豊富 な 宙 域 と し て 確定 。 ア ー ヴ ェ ス ト 宙 域 と な る 。
ユニ リ だ ち 委 マセ ピラ ニッ クズ ドリ ニ パ の 惑星 カシ ュ ケ ント に て 、 長 老 会 議 所 を 訪問 。 長 の クー・ ク ーー と 面会 する 。
惑星 ソフ ィ の 通商 会 館 に て 、 交 易 会 議 開催 。 軍 需 造 船 企業 オズ ロッ ソ 財 団 の 会 長 ザ バス ・ ザ ン ブ ル グ 、 造 船 会 社 モ リガ ン ・ コ ル エ ステ 社 の 取締 役 モ リガ ン ・ コ ル エ ステ 、 ア イル ラー ゼン 軍 近 衛 艦隊 大 佐 パ ー ゼ ル ・ シ ュ ナ イツ ァ ー な ど 、 大 マゼラン の 要 人 も 出席 し た 。 同 会 議 に 潜り 込ん だ ユー リ た ち が 、 バー ゼル と の 接触 に 成功 。 彼 に ヤッ ハ バッ ハ の 脅威 を 知ら せる 。
ユー リ 、 ギ リア ス と 祥 を 別 つ 。
ユー リ 艦 隊 と オラ イア 艦隊 が 交戦 。
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アー ヴェ スト 笛 域内 カル バラ イヤ 領有
k ネー ジリ ンス 外縁 プ カ ル バラ イヤ ノン アー ヴェ スト 宙 域
星 の CL667 植 民 星 上 空 50 万 Km 以内 に 、 ラ オ ・ シ ェ ナ 一 艦長 率い る ネー ジ リン ス 軍 宙 域 探索 艦 フ レイ スー ル が 接 近 。 カ ル バ ラ イヤ 正規 軍 が 警告 を 発し た 。 包 囲 さ れつ つ あ っ た フレ イス ー ル は 、 植 民 の た め の 民 間 人 輸送 船 を 誤 身 し た 後 、 カ ル バ ラ イヤ 軍艦 艇 の 一 斉 攻 撃 を 受け 撃沈 。 発 砲 を 命じ た の が 艇 長 で ある ララ オ ・ シ ェ ナ ー で あっ た の か 、 乗 具 の 独断 で あっ た の は 定か で は な い が 、 こ と の 「 フ レイ スー ル 事 件 ] に より カル バラ イヤ 国民 の 対立 感情 が 高まっ た 。
カル バラ イヤ 星団 主席 、 ア ー ヴ ェ ス ト 宙 域 (銀河 中 心 核 を 基点 と し て CL665、CL617 を 結ん だ 宙 域 すべ て ) の 領有 を 宣言 。 同 時 に 、 ラ イン 内 の ネー ジリ ンス 領有 星 へ 艦隊 を 派遣 。 こ れ を 制圧 する 。
ネー ジリ ンス 政府 、 カ ル バ ラ イヤ の 撤 有 宣 言 と 艦隊 派遣 を 受け 、 国 防 宇宙 軍 4 軍 の 派遣 を 決定 。 ア ー ヴ ェ ス ト 宙 域 を 巡る 戦争 が 勃発 する 。
エル メッ ツア ァ 、 ツ ィ ー ズ ロン ド 周 辺 に 約 5000 隻 に よる 大 艦隊 を 編成 。 ル キャ ナン ・ フ ォ ー 軍 政長 官 を 全権 大 使 と し て 迎え 、 ヤ ツ ッ ハ バッ ハ 艦 隊 と の 交 渉 準備 を 進め る 。
ラン キン グ 上 位 の 大 海賊 シル グフ ァ ー ン ・ オ ッ ド 、 カ ル バ ラ イヤ 勢力 に 助力 する 。
カル バラ イヤ 、 対 ネー ジリ ンス 決戦 用 に 建造 され た 新造 戦艦 「 バ ウー ク 」 を 戦線 に 投入 。
ネー ジリ ンス が 密か に 開発 を 進め て い た 超 射 程 レ ー ザ ー 砲 「 ア ルカ ン シ エ ル 砲 ] の 存在 が 露呈 。 カ ル バ パラ イヤ 、 バ ウー ク の 強力 な 重力 子 防御 シス テム (デフ レク ター) に よっ て 、 惑 星 モ ア を 惑星 ナ ヴ ァ ラ に 引き 寄せ 衝突 させ る ある い は ロシュ の 限界 (潮汐 力 の 増大 が 星 を 構成 する 物質 の 凝集 力 の 大 き さ を 上 回 り 、 結 果 と し て 星 が 破 壊さ れ て し まう 現象 ) を 引き 起こ す 計 画 「 ブ ラ ン R]」 を 進行 する 。
アー マイ ン 上 空 に て 、 両 国 主 カ に よる 決戦 開始 。
ユー リ 艦 隊 、 モ ア と の 衝突 が 間近 と な っ た ナ ヴ ァ ラ へ 進行 。 シ ル グ フ ァ ー ン 艦 と 交戦 。
ナ ヴ ァ ラ に て 、 ユ ー リ 艦隊 の 人 員 に よ り ア ルカ ン シ エ ル 砲 が 発射 され る 。 崩 壊し た モア の 破片 に よる 被害 は 甚大 な も の と な る 。
侵 >Chaprer 07 アー ヴェ スト 笛 域 を 巡る 攻防
キャ ロ を 送り 届け た ユー リ は 、 ア ー ヴ ェ ス ト 笛 域 を 巡っ て 起き た 「 フ レイ スー ル 事 件 」 を きっ か け に 、 ネ ー ジ リン ス と カル バラ イヤ が 開戦 に 向かお うと し て いる こと を 知る 。 ま た 、 彼 は そ の 力 を 買わ れ 、 キ ャ ロ の 祖父 ・ セ グ ェ ン か ら ネ ー ジリ ンス 航 宙 軍 へ の 協力 を 要請 され る 一 方 、 カ ル バ ラ イヤ 軍 か ら も 戦力 と し て 重要 視 さ れ て い た 一 一 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 襲来 を 見 据え 戦争 の 早 期 終 結 を 願う ユー リ は 、 仲 間 た ちと 相談 し た う え で 軍 の 中 に 身 を 置く こと を 決意 する 。
ユー リ は 軍 の 作戦 に 参加 する 中 で 、 惑 星 モ ア
ユー リ に 、
新た に 発見 され た 、 感 星 が 豊富 な 宙 域 を 巡っ て 両国 の 領 宙 域 の 見 解 は 異な り 、 新 た な 火種 を 生み 出し た 。
4 対 ヤ ッ ハ バッ ハ に 忙殺 され る エル メッ ツア ァ 。 大 統領 の ヤズ ー と 全権 大 使 の ル キャ ナン に と っ て 、 二 国 の 当 い は 対岸 の 火事 7 だら た だ 。
4 どちら の 軍 を 選ん で も 悔 や むこ と に な る で あろ う トス カ は 「 そ れ を 恐れ る な 」 と 助言 する 。
ネー ジリ ンス 人 へ の 引 恨 か ら 非 人 道 的 な 「 ブ ラン R] を 支持 する ウィ ン ネ ル に 、 バリ オ は 激 易 し た 。
を 惑星 ナ ヴ ァ ラ に 引き 寄せ 、 ロ シュ の 限界 を 引 き 起こ す と いう カル バラ イヤ 側 の 計画 「 プ ラン R」 の 存在 を 突き 止め る 。 さ ら に 民間 人 の 植民 が 進む ナ ヴ ァ ラ が 、 密 か に 超 射 程 レ ー ザ ー 砲 「 ア ルカ ン シ エ ル 砲 」 の 開発 が 進む ゆり ネー ジリ ンス の 戦略 拠点 で ちあ っ た こと を 知る 。 ユー リ は 、 地 上 の 人 々 を 巻き 込む 争い に 慎 り つつ も 、 無 力 な 民 間 人 を 救う た め 、 モ ア と の 衝突 が 間近 と な っ た ナ ヴ ァ ラ へ 向かっ た 。 ユ ー リ の 尽力 と 、 決 死 の 覚悟 を 決め た 一 部 の 人 間 に よ り 、 惑 星 崩壊 と い う 最 悪 の 事態 は 回 避 さ れ た が …… o
4 ネー ジリ ンス の ミュ ー ラ と エエ ルイ ッ ト は 、 ア ル シ エ ル 砲 を 発 射す る た め に コ ント ロー ルル ー ム に 残っ た 。
一 説 で は 、 カ ル バ ラ イヤ の ウィ ン ネ ル 、 バ リオ の 2 人 が アル シ エ ル 砲 を 発射 し た と も 言 われ て いる 。
SIAFF COMMENTARY
一 人 の 英雄 を 産み 出す 為 の 、 少 年 期 の 終わ り
島 ラ スト へ と 雪崩 れ 込む この 章 は 、 一 人 の 英雄 を 産み 出す 為 に 存在 し て いま す 。 少 年 の 感傷 や 理想 論 と は まっ た く 異 な る 論理 で 動い て いる 、 大 人 の 世界 が 厳然 と 存在 し て いる と いう 事実 。 そ れ に 対し て 利用 され る こと は あっ て も 、 大 勢 に 影響 を 及ぼ すこ と は 出来 な いと いう 無力 さ 。 そ うい う 現 実 を 思い 知ら され た 上 で 、 ど う 立 ち 向 か うか を 自身 に 問い か けた 日 々 を 経て 、 よ う や く 大 マゼラン を 統一 し 、 ヤ ッ ハ バッ ハ へ と 立ち 向かえ る 男 が 完成 する の で す 。
島 最 終章 に お いて 、 ユ ー リ 達 と アイ ル ラ ー セ ゼン の 艦隊 に 対し 、 最 大 戦力 を 集め よう と し た ライ オス 。 こ の 戦略 に つい て は 、 決 し
て 間違い で は な か っ た も の と 思い ます 。 征 服 し た 小 マ ゼラ ン の 維持 は 後続 と し て 到着 予定 の 本 隊 に 任せ て お け ば よい 訳 で 、 小 マ ゼラ ン 最 後 の 抵抗 勢力 を 撃破 し た 余 勢 を 駆 り 、 一 気 に 大 マセ ラン へ と 侵入 。 橋 頭 儲 と し て セオ スベ ルト 宙 域 の 確保 だ け で も 成功 すれ ば 、 ま だ 対 ヤ ッ ハ バッ ハ の 人 為 に ま と まっ て いな い 大 マゼラン を 、 各 個 撃破 出来 た 可能 性 は 高かっ た も の と 思い ます 。 唯 一 の 誤算 は タイ タレ ス の 存在 で し た が 、 こ ご も 本 来 の ライ オス で あれ は ば 対処 可能 だ っ た で し ょ う 。 彼 も トス カ と の 再会 に 内 心 の 動 揺 が あっ た の で す 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
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つい に 小 マ ゼラ ン に 能 来 し た ヤッ ハバ ッ ハ 。 エル メッ ツア ァ の 全権 大 使 ・ ル キャ ナン と 先 遺 艦 隊 司 令 ・ ラ イオ ス の 交渉 は 決裂 し 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 艦 隊 と 交戦 し た エル メッ ツァ 艦隊 は 一 瞬 で 葬 り 去 られ た 。 エ ル メ ッ ツ ァ が 制圧 され た こと を 知っ た ユー リ は 、 怪 我 を 負っ た チェ ル シ ー や 戦 後 処 理 に 誕 走 する 仲間 た ちと 別れ 、 ト スカ 、 サ マラ と 共に マ ゼ ラ ニ ックス トリ ー ム へ 向かっ た 。 し か し 、 す で に エル メッ ツァ 全域 と ネー ジリ ン ス を 支配 下 に 置い た ヤッ ハバ ッ ハ は 、 そ の 手 を マ ゼ ラ ニ ックス トリ ー ム まで 伸ばし て いた 。 ト スカ は 敗戦 を 予感 し 、 密 か に ユー リ を 大 マ ゼ ラ ン へ 逃がす 決意 を 固め る 。
その 後 、 救 援 に 駆け つけ た アイ ル ラ ー ゼ ン 艦
ヤッ ハバ ッ ハ 艦隊 の 襲来
隊 が 先 遺 艦隊 と 激しい 攻防 を 繰り 広げ る も 、 カ の 差 は いか ん と も し が た く 、 バ ー ゼ ル は 超 兵 器 エク サレ ー ザ ー 砲 の 使用 を 決意 。 エ クサ レー ザー 砲 の 照射 に より 人 為 的 に 起こ され た スタ ー バー スト 現象 は 、 両 国 の 艦隊 は 飲み 込み 、 や が て 大 マゼラン へ と つなが る 唯一 ひび ボイド ゲー ト を も 飲み 込ん だ 。 ユ ー リ も また 、 か ろう じ て ラ イオ ス の 乗る 旗艦 を 撃退 し た も の の 、 撤 退 を 余 儀 な くさ れ た が 、 そ の 最 中 、 単 身 で ライ オス を 討 と うと し て いた トス カ か ら 通 信 受 ける 。
「 ひ と まず お 別れ だ … 切 る よ …」 と いう 言葉 を 最後 に その 通信 は 途絶 えた 。 仲 間 と 分 か れ 、 ト スカ も 助け られ ず に 大 マゼラン へ と 敗走 し た ユー リ は 、 己 の 無力 さ に た だ 全 突 し た 。
4 マー 盟 の 隙 を s つか れ 、 ラ イオ ス に 斬ら れ た ト スカ 。 だ が 、 斬 られ た 傷 を 計 わ ず に 、 ト スカ は 銃 を 放つ た 。
人 る 4 交渉 決裂 後 、 即 開戦 し
た 両国 。 軍 人 は その 誇り を
仙 見 せ た も の の 、 エ ル メ ッ ツ ァ 艦隊 は 一 瞬 で 敗れ 去っ つた 。
ユー リ は チェ ル シ ー を 残し て い く こ と を 決意 。 一 方 の チェ ル シ ー は 、 離 れる こと を 極度 に 恐れ て いた 。
4 クー・ ク ー の 前 に 現 れ 、 そ の 場 に いた ユー リ た ち を 威圧 する ライ オス 。 彼 を 見 た トス カ は 驚 憎 し た 。
4 ライ オス は か
約 者 で あり な が | ら 自 ら の 身分 の 違い を 下 い 、 ト スカ の 国 を 売っ た 男 だ っ た 。
4 「 な ん と し て も 生き ろ 」 と いう 叱責 の 言葉 に 促 い た ユー リ に 、 キ ス を する トス カ 。 そ この キス に は 、 彼 女 の 言葉 どおり の 想い が 込め られ て いた 。
つて トス カ の 婚
4 マ 「 誰 で も い いっ 。 僕 に
カカ を くれ っ …。 誰 で も い いん だ ッッ 」 己 の 無力 さ を 呪い 、
ユー リ は 叫ん だ 。
カル バラ イヤ ・ ネ ー ジ リン ス 両 国 で 太 戦 感 が 高まり 、 戦 争 が 終息 に 向かう 。
ユー リ 艦 隊 ら 一 部 の 艦船 、 ナ ヴァ ラ の 避難 民 を ビ ピ ヒ モズ に 搬送 する 。
カル バラ イヤ 、 軍 か ら の 要請 に より 褒 問 委員 会 の 開催 を 決定 。「 ブ ラン R] と 政治 委員 デオ ドラ ・ エ ル ・ ヴ ェ イ ン が や り 玉 に あげ られ る 。
ヤッ ハバ ッ ハ 先 道 艦隊 、 エ ル メ ッ ツ ァ 周辺 に 到達 。 艦 隊 司 令 ラ イオ ス ・ フ ェ ム ド ・ へ ムレ オン が 、 交 渉 に 臨ん だ ル キャ ナン に 対し エル メッ ツァ の 無 条 件 降伏 を 要求 する 。 交 渉 の 決裂 後 、 両 艦 隊 が エル メッ ツア ァ 本 国 か ら 2000 光 年 の 宙 域 で 交戦 。 中 央 政府 軍 が 壊滅 する 。 これ を 受け た ネー ジリ ンス が 、 ネ ー ジ リッ ド を 通じ アイ ル ラ ー ゼ ン へ 救援 を 要請 。 救 援 艦隊 の 編成 が 始ま る 。
ユー リ 艦 隊 、 負 傷 し た チェ ル シ ー や 戦 後 処 理 に 訂 走 する 仲間 た ちと 別れ 、 マ ゼラ ニッ クス トリ ー ム へ と 進行 。
ヤッ ハバ ッ ハ 先 道 艦隊 、 エ ル メ ッ ツ ァ 地方 軍 を 個々 に 壊滅 ある い は 降伏 させ る 。 エ ル メ ッ ツ アァ 本 国 も 無 条 件 降伏 を 受け 入れ 、 全 域 が ヤツ ハバ パッ ハ の 支配 下 に 置か れる 。 ほ ぼ 時 を 同じ くし て 、 ネー ジリ ンス も ヤッ ハバ ッ ハ の 降伏 勧 告 を 受け 入れ る 。
ヤッ ハバ ッ ム 先 遺 艦隊 、 マ ゼラ ニッ ク スト リー ム に 侵攻 。 ク ー・ ク ー に 降伏 勧告 発する も 、 そ の 場 に いた トス カ ら に 阻止 され る 。
アイ ル ラ ー ゼ ン 艦 隊 の 避難 勧告 に より 、 カシ ュ ケ ント 民間 人 の 避難 が 始ま る 。
カシ ュ ケ ント 周辺 宙 域 に て 、 ア イル ラー ゼン 艦隊 と ヤッ ハバ ッ ム 先 遺 艦隊 の 一 部 が 交戦 。
ユー リ 艦 隊 、 ア イル ラー ゼン 艦隊 と 合
に - [3
RG 宙 域 周辺 で ヤッ ハバ ッ ハ 先 遺 艦隊 と アイ ル ラ ー ゼ セン 稲 隊 が 交戦 。
ユー リ 艦 隊 、 陽 動 の た め 下 回 路 を 航行 し ヤッ ハバ ッ ハ 先 遺 艦隊 を 急 肛 。 敵 旗 艦 と 交戦 する 。 同 行 し た サマ ラ 艦 及び 突如 同 宙 域 に 出現 し た ヴァ ラン タイ ン 艦 の 助力 に より 旗艦 を 落と す も 、 ユ ー リ 艦 は 大 マセ ラン へ と 撤退 する 。
アイ ル ラ ー ゼ ン 和 能 隊 、 エ クサ レー ザー 砲 を 赤色 超 巨 星 ヴ ァ ナ ー ジ に 向け 照射 。 同 星 の 超新星 爆発 「 ス ター バー スト 現 象 ]」 の 拡大 に より 、 両 勢力 の 艦隊 と 大 マゼラン へ と 唯一 つなが る ボイド ゲー ト が 飲み 込ま れる 。
5
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減 び の 後
「 こ れ で 、 全 て の 資料 を お 預かり し た と いう こと に な り ま す な 」
「 は い 。 指 示 を 出し て お きま し た か ら 、 自 治 領 の 詳細 資料 も 数 日 で 届く も の か と 。 こ れ で 、 私 の 出来 うる 限り 引継 き 作 業 は させ て いた だ いた つも り で す 」
ルキ ャ ナン の 言葉 に 満足 そう に 名 く と 、 ジ ン ギ イィ は 片手 を 一 振り する 。
それ を 合図 に テー ブル の 上 に 浮か が ぶ ホ ログ ラム モニ ター が 、
次 々 と 溶け る よう に 消え 失せ る 。 退 席 し 始め た 人 民 監 督 官 達 を 見 送る よう に 動か な か っ た ルキ ャ ナン も 、 最 後 の 一 人 と な っ て よう や く 腰 を 上 げた 。
「 で は 、 私 も これ で …。 ジ ン ギ イィ 典 、 エ ル メ ッ ツ ァ の 民 を よ ろ し く お 願 いい た し ます ]」
ー 礼 を し て 立ち 上 が ろう と し た ルキ ャ ナン を 手 で 制 し 、 ジ ン ギ イィ は 福元 を 緩め な が ら 口 を 開く 。
「 し か し 、 実 に 残念 だ 。 貴 典 の よう に 優秀 な 人 物 が 、 今 後 も 我々 の 統治 に 手 を 貸し て くれ れ ば 、 と つく づく 思い ます 」
「 い か が で す ? 改め て 考え て みる 気 は あり ませ ん か な ?」 「 そ れ は 一 一 」
ジン ギィ の 言葉 に 、 ル キャ ナン は 小さ く 口 を 歪め る と 、 ど こと か 自 暗 の 混ざっ た 口調 で 続け た 。
「 判 断 を 誤り 、 国 を 減 亡 に 導い た …。 そ ん な 男 を 優秀 と は と て も 言い ます まい 。 私 は この 場 に 、 こ れ 以 上 いる こと すら 恥 ず べ き と 思 っ て いる の で す 」
「 い や … そ れ は あま り に 近視 眼 に 過ぎ ます まい か ? 貴殿 が 降伏 後 今日 まで 我々 に 協力 し て きた の は 、 民 生 へ の 混乱 を 最 小 限 に 留め よう と いう 心 が あ っ た た め だ 」
「 で あれ ば … そ れ と 同じ 気持 ち で これ か ら も 協力 し 、 民 を 安 寧 に 導く の も 貴殿 の 使命 で は あり ます まい か ? 」
熱心 に 自分 を 説得 し よう と する ジン ギィ に 、 征 服 者 と は 思 え め ぬ 至 誠 を 見 て ルキ ャ ナン は 自 答 する 。
果たし て 俺 は これ ほど の 熱意 を も っ て 政 (まつ り ご と ) に 臨ん で いた だ ろう か 。
いつ し か 情 性 と ルー ティ ン の み に 頼 り 、 そ れ を 己 の 優秀 さ と 取り 違え て いた の で は ある まい か 。
大 国 エ ル メ ッ ツ ァ は 過去 に も 幾度 も 異 民族 と の 接触 を 繰り 返し て きた が 、 そ の 全て を 圧倒 し 屈服 させ て きた 。
その 国家 と し て の 周り が 減 亡 を 招い た の だ …。 言い た いこ と は 言っ た の だ ろう 。 上 黙っ て こち ら を 見 つめ て いる ジン ギィ に 、 ル キャ ナン は ゆっ くり と 首 を 振る 。
「 私 は … こ の 大 統領 府 の 中 か らし か 、 物 を 見 て きま せん で し た 」
「 こ れ よ り は 民 草 の 中 に 暮らし 、 そ の 目線 より 新た な エル メッ ツァ を 見 て いよ うと 思い ます 」
「 ふ むぅ …」 腕組み を し 、 喰 る よう な 溜息 を 洩 ら す ジン ギィ 。 そ ん な 彼 へ 改め て 深く 一 礼 を する と 、 ル キャ ナン は 十 数 年 の 年 月 を 暮 ら し て きた 大 統領 府民 政 室 を 後に し た 。 その 姿 を 見 送る と 、 ジ ン ギ イィ は 事務 的 な 口調 で 副官 に 命ずる 。 「 あ の 男 に 監視 を 付け ろ 」
「 は … 期 限 は いか が いた し まし ょ う 」
「 期 限 は 今 は きら ぬ 。 だ が 大 物 だ 。 最 低 3 年 は 監視 を 続け る の だ 。 特 に 接触 し た 者 の 名 は 随時 報告 を 上 げ る よう に 」
「 は …」
敬礼 し 、 足 早 に 部 屋 を 出 て いく 副官 部 屋 に 一 人 残さ れ た ジン ギィ は 大 き な 溜 息 を 一 つ 洩 ら す と 、 物 朋 げ な 視線 を 天井 へ と 向け た 。
いや 、 自 身 の 幅 り が 今日 の
多く の ヤッ ハバ ッ ハ 兵 と 人 々 で 賑わう 定期 航行 便 の ステ ー ショ ン 。
疲れ 切っ た 表情 で 窓口 へ と 並ぶ 人 々 の 列 、 そ の 最後 尾 に ル キャ ナン の 姿 も あっ た 。
今 は た だ ひたすら に 地 を 、 人 を 見 る べき 時 。
エル メッ ツァ の 星々 を 、 ネ ー ジ リン ス の 地 を 、 カ ル バ ラ イ ヤ の 空 を 。
も し ヤッ ハバ ッ ハ の 治世 に 民 の 婦 喉 満ち ある 時 が 来れ ば 、 そ の 時 は 一 一 。
1 時 間近 く 並 び 最 も 安い トト ラス 行き 三 等 客室 の 切符 を 手 に する と 、 ル キャ ナン は 力強い 足取り で 歩き だ す 。
彼 が ユー リ と 出会い 、 そ の 同志 と な る の は これ より 10 年 後 の こ と で ある 一 一
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第 117 ヤ ッ ハ バッ ハ 和 皇帝 ガー ラン ド ・
優 > ぅ Chaprer 01 青年 ユー リ 、 再 び 無 限 の 大 海 へ
ヤッ ハバ ッ ハ の 小 マ ゼラ ン 侵 略 か ら 10 年 。 ヤッ ハバ ッ ハ で は 、 和 皇帝 の 12 番 目 の 皇 子 で あ る ギリ アス が 、 第 一 王位 継承 者 と な っ て いた 。 一 方 、 大 マゼラン に いた ユー リ は 、 統 制 が 敷 か れ て いる ヤッ ハバ ッ ハ と 小 マ ゼラ ン の 情報 を 知る が ゆえ に 、 特 別 な 囚人 "アド ホッ ク プ リズ ナー" と し て 監獄 惑星 ラー ラウ ス に 投獄 され て いた 。 ラ ー ラ ウス は 上 空 を 呈 う プラ ズ マ 層 に よ り 脱 出 不 可 能 と 言わ れ て いた が 、 ユ ー リ は 共に 投獄 され て いた 一 部 の クル ー や 監獄 で で きた 新 た な 仲間 た ちと 脱獄 の 機 を 計っ て いた 。 伝説 的
戦略 家 の ル ーー と その 弟子 の ウォ ル 、 優 秀 な エン ジニ ア の フラ ン ネ に より プラ ズ マ 層 の 正体 が 判 明 。 さ ら に 、 情 報 通 ・ ト トロ ス か ら か つて の 愛 艦 が 施設 内 の 倉庫 に 留置 され て いる こと を 聞か され た ユー リ は 、 つ い に 脱 獄 を 決行 し た 脱獄 に 成功 し ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ン に 受け 入 れ ら れ た ユー リ は 、0C ド ッ グ と し て 再起 。 や が て 来る で あろ う ヤ ッ ハ バッ ハ と の 戦い に 備え る べく 策 を 巡ら せ 、 惑 星 ベ リア ー テ に 収容 され て いた か つて の クル ー と 合流 し た 後 、 ア イル ラー ゼン に 向かう こと と な っ た 。
$ 10 年 の 間 に た くま し い 青 年 と な っ た ユー リ は 、 西 囚人 獄 舎 の リー ダー・ ド ドゥ ン ゴ を 叩き の めす 。
bk プラズマ 層 を 見 上 げ つ つ 、 囚 人 と し て 作業 する ユー リ 。 し か し 、 彼 は 再起 を 諦 め て は いな か っ た 。
4 マユ ー リ の 友 だ っ た ギリ アス は 選定 の た め の 旅 を 終え 、 見 事 ヤ ッ ハ バッ ハ 皇 太 子 の 座 に 即 い た 。
フェ ル ベ ベ ス ・ ク ウゥ ウム ・ ヤ ッ ハ バッ ハ に よる 皇 太子 戴冠 式 が 催さ れる 。118 代 皇 太子 に ギリ アス ・ ア ル デ デ ラ ・ リ ィ ム ・ ヤ ッ ハ バッ ハ が 即 く 。
729 ド zo ツク 4 ジン 4 リン バブ ーー2aSET こ うり 監獄 惑星 ラー ラウ ス か ら 脱 獄 。 銀 河 連 邦 、 周 辺 宙 域 に 指名 手配 を 行う 。
ユー リ 艦 隊 、 民 間 の 輸送 船 を 舞 撃 。
ユー リ 艦 隊 、 ネ ー ジ リッ ド 王 族 メル エ リエ ラ ・ フ ィ ル チ が 乗船 する ネー ジ リッ ド 艦 を 骨 撃 。 メ ル エ リエ ラ と 面会 する 。
惑星 ベリ アー テ 周 辺 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ペリ アー テ 防 衛 艦 隊 が 交戦 。
惑星 ベリ アー テ に て 、 か つて の ユー リ 艦隊 クル ー の 一 部 が 復活 し た 同艦 隊 に 合流 する 。
セオ スペ ルト 宙 域 に て 、 ロ ン デ ィ バ ル ト の 宙 域 艦隊 が ユー リ 艦 隊 を 補足 す る 。 続 いて アイ ル ラ ー ゼ ン の 空間 機甲 艦隊 が ユー リ 艦 隊 を 補足 。 両 艦隊 に よ る 包囲 を 受け た ユー リ 艦 隊 は アイ ル ラー ゼン 側 へ と 投降 する 。
SIAFF COAMMENTARY
介 青年 編 の シナ リオ 執筆 開始 時 に 、 プ ロ ロー グ と し て 2 種類 の アイ デア が あり まし た 。1 つ は 現在 作品 に 搭載 され て いる も の 。 そし て も う 一 つ は こん な 感じ の も の で す 。
大 マゼラン を 航行 する 輸送 艦 。
と 、 突 然 鳴り 出す 警告 音 。 艦長 「 何 ご と だ !?」
OP「 接 近 す る 巨大 艦 が あり ます ! 艦艇 司 宇 航 天 王 チ Sil
“アド ホッ ク プ リス ズ ナー" で は な い ユ ー リ 幻 と な っ た 青年 編 も う ひ と つの プロ ロー グ
OP「!? これ は … ま さか …」 艦長 「 な ん だ !?」
OP「 こ … こ れ は …。 ユ ー リ … 大 海賊 ユー リ で す ッ ッ !」
ズ ズ ズ ズ ズ … と 重力 波 を 響かせ な が ら 較 送 艦 に 隣接 する ユー リ 艦 。
ここ で 青年 ユー リ の 姿 を バー ン と 見 せる 。
いや らし い 話 で す が 、 ス ケ ジ ュ ー ル が 押し て いる 状態 で 、 こ ちら の バタ ー ン は 捉え ら
れ て いた ユー リ が 脱獄 する まで の 過程 を ま る まる すっ と ば し て 、 大 海賊 と し て 暴れ ま わっ て る 状態 か ら ス ター ト で きる と いう 利 点 が あり ます 。 が 、 そ うい う 欲 を 抜き に し て も 、 ど ちら も 青年 編 の 出だし と し て 面白 いと 思っ た 私 は 迷い に 迷っ た 末 、 稲 葉 P に 相談 する こと に 。 そ の 結果 、 さ す が は 稲葉 P と 言う べき か 、 あ っ さり と 作業 的 に めん どく さい 方 を 彼 は 選択 し 、 製 品 版 の よう な 形 と な っ た の で す 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
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0G ド ッ グ ・ ユ ー リ の 活動 記録 - 青 年 期 #02
ユー リ 、 ア イル ラー ゼン の 惑星 レン ミッ ター に 入港 。 象限 艦隊 司令 部 に て 司 令 ・ ル フト ヴァ イス 中 将 と 面会 する 。
資源 産山 国 ・ ネ スカ ー ジ ャ に て 、 政 府 軍 と 反 政 府 軍 の 内 戦 が 激化 。
ユー リ 、 ア イル ラー ゼン の 依頼 に より 、
ネス カー ジャ の 内 戦 に 介入 。
ユー リ 艦 隊 、 敵 旗艦 艦隊 と 交戦 。 ユ ー リ 艦 隊 に より 旗艦 が 倒さ れ た こと を
きっ か け に 、 内 戦は 一 応 の 収束 を 見 る 。
【 正 伝 ま た は 異聞 】
ネス カー ジャ の アグ リス 大 統領 が 暗 殺さ れる 。
ネス カー ジャ 新政 権 に 、 ア ッ ド ゥ ー ラ と 銀河 連邦 が 艦隊 駐留 許可 を 求め る 。
k アイ ル ラ ー ゼ セン / ネ スカ ー ジ ャ レー ン / ネ スカ ー ジ ャ
ロン ディ バル ト の 辺境 宙 域 に て 、 歪 ん だ エル メッ ツア 艦船 が 発見 され る 。 未 探査 宙 域 に 小 マ ゼラ ン へ と 続く ボイド ゲー ト が 存在 する 可能 性 が 論じ られ 、 ヤッ ハバ ッ パ 侵攻 の 可能 性 を 考慮 し た 調査 が 必要 と 結語 づけ られ る 。
ユー リ 、 o 象 限 艦隊 司令 部 に て 近衛 艦
隊 総 司令 ・ ロ エン ロー グ 卿 と 面会 する 。
ユー リ 艦 隊 、 小 マゼラン 調査 隊 に 立 候 補 し 、 こ と れ を 了承 され る 。
ユー リ 艦 隊 、 事 象 揺 動 直 域 を 発見 する 。
ユー リ 艦 隊 、 ア ン シ エ ント ゲー ト を 発 見 。 エピ ビタ フ で ゲー ト を 復活 させ る 。
ク ェ ス 笛 域 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ヤッ ハ パッ ハ 傘 下 の 小 マゼラン 艦隊 が 交戦 。
ユー リ 、 サ ハラ 小惑星 帯 に て サマ ラ と 再会 する 。
ユー リ 、 惑 星 ザ クロ ウ に て チェ ル シ ー ら 元 艦隊 クル ー と 再会 。 彼 ら が 艦隊 に 復帰 する 。
惑星 ムー レア に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ムー レア 警備 艦隊 が 交戦 。
ユー リ 、 ヤ ッ ハ バッ ハム 総督 府 の 人 民 監 撫 官 と な っ た イネ ス 率 いる 兵 と 交戦 。
小 マ ゼラ ン 総 並 府 副 総 替 ・ ト ラッ バ 、 人 造 エ ビタ フ を 発動 。 デ ッ ド ゲー ト と 合体 し 、 何 処 か へ と 消え る 。
ユー リ 艦 隊 、 逃 走 中 に ギリ アス 率い る 追 壁 艦隊 と 交戦 。
代 >Chapier 02 ネス カー ジャ へ の 介入
アイ ル ラ ー ゼ ン nq 象限 艦 艦 隊 司 令 ・ ル フト ヴァ イス 中 将 に 認め られ た ユー リ は 、 資源 産出 国 ・ ネ スカ ー ジ ャ の 内 戦へ の 介入 を 要請 され る 。 内 戦 の 早期 終結 を 望ん で いた ユー リ は 要請 を 受け 、 空 間 機甲 艦隊 中 佐 ・ ダ ンタ ー ル ら と 共に ネス カー ジャ へ と 向かっ た 。 内 戦 終結 の た め に 力 を 貸し て 欲し いと いう 指導 者 に 、 ユ ー リ は 自 分 の 背後 に アイ ル ラ ー ゼ ン が 居る 事 を 伝え る 。 それ で も 構わ な いと 応え た 指導 者 に 、 ユ ー リ は 力 に な る こと を 約束 。 彼 ら に 協力 する 中 で 、2 大 強国 の 板ばさみ に な っ た ネス カー ジャ と いう 国 と 、 そ の 指導 者 た ちの 苦悩 を 知る こと と な っ た 。
各 戦 線 で 戦い 、 敵 旗艦 を も 撃 上 し た ユー リ は 礼 と し て エピ タフ を 受け 取っ て ネス カー ジャ を
後に し た 。 し か し 、 内 戦は 終結 し た も の の 、 依 然 と し て 小国 が 苦し まな けれ ば な ら な い 現 状 に 対し 、 ユ ー リ は 苦い 思い を 噛み 締め た 。
人 ム ユ ー リ が 見 た ニュ ー ス は 、 内 戦 終結 後 も 依然 と し て 混 沖 と する ネス カー ジャ の 様子 を 映し 出し て いた 。
》 アイ ル ラ ー セ ゼン / セ ー ペ ンス ト / ヴ ォ ヤ ー ジ / カ ル バ ラ イヤ ・ ジ ャ ンク ショ ン
人 切 う Choprer 03 仲間 た ちと の 再会
エル メッ ツァ の 艦船 発見 に より 、 小 マゼラン に 繋が る ボイド ゲー ト の 存在 を 確か め る 調査 が 行わ れる こと に な っ た 。 そ れ を 聞い た ユー リ は 、 か つて の 仲間 た ちの 無事 を 確か め る た め 、 自 ら 調査 隊 と な る こと を 志願 。 近衛 艦隊 総司 令 官 ・ ロエン ロー グ 卿 ら と 共に ヴォ ヤー ジ 宙 域 へ と 向 い 、 そ こ で 不安 定 な 状態 と な っ た ゲー ト を 発見 し た
不 完全 に 復活 し た ゲー ト を 通過 する こと は 危 険 を と も な うた め 、 ユ ー リ は 自分 の 持つ エピ タ フ を 発動 。 ゲ ー ト を 完全 に 復活 させ 、 つ い に 小 マゼラン へ と 帰還 し た 。 だ が 、 そ ん な 彼 を 待ち 4 由緒 ある 名 を 継ぎ な が ら も 、
ロエン ロー グ 卿 は 軍人 らし か ら ぬ 軽 い 人 柄 の 人 物 だ っ た 。
か つて デッド ゲー ト を 開 いた こと が ある ユー リ は 、 回 還 蘭 確信 を 持っ て エビ タフ の カ 加 較 を 解放 し た 。
る ユー リ は ザク ロウ の 一 室 で 、 強 く 美 し く 成 長 し た チェ ル シー と の 再会 を 果 た し た 。
b 火 を 囲み 、 再 会 を 喜ぶ 仲間 た ち 。 再 び か つて の ユー リ 艦 隊 の クル ー が 集結 し た 。
受け て いた の は 、 ヤ ッ ハ バッ ハ に 統治 され た か つて の 小 マ ゼラ ン 主 要 国 の 艦隊 だ っ た 。 時 に 、 か つて の 知己 と も 戦い な が ら 小 マゼラン 内 を 航 行 し た ユー リ は 、 サ ハラ 小惑星 帯 で サマ ラ と 再 会 。 そ し て 、 惑 星 ず クロウ で 、 チ ェ ル シー ら か つて の 仲間 た ちと の 合流 を 果たし た 。
その 後 、 惑 星 ム ー レ ア で の 人 造 エ ピタ フ を 巡 る 事故 の 発生 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 側 に 身 を 置い て い た イネ ス と の 再会 、 さ ら に 皇子 と な っ た ギリ ア ス と の 再会 を 経て 、 無 事 に 大 マゼラン へ と 戻っ た ユー リ は 、 チ ェ ル シー か ら ト スカ が 用 意 し て いた と いう 空間 服 を 受け 取っ た 一 一 。
P 再 会 し た ユー リ の 手 に 、 お ず お ず と 手 を 伸 ば す キ ャ ロ 。 そ の 生涯 に つい て は 様々 な 異聞 が 伝え られ て いる 。
ヤッ ハバ ッ ハ 総督 府 の 人 民 監 督 官 と な っ た イネ ス 。 そ れ は 彼 な り に 銀河 の 安 軍 を 求め た 結果 だ っ た 。
ジェ ロウ の 造っ た テス ト 段 階 の 人 造 エ ビタ フ を 使っ た ト ラッ ウパ は 、 デ ッ ド ゲー ト と 合体 し て し まう 。
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副官 誕生
「 元 気 そ うじ ゃ な いか 、Grimace 君 」
2 み
Grimace 一 一 し か め つ ら 。
士官 学校 時 代 の 自分 の 澤 名 だ 。
大 アイ ル ラ ー ゼ ン の 提督 に まで 登り つめ た 自分 を その 名 で 呼ぶ 人 物 に 、 一 人 だ け 心 当たり が ある 。 振り か えっ た ルフ ト ヴァ イス の 前 に 、 予 想 通 り の 人 物 が 好々爺 然 と し た 笑み を 浮 か べ て 立つ て いた 。
「 エ ルル カン 教官 …」
齢 67 歳 。 霊 鐘 と し て ビン と 伸び た 背筋 は 、 名 門 ウ ルム バ ウト 士官 学校 の 筆頭 教 官 に 相応 し い 威 厳 を 失っ て いな い 。 そ の 背後 に 、 や や 離れ て 談笑 し て いる 青 臭 さ の 残る 一 団 を 見 て 取っ て 、 よ う や く ル フト ヴァ イス は 得 心 の いっ た よう に 表情 を 緩め た 。
「 見 学 の 生徒 達 の 引率 と いう 訳 で すか 。 今 年 も も うそ ん な 季 節 な の で す な ]」
「 う む お 。 し ば らく 賑やか すこ と に な っ て し まう が 、 よ ろ し く 頼む お よ 。 そ れ よ り ル フト ヴァ イス 君 。 君 は 最近 頭 を 悩ま し て いる こと が ある そう じゃ な いか 」
「 は …? いや 、 特 に …」
「 ハ ルト に つい て は どう か ね ? 」
「 ハ ルト …」
「 う む お 。 彼 に つい て ずい ぶん 不平 を 漏らし て お る と 、 わ し の 耳 に は 聞こ えて お る の だ が ね 」
「 あ あ … 新 た に ロエン ロー グ 卿 と な っ た 若者 で す な 。 確 か に 非凡 な 才 の 持ち 主 の よう で す が 一 一 」
少し 言い よど お ルフ ト ヴ ァ イス 。 そ れ を 促す と も な く 、 黙 っ て 老 教 育 は 続き を 待つ 。
「… 率 直 に 言わ せ て いた だ く と 、 素 行 に 問題 が あり 過ぎ る か と 」
「 ふ む …。 海峡 戦争 の 英雄 、“" ロ エン ロー グ " の 名 を 継ぐ に は 軽率 過ぎ る … 同 じ よ うな こと を 国内 の 年 寄り 達 も 言っ て お る よう だ ]」
暗 に 自分 の こと を 固 晒 な 老人 呼ば わり され て いる よう で 、 ルフ ト ヴ ァ イス の 上 顔 に 苦い 鍛 が 深く な る 。 そ の 苦 々 し い 思 い が 、 彼 を わずか に 鱗 舌 に させ た 。
「 若 者 に は 人 気 が あ る よう で す が ね 。 最 近 の 若者 は 一 体 ど う な っ て いる も の か …」
「 私 な ど は 彼 を ロエン ロー グ 卿 と し て 選出 し た と 聞い た 時 、 ずい ぶん 王家 も 柔らか く な っ た も の だ と 思い まし た よ 」
「 そ れ だ け ハ ルト に は 才 が ある と いう こと だ よ 。 少 な く と も 私 の 教え 子 の 中 で 、 彼 は 最高 の 逸材 だ 」
「 は は ぁ …」 あき ら か に 不 本 意 な 様子 を 次 ま せ 、 曖 昧 な 返事 を 返す ナル フ ト ヴ ァ イス 。 そ ん な 彼 に いら ずら っ ぽい 表情 を 向け る と 、 老
教官 は 顔 を 近づけ た 。 「 ど うだ ね 。 君 の 不安 を 取り 除く 名 案 が 私 に ある の だ が 」 「 は ?」
「 新 し い ロ エン ロー グ 卿 が 、 不 祥 事 を 起こ さ な い か と 心配 を し て いる の だ ろう ? な ら ば 話 は 簡単 だ 。 お 目付 役 を 一 人 つ けれ ば よい の だ よ 」 「 お 目付 役 … で すか 」 「 そ う 。 びっ た り の 人 材 が いる 。 ネ ス ・ バ ー ズ ラウ と いう 女 性 下士 官 だ 。 今 は 空間 龍 崎 艦 隊 に いる は ず だ が 、 彼 女 を 彼 の 副官 と し て 転属 させ る の だ ]」
「 ほ う … ネ ス 、 ネ ス ・ バ ー ズ ラウ 、 で すか 」
どこ か で 見 た 名 だ 。
ルフ ト ヴ ァ イス は 眉 根 に 人 差し 指 を 当て つつ 記憶 を 辿る 。 そう 。 思い出 し た 。
新た な “ロエン ロー グ 卿 " と な る 若者 は 、 そ の 過去 を 徹底 的 に 調査 され 、 身 上 調査 票 を 上 層 部 に 上 げ ら れる 。
その 資料 の 中 に ネス と いう 名 も 一 一 。
「 思 い 出し まし た よ 。 確 か …… 士 官学 校 時 代 に ハル ト と 特別 な 関係 に あっ た と か 」
「 う む 。 そ う 、 そ の ネス ・ バ ー ズ ラウ 、 だ よ 。 ま ぁ 、 一 年 ほ ど で 別 れ て し まっ た よう だ が ね 」
「 は は ぁ … し か し その 女性 士官 が な ぜ お 目付 役 に ? 」
「 な ぁ に 。 単純 な 理由 だ よ 。 当 時 、 彼 女 に まっ た く 頭 の 上 が ら な い ハ ルト の 姿 を 何 度 も 見 て いる の で ね 」
「 は ぁ …」
「 つ ま ら な い 理 由 だ と 思っ て いる の だ ろう ? 」
「 い や 、 そ ん な こと は …」
「 ふ ふ 。 心 配 し な く て る も 効果 直 面 で ある こと は この 私 が 保証 する よ 。 そ れ に 、 君 も た ま に は キュー ピッ ト の 真似 事 で も し て みる と いい 」」
「 は …?」
訳 の わか ら な いと いっ た 表情 の ルフ ト ヴ ァ イス 。 そ の 肩 を ボン ボン と 叩く と 、 老 教官 は 生徒 達 の 輸 へ と 戻っ て いっ た 。
その 3 ヶ月 後 、 ネ ス ・ バ ー ズ ラウ は 軍司 令 部 へ と 呼び 出さ れ 、 ロ エン ロー グ 卿 の 副官 と し て 近衛 艦隊 へ の 転属 を 命じ ら れる こと に な る 。
その 辞令 を 受け 取っ た 時 の 彼女 の 反応 は 、 一 言 、「 オ ー、 ジー| だ うだ ど 言 う 。
ord 大 慰 模 殖民 時 代 未 期 戦史
0G ド ッ グ ・
ユー リ の 活動 記録 - 青 年 期 #03
対 ヤ ッ ハ バッ ハム 対策 の 決定 に お いて 、
》 ゅ アイ ル ラ ー セ ゼン / ネ スカ ー ジ ャ レー ン / ジ ー マ ・ エ ミュ / エ ン
デミ オン
連邦 議院 が 有事 特別 措置 法 を 提示 。 こ れ に 対し 星 問 連合 議院 が 反発 する 。
ロン ディ バル ト 、 小 国家 トル メス を 制 圧 。 こ れ を 引き 金 に 、 銀 河 連 邦 は 内 戦 状態 と な る 。
アイ ル ラ ー ゼ ン 、 ロ ン デ ィ バ ルト に 対 抗 する た め 出 兵 を 決意 。 エ ン デ ミオ ン 、 ジー マ ・ エ ミュ 攻略 が 決定 。 ユ ー リ 艦 隊 も この 作戦 へ の 参加 を 決定 する 。
【 対 ジー マ ・ エ ミュ 】 ジーYiscES ロ の コー ドッ ルー 将軍 軍部 を 掌握 し 惑星 ニー デラ ント に 女王 フー・ リ ー を 幽閉 する 。
セ ゼ オ ス ペル ト 宙 域 に ジー マ ・ エ ミュ の 小 艦 隊 が 侵入 。
アイ ル ラ ー ゼ ン 艦 隊 、 ジ ー マ ・ エ ミュ の 艦船 が 、 同 じ く ジー マ ・ エ ミュ の 艦 船 に 追わ れ て いる 所 に 遭遇 。 逃げ て い る 艦 か ら の 救援 要請 に 応え 、 こ れ を 保 護 す る 。
惑星 ジ ク ル ズ に て 、 ア イル ラー ゼン 艦 隊 と 防衛 艦隊 が 交戦 。
アイ ル ラ ー ゼ ン 艦 隊 、 デ ュー・ ル 一 艦 隊 と 交戦 。 以 降 も 数 度 に 渡り 、 倒 し て も 現れ る 同艦 隊 と 交戦 する 。
惑星 ハル ドラ に て 、 ア イル ラー ゼン 艇 隊 と 防衛 艦隊 が 交戦 。
アイ ル ラ ー ゼ ン 艦 隊 、 ニ ー デ ラン ト に 上 陸 し 、 フ ー・ リ ー と 面会 する 。
惑星 ユル グン ド に て 、 ア イル ラー ゼン 艦隊 と 防衛 艦隊 が 交戦 。 デ ュー・ ル ー の 死亡 に より ジー マ ・ エ ミュ 攻略 作戦 が 終了 する 。
【 対 エン デミ オン 】
アイ ル ラ ー セ ゼン 、 惑 星 ラ ヴェ ルナ と メッ サー ナ 各 ルー ト か ら の 攻略 作戦 を 進行 。 各 方 面 防衛 艦隊 と 交戦 する 。
惑星 ラヴ ェ ル ナ に て 、 ア イル ラー セン 艦隊 と 防衛 艦隊 が 交戦 。 第 二 皇 子 ・ ア デル ファ 艦隊 が 柚 破 され る 。
惑星 メッ サー ナ に て 、 ア イル ラー ゼン 艦隊 と オズ ロッ ソ 財 団 艦隊 が 交戦 。 オ ズ ロ ッ ソ 財団 の ザバス 、 新 造 艦 ゾル ジ オ ネ に 乗り 、 ズ ィ ー ・ ア ー ル 級 の 元 へ 急行 する 。
エル ルナ ー ヤ 235 世 、 ア イル ラー セ ゼ ン に 対し 降伏 を 宣言 。 エ ン デ ミオ ン 攻 略 作戦 が 終了 する 。
僅 ぅ Chapier 04 大 マゼラン 統
連邦 議院 と 星 間 連合 議院 の 対立 が 深まる 中 、 ロン ディ バル ト が 小国 家 ト ル メ ス を 制圧 し た こ と を 引き 金 に 、 銀 河 連邦 は 内 戦 状態 と な っ た 。
アイ ル ラ ー ゼ ン は 、 強 大 な 軍事 力 を 有する ロ ン デ ィ バ ルト の 府 問 機関 ・ オ ー ダ ー ズ に 対抗 す る 力 を 得る た め 、 エ ン デ ミオ ン 及 び ジ ー マ ・ エ ミュ 攻略 作戦 を 遂行 する こと と な り 、 ユ ー リ 艦 隊 も また 、 こ の 作戦 へ の 参加 を 決定 。 な お 、 ユ ー リ の 活動 記録 に つい て は ジー マ ・ エ ミュ 攻略 作 戦 、 エ ン デ ミオ ン 攻 略 作戦 双方 の も の が 残さ れ て いる 。
その 一 方 で ちあ る ジー マ ・ エ ミュ 攻略 作戦 の 進 行 中 、 敵 の デュ ー・ ル ー 将 軍 が 軍部 を 堂 握 し 、 女王 フー・ リ ー を 幽閉 し た と いう 事実 を 突き 止 め た ユー リ は 、 彼 女 の 救出 も 視野 に 入れ て いた 。 NOS (ニュ ー ロ オペ レー ティ ング シス テム ) で 多数 の 艦 を 有機 的 に 運用 し 、 か つ 倒 し て も 何 度 も 復活 し て くる デュ ー・ ル ー に 手 を 焼く ユー リ 。
人 政情 の 不安 に よる も の か 、 連 邦 内 の 感 星 で は アッ ドゥ ー ラ 教 の 信者 達 に よ る デモ が 度々 起こ る よう に な っ た
ーー へ の 道
だ が 、 フ ー・ リ ー を 救出 し た 彼 は 、 デ ュー・ ル ー の 不死 の 秘密 に 繋が る で あろ う 事 実 を 聞か され の 0 。 デ ュー・ ル ー の 体 を 元 か ら 断 つた め ユー リ た ち は 惑 星 ユ スル グン ド に 上 陸 。 見事 、 デュ ー・ ル ー を 討ち 果たし た 。
も う 一 方 の エン デミ オン 攻略 作戦 で は 、 ア イ ル ラ ー ゼ ン 艇 隊 は 惑星 ラヴ ェ ル ナ 、 惑 星 メ ッ サー ナ を 通る 2 ルー ト か ら の 攻略 作戦 を 進行 。 惑星 ラヴ ェ ル ナ で は 第 二 皇 子 ・ ア デル ファ 艦隊 、 惑星 メッ サー ナ で は オズ ロッ ソ 財 団 の ジル バ 艦 隊 及 び ザ バス 艦隊 を 打ち 破り 、 首 星 到達 を 前 に し て エン デミ オン 大 公 エ ルル ナー ヤ 235 世 に 降 伏 を 宣言 させ て いる 。
アイ ル ラ ー ゼ ン は 、 両 攻略 作戦 に 勝利 し た 。 だ が ユー リ は 、 か つて の 小 マ ゼラ ン と 同様 に 強 国 が 割拠 し 、 互 い に 争う 姿 を 愛 え て いた 。 彼 は 、 二度と 同じ 過ち を 繰り 返さ な いた め に 、 大 マ ゼ ラン を 統一 する こと を 決意 する 。
異 文化 の 船 の 攻 中 で ひと りき り に な り 、 混 乱 を 6 きた す ジ ー マ 人 。 チェ ル シ ー は 、 抱き し め る こと 呈 識 で 彼 を 落ち 着 か
せ た 。
4 ユル グン ト に 多数 の クロ ー ン を 保有 し て いた デュ ユー ッッ ルー。 彼 は 特殊 な ネッ トワ ー ク を 通し 、 その 意識 まで も クロ ー ジ に コ ピー じ 和 16) た 。
SIAFF COAMWMENTARY
障 謀 の 裏 と 、 幻 の 構想 と 、 産 まれ て 初め て の カン ツメ
介 ア グリ ス 暗 殺 ル ー ト の 後 、 犯 人 は アイ ル
ラー ゼン か と 尋ね た ユー リ に 対し て ルフ ト
ヴァ イス が 否定 し て いま す が 、 私 は 8 割 以
上 の 確率 で アイ ル ラ ー セ ゼン の 犯行 と 想定 し
て いま す 。 コ ント ロー ル の 利 か な い 優 秀 な
指導 者 に いて も ら っ て は 困る の は アイ ル ラー ゼン も 同様 で ちり 、 ア イル ラー ゼン 自
体 、 正 義 の 味方 で は 無い の で すか ら 。 た だ 、 手 を 下 し た の は 軍 の 管轄 外 の 謀 報 機関 の 為 、 ルフ ト ヴ ァ イス は 関知 し な いこ と で あり 、
決し て 彼 が 嘘 を つい た 訳 で は 無い と いう こ
と だ と 思っ て いま す 。
借 開 発 初期 も 初期 の 段階 で す が 、 そ の 頃 は
ラス ボス と し て チェ ル シ ー と 対 に な る 少年
が いて 、 そ の 少年 が オー バー ロー ド の 使徒 と し て 宇宙 を 減 ぼ そう と し て いる と いう 構 想 が あり まし た 。 そ の 少年 は 空間 通商 局 に それ ぞ れ クロ ー ン 体 を 保存 し て お り 、 意識 を 転送 する こと で どこ に で も 出現 し 不死 身 で ある と いう 設定 。 そ の 設定 と 、 彼 を 倒す 手段 と し て 考え た も の を 流用 し た の が デュ ー・ ル ー の 一 連 の イベ ント で す 。
介 この頃 は 最も スケ ジュ ー ル に 苦し み 、 お 盆 中 、 産 まれ て 初め て ホテ ル へ と カン ツメ に な り ま し た 。 お か げ で 変 な テン ショ ン に な り 、 ゲ ー ト ラッ バ と いう 妙 な 存在 を 思い つい て いま す 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
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k セオ スペ ルト / ア イル ラー ゼン ・ 中 央 / ネ スカ ー ジ ャ レー ン / ハ イヴ ァ ル ト
代 >Chapier 05 アッ ドゥ ー ラ 攻略 と 終末 の 予兆
いま だ 政治 的 な 動き の み で は ロン ディ バル ト と 決着 を つけ られ な いと 見 た 星 間 議 会 と アイ ル ラー ゼン 軍 は 、 そ の 全 軍 と エン デミ オン の 混成 軍 に よる オー ダー ズ 本 拠 地 侵攻 を 決定 。 大 マ ゼ ラン に や っ て きた サマ ラ か ら 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 艦 隊 が 集結 を 始め た と 聞か され て いた ユー リ は 、 早期 に 決着 を つけ る た め 、 オ ー ダ ー ズ 本 拠 地 の 急襲 役 と いう 危険 な 役目 を 快諾 し た 。
トト ロス の 勧 めで ENR 長 官 ・ バ イロ ン を 捜し 出し 、 ボ ア ・ ト ー ラ ス 級 の 所 在 と 、 オ ズ ロ ッ ソ 財団 の ザバス が 搬送 し た ズィー・ ア ー ル 2 級 の 存在 を 事前 に 知っ た ユー リ は 、 エ ン デ ミオ ン 軍 少佐 ・ シ ター エラ の 協力 を 得 て 、 ズ ィ ー・ ア ー ル 2 級 と 、 オ ー ダ ー ズ 議長 ・ デ クレ マン が 率い る ボア ・ ト ー ラ ス 級 と いう 難 敵 を 撃破 。 大 マ ゼ
ラン で の 地位 を 確固 た る も の と し 、 対 ヤッ ハ バッ ハ 戦 に 向け た 大 マゼラン 統一 へ と 前 進 し た 。
人 あえ て 敵 の 標的 と な り 戦 線 を 維持 し て いた ロエン ロー グ 卿 は 、 ユ ー リ の 成功 を 察知 し 敵 中 央 へ と 突撃 し た 。
ぁ 銀河 連邦 中 央 / ジ ブラ ル タ ル / ア ル ゴ ラ ン / ハ イヴ ァ ル ト / ア ンダ ルシア
島 ぅ Chapier 06 連邦 の 集結 と ヤッ ハバ ッ ハ 艦隊 の 襲来
銀河 連邦 大 統領 ・ ヴ ァ ナ ー ド の 非常 召集 宣言 発令 に より 銀河 連邦 各国 の 要 人 が 集結 し 、 艦 隊 の 再編 と 今後 の 方 針 を 決め る こと と な っ た 。 メ リル ガル ド で ヴァ ナー ド と 面会 し た ユー リ は 、 ヤッ ハバ ッ ハ の 目的 に つい て 語り 合い 、 大 マ ゼ ラン の 行く 末 に 対す る 彼 の 思い を 知る 。
その 一 方 で 、 艦 隊 編 成 に ひと 月 は か か る と 聞 か され た ユー リ は 、 各 国 大 使 館 を 歴訪 。 そ の 過 程 で オー ダー メス 総司 令 官 ・ ド ー ト ス か ら の 依頼 を 請け 、 オ ー ダ ー ズ 残党 を 叩い た 。
その 頃 、 ヤ ッ ハ バッ ハ は 28 万 隻 も の 艦隊 を 集め 、 大 マゼラン へ の 侵攻 を 開始 。 瞬 く 間 に ジ
ブラ ル タ ル 雷 域 を 制圧 し た 彼ら に 対し 、 連 邦 は 防 衛 ライ ン の 構築 を 急い だ が 、 そ ん な 折 に ザ バ ス が ヤッ ハバ ッ ハ 側 に 向かう と いう 問題 が 発生 。 ルフ ト ヴ ァ イス か ら そ の 追 堅 を 依頼 され た ユー
リ は 、 ジ ブラ ル タ ル 笛 域 へ と 向かっ た 。
逃 す る ザバス 艦 を 討っ た も の の 、 そ の 直後 、 ユー リ は ライ オス 艦隊 の 包囲 を 受け る 。 降 伏 す る こと も 覚悟 し た ユー リ だ が 、 ゲ ー ト ラッ パ の 出現 を 受け 、 か らく も 生き 延び た 一 一 。
ユー リ は その 後 、 ア ンダ ルシア 和 宙 域 に 侵攻 し た ヤッ ハバ ッ ハ 艦隊 な ど を 打ち 破り 、 一 時 で は ある が 、 そ の 侵攻 を 止め る こと に 成功 し た 。
』 4 オー ダー ズ と の 決戦 で 愛 船 外 で 修理 を し て い 衣 公 を 失っ た ロエン ロー グ 卿 "た フラ ン ネ は 、 ゲ ー ト は 、 子供 の よう に 泣き じゃ ラッ パ 出 現 の 混乱 時 に
くっ て いた 。
ルク ルー た ち に 和 看 取 ら れ 、 息 を 引き 取っ た ルー。 ユ ー リ は 「 銀 河 海戦 中] の ライ ブラ リ デ ィ ス ク を 託さ れ た 。
Pb 最期 の 時 を 迎え た ザバス 。 彼 は ジル バ の 手 で 殺害 され た と も 伝え られ て いる 。
4 ユズ ル ハ は メ イ ヨ ー を に く か ら ず 想っ て いる も の の 、 そ の 控 え め な 態度 を 叱 責 し て し まう 。
命 を 落と し た 。
4 フラ ン ネ の 死 を 請 昌 未 し ん で 自室 に 籠 』 も っ て いた ウォ ル だ っ た が 、 ユ ズル ハハ 艦隊 と の 交戦 前 に 復活 。 副 艦長 に 立候補 する 。
4「 ヤ ツ を … メ イ ヨ ー の 信 を 一 一 」 今にも 沈み そ うな 艦 の 中 で 、 ユ ズル ハ は そう 叫ん だ 。
と トー ロ と ティ ー タ の 結 婚 に 立ち 会 っ た ユー リ と チェ ル シ ー。2 人 も 早く 四 結婚 し ろ と 言う トー ロ だ っ た が ……-。
アイ ル ラ ー ゼ ン 全 軍 と エン デミ オン 軍 、 オー ターズ 本 拠 地 へ の 侵攻 開始 。
ユー リ 、 惑 星 モ ンス ダー ル の フェ ル メ オン 密輸 団 の アジ ト を 急襲 。ENR 長 官 ・ パ イロ ン を 救出 し 、 ボ ア ・ ト ー ラ ス 級 の 所 在 と 、 ズ ィ ー・ ア ー ル 2 級 が 投入 され て いる と いう 情報 を 得る 。
ズィー・ ア ー ル 滞留 宙 域 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ズィー・ ア ー ル 護衛 艦隊 が 交戦 。 ズィー・ ア ー ル 2 級 撃破 と 同時 に 、 ア イル ラー ゼン 和 能 隊 が 進撃 を 開始 する 。
ザバス 、 オ ー タ ダー スズ ス 本 拠 地 か ら 離 脱 。
ボア ・ ト ー ラ ス 滞 留 再 域 に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ボア ・ ト ー ラ ス 護 衛 艦隊 が 交戦 。
銀河 連邦 大 統領 ・ ヴ ァ ナ ー ド 、 非 常 召 集 宣言 を 発令 。
連邦 議会 で 対 ヤ ッ ハ バッ ハ 対 策 本 部 設 立 が 提案 され 、『 対 ヤッ ハバ ッ ハ 時 限 法 』 が 可決 され る 。
オー ダー ズ の キ エ ラ 大 佐 率い る 反対 派 が 小惑星 ガー レン に 集結 。 ユ ー リ 艦隊 と キ エ ラ 艦隊 が 交戦 する 。
ヤッ ハバ ッ ハ 、25 万 隻 の 艦隊 を 集め 大 マゼラン へ の 侵攻 を 開始 。 先 陣 の ラ イオ ス 艦 隊 が エル メラ ー ダ 稲 隊 を 壊滅 させ 、 ジ ブラ ル タ ル 笛 域 を 制圧 する 。
ユー リ 艦 隊 、 ザ バス 艦 と 交戦 。 交 戦後 、 ライ オス 艦隊 の 包囲 を 受け る も 、 ゲ ー トラ ッ パ の 出現 を 受け 逃走 を 開始 。
ユー リ 艦 隊 、 ユ ズル ハム ハ 艦隊 と 交戦 。 連 邦 提 朱 ・ ド ー ト ス 艦 隊 の 介入 に より 、 ヤッ ハバ ッ ハ の 追撃 か ら 逃 れる 。
ユズ ル ハ の 副官 ・ メ イ ヨ ー、 ア ンダ ル シア 宙 域 侵攻 作戦 を 立案 。2 万 の 艦隊 の 司令 代理 と し て 作戦 に つく 。 同 艦隊 が アン ダル シア 軍 域 を ほぼ 制圧 する 。
ユー リ 艦 隊 、 メ イ ヨ ー 艦 隊 と 交戦 。 メ イ ヨ ー 艦 隊 撃 破 後 、 ゲ ー ト ラッ バ を 引 きつ れ 、 事 象 揺 動 宙 域 に 突入 する 。
ユズ ル ハ 率い る ヤッ ハバ ッ ハ 艦隊 5 万 が 惑星 ブー ロウ に 向け て 侵攻 を 開始 。
ユー リ 艦 隊 、 ユ ズル ハ 艦 隊 と 交戦 。 ユー リ 、 自 分 と チェ ル シ ー の DNA 和 鑑
定 を ジェ ロウ に 依頼 。 改 め て 2 人 が 血 縁 関係 で は な いと と を 知る 。
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ボイド ゲー ト 事 故に 関し 、 ア ッ ド ゥ ー
ト k アッ ドゥ ー ラ レー ン / ア ッ ド ゥ ー ラ
ラ か ら の 犯行 声明 と も 取れ る 声明 が ENR に 届く 。 こ の 後 、ENR 本 部 に て 、 アッ ドゥ ー ラ 攻略 が 決定 。
ウ ァ ラン タイ ン 、 ガ ー ラ ンド と 面会 。 ユー リ に つい て 語り 合っ た 後 、 ガ ー ラ ンド は 大 マセ ラン へ 向かう 。
ユー リ 艦 隊 、 ア ッ ド ウー ラ 宙 域 で ロ エ ン ロ ー グ 艦隊 と 合流 後 、 カ バラ ズ ィ 枢 機 卿 率い る ウォ ルフ ライ エ ・ ラ イン 防 衛 艦隊 と 交戦 。
ユー リ 艦 隊 と ロエン ロー グ 艦 隊 、 通 党 宙 域 ルー ト と スタ ー バ ー ス ト 影 響 域 ル ー ト の 二手 に 分 れ ア ッ ドゥー ラ に 侵攻 。
通常 宙 域 ルー ト 側 、 シ ッ タ ダー タ 枢 機 卿 率い る バウ スナ イア 防衛 艦隊 と 交戦 。
スタ ー バ ー ス ト 影 響 域 ル ー ト 側 、 ナ ハ シッ タ 枢 機 卿 艦隊 と 交戦 。
ユー リ 艦 隊 、 惑 星 ウ ル ヤ ル に て 重力 圏 生成 砲艦 隊 と 交戦 。 さ ら に ロエン ロー グ 艦 隊 と 合流 後 、 エ ル ダ ー タ 枢機卿 艦 隊 と 交戦 する 。
ユー リ 、 惑星 ムスカ ー ル の 教皇 庁 に て 、 ブラ フシ ェ ラ 教皇 と 面会 。 オー バー ロ ー ド と いう 存在 に つい て 知ら され る 。 さら に 、 ユ ー リ が オー バー ロー ド に よ っ て 造ら れ た "観測 者 " で あり 、 チ ェ ル シ ー は ユー リム の 行動 を トレ ー ス する た め に 造り 出さ れ た “追跡 者 " だ と 告 げ ら れる 。
ユー リ 、 オ ー バ パー ロード へ の 対抗 策 を 探る た め 、 惑 星 バ ル メ リア の 始祖 移民 船 を 訪れ る 。
ユー リ 艦 隊 、 ギ リア ス 艦 隊 と 遺 遇 。 交 戦後 、 ガ ー ラ ンド の 真 の 敵 の 存在 を ギ リア ス に 教え 、 和 平 へ の 橋渡し 役 を 依 頼 す る 。
区 う Chopfier 07
対 ヤ ッ ハ バッ ハ の 態勢 を 盤石 と する た め 、 連 邦 は 後 願 の 受 い と な る アッ ドゥ ー ラ 攻略 を 決断 。 ロエン ロー グ 艦 隊 と 共に アッ ドゥー ラ に 向かっ た ユー リ は 、 敵 の 第 一 防衛 線 で ある ウォ ルフ ラ イエ ・ ラ イン を 突破 し た 後 、 二 手 に 分 れ て 侵攻 し 、 そ れ ぞ れ レ ー ダ ー の 能力 半減 、 攻 撃 衛星 に よる 攻撃 を 克服 し 枢機卿 艦隊 を 降 し た 。 さ ら に 最終 防衛 ライ ン を も 突破 し た ユー リ た ち は 、 アッ ドウ ー ラ の 首 星人 スカ ー ル に 降り 立っ た 。
教 阜 庁 の 前 で 、 エ ル ダ ー タ 枢機卿 か ら 真実 を 知る 覚悟 が ある か と 問わ れ た ユー リ は 、 知 る こ と に 恐怖 は な いと 答え 、 チ ェ ル シー と ジェ ロウ と 共に ブラ フシ ェ ラ 教 阜 と 対面 し た 。 彼 は そこ
》 皇 宙 艦 玉座 に 鎮座 する ガー ラ SN ンド 。 彼 も また 、 決 戦 を 期し て 論
大 マゼラン へ と 向かっ て いた 。
4 ユー リ た ちと 対面 し た ブラ フ シェ ラ は 、 知 り 得 る 情報 を 包み 隠さ ず に 語り 聞か せ た 。
対 と な る 造ら れ た 存在 観測 者 "と 追跡 者 "。 それ が ユー リ と 一 革 比 ジー だ っ だ:
ぁ 始祖 が 宇宙 へ と 散ら ば る 際 に 使用 し た 船 。 ユ ー リ た ち は そ の 巨大 さ に 感嘆 の 声 を 漏らす 。
4 チェ ル シ ー の アク セス 開始 か ら 間 も な く 、 彼 女 は 不思議 な 光 に 包ま れ た 。
アッ ドゥ ー ラ 攻略 と 終 未 の 予兆
で 、 宇 宙 を 終末 に 導く オー バー ロー ド と いう 存 在 や 、 か ね て 自分 と 周囲 の 人 々 の 認識 に 隔たり を 感じ て いた 理由 な ど を 知る こと と な る 。 ユー リ は オー バー ロー ド へ の 対抗 策 を 探る た め 、 ブ ラフ シェ ラ ら と 共に パル メリ ア の 始祖 移 民 船内 に ある 一 室 を 訪れ た 。 自 分 が "追跡 者 "で あり オー バー ロー ド の 装置 に アク セス で きる と 知っ た チェ ル シ ー は 、 危 険 を 証 み ず に アク セス を 開始 。 ア クセ ス に 気づか れ 、 す ぐに 中 止 する よう 叫ぶ ユー リ だ が 、 チ ェ ル シー は その まま ア クセ ス を 続け た 一 一 。 そ し て ユー リ の 前 に は 、 存在 を 消さ れ た ドロ イド と 、 そ の 傍ら に 転がる エピ タフ だ けが 残さ れ た 。
空間 通商 管 理 局 に 気づか れ た が 、 ユ ー 痛 リ の た め に ア
山 クセ ス を 続け る チェ ル シ ー。
k ドロ イド の 姿 と な っ た チェ ル シ ー を 見 て 、 言 葉 も な くし ば し 立ち すく む ヌー デリ 。
人 ム ド ロ イド を 抱い て 帰還 し た ユー リ 。 チ ェ ル シー の 存在 は 、 ユ ー リ だ けが 記憶 する も の と な っ て いた 。
SIAFF COAWMENTARY
介 ハ イヴ ァ ル ト 海 江 ま で の アイ ル ラ ー ゼ ン
最終 的 な 敵 を オー ター ズ の み に 絞 る と いう こと で し た 。 も ちろ ん オー ター ズ の 背後 に 控え て いる の が ロン ディ バル ト で ある と い う の は 周知 の 事実 で す が 、 ア イル ラー ゼン の 外交 文書 の いか な る 箇所 に も ロン ディ バ ルト の 名 前 は 無く 、 あ くま で オー ダー ズ の
戦略 の 主眼 は 、 戦 線 の 不 必要 な 拡大 を 防ぎ 、
ハイ ヴァ ルト 海戦 の 真相 と 、 パ ル メ リア で の 出来 事 に つい て
専制 を 食い 止め る と いう こと の み を うた っ て いま す 。 結 果 、 ハ イヴ ァ ル ト 海 戦へ の ク ォ バス の 本 格 的 参戦 を 防ぎ き 、 ロ ン デ ィ バ ルト が 面子 を 保っ た まま 、 対 ヤッ ハバ ッ ハ 戦争 へ の 協力 を 申し 出る と いう 成果 を 導き だ す こと が 出来 まし た 。 ハ イヴ ァ ル ト 海 戦 の 最 大 の 功労 者 は 、 戦 略 の 主眼 を 現実 的 な ギリ ギリ の も の へ と 絞り 、 徹 底 し た 戦争 終結 ブ
ラン を 立て て いた アイ ル ラ ー ゼ ン 参 謀 本 部 か も し れ ま せん 。
島 バル メリ ア に 向かう 直前 に 、 ユ ー リ と チェ ル シ ー が 二 人 き り に な る シー ン が あり ます が 、 こ こ で 二 人 は 結ば れ て いま す 。 そ れ が チェ ル シ ー の 復活 へ と 結び つく わけ で す が 、 そ の あたり は サイ ドス トー リー を ご 参照 くだ さい 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
無限 航路 設定 資料 集
b 銀河 連邦 中 央 / ア ンダ ルシア / セ ー ペ ンス ト 笛 域
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つい に 大 マゼラン へ と 侵攻 し て きた ヤッ ハ バッ ハ 。 ガ ー ラ ンド に 和平 の 道 を 説い た ギリ ア ス だ っ た が 、 そ の 努力 も むなしく 、 既 に 開か れ た 戦端 を 止め る こと は で き な か っ た 。
一 方 、 20 万 近い 艦隊 を 布陣 し た 連合 艦隊 だ っ た が 、 増 え 続 ける ヤッ ハバ ッ ハ 艦隊 と の 戦力 差 は 歴然 と し て いた 。 そ ん な 状況 の 中 、 ユ ー リ は 新た な ゲー ト を 開き 、 和 皇帝 艦 を 奇襲 する と いう 作戦 を 提案 。 ユ ー リ 艦隊 と ロエン ロー グ 艦 隊 、 ダン ター ル 艦 隊 に よる 奇襲 艦隊 が 組織 され 、 大 マゼラン は 彼ら に 望み を 託す こと と な っ た
^4 決 戦 直 前 、 ラ イオ ス は か つて の 婚約 者 ・ ト スカ と 、 彼 女 と 釣り 合わ な い 身 分 だ っ た 自分 を 思い 出し て いた 。
^ ム この 決戦 で 最期 の 時 を 迎え た と も 言わ れる ロエン ロー グ 卿 と ネス 。 死 の 間際 、 ロエン ロー グ 卿 は よう や く ネ ス へ の 想い を 口 に し た 。
4 聞く 耳 を 持た な い ガ ー ラ ンド に 、 ギリ アス は 決死 の 覚悟 で 叉 を 向け た 。
b 艦隊 を 率い た と も 言わ れる キャ ロ は 、 死 の 直前 「 ど ちく し ょ お お お お ッッ 」 と 絶叫 し
デッド ゲー ト を 復活 させ た ユー リ だ っ た が 、 ダン ター ル 艦 隊 は ゲー ト を 守る た め に 離脱 。 ゼー ペン スト 宙 域 に 向かっ た 奇 龍 艦隊 も 、 ラ イ オス 艦隊 に 行く 手 を 阻ま れる 。
周囲 の 艦隊 を ロエン ロー グ に 任せ て 決戦 に 挑 ん だ ユー リ は 、 見 事 に ライ オス を 討ち 果たし 、 つい に 香 帝 艦隊 の も と に た どり 着い た 。 共 に オー バー ロー ド の 脅威 に 対抗 し よう と 呼び か け る ユー リ と 、 聞 く 耳 を 持た な い ガ ー ラ ンド 。 そ の 交戦 の 最 中 、 つ い に 空 間 通商 管理 局 が 「 フ ァ ー ジ シ ステ ム 」 を 起動 し た
^ ム 「 タ ン ホ イザ に 叩き こ ん で や れ ッ ッ 」。 潮 の よ うな 歓声 が ユー リ の 鼓舞 に 応え 、 音 の 存在 し な い
マト スカ の 名 を つぶ や き
は ず の 宇宙 を 須 わ せる 。
崩れ 落ち か ける 寸前 一 一 「 女 の 名 で 、 死 ね る か あッ ッ 旧 と 叫び 、 特 攻 を か ける ライ オス 。
連合 艦隊 の 編成 が 完了 イ 。 ヤ ッ ハ バッ ハ 戦 を 控え 、20 万 近い 艦隊 が メリ ル ガ ルド 周辺 に 布陣 され る 。
ギリ アス 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 皇 帝 ガ ー ラ ン ド に 事 の 真 偽 を 問い た だ す 。 ガー ラン ド に 刃 を 向け た ギリ アス は 、 決 戦 を 前 に 幽閉 され る 。
ユー リ 、 チ ェ ル シー だ っ た ドロ イド の メモ リー 解析 を ジェ ロウ に 依頼 する 。
ENR 本 部 に て 、 対 ヤッ ハバ ッ ハ 戦 の 作戦 会 議 が 開か れる 。 ア ッ ド ウゥ ー ラ を 除く 大 マゼラン 全て の 国 の 指揮 官 が 一
堂 に 会 す 。
連合 艦隊 、 対 ヤッ ハバ ッ ハ 戦 に お け 出 発 。 同 時 に ユー リ ら 奇 肛 艦 隊 も 小 マ ゼ ラン へ と 向かう 。
ユー リ 、 ア ンダ ルシア 宙 域 の デッド ゲー ト を 復活 させ る 。 奇 襲 艦隊 、 カ ル ムン 仙人 9 ジ カッ ンク ルン ニン (セク に コト ジン ウト する 。
奇襲 艦隊 、 ジ ェ ロ ウ の 予測 を も と に セー ベン スト 宙 域 に 向かう 。
ライ オス 艦隊 と ドー トス 艦隊 が 交戦 。 ドー トス 艦隊 を 壊滅 させ た 後 、 ラ イオ ス 艦隊 は 直属 の 艦隊 を 連れ て 小 マ ゼラ ン へ と 向かう 。
アン シ エ ン ト ゲー ト を 守る ダン ター ル
艦隊 、 ヤ ッ ハ バッ ハ の 増援 艦隊 と 交戦 。
艦隊 に 撤退 を 指示 し た ダン ター ル 、 恒 星 に 向け て タイ タレ ス 2 番 艦 の エク サ レー ザー 砲 を 発射 する 。
レイ ズ に て 、 ユ ー リ 艦隊 と ライ オス 艦 隊 が 交戦 。
ユー リ 艦 隊 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 皇 艦 に 接 近 し 、 皇 帝 直 属 艦隊 と 交戦 。 こ れ を 破 り 、 和 皇帝 艦隊 と 交戦 。
空間 通商 管理 局 、 最 終 自 己 崩壊 プ ブログ ラム 「 フ ァ ー ジ シス テム 」 を 起動 。
ガラ ハ 艦 隊 提 督 ・ ガ カラ ハ 、 ジ ン ・ グ ル フ 級 と バル ・ グ ルフ 級 の ゲー トシ ステ ム を 使用 し 、 和 皇帝 艦 を 退却 させ る 。
銀河 連邦 と ヤッ ハバ ッ ハ の 間 で 停戦 が 成立 。
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大 マゼラン 、 ド ー ト ス 提 を 筆頭 に
ルト ジブ ラル タル / ア ル ゴ ラ ン / 銀 河 連邦 中 央 / 太 陽 系 宙 域
1/3 の 艦船 と 将校 を 失う 。
大 マゼラン と ヤッ ハバ ッ ハ 、 不 戦 条 約 締結 に 向け て アン ノン で 交渉 を 行なう 。
アン ノン 周辺 宙 域 に ファ ー ジ が 出現 。 周辺 宙 域 に 布陣 され て いた 各 艦隊 が 交 戦 す る も 、 ア ン ノ ン が 崩壊 する 。 ま た 、 同時 多発 的 に 各 宙 域 の 惑星 周辺 で ファ ー ジ が 出現 する 。
アル ゴラン の ボイド ゲ ー ト 周辺 に て 、 ユー リ 艦 隊 ら と ファ ー ジ が 交戦 。 ユ ー リ 艦 隊 ら 一 部 が ゲー ト に 逃げ 込む 。
銀河 連邦 本 部 に て 、 各 国 の 指導 者 た ち に よる 会 議 が 開催 され る 。 ア イル ラー ゼン 、 ロ ン デ ィ バ ルト 、 エ ン デ ミオ ン 、 ネー ジリ ッ ド に も 多数 の ファ ー ジ が 出 現し て いる こと が 判明 。 チェ ル シ ー だ っ た ドロ イド の メモ リー 解析 結果 を 元 に 、 ジ ェ ロ ウ が 「 真 の ポイ ド ゲ ー ト 」 は 太陽 系 に ある と 推測 を 立て る 。
ウ ヴァ ラン タイ ン 、 グ ラン ヘイ ム の ゲー トシ ステ ム を アッ ドゥ ー ラ の オー バー テク ノロ ジー に より 強化 する 。
ENR 本 部 に て 、 最 後 の 作戦 会 議 が 開 か れる 。 会 議 の 結果 、 ユ ー リ の ほか に ウ ァ シシ ンタ < 用 ギリ アス ガニ ラジ ン ド 皇 帝 ら が 太陽 系 に 向かう こと が 決ま る 。
ファ ー ジ の 大 和 群 に より 、 メ リル ガル ド が 崩壊 する 。
ユー リ た ち 、 太 陽 系 に 到達 。 惑 星 サタ ー ン か ら ジ ュ ピ ター へ 、 さ ら に マー スズ へ と 移動 する 。
ユー リ た ち 、 惑 星 テラ 周辺 宙 域 に 到達 。 真 の ボイド ゲー ト を 発見 する 。
ユーリ た ち 、 マス タニー ファージ と 交戦 。 ガー ラン ド 艦 、 太 陽 へ と 特攻 し 、 タ ダイ
ソン ・ ス フィ ア を 破壊 。 太 陽 が 復活 し 、 真 の ボイド ゲー ト は その 機能 を 失う 。
切 > ぅ Choprier 09 人 類 の 命運 を か け 、 太 陽 系 へ
よう や く ヤ ッ ハ バッ ハ と の 和平 を 取り 付け た 大 マゼラン 。 だ が 、 時 すでに 遅く 、 オ ー バ ー ロ ー ド に よる 宇宙 の 破壊 が 始ま っ た 。
各地 に 出現 し た 「 フ ァ ー ジ 」 は 惑星 を 滅亡 さ せ 、 空 間 す ら も 消失 させ られ つつ あっ た 。 フ ァ ー ジ の 圧倒 的 な 数 と 戦闘 能力 の 前 に 、 打 開 策 を 見 つけ られ な い 大 マゼラン の 指導 者 た ち 。 だ が 、 ジェ ロウ の 予測 を 聞い た ユー リ は 、 自 ら の 生き る 宇宙 を 救う た め 、 ガ ー ラ ンド 、 ヴ ァ ラ ンタ イ ン ら と 共に 、 オ ー バ ー ロ ー ド 介入 の 本 拠 地 と 目 され る 太陽 系 を 目指 すこ と を 決意 する 。
が 成立 し た 。
固い 握手 を 交わ す ユ ー リ と ギリ アス 。 彼 ら と イ ネス の 働き も あっ て 和平
グラ ン ヘ イム の ゲー トシ ステ ム を 用 い 、15.7 万 光 年 離れ た 太陽 系 に た どり 着い た ユー リ た ち は 、 オ ー バ ー ロ ー ド と 人 類 が 接触 し た と 考え ら れる 始祖 の 星 ・ テ ラ 周 辺 宙 域 に 到達 。 そ こ で 、 オー バー ロー ド が 宇宙 へ の 介入 に 用 いる 「 真 の ボイド ゲー ト 」 を 発見 する 。 ユ ー リ は か つて で 戦っ た 強敵 達 と の 共同 戦線 に より 、 強 大 な マス ター ファ ー ジ を 討ち 、「 真 の ボイド ゲー ト 」 を 破壊 し た ーー 一 。 オー バー ロー ド の 介入 は 阻止 され 、 ユー リ た ちの 生き る 宇宙 は 減 亡 を 免れ た の だ っ た 。
ガー ラン ド は 死 出 の 旅 と な る こと を 覚悟 し て 、 ダイ ソン ・ ス フィ ア へ の 特攻 を 敢行 し た 。
人 太陽 系 を 目指 す 者 た ちの 最後 の 作戦 会 議 。 ヴ ァ ラ ンタ イン 、 ガ ー ラ ンド な ど 、 錦 々 た る メン バー が 顔 を 揃え た 。
PA ドロ イド を 膝 上 に 置く ユー リ 。 い つ し か その 存在 は 、 チ ェ ル シ ー に 姿 を 変え て いた 。
SIAFF COAWWMENTARY
邊 キャ ロ に つい て は 黒 キ ャ ロ ル ー ト (スタ ッ フ 間 の あの バタ ー ン の 呼び 名 ) を 創る べき か どう か 、 人 少年 6 章 を 書き 始め た 時 点 で は まだ 迷っ て いま し た 。 し か し 、 彼 女 の 置 か れ た 立場 を 考慮 し て 書い て いる と 、 ど うし て も ユー リ の 艦 の クル ー に する こと は 出来 な い 。 と な る と 、 少 年 編 ラ スト で は 小 マ ゼ ラン へ と 置い て き ぼ り に な る わけ で 、 立 場 が 未来 を 決め て し まう 生 半 で は 避け えな い 運命 だ っ た の で し ょ う 。
人 ロエン ロー グ 達 の 最期 に つい て は 、 演 出 の 中 身 自体 は か な り 初 期 か ら 決 まっ て いま し た 。 た だ 発生 の 流れ に つい て は 、 ま だ ロ ン デ ィ バ ルト ルー ト が あっ た 頃 、 ア イル ラー
宇宙 空間 に 散っ た 人 々 と 、 復 活 する 地球
ゼン を 敵 と し て 戦っ た 後に 発生 する 予定 で 、
それ は つま り 、 二 人 を 死に 追い や る の は ユー リ で あっ た と いう こと で す 。 こ れ は ユー リ が 戦う 相手 に も し っ か り し た 人 生 が ある の だ と いう こと を 示し た く て 用 意 し た も の で す が 、 結果 味方 と し て の 演出 に な っ て し まっ た 訳 で 、 そ の 代わ り の 役割 を 担う も の と し て ユズ ル ハ 達 の エピ ソー ド を 足し て いま す 。 短 ラ スト に 出 て くる ダイ ソン 球 で す が 、 こ れ は 特殊 な 「 バ グ 」 が 大 量 に 寄せ 集まっ て 外 殻 を 形成 し て いる も の で す 。 外 殻 の 形成 は 空間 通商 管理 局 の ファ ー ジ シス テム 起動 後に 行わ れ て いま す の で 、 太 陽 が 碧 わ れ て いた 期間 は 長く て も 数 週間 程 。 つ まり 、 ダ イソ ン 球 破壊 後 は 、 地 球 は 生存 可能 な 惑星 と し て 再び 復活 し て いる こと に な り ま す 。
文責 ・ 河 野 一 二 三 氏
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テラ な る 惑星 に 降り 立っ つて お よそ 一 月 が 過ぎ た 。
と の 星 は 、 幸 い に し て ほぼ テラ フォ ー ミ ング の 必要 も 無い 程 、 良 好 な 居住 環境 が 保 た れ て お り 、 ギ リア ス 和 皇子 を 中 心 と し て 急速 に 生活 環境 が 整え られ つつ ある 。
皆 が 慌しく 日 々 の 作業 に 追わ れる 中 、 一 つの 嬉し い ニ ュー ス が 届い た 。 太 陽 系 外 へ と 向かっ た ユー リ 艦 長 よ り 、 こ れ よ り 帰 還 す る と の 報せ が 届い た の だ と 言う 。 そ し て 、 も う 一 つ 。 私 個人 宛 に と 指定 され た 伝言 も 。 聞 け ば 、 チ ェ ル シー な る 人 格 が 事象 揺 動 宙 域 に お いて 、 再 びそ の 存在 を 確定 し た こと を 告げ る も の で あっ た 。 こ こ に 至っ て 私 は し ば し 作業 の 手 を 休 め 、 と この 問題 を 我 が 胸 の 内 で 早急 に 解決 する べき 衝動 に 駆 ら れ た の で ある 。
か つて 、 ユ ー リ 艦長 より 聞き 取っ た と ころ に よる と 、 彼 の 事象 確定 能力 は 認知 能力 を 持つ 人 類 、 そ の 生死 に 対し て は 干 渉 出来 な いも の の よう だ と 言う 。 こ れ は 今 は 無き ガー ラン ド 帝 に 質問 し た 際 も 同様 の 答え で あっ た (ゲー トラ ッ バ に 対し て は ゲー ト と トラ ッ バ を 分 離す る こと で 結果 的 に 死に 追い や っ た も の で あり 、 そ の 死 を 念じ た 結果 で は な い )。
また ガー ラン ド 帝 に よる と 、 観 測 者 に よる 事象 確定 能力 に は も うー 制限 が つい て いる と いう 。 そ れ は 、 オ ー バ ー ロ ー ド の 介入 に よる 事象 を 否定 する こと は 出来 な いと いう も の で
ある 。 こ れ も 、 オ ー バ ー ロ ー ド に よっ て 与え られ た 能力 で あ る こと を 革 度 す る に 、 不 思 議 な こと で は な い 。 な の に 、 一 体 何故 チェ ル シ ー は 再び 存在 を 確定 する こと が 出来 た の で あろ うか …。
私 は アル ビ ナ 君 と と も に 一 週間 に 及ぶ 討論 、 思 考 実験 、 そ し て 熟考 の 未 に 一 つの 推論 を 導き 出し た 。 そ れ は 一 一 オー バー ロー ド に よる チェ ル シ ー の 存在 確率 介入 が 不 完全 で あっ た 一 と いう も の で ある 。
オー バー ロー ド な る も の の 存在 確率 介入 は 、 当 該 対象 に 対 する 一 対 一 の 正 対称 構造 を 基本 と し た 能力 と 想定 され る 。 だ が 当該 対象 と まっ た く 同 一 の 時 間 軸 、 空 間 軸 に 、 も う 一 つの 存在 、 生 命 が 重 な っ て 存在 し て いた と し た ら ど う で あろ う 。
その イレ ギュ ラー な 要素 は 、 オ ー バ ー ロ ー ド の 意思 の 反映 を 、
不 完全 な 結果 へ と 導く の に 充分 な 要素 で ある の で は な い だ ろ うか 。 チ ェ ル シー な る 人 格 が 再度 その 存在 を 確定 する に 至っ た 理由 と し て 、 私 は その 可能 性 を 排除 し な いも の で ある 。 そ し て 、 そ の 推論 が 正しかっ た か どう か 、 そ れ は 彼ら が 帰還 し た 後 、 十 月 を 経 ず し て 判明 する こと で あろ う 。
0080.122131 ジェ ロウ ・ ガ ン 記 す
rchive ら Gloss
軌 へ ユー リ (少年 期 )
父 の 形見 で ある エピ タフ の 謎 を 解く た め 、 星 の 海 へ 旅立っ た 0G ド ッ グ の 少年 。 冒 険 心 や 未知 へ の 探求 心 に 富む お 。 性 格 は 穏やか だ が 負け ん 気 は 強く 、 ど ん な 強敵 で あろ うと 後 先 考 え ず に 笑っ 込ん で いく 一 面 が ある 。 そ の 正体 は オー バー ロー ド に 存在 を 確定 され た “観測 者 "で ある 。 物 語 の 始 まり と 同時 に 存在 が 確定 され た た め 、 過 去 の 記憶 や 認知 の 草 華 が 起こ る こと が ある 。
COMMENT
「 其 処 に 在 る 理 ( 由 ) が 有る 」 と いう と ころ か ら ユ ー リ と 名 づけ られ まし た 。 少 年 の 頃 は 真っ 当 な 正論 を し っ か り と 言え る キャ ラ と し て 、 青 年 に な っ た 後 は 正論 を 踏ま えた 上 で 、 そ れ を 現実 と する に は どう すれ ば いい の か 、 し っ か り と 考え 行動 出来 る キャ ラク ター と し て 設定 し て いま す 。 特 に 青年 編 で は や や ダー ティ ー ヒ ー ロ ー 的 な 一 面 も あっ た り し て 、 書 いて て 楽し い キ ャ ラク ター で し た 。 青 年 編 ユ ー リ の 口調 や 会 話 の 空気 感 は 、 当 初 な か な か 定まら な か っ た の で す が 、 最 終 的 に 過去 作 「 猫 侍 」 の 主人 公 か ら も っ て くる 形 で よう や く 収 まり が つき まし た 。
4 青年 期 ・ 民 間 宇 宙 服
収容 惑星 ラー ラウ ス と いう 過酷 な 環境 で 10 年 を 過ごし 、 た くま し い 青 年 へ と 成長 し た 。 シ ュ ベ イン の 修行 で 剣術 を 磨き 上 げ 、 ま た ルー ファ ス に 師事 し た こと で 大 局 を 見 る 目 が 養 わ れ た 。 な お 、 囚 人 服 か ら 民 間 宇 宙 服 、 さ ら に 後に 空間 服 へ と 装い を 変え た が 、 チ ェ ル シー に 手渡 され た 空間 服 は 「 ユ ー リ が 成長 し た 時 の た め に 」 と トス カ が オー ダー し て いた も の で 、 彼 女 の 形 見 の 品 と も 言え る 。
青年 期 ・ ユ ー リ & チ ェ ル シー
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"観測 者 "で ある ユー リ の 対 と な る "追跡 者 ' と し て オー バー ロー ド に
存在 を 確定 され た 存在 。 当初 、 ユ ー リ の 妹 と し て 認知 され て いた が 、 次 第 に 認識 の ズレ が 起こ り 赤 の 他人 と な る 。 妹 で ある 認知 状態 の 時 か ら ユ ー リ に 恋心 を 持っ て いる が 、 そ れ は * 追 跡 者 と し て の 本 能 的 な も の で ある 。 な お 、 青 年 期 の 空間 服 は 、 ユ ー リ の も の と 同様 に ト
スカ が 用 意 し て お いた 形見 で ある 。
COMMENT |
「 貴 方 に も あげ た い 」 か ら チ ェ ル シー、 と さん さん 悩ん だ 末 に 結構 いい か げん な 理由 で 名 つけ られ ま し た 。 キ ャ ラ デ ザ の 竹 安 君 に は 「 小 公 女 セー ラ 」 と 「 バ イフ ァ ム 」 の カチ ュ ア を 見 せ て 、 こ うい う 方 向 性 で 、 と 発注 し て いま す 。
4 少年 期 ・ 普 段 着
詞 \ トス カ ・ ジ ッ タ リン ダ
宇宙 へ 出る 人 々 の 手伝い を する 「 打 ち 上 げ 屋 」 の 女性 。 ユー リ を * 子 坊 "と 呼び 、 年 下 の 弟 の よう に 扱い 可愛 が る 。 本 作 の 舞台 と は 別 の 銀河 に ある 惑星 リベリア の 元 和 皇女 で 、 惑星 へ ムレ オン の 皇子 ライ オス と は 婚約 者 同士 だ っ た が 、 グー プ 彼 の 裏切り で 両 惑 星 と も に 滅亡 し た 。 ヤ ッ ハ バッ ハ 帝 国 ご 3 の 組 来 時 に ユー リ を 救う た め 、 ま た 自身 の 過去 と 決別 す る た め に ライ オス と 対 財 す る が 、 帰 ら ぬ 人 と な る 。
COMMENT
最初 に 決定 稿 が 上 が っ て きた キャ ラク ター。 胸 の 大 き さ と 腰骨 の 見 える ロー ライ ズ 感 は 、 現状 の も の に な る まで 相当 竹 安 君 と や り と り し て いま す 。 非常 に よく 動い て く れ て 、 話 を 引っ 張っ て くれ る キャ ラク ター で も あっ た の で 、 彼 女 の 死 を 描い た 後 一 週間 ほど は 、 放 心 状態 で 執筆 が 止ま っ て し まい まし | だ た 。
貴族 風 ド レス
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ロウ スズ 自 治 領 ・ 惑 星 バ ッ ジ ョ で 輸送 団 を 率い て いた 少年 。 ユ ー リ の 持つ エピ タフ を 狙っ て 喧嘩 を し か けた こと が 切っ 掛け で 、 彼 の 艦 の クル ー に な っ た 。 自 己 中 心 的 で ガラ は 悪い が 、 ど こ か 憎め な いと ころ が ある 。 青年 期 に は 抗 ヤ ッ ハ バッ ハ ・ レ ジス タ ンス の リー ダー と し て 、 惑 星 ザ クロ ウ を 拠点 に 活動 し て いた 。
< 情報 通 の 男 。 そ の 正体 は 特務 機関 ENR 所 属 の スパ イ で 、 ユ ー リ の 情報 を バイ ロン に 報告 し て いた 。 し か し 艦長 と し て の ユー リ に 人 惚れ 込ん で お り 、 正 体 を 明か し た 後 も クル ー を 続け る 。 実 は グミ ・ シ ス
ザッ カス ・ ア グリ ノ ス の 妹 で 、 勝 ち 気 で 物 愉 じ し な い 性 格 の 美 少 女 。 極 度 の ブ プラ コン で 、 ザ ッ カ ス の 前 で は 態度 が ガラ リ と 変わ る 。 幼 な じみ の トー ロ と は 反発 し 合う が 仲 は 良い 青年 期 に は トー ロ と と も に 抗 ヤ ッ ハ バッ ハ ・ レ ジス タン ス と し て 活動 。 ユー リ と 再会 し て クル ー に 復帰 し 、 や が て トー ロ と 結ば れる 。
急 へ フラ ン ネ ・ ポ ロロ
ロン ディ バル ト 辺 境 惑星 モリ エン 出身 の 優 秀 な エン ジニ ア 。 惑星 ラー ラウ ス に 収容 さ れ て いた が ユー リ た ちと 意気 投合 し 、 監 視 シス テム の ハッ キン グ な ど を 行っ て 脱獄 に 手 を 貸し た 。 そ の 後 ユ ー リ の 艦 の クル ー と な る が 、 メ イ ヨ ー・ メ タ 戦 で 艦 の 外 殻 配線 の 損傷 を 直す た め 船 外 活動 を 行なっ て いた 際 、 敵艦 の 破片 と の 衝突 に よっ て 命 を 落と す 。
青年 期
急 へ イネ ス ・ フ ブフ ィ ン
| 無限 航路 設定 資料 集
、 パ ン ュ ベ イン ・* アル セ ゲ イナ
エル メッ ツア 辺境 或 星 ゴ ッ ゾ 出身 の 少年 で 、 頭 の 回 転 が 速い 。 デ ィ ゴ の 勧め で ユー リ の 艦 の クル ー と な る 。 少 年 期 に ユー リ と 交わ し た 約束 を 果たし た 後 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 総 督 府 の 人 民 監督 官 と な る 。 そ の 有 能 さか ら ジ ン ギ ィ 総 局 や ギリ アス か ら も 信頼 を 得 て い る
思 \ ウォ ル ・ ハ ガー シェ
に 覚醒 する
軌 ヽ ルー・ ス ー・ や
母 星 の 消滅 で 区 民 だ っ た と ころ を ルー・ スー・ フ ァ ー に 拾わ れ た 少年 で 、 最後 の 弟子 と な る 。7 歳 に し て 戦略 家 と し て の 能力 を 垣間見 せ 、 ル ー に 自ら を 越 える と 言わ し め る ほど の 人 逸材 思案 で 大 人 し い 性 格 が 故に 才能 を 発揮 で きず に いた が 、 フ ラン ネ の 死 を 切っ 掛け
本 名 ルス ファ ン ・ ア ルフ ァ ロ エン エル メッ ツァ 連邦 中 央 政府 軍 で 参謀 本 部 に 所 属し て いた 伝説 的 な 戦略 家 。 退 職 後 は 偽名 を 使い 、
人 旅 を 続け 、 や が て 自ら の 食い 扶 持 を 稼ぐ 程度 に 各 惑 星 国家 の 雇 わ れ 軍 師 を 務め る うち に 、 放 浪 の 名 軍師 と 呼ば れる よう に な っ た
『 何 で も 屋 』 を 名 乗り 、 小 マ ゼ ラ ン 銀 河 で 活動 し て いる 男 。 惑 星 国 家 リ ベリ ア の 軍属 だ っ た が 、 リ ベ リア 消滅 時 は 公務 で 星 を 離れ て い た た め 難 を 逃れ た 。 後 に 放浪 の 身 と な っ た 元 皇 女 ト スカ と 再会 し 、 現在 は 依頼 人 と 請負 人 と いう 形 で パー トナ ー シ ッ プ を 築い て いる 。
人 青年 期 (覚醒 後 )
る 少年 其
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急 N へ ガザ ン
包 ヽ ロ ズ リ ン ・ モ ー リ ア
備 兵 集団 「 ト ラン プ 隊 」 の サブ リー ー。 豪放 項 落 な 性 格 で 行動 は 男勝り 。
その 一 方 、 戦 闘 前 に 行う ジン クス を 複
数 も つ な ど 、 神 経 質 な 面 も ある 。
急 へ ププ ロ ネ ン
エル メッ ツァ を 中 心 に 活動 する 人 兵 集 団 「 ト ラン プ 隊 」 リ ー ダ ー。 元 ネー ジ リン ス 航 宙 軍 の エリ ー ト 軍人 だ が 、 あ る 事件 を 切っ 掛け に 備 兵 へ と 転身 し た 。
急 へ カリ オ ・ イ スモ ゼー ラ
スカ ー バ レル に 社 を 乗っ 取ら れ て し まう 。 打 倒
急 N バジ ル ・ フ ァ マ
エル メッ ツァ の 医療 ボラ ンティア 「 メ ディ ッ ク 」 の メン バー。 人命 を 何より も 尊 ん で お り 「 目 の 前 の 命 を 救う こと が 仕事 」 と 考え て いる 。
表 \ (4()
惑星 ラッ ツィ オ で 酒場 を 経営 する 女 主 倫 幅 の 良い お ば さん で 、 お 客 を 自ら の 料理 で も て な すこ と が 趣味 。 得 意 科 理 は ラッ ツィ オ 鶏 の 岩盤 焼き 。
人 。
惑星 フィ オン の 兵器 会 社 イ スモ ゼー ラ の 元 社長 。
スカ ー バ レル を 志 し て いる 中 、 ユ ー リ と 出会う 。
急 へ ラ シ ョ ウツ
惑星 ベゼル の 酒場 の 主人 。 口 は 上 手 い が 、 そ の 内 面 は 薄っぺら く 中 身 が 伴っ て いな い 。 ロ ズリ ン の 元夫 で 、 別 れ た 今 で も 金 の 無心 を し て いる 。
ぁ 少 年 期
急 ヽ へ ルン ・ プ ブ ァ マ
バジ ル ・ フ ァ マ の 娘 。 母 親 と は 死別 し て お り 、 看 護 士 見 習い と し て 父 と 共に 医療 活動 に 打ち 込ん で いる 。 世 話 焼き で 、 お せっ か い に 思 われ る こと も 。
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包 \ ラ ト レ ・ フ ブフ ァ ロ
エル メッ ツァ 連邦 大 学 の 天文 学部 生 。 ツ ィ ー ズ ロン ド の 宇宙 港 に 不法 在留 し て 、 宇 背景 放射 の 観 側 を し て いる 。
恩 N アル ビ ナ ・ ム ー シ ー
リム ・ タ ナー 天文 台 の 所 長 を 務め る 電波 天文 学 者 。 ジ ェ ロ ウ ・ ガ ン の 愛 弟 子 で 、 ジ ェ ロ ウ の エ ピタ フ 研 究 に 全面 協力 し て いる 。
急 へ ナー ジャ ・ ミ ユ
或 星 国 家 ア ル デ ス タ の 国立 科学 研究 所 で レア メタ ル の 研究 に 勤しむ 科学 者 。 社交 的 で は な い が 、 科 学 関連 の 話題 に な る と 目 を 輝 か せ 、 途 端 に 人 征 に な る 。
急 \N ジェ ロウ ・ ガ ン
カル バラ イヤ に 研究 所 を 持つ 万 能 の 科学 者 で エ ピタ フ 研 究 の 権威 。 宇 宙 物 理 の すべ て を 解明 し た いと いう 狂気 じみ た 熱意 を 持つ 老人 で ある 。
軌 \N ラウ ド ・ ゲ ン ・ バ ルス
か つて 船乗り を し て いた 腕利き の 鉱夫 。 現 場 第 主義 の 職人 で 情 に 厚い 。 鉱 山 の 仕事 が な く な っ た 際 、 ユ ー リ に 請 わ れ て クル ー に な る 。
急 へ リア ・ サ ー チ ェ ス
輸送 船 で 通信 士 を し て いた 経験 を 持つ 女性 。 行 方 不明 に な っ た 恋人 ライ ・ デ リッ ク ・ ガ ルド ス を 提 し て 宇宙 を 旅 し て いた 。
思 \ ルー ペ ・ 志 \ ライ ・ デ リッ ク ・ ムー ラウ ガル ドス
「 機 関 も 生き 物 」 が モッ トー の 優秀 な 臣 尋 惑星 ・ ザ クロ ウ に 監禁 され て いた
民間 機関 士 。 幼 少 時 に グラ ン ヘ イム を 民間 科学 者 。 ザク ロウ の 防衛 シス テム
見 て 一 目 惚れ し 、 そ れ 以 来 宇宙 艦 を こ 「 オ ー ル ト ・ イ ンタ ー セ プ ト ・ シ ステ ム 」
よ な く 愛す る よう に な っ た メカ オタ ク 。 の 開発 に 携わっ て いる 。
(04 1 7 Zn
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恩 \ パタ ム ・ バ パル
セグ ェ ン ・ グ ラス チ 社 に 務め て いた べ テラ ン 機 関 士 。 よ り よ い 艦 を 求め て 惑 星 ヘ ル メ ス の ギル ド に 入っ た 。 サ マラ 海賊 団 の ガ デ ィ ・ ハ ド は 元 同僚 で ある 。
急 へ ユマ ・ ソ ウン
急 \N パリ ュ エ ン ・ マ リエ カ
か ら 人 迫害 を 受け て いた 。
恩 \ ハバ パロ フ ・ ラ ンス マン
技術 研修 で ネー ジリ ッ ド に 派遣 され た 元 ネ ー ジ リン ス 軍 人 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 侵攻 で 故郷 に 帰る すべ を 和 失い 、 船 乗り と し て 生き て きた
急 へ ホアン ・ シ ャ ウツ
ハイ ンス ペリ ア の ギル ド に 登録 し て い る 0G ド ッ グ で 、 腕 利き の 艦載 機 パ イ ロッ ト 。 給料 すべ て を 酒場 で 飲ん で し まう ほど の 酒好き 。
カシ ュ ケ ント 出身 の 行商 人 。 カ ル バ ラ イヤ へ 商 売 に 行っ た も の の 、 ネ ー ジ リン ス 人 で ある こと
惑星 ヘル メス の ギル ド に いる 新人 機関 士 。 セ グ ェ ン ・ グ ラス チ 社 に 入社 し た が 、 セ クハ ラ を する 上 司 を 殴っ て 辞職 し た と いう 経歴 を 持つ 。
急 t へ フー・ ル ー ト ン
ハイ ンス ペリ ア の ギル ド に 居 つ いて い る 0G ド ッ グ 。 人 砲術 の エキ スパ ー ト で 、 高い 技術 を 持つ 。 常 に くわ えて いる パ イプ が トレ ー ド マー ク 。
包 N ロ ド ー・ ダ タン ・ ズ スー グ
カル バラ イヤ 出身 の 0G ド ッ グ 。20 年 ほど 前 に 父 と マ ゼ ラ ニッ クス トリ ー ム を 抜け 、 大 マ ゼ ラ ン に 錠 り 着く 。 父 の 形見 の 空間 服 を 愛用 し て いる 。
ゼ ペ リン で 開業 医 を し て いる 女性 。 気 が 強く 自信 家 で 、 合 理 的 な 考え を 好む お 。 銀河 連邦 内 で は 優れ た 医療 技術 を 持つ 人 物 と し て 知ら れ て いる 。
急 へ ビ ノ ー・ ル スィ ッ ク
売れ っ 子 の アー トゥ ウーン アー ティ スト 。 ク ルー に な る と ユー リ を 主人 公 に し た 「 ギ ャ ラク ティ ッ ク ・ ユ ー リ ー」 の 執筆 を 始め る
急 \N メッ ツ ・ コ ゴール
お 調子 者 で 芸人 気質 の 0G ド ッ グ 。 ゼ オス ベル ト ユ ニオ ン を 拠点 活動 し て お り 、 ド ク と は 顔なじみ 。 ア フロ ヘア ー に は 、 並 々 な ら ぬ こだわ り が ある らし い
急 \ フー シェ ・ マ リウ
バダ ッ ク PMC の 正規 メン バー で 、 人 砲 術 技術 に 長け た 人 兵 。 金 次 第 で 、 ク ルー の 砲術 技能 を 鍛え て くれ る こと も ある 。
急 へ フィ ル ・ フ レン チ
0G ド ッ グ と し て の 精神 と 腕 を 亡き 祖 父 に 叩き 込ま れ た 少女 。 ま だ 幼 さ の 残 る 少女 で は ある が 、 艦 載 機 パイ ロッ ト と し て の 腕前 は か な り の も の が ある 。
軌 \ フラ ム ・ ア テ
| 無限 航路 設定 資料 集
記 ふ バ ロ ウ ・ バ ウト
バダ ッ ク PMC に 登録 し て いる フリ ー ラ ンス の 0G ド ッ ク グ 。 元 銀河 連邦 特務 機関 ENR の 職員 で 、 経理 の プロ フェ ッ シ ョ ナル で ある 。
包 \ ズ スロー ギン ・ ゲイ ケッ ト
バダ ッ ク PMC の 正規 メン バー と し て
活動 し て いる 人 兵 。 艦船 運用 技術 全般
に 長け て お り 、 特 に 整備 の 腕 は な か な
か の も の が ある
ッ ド ウゥ ウー ラ 教 の 在り 方 に 疑問 を 抱い て いる 。
ウゥ ー ラ 教 国 の 地下 放送 局 「 自 由 の 衣 」 キ ャ 宇宙 に 出 て 航海 する こと を 規制 する
急 へ ボー・ フ ブフ ィ ー レ ン
バダ ッ ク PMC の 正規 メン バー と し て 活動 し て いる 老 練 な 船乗り 。 一 見 、 人 の 良い お じい さん だ が 、 実 は バダ ッ ク の 腹心 と の 噂 も ある 。
プ EE 是
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N 大 海賊 ヴァ ラン タイ ン
ラン キン グ の 頂点 に 君 忠 する 大 海賊 。 彼 の 乗艦 グラ ン ヘ イム は 、 宇宙 最 高 の 戦艦 で あ る と うた われ て いる 。 海賊 と し て 名 高い 彼 だ が 、 実 は オー バー ロー ド に よっ て 存在 を 確定 され た 追跡 者 "で ある 。 若 か り し 頃 、 彼 と 対 に な る "観測 者 "ガー ラン ド 帝 と 共に 訪れ た 始祖 船 で オー バー ロー ド の 存在 を 知り 、 独 自 に 抗う 手段 を 探し 続け て いた
COMMENT | 少年 が 英雄 に な る 為 に 必須 な 、| 乗り 越え る べき 偉大 な 目標 当初 は ユー リ の 父親 に し よう か と いう 構想 も あっ た の で す が 、 キ ャ ブテン ダン で も ある まい し 今 で は チー ブ す ぎる と いう こと で ボツ に 。 彼 と サマ ラ に 関し て は 、 デ ザイ ン 担 当 竹 安 君 の こだわ り で 左利き と し て 設定 され て いま す
、 サマ ラ ・ ク ・ ス ィ ー
潰し て 進む 主義 の 持ち 主 。 腰 元 まで 伸び た 長い 髪 と 美貌 を 持ち 、 口 元 に 常に 冷笑 を 洪 え て いる こと か ら 思 散 の 念 を こめ て * 無 慈 甘 な 夜 の 女王 "と も 呼ば れ て いる
COMMENT | も! 和光 イ *2\ ド か つて 10 代 の トス カ と 出会い 、 一 緒 に ある “仕事 "を し た こと か ら 意 気
投合 。 そ の 時 、 彼 女 を “少年 " と 勘違い し て 結構 な 本 気 で 口説 いた 過去 が あり 、 そ れ を ネタ に トス カ に 強 請 ら れ た り 助 力 を 強制 され た り し て いま す 。 (当時 トス カ は ショ ー ト カッ ト で 少年 編 ユ ー リ の 着 て いた 宇宙 服 を 身 に 着 け て いた の で 、 一 見 ユー リ に 似 た 外見 だ っ た も の と 思わ れ ま す )
サマ ラ 率 いる 海 賊 団 の 一 員 で 戦艦 関連 の 整 備 ・ 調 整 を 一 手 に に な う 副 官 。 無類 の 酒 好 き で 、 片 手 に は 常に 酒 腹 が 握ら れ て いる 。
還 NNN (リノ
| 無限 航路 設定 資料 集
N アル ゴン ・
ディ ゴ - ギ ャ ッ ツ ェ ナラ バタ スカ の
バル フォ ス の 片腕 と し て 動く スカ ー バ レル の 幹 部 。 実 は オム ス 中 佐 の 部 下 で 、 密 債 と し て スカ ー バレ ル に 潜入 し 、 情 報 を 流し て いる 。
エル メッ ツァ 中 央 笛 域 で スカ ー バ レル 海賊 団 を 統率 する 老 海賊 。 相 手 の 弱 点 を 的 確 に 見 抜き 、 残 虐 な 手 で 謀略 に 陥 れる こと に 長け て いる 。
ッ ツル グ プア ーッ シバ ・ オッ ド
、 バル フォ ス LA
ラッ ツィ オ 宙 域 で スカ ー バ レル
海賊 団 を 取り 纏め て いる 韓 部 。 疫 し を 好ま ず 、 輸 送 船 の 貨物 の み を 狙 ラッ ツィ オ に 駐 在 す る 軍人 テ う ラ ン キ ング 上 位 の 大 海賊 。、 ネ ー ジ リ ラー・ ム ンス と 通じ 、 笛 域 を 荒 ンス に 強い 恨み が あり 、 ア ー ヴ ェ ス ト らし 回 っ て いる 。 戦争 で は カル バラ イヤ に 助力 する 。
急 \ ユ デ ィ ー ン ・ ベト リオ
グ ア ッ シュ 海賊 団 幹 部 の 生き 残り 。 さ ば けた 性 格 で 、 過 去 に は あま りこ だ わ ら な い 。 操 艇 手 と し て の 能力 が 高く 、 足 の 速い 艦 を 操る こと を 得意 と する 。
屯 \ ロッ コツ 「 ナ チュ ラル ・ ボ ー ン ・ キ ラー ズ 」 の サブ リー ダー。 常 に 朋 に ちな ん だ 言葉 で し ゃ べ る 。 格闘 能力 だ け で な く 、 操 能 手 と し て の 能力 も 高い
ゲバ ルト ・ ザッ カマ ン
宇宙 一 残虐 と 名 高い 海賊 団 『 ナ チョ ラル : ボ ー ン キラー ズ 」 の リー ダー。 駆 け 引 き に 長け 、 生 き 抜く た め の 才 に は 目 を 見 張る も の が ある 。
Choracier Archive マ ゼ プ ン 旬 河 の 人 々 ん
誠 \ ヘル プ ・ ガ ー ル
壊れ た ヘル プ G を 回 収 し 、 ジ ェ ロ ウ 博 士 が 造り 上 げた コン バッ トロ イド 。 女 性 型 だ が メン タリ ティ は 調整 し て いな いた め 、 口 調 は ヘル プ C の まま で ある 。
包 ヽ へ ヘル プ G
0G ド ッ グ の 航海 を サポ ー ト する た め 、 空間 通商 管理 部 に 設置 さて いる イン フォ メー ショ ン Al。 老 人 の よう な 口調 で 質問 し た こと に 答え て くれ る 。
思 \ ザッ カス ・ ア グリ ノ ス
ティ ー タ の 上 兄 で エル メッ ツァ 中 央 政府 軍 中 尉 オム ス ・ ウ ェ ル の 部 下 で 、 ス カー バレ ル 海 農 団
に 潜入 し 捜査 を 行っ て いた 。
包 へ オム ス ・ ウ ェ ル
エル メッ ツア ァ 中 央 政府 軍 の 中 佐 。 軍 部 で は 改革 派 と し て 知ら れ て いる 。 ス カー バレ ル 海 賊 団 践 減 の た め 、 様 々 な 手 を 打っ て いる 。
怠 t ルキ ャ ナン ・ フ ォ ー
エル メッ ツァ の 軍政 長官 で 階級 は 少将 相当 。 エ へ ヽ 、 ル メ ッ ツ ァ 本 国政 府 と 軍部 を 取り も つ 人 物 で 、 保守 派 、 改 革 派 の どちら に も 与 せ ず 立ち 回 る 。
急 \ へ ヤズ ー・ ザ ンス バロス
エル メッ ツァ 連邦 の 国家 元首 。 対 外交 渉 に お い て は 老 獲 さ 発揮 する が 、 緊 急 時 に は 既得 権益 の 確保 に 腐心 する 小物 の 政治 家 で ある 。
切 \ テラ ー・ ム ンス
エル メッ ツァ 地方 軍 ラ ツ ッ イ オ 基 地 の 司 令 官 。 階級 は 少佐 。 ス カー バレ ル 海 賊 団 と 共謀 し て 私 腹 を 肥やし て いた が 、 オ ム ス に 暴 か れ 逃 亡 する .
急 へ モル ボタ ・ ヌ ー ン
オム ス の 上 官 で エル メッ ツァ 中 央 政府 軍 大 佐 。 既 得 権益 の 維持 に 腐心 する 小 物 だ が 、 ヤ ッ ハ バッ ハ の 侵攻 を 前 に し て 軍人 と し て の 稔 持 を 取り 戻す 。
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意 W% バハ シュ ー ル
ンプ ゼー ペン スト 自治 領 の 領主 。2 世 領主 で 海賊 の 人 身 売 買 に 手 を 貸し な が ら 、 親 の 遺産 を 食い つ ぶし て 享楽 的 な 日 々 を 過ごし て いる 。
思 \ ミイ ヤ ・ サ キ
小惑星 ゴ ッ ゾ に ある 酒場 の 看板 娘 。 貧 し い 生 活 に 愚痴 ひと つこ ぼ さ ず 、 笑 顔 で 父 を 支え て いる 。 唄う の が 好き で 、 将来 は 歌手 に な り た いと 思っ て いる
急 へ デラ コン タダ ・
パウ コン ダ 軌 へ ヴ ル ゴ ・ ベ ズン ロウ スズ 自 治 領 の 領主 。 か つて は 冒険 心 ゼー ペン スト 自治 領 の 軍事 を 預かる 将 あふ れる 0G ド ッ グ だ っ た が 、 老 いて 軍 。 初 代 ゼ ー ペ ンス ト 領 主 に 救 わ れ た その 心 を 失い 、 自 領 を 守る こと に 波 々 因 を 返す た め 、2 世 領主 の バハ シュ ー と する 舌 小 な 人 物 に な っ て し まっ た 。 ル の 人 と な り を 知り つつ も 補佐 する
思 \ ワレ ンプ ス ・ パル バト ー ル ネー ジリ ンス 航 宙 軍 統 合 部 大 佐 。 対空 戦術 に 長け た 空母 の 艦長 で あり 、 艦 胡 機 部 隊 か ら の 信頼 が 厚い 。 戦 争 抑止 の た め に 軍 が ある と いう 信条 を 持つ
急 へ フェ ロム ・ ラ ッ ト ー
ネー ジリ ンス 航 宙 軍 第 一 艦隊 カル ゴ 小 隊 所 属 の エー スパ イロ ッ ト 。 母 星 を 制 圧し た ヤッ ハバ ッ ハ に 対し 、 強 い 反 発 心 を 抱い て いる
ー ン
急 へ ブフ ュ リア ス ・
急 t レイ ビル ・ り 区 ン
ネー ジリ ンス の 統合 参謀 本 部 長 。 情 動
マッ セ フ
ネー ジリ ンス 航 宙 軍 で 主力 艦隊 を 率い ア
を 抑制 する すべ に 長け た 冷血 漢 。 惑星 る 老 提 督 。 ア ー ヴ ェ ス ト 戦 争 で は 、 ア ー ナ ヴ ァ ラ で 「 ア ルカ ン シ エ ル 計 画 」 を マイ ン 周 辺 宙 域 で カル バラ イヤ 艦隊 を
推進 し て いた 人 物 で ある 。 食い 止め る た め 誰 戦 し た 。
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急 N エル イッ ト ・ レ ー フ
ネー ジリ ンス 航 宙 軍 の 技術 少尉 。 神 経 質 で あま り 落 ち 着き が な い 。 ア ー ヴ ェ スト 戦争 時 、 に 同乗 する 。
と し て ユー リ の 艦
軌 \ ジェ イデ ィ ・ ワ イラ
ネー ジリ ンス 軍 205 技 術 支援 隊 の 技術 少尉 。 背 が 低く 厳 つ い 面 構え で 頑固 な
詞 \ セグ ェ ン ・ ラ ン バ ー ス
キャ ロ の 祖父 で ネー ジリ ンス の 人 造船 公社 「 セ グ ェ ン ・ グ ラス チ 」 の 会 長 。 一 技術 者 か ら ト ッ プ に 上 り 詰 め た 一 腕 家 で 、 利 に 聡 い と ころ が ある 。
急 t へ ミュ ー ラ ・ タ リエ イジ
惑星 ブナ ヴ ァ ラ に 「 ア ルカ ン シ エ ル 計 画 」 の 管制 官 と し て 派遣 され た 女性 士官 。
性 格 。 太 陽光 発電 計画 「 ア ルカ ン シ エ ル 計 画 」 に つい て 知る 技術 者 の 1 人 。
得 t\ キャ ロ ・ ラ ン バ ー ス
セグ ェ ン ・ ラ ン バ ー ス の 人 孫娘 で 冒険 心 に 富む お 活発 な 女の子 。 富裕 層 育 ちの た めか 、 大 放 で わが まま な と ころ が ある 。 ヤ ッ ハバ ッ ハ の 侵攻 に 巻き 込ま れ た 後 は 行方 が 分 か ら な か っ た が 、 そ の 青年 期 に お いて は 清 殺 な 容姿 か ら 一 族 と 会 社 の た め に トラ ッ パ の 情婦 と な っ た と も 、 毒 婦 の よう な 姿 の ヤッ ハバ ッ ハ 将 官 と な っ て ユー リ と 敵対 し た と も 言わ れ て いる 。
COMMENT | スタ ッ フ が 設定 を 上 げ て きた 段階 で は 、 テ ィ ー タ や トー ロ と 同じ く メ イン クル ー に な る キャ ラ と し て 設定 され て いま し た が 、 デ ザイ ン 画 を 一 目 見 て 「 あ っ ! こい つ は 不 幸 に な る ! 」 と 確信 。 実際 シナ リオ 執筆 作業 に 入る と 、 そ の 確信 どおり の 人 生 を 歩む と と と な っ て し まい まし た 。 彼女 の 置か れ て いる 立場 を 考え る と 、 少 年 編 8 章 で 彼女 を 艦 に 乗せ られ な か っ た 時 点 で “そう な る し か な か っ た " と 思っ て いま す 。 た だ 小 マ ゼラ ン 制 圧 後 、 彼 女 が トラ ッ パ の 愛人 と な る こと を 青 ん じ た 最 も 大 き な 理 由 が 、 ユ ー リ の 「 君 は 僕たち と は ちがう 。 自 分 の 行動 で こつ の 国 の か け 橋 に も な れる 人 間 な ん だ (少年 編 6 章 よ り )」 と いう 言葉 だ っ た と 考え る と 、 な か な か ユー リ も 罪深い こと で す 。
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急 へ トゥ キタ ・ ガ リク ソン
長年 ラン バー ス 家 に 仕え て いる 執事 で 、 落ち 着い た 仔 ま い の 紳 士 。 艦船 運用 か ら 家 事 全般 まで 様々 な 技能 を 取得 し て お り 、 並 の 船乗り より も 有 能 で ある 。
急 へ メロ イ ・ エ ロウ
ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ン の 惑星 アセ ドゥ ニア で 衣 服 商 を 営ん で いる 女性 。 数 多く いる クー・ ク ー の 孫 の 一 人 で も ある 。
恩 \ ファ ルネ リ ・ ネ ルネ 急 \ クー・ ク ー
セグ ェ ン ・ ラ ン バ ー ス の 秘書 室長 。 才 色 兼 備 で 、 マ ゼ ラ ニ ックス トリ ー ム の 首 星 ・ カ シュ ケン ト 料理 まで 得意 と いう 完璧 な 女性 。 公 私 に わた り の 長 。 大 小 マ ゼラ ン 航 路 に 通じ て お り 、 彼 女 に ラン バー ス 家 を 支え て いる 。 依頼 すれ ば 手 に 入ら な いも の は な いと 言わ れる 。
急 へ ウィ ン ネ ル ・
テ ノ * ク イン バリ オ の 同僚 で 共に 海賊 掃討 業務 に 就 いて いる カル バラ イヤ 宙 域 保安 局 の 三 等 宙 尉 。 個 人 的 な 件 で 、 ネ ー ジ リン ス に 強い 恨み を 抱い て いる 。
思 N デオ ドラ ・ エ ル ・ ヴ ェ イ ン 人 民 委 員 会 所 属 の 政治 委員 。 ア ー ヴ ェ ス ト 戦 争 で は 電 の 監査 役 を 務め た 。 軍 人 の 家系 に 育っ た た め 、 ネ ー ジ リン ス に 強い 敵 憶 心 を 持っ て いる 。
急 へ ジョ ッ パ ・ 急 へ バリ オ ・ ジ ル ・
ジェ イ ・ ジ ャ プス バリ オ アー ヴェ スト 戦争 で カル バラ イヤ 主力 カル バラ イヤ 笛 域 保安 局 の 三 等 宙 尉 で 艦 体 を 率い た 提 箇 。 戦場 に 立つ こと に 海賊 掃討 業務 に 就 い て いる 。 フ ェ ミ ニ 誇り を 持っ て いる 生粋 の 職業 軍人 。 スト で くだ けた 性 格 だ が 、 自 分 な り の J 月 (スリー ジェ イ ) と いう 輝 名 が ある 。 ポリ シー を 持っ て いる 。
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急 \ へ スズ ッ テ ィ ・ ガ イン ・ ゲ イル
カル バラ イヤ 国防 軍 大 尉 で エリ ー ト 坦 部 候補 。 海賊 討伐 を 専門 と する 宙 域 保安 局 と は 、 何 か と 対立 し て いる 。
急 へ ロブ ス ・ ザ ン ・ バジ マヤ
カル バラ イヤ 第 二 方 面 軍 第 823 支 隊 に
所 属す る 航海 長 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 支配
に 反抗 し 、 独 自 に レジ スタ ンス 活動 を 行っ て いた 。
\N シー バッ ト ・ イ グ ・ ノ ー ズ 急 ヽ ド エ ス バン ・ ゲ ス
カル バラ イヤ 笛 域 保安 局 の 二 等 宙 佐 で 、 バ リオ 監 釣 或 星 ザ クロ ウ の 所 長 で 極度 の サ や ウィ ン ネ ル の 上 司 。 星 民 の 安寧 を 一 義 と 考え ディ スト 。 ザ クロ ウ で 死ん だ グ ァ ッ
る 軍人 だ が 、 少 々 独善 的 な 一 面 も ある シュ に 成り 代わ っ て 配下 の 海賊 た ち に 指示 を 出し 、 私 腹 を 肥やし て いた
急 へ チェ グラ マ ・ ジ ズン
アグ リス の 補佐 官 。 若 い 頃 に ロン ディ バル ト へ 留学 し た 経験 を 活か し 、 外 交 や 内 政 と いっ た 政治 面 の アド バイ ザー を 務め て お り 、 ア グリ ス の 信頼 も 厚い 。
急 \ へ ジジ ・ レ ベル ル
オ ボ ズ ・ オ ボ の 副官 。 内 政 向き の 人 物 で は ある が 、 参 謀 と し て オ ボ ズ の サ
グ 引
ポー ト 役 も 務め て いる
急 へ アグ リス ・ バ ゼ ゼ
ネス カー ジャ の 名 門 バ ゼ ゼ 族 出身 の 若 き 国 家 元首 に し て 将軍 。 情熱 的 な 理想 家 で 、 ネ スカ ー ジ ャ を 自立 し た 国家 に すべ く 改 革 に 燃え る 。
皿 \ オ ボ ス ・ オ ボ
バ ゼ ゼ 族 と 対 を な す ネ スカ ー ジ ャ の 名 門 オ ボ 家 の 当主 。 他国 か ら 和 干渉 を 受け な い 独立 国家 を 目 指し 、 反 政府 勢力 と し て アグ リス と 戦う 。
還 還 本 NNN () こ ()
急 へ デュ ー・ ル ー
ジー マ 基 幹 艦 体 総司 令 。 オ ー ダ ー ズ よ り ヤ ッ ハ バッ ハ の 脅威 を 伝え られ 、 ジー マ 人 類 を 救う た め に 女王 と 祝 を 分 か ち 、 独 自 の ネッ トワ ー ク を 構築 する 。
電 も プー リー
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意 \ ギー・ ジ ー
ジー マ ・ エ ミュ の 技術 士官 。 ユ ー リ た ちと 共に 過ごす うち に 、 大 勢 の 意識 と 繋が りな が ら 生 き る ジー マ 人 の 生き 方 に 疑問 を 持ち 始め る 。
恩 \ へ ヴィ ー・ ウ ィ ー
類 の 姿 を 追い 求め て いる 。
急 へ バイ ロン ・ レ ネー ス
銀河 連邦 の 特務 機関 ENR の 長官 。 銀 河 連邦 大 統領 の 命 を 受け て 、 ユ ー リ た ち を 密か に 監視 し て いる 。 特 務 艦 を 有 し て お り 、 単 独 で 行動 する こと も ある
急 へ ヴァ ナー ド ・
リン 大 マゼラン 銀河 連邦 大 統領 。 連 邦 議院 と 星 間 連 合議 院 と の 間 で 板挟み に な り な が ら も 、 銀 河 連邦 の 平和 た め に より 良い 道 を 模索 し て いる 。
人 望 が 厚く 、 優 れ た 統率 力 で ジー マ ・ エミ ュ を 治め て いる 女王 。 常 に 中 立 の 立場 を 月 さ ず 、 宇 宙 の 平和 と 究 板 の 人
デュ ー・ ル ー の 指揮 下 に あっ た ジー マ ・ エミ ュ 第 7 基幹 艦 体 大 佐 。 デ ュー・ ル ー 死亡 後 、 星 間 連 合 へ 観戦 武官 と し て 派 追 され る 。
恩 \ ノー レッ ジ ・ ワ イマ ー
大 マゼラン 銀河 連邦 、 星 問 連合 議院 の 議員 。 ロ ン デ ィ バ ルト に よる 独裁 的 な も の で は な く 、 合 議 制 に よる 大 マゼラン 統一 を 望ん で いる 。
急 へ エー テル メ ・ トウ ケー ス
ロン ディ バル ト 辺 境 宙 域 の ボイド ゲー
ト 防 衛 艦 隊 を 率い る 提 督 、 小 マゼラン
か ら や っ て 来 た ヤ ッ ハ バッ ハ 軍 と 戦端
を 開い た 人 物 で ある 。
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恋 \ デクレ マン ・ ユ ー キ ス
連邦 議会 の 議長 に し て 、 軍 事 組織 オー ダー ズ の 長 。 強 権 、 圧 政 型 の 政治 理念 の 持ち 主 で 、 ロ ン ディ バル ト に よる 連邦 統一 を 目指 し て いる 。
急 ヽ ク ォ バ ス ・ ノ ルト レン
ロン ディ バル ト 連 邦 艦隊 の 総司 令 。 あ る 程度 の 政治 的 決断 まで 可能 な 権限 を 与え られ て お り 、 一 国 の 宰相 足り える 程 の 人 物 。 た だ し 本 人 は 普段 は 昼行灯 を 装っ て お り 、 オ ー ダ ー ズ の 専横 に 対し て も 積極 的 な 介入 を する そ ぶ り は 無かっ た 。
坦 \ ドー トス ・ バ ラ ゴ ー
ハイ ヴァ ルト 会 戦 に お ける オー ダー ズ 側 の 提 。 オー ダー ズ の 軍事 的 な 司令 官 で 、 オ ー ダ ー ズ に よる ロン ディ バル ト 軍 掌握 を 目論む 野心 家 。
急 へ キ エ ラ ・ キ エタ
急 \ ヴィ エラ ・ ホ ー ル トン
ク ォ バ ス ・ ノ ルト レン の の 副官 。 階 級 は 中 佐 。 情報 解析 能力 の 高 さ を 活か し 、 ク ォ バ ス を 補 佐 し て いる 。
急 へ グー ル ・
レッ ケン ダス ロン ディ バル ト 連 邦 / 和 宙 域 艦 隊 大 佐 。 正義 感 が 強く 、 真 面目 な 性 格 。 ア イル ラー ゼン の バー ゼル と は ライ バル 関係 に あっ た と も 言わ れ て いる 。
マ バ ミ バ ・ グ ミ
急 へ グミ ・ シ スタ ー ズ
ロン ディ バル ト 和 宙 域 で 人 気 沸騰 中 の 双
イヴ ァ ル ト 会 戦後 も 星 間 連 合 と 対立 する 。
還 EN\ () こ ノ
ドー トス 提示 の 副官 で 提督 の 指揮 下 に ある 実務 子 の アイ ドル ユニ ッ ト 。 天真 燃 温 な パ 部 隊 を 率い る 。 デ クレ マン を 信奉 し て お り 、 ハ ミ パ ・ グ ミ が 姉 で 、 ペ シミ スト な パプ
リ ・ グ ミ が 妹 で ある 。
軌 \N ドド ゥ ン ゴ
急 へ エル ルナ ー ヤ 235 世
囚人 を 収容 する 惑星 ラー ラウ ス で 西 囚 人 獄 舎 の リー ダー と し て 君臨 し て いる 男 。 元 ボク サー で 腕 っ ぷ し に は 絶対 の 委 信 を 持っ て いる 。
エン デミ オン 大 公国 の 君主 。 星 間 連 合 側 の 立場 に いる が 、 大 公国 の 感 信 維 持 の た め オ ズ ロ ッ ソ 財 団 の ザバス 会 長 と 共に 連邦 議院 へ 与 し て いる 。
ーーー ーー
恩 へ ド エ ム バン ・ ゲ ス - 旬 \ ドク グ ・ タ ー ペ パー
急 \ ヽ アデ ルフ ァ ・ エ ルル ナー マヤ
収容 惑星 ラー ラウ ス の 所 長 。 ド エス バ ン ・ エ ム の 弟 で 、 兄 を 失脚 させ た ユー リ の こと を 恨ん で いる 。
ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ン の 代表 。 独 自 の 勢力 圏 を 作り 上 げ 、0C ド ッ グ た ち に 様々 な 便宜 を 図っ て いる 。
軌 へ シタ ー エ ラ ・
ー 一
ニニ ッ ト
エン デミ オン 大 公国 の 第 二 王子 で 、 エ ン デ ミオ ン 軍 の 艦隊 すべ て を 統べる 提 。 王 族 ら し い 優
雅 な 物腰 を し た 明朗 快活 な 青年 で ある 。
エン デミ オン 大 公国 第 248 宙 域 哨 門 艇 隊 少 佐 。 女 性 な が ら 卓 越し た 艦隊 運用 能力 や 指揮 能力 、 戦 術 眼 を 持ち 、 軍 内 部 で も 高い 評価 を 得 て い る 。
嘩 \ トリ トロ ・ 急 へ マチ ス ・ エル ルナ ー ヤ バー ロン
AN ヽ ぶ
エン デミ オン 大 公国 の 第 一 王子 。 奇 襲 戦 に 長け 、 ト リッ キー な 戦術 を 好む 。~ ブラ ッ デ ィ ・ ハ イネ ス " を 名 乗り 、 恐 れ ら れ て いる 。
エン デミ オン 中 央 軍 第 283 艦 隊 所 属 中 尉 。 ヤ ッ ハ バッ ハ と の 戦い で 沈め られ た 艦隊 に いた が 、 運 良く 救出 され て 辛 くも 生き 延び た 。
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急 へ ザバス ・ ザ ン ブ ル グ
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> ジル バ ・ ザ ン ブ ル グ
ザバス ・ ザ ン ブ ル グ の 長男 。 父 の 命 に 従い オズ ロッ ソ 財 団 を まとめ て いる が 、 優 柔 不 断 な と こ ろ が ある 。
大 マゼラン で も 有数 の 軍 涯 造船 企業 オ ズ ロ ッ ソ 財団 の 会 長 。 独 自 開発 し た 巨 大 企業 惑星 を 自治 領 と し て 所 有 し 、 そ こ を 本 拠 地 と し て 活動 し て いる 。
ドル ド ・ ウ ル グ ス ザバス と ジル バ が 去っ た 後 、 オ ズ ロ ッ ソ 財 団 の COO (最高 吾 行 責任 者 ) に 収まっ た 人 物
詞 \ ルフ ト ヴ ァ イス ・ ザク スン
% ファ ラコ ゴ ・ バ スト リカ
アイ ル ラ ー ゼ ン 軍 少将 。 主 力 簡 隊 を 率い る 名 将 の 1 人 で 、 艦 隊 戦 に お ける 指揮 能力 と 砲撃 能力 は 目 を 見 張る も の が ある
アイ ル ラ ー ゼ ン c 象限 艦隊 司令 。 ヤ ッ ハバ ッ ハ の 加 威 に 対し て 手 を 打 た な い 連邦 政府 に 業 を 吉 や し 、 独 自 に 対抗 策 を と る た め ユ ー リ を 招き 入れ る
思 \ プラ メー ル ・ 急 t へ スズ ビン ・ ベ ル タ バム ン ゼ ン
オズ ロッ ソン ソ 財団 第 二 造 船 セ クタ ー 主 任 。 アイ ル ラ ー ゼ ン 軍 大 佐 。 指 揮 、 操 艦 ズィー・ ア ー ル 級 の 管制 艦 ゾ ル ジ オ ネ 能力 共に 高く 、 実 力 主義 の アイ ル 級 の ユニ ッ ト 管 制 シ ステ ム を 担当 し た ラー ゼン 軍 の 中 で も 頭角 を 現し て い
職人 肌 の 技術 者 。 る 女性 提 和 。
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急 \ へ ネス ッ メ パ パーズ ラウ
ロエン ロー グ 卿 の 副官 。 ロ エン ロー グ 卿 と は 士官 学校 時 代 か ら 8 年 来 の 付き 合い で あり 、 公 私 に お いて だ ら し な い 彼 を 叱り 続け て いる
Ns ロエン ロー グ 狼
アイ ル ラ ー ゼ ン 近 箱 艦隊 総 本 令 で 、 銀 河 連邦 有 数 の 第 隊 指 近 能 力 を 持つ 戦術 家 。 ロ エン ロー グ は 建国 の 英雄 の 名 で 、 現 在 は 軍 最 高 の 武 各 に 与 えら える 称号 で ある 。 ず いぶ ん 前 に ネス と は 破 局 し た が 、 互 い に 未 練 を 残し て いる ふし が ある
バー ゼル ・
マ ツァ アーー ショ ザイ ツア
アイ ル ラ ー ゼ ン 軍 近衛 艦隊 大 佐 。 職 務 こ 忠 実 で ちる こと を 信条 と する 職業 軍 人 。 小 マゼラン で ヤッ ハバ ッ ハ と 戦い 、 壮絶 な 最期 を 遂げ る
思 ヽ ダン ター ル ・ ジョ ザッ ツア デー
バー ゼル の 弟 で アイ ル ラ ー ゼ ン 空
間 機 甲 艦隊 中 佐 。 母 国 と 大 マ ゼ ラ
ン 銀河 の 共和 に 尽く す 誠 実 な 職業
軍人 。 ヤ ッ ハ バッ ハ と の 戦い で 帰
ら ぬ 人 と な る
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急 へ モリ ガン ・ コ ル エ ステ
造船 会 社 モ リガ ン ・ コ ル エ ステ 社 の 専 務 取 締 役 。 造 船 会 社 の トッ プ ら し く 、 連合 議院 に 属し 、 ア イル ラー ゼン と 友 艦船 や それ に 類する 技術 に 関し て 非常 好 関 係 に ある 。 ア イル ラー ゼン に 対し に 企 欲 で ある 。 誠に て 軍事 技術 の 提供 を ども 行っ て いる 。
急 へ クー ン ・ ブ ィ ル チ
ネー ジリ ッ ド の 王族 に し て 首相 。 星 間
旬 \ ギャ ン ・ ボ ルド バ ・ バタ ダッ ク
大 マゼラン の 各 星 で 事業 を 展開 し て い
る 民間 軍事 会 社 「 バ ダッ ク PMC」 会長 。
計算 高く 喰え な い 人 物 だ が 、 彼 な り の
筋 は 通す 男 で も ある 。
急 へ ボル テー ド ・
ジ シネ ッ テ ディ モリ ガン ・ コ ル エ ステ 社 の テス ト パ イ ロッ ト を 務め る 社員 。 海 賊 に 捉え られ て いた が 、 ユ ー リ に 助け られ る 。 後に ユー リ の 肖 に 派遣 よれ 、 ク ルー と な る 。
N マー マヤ バツ ピー
ネー ジリ ッ ド 国防 宇宙 軍 第 2 宙 域 艦隊 所 属 の エー スパ イロ ッ ト 。 階級 は 少尉 。 国 防 学校 を 優秀 な 成績 で 卒業 し た 女性 士官 で ある 。
ぁ 原 画
所 りり アア イジ
急 へ メル エリ エラ ・ ブ ィ ル チ
クー ン ・ フ ィ ル チ の 娘 で 、 ネ ー ジ リッ ド 航 宙 軍 元帥 。 聡明 な 女性 で 、 自 ら の 地位 が 士気 高揚 の た め の 象徴 で ある こと を わき まえ て いる 。
是 還 いい 愉 \ (こり
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急 へ イエ ナン ・ シ ェ リ フ
ネー ジリ ッ ド 航 宙 軍 の 提督 。 メ ル エ リエ ラ の 補 佐 と いう 形 で 航 宙 軍 全 軍 の 指揮 な どの 実務 を 執 り 行う 実 吉 な 人 物 。
急 へ トカ シン ・ ナ チャ ネ ラ 急 N ブラ ブフ シェラ 教皇
ネー ジリ ッ ド 軍 第 1094 航 宙 機 部 隊 所 アッ ドゥー ラ 教 国 の 教 阜 。 オ ー バ ー ロ ー ド の 投
属 の 二 等 宙 尉 。、 ネ ー ジ リッ ド 軍 で も 1、 術 を 利用 し て 始祖 移民 船 の 時 代 か ら 生き 続け て
2 を 争う エー スパ イロ ッ ト 。 新人 の 指 お り 、 実 際 の 年 齢 は 6000 歳 を 超え て いる 。 オ ー
導 に も 熱心 な 男 で ある 。 バー ロー ド の 意図 を 知る が 故に 、 宗 教 と いう 形 を と っ て 人 類 が 宇宙 へ 広がら な いよ う 努 め た 。
嘩 \ シッ ター タ 覆 機 卿
アッ ドゥー ラ 教 国 4 枢 機 卿 の 序列 3 位 。 常に 冷静 さ を 失 わな い 老 提督 で 、 第 二 防衛 ライ ン で ある 要塞 惑星 バウ スナ イ ア を 守護 する 。
世 \ カバ ラス ズ ィ 民 機 卿
アッ ドウ ゥ ー ラ 教 国 4 枢 機 猟 の 序列 2 位 。 艦隊 指揮 能力 は 枢機卿 で 1、2 を 争う 。 国境 付近 の 第 一 防衛 ライ ン 、 ウ ォ ル フ ライ エ ・ ラ イン を 守っ て いる 。
記 % エル ダー タ 枢 機 卿 記 \ ナハ シッ タ 枢 機 卿
アッ ドゥ ー ラ 教 国 4 枢 機 猟 の 序列 1 位 。 アッ ドウ ゥ ー ラ 教 国 4 枢 機 狼 の 序列 4 位 。 艦隊 指揮 能力 は カバ ラズ ィ 卿 と 並ん で 実 吉 さ と 忠誠 心 の み で この 地位 まで 上 双璧 と 称え られ て いる 。 精鋭 を 率い 、 り 詰め て きた 人 物 。 領 宙 保 安部 隊 を 率 ブラ フシ ェ ラ 教皇 を 守護 し て いる 。 いて 、 外 敵 を 排除 する 。
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、 ガー ラン ド ・ フェ ル ベ ベ ス ・ クゥ ム ・ ヤッ ハバ ッ ハ
第 117 代 皇帝 。 ヤ ッ ハ バッ ハ が 帝政 に 移行 し て 以来 最高 の 傑 物 と 言わ れ 、 その 類 ま れ な る 統率 力 で 宇宙 を 席巻 する 。 若 い 頃 、 ブ ラフ シェ ラ 教 阜 の 元 を 訪れ て 自ら が "観測 者 "で ある こと を 知り 、 オ ー バ ー ロ ー ド に 抗う 決意 を する
ヤッ ハバ ッ ハ 帝
急 キ リア ス
ガー ラン ド 持 帝 の 12 番 目 の 皇 子 。 少 年 期 の ギリ アス は 、 ヤ ッ ハ バッ 王族 の 控 に より 素性 を 隠し 、 な ん の 支援 も な く 武者 修行 の 旅 を し / て いた 。 青 年 期 で は 第 一 王位 継承 者 と 認め られ 、 ユ ー リ の 前 に 立ち
は だ か る 野人 史 の ある 情熱 家 で ま ど ろ っ こし いと と を 何より 雑 う
ぁ 少 年 期
/
急 \ ライ オス ・ プ ェ ム ド ・ へ ムレ オン
ヤッ ハバ ッ ハ の 先 人 有 隊 総 司令 。 小 マゼラン へ 侵攻 する が 、 最 終局 面 で 大 敗 し て 左 違 され た 。 ユ ズル ハ 敗 退 後に 復権 し 、 大 マゼラン 制 圧 艦隊 総司 令 と な る 。 辺 j 括 ヘ へ ムレ オン の 元 息 子 で 、 ヤ ッ ハ バッ ハハ 襲来 を 機 に 野望 の た め 許嫁 だ っ た トス カ を 裏切っ た 過去 が ある 。
NN () こ 〇
思 \ トラ ッ パ ・ ウ ォ ン ・ デ デス ト ア
先 遺 艦隊 総司 令 時 代 の ライ オス の 副官 。 ヤ ッ ハ バッ ハ 本 国 の 生ま れ で ある こと を 誇り と し て お り 、 被 征服 地 の 人 間 を 見 下 し て いる 。 青 年 期 で は 小 マ ゼラ ン 総 督 府 の 副 総 督 に 出世 し た が 、 ジ ン ギ ィ と 違い 圧政 を 敷い て いる 。
意 N ガラ ハ ・ ヴ ィ ダ ・ マイ ギン
ヤッ ハバ ッ ハ 最強 の 艇 隊 、 ガ ラ ハ 艦 隊 の 提 督 。 無口 な 老人 だ が 歴戦 の 指揮 官 で あり 、 軍 略 に 関し て は 皇帝 すら 望ん で し ば し ば 論 問 する
皿 \ ジン ギィ ・ ラ ラス ・ ゼ ゼ シ
ヤッ ハバ ッ ハ に よっ て 設置 され た 小 マ 須
ゼラ ン 総 督 府 の 総督 。 統 治 能力 が 高く 、
わずか 10 年 で 小 マ ゼラ ン 全 域 を ヤッ ハバ ッ ハ の 勢力 圏 と し て 成立 させ た 。
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嘩 \ ルチア ・ バ パ バー ミントン
エピ タフ 調査 の た め 、 小 マゼラン 銀河 外 に 向 か い 行方 不明 に な っ た 調査 船 の 船長 。 ラ イオ ス に 救 わ れ 、 彼 の 副官 と な る 。
急 へ オラ イア ガー ラン ド 和 皇帝 の 4 番目 の 皇子 で ギリ アス の 異母 喝 。 皇 位 継 承 の ライ バル を 減ら す た め 、 フ リー の 0G ド ッ グ と な っ て ギリ アス の 命 を つけ 狙う 。
軌 \N メイ ヨー・ メ タ
ヤッ ハバ ッ ハ 被 征服 地 出身 者 だ が 、 ユ ズル ハ に 軍 才 を 見 出さ れ 彼 女 の 副 官 と な る 。 彼 女 の た め に 功 を 焦る あま り 、 ユ ー リ と の 戦い で 命 を 落と す 。
急 へ ユズ ル ハ ・ ヴ ィ ス ・ マイ ヤン ガラ ハ の 一 人 娘 。 名 門 の 出 に 江 れ る こと な く 、
実績 に より 艦隊 司令 の 座 を 掴 ゆ 。 メ イ ヨ ー の 再 い 合戦 と し て ユー リ に 挑む も 、 敗 死す る 。
() ら 〇 ケ Z ダ 2
| Choracfer Archive 4 タ ツ プ ゴメ ン ト
rewaww『 無 限 航 路 」 を 彩る 人 々 の 秘 官
ーー P038
kal トト ロス : ペ ー レ
も と も と 完全 な チョ イ 役 で 、 デ ザイ ン も それ に 見 合っ た 軽 さ 。 ラ ー ラ ウス 脱出 以降 次 を 消す くら い の つ も り だ っ た の で す が 、 キ ャ ラガ が 勝手 に その 後 も つい て き て し まい まし た 。 こ うい う 時 、 私 は その 流れ に 逆らわ ず に 執筆 する 主義 な の で 、 結 果 完 全 な レギ ュ ラ ー の 座 を 勝ち 取る こ と に 。
ー P038
) イータ ア グリ ノ ス
作 中 の 女性 陣 の 中 で は 視野 の 広い キャ ラク ター な の で 、 ユ ー リ 逢 の ク カルー と は まっ た く 違 う 位 置 に いる 男性 と 一 緒 に な る タイ プ だ ろう と 思っ て いた の で す が 、 な ぜ か トー ロ と くっ つく こと に 。 レ ジス タン ス を し て いた 10 年 間 、 そ れ だ け ト ー ロ が 頑張 っ た と いう こと で し ょ う 。
ー P038
| フラ ン ネ ポポ n
トト ロス と 同様 、 そ の 他 大 勢 の クル ー の は ず が レギ ュ ラ ー ポ ジ シ ョ ン に 。 会 話 を 動か す タ イ プ の キャ ラク ター と し て 、 非 常に 重宝 し まし た 。 ラー ラウ ス 収 容 中 、 ユ ー リ と 数 回 程度 の 関係 は あっ て も お か し く な いと 個人 的 に 思っ て いま す 。 (それ が 愛情 に 基づい た も の で ある か は 別 と し て …)
い 】 イネ ス ・ フ ィ ン 加 P039
も と も と 孤児 で 、 生 きる 為 に 軍 の 仕事 に 協力 し て いた 経緯 か ら 、 地 上 の 民 の 暮らし を 碧 う 貧 困 を 矛盾 に 思う と ころ が あっ た 少年 で す 。 そ れ ゆえ に ヤッ ハバ ッ ハ の 治世 が 、 予 想 外 に 地上 の 民 に 安 密 を も た らし た こと に 感じ る と ころ が あ り 、 人 民 監 督 官 と し て 民 の 暮らし を 護る 地位 へ と 就く こと に 。
4% う ジェ ロウ ・ ガ ン
個人 的 に SF に は 欠か せな いと 思っ て いる 、 専 攻 の よく わか ら な し 物知り 万 能 博 士 。 し ゃ べり 方 や ちょ っ と 浮世 離れ し た 考え 方 等 は 、 漫 画家 の 水木 し げ る 侍 の イメ ー ジ か ら と っ て いま す 。
人 ガ テ ィ バハ ド
まっ た く 家 事 の 出来 な い サ マラ の 為 に 、 炊 事 洗濯 と お さん どん さん の よう に 面倒 を みて いる 人 。 そ の 為 、 彼 の 生活 能力 は か な り 高 く 設定 さ れ て いま す 。
和 負 乏 ラッチ
も と も と 少年 編 4 章 に し か 登場 し な い 予定 だ っ た の で す が 、 デ ザイ ン を な ん と な く 気 に 入っ て し まい 、 そ の 人 後 も 活躍 を する こと に 。 一
ー P041
ー P044
ーー P045
見 し ょ ぼ い 外見 で す が 、 見 て いる うち に ジワ ジ ワ く る 味わい が あり ませ ん か ?
ゲバ パル ト ・ ザ ッ カ マン
トス カ と 並ん で 初期 に 決定 稿 の 上 が っ た キャ ラク ター。 ロ ッ コ ツ と の 掛け 合い は 竹 安 君 と の 悪乗り 会 話 の 中 で 出 て きた も の を その まま 採用 し て いま す 。 ラ ン キ ング に 相応 し い 扱 い を し て や ろう と 大 事 に と っ と いた ら 、 宇 宙 滅 亡 の 時 が 来 て し まい その まま に …。
ー P045
R 交 ヘル プ ガ ー ル P046
な ん と な く 悪 乗り で 妙 な 隠し キャ ラ を 作っ て や ろう と 、 ス タッ フ の ツタ 君 に 発注 し て 出来 た キャ ラ 。「 目 か ら ビ ー ム が 出 て 、 ズ ゴ ッ ク み た いな 手 を し て る ん だ よ 」 と 発注 し た ら 、 こ ん な ん 出 て きま し た 。
ー P046
1 ルキ ャ ナン ・ フ ォ ー
こう いう 優秀 な 補佐 官 タ イプ の キャ ラク ター は 好み で 、 個 人 的 に か な り 上 届 し て いま す 。 も と も と 少年 編 以降 出番 は 無い 予定 だ っ た の で す が 、 そ の 遇 必 ゆ え に 開 発 未 期 に クル ー に な る イ ベン ト を ぶち 込み まし た 。
| 短 | 私 ウェ ル
私 の 中 で は か な り の 小物 で す 。 本 心 で は ユー リ を 利用 する こと し か 考え て お ら ず 、 改 革 派 と 言っ て も その 実は 、 上 層 部 が 中 央 出身 者 に 占め られ て いる こと へ の 不満 か ら の 行動 。 そ れ を 「 ユ ー リ が 気に入っ た 」「 改 革 の た め 」 と 自己 誠 暗 で 正当 化す る 性 質 の 悪さ も 持ち 合わ せ て いま す 。 結果 、 ル キャ ナン に 認め られ モル ポタ と 同
ーー P046
じ 地 位 へ と 出世 し た 対 ヤ ッ ハ バッ ハ 交 渉 時 に は 、
改革 派 だ っ た こと も 忘れ 、 積 極 的 に ルキ ャ ナン に 如 び る 発言 を 繰り 返し て いる の で す 。 青年 編 で は トラ ッ パ 直属 の ムー レア 防衛 艦隊 指揮 官 と し て 、 嬉 々 と し て ユー リ を 授 撃 に 出撃 する と いう 描写 を 入れ る 予定 だ っ た の で す が 、 時 間 の 都合 上 入れ 損ね て し まい まし た …。
敵 | モル ボ ポタ ・ ヌ ー ン
小市民 的 で 、 あ る 意味 非常 に 共感 出来 る キャ ラク ター で す 。 も と も と 彼 は 少年 編 3 章 の み の 登場 予定 で 、 特 攻 シ ー ン も 構想 に は あり ませ ん で し た 。 執 筆 時 の 勢い で 描か れ た 彼 の 特攻 シー ン が 、 あ る 意味 無限 航路 を 代表 する 1 シー ン と な ろう と は …。 勇者 に よる 英雄 的 活躍 より も 、
ー P046
弱者 の 振り 絞っ た 勇気 の 一 灯 は 輝 いて みえ ます 。
過 デラ コン ダ ・ パ ラコ ンダ 一 P047
新た な 0G ド ッ グ と し て 旅立つ ユー リ の 、 一
つの 未来 の 可能 性 と し て 設定 し た キャ ラク ター。 人 物 像 は まっ た く 関 係ら あり ませ ん が 、 外 見 だ け は トミ ノ 監 督 が モデ ル に な っ て いま す 。( デ ラ コン ダ 砲 発射 時 の 口調 に その 名 残 が …) 第 一 稿 で は あま り に 似 すぎ て いた の で 、 少 し イメ ー ジ を 離し て も ら う よう 竹 安 君 に 頼ん で 現在 の 造形 に な っ て いま す 。
【a】 バハ シュ ー ル
スタ ッ フ の 上 ば げ て きた 設定 で は グ ア ッ シュ 海 賊 団 の 一 員 だ っ た の で す が 、 海 賊 と ば か り 戦う の も 変化 が な いと いう こと で シナ リオ 執筆 時 に 自治 領 領主 へ と 設定 変更 し て いま す 。 年 齢 は デー タ 入 力 の ミス で 、 本 来 26 歳 ぐら いかが 適当 で し まう 。
ー P047
ー P049
【。】 ファ ルネ リ ・ ネ ルネ
ファ ルネ リ と いう 名 前 を 考え た 瞬間 、 私 の 脳 内 で 魔女 の 格好 を し た お 婆 さん が 「 う まい ! 」 と 絶叫 。 そ の まま 「 ネ ルネ 」 と いう ファ ミリ ー ネー ム が つい て し まい まし た 。 彼女 か ら ユ ー リ が ティ ッシュ を も ら う くだ り は 結構 気に入っ て ます 。
負 デオ ドラ ・ エ ル ・ ヴ ェ イ ン つつ PE049
カル バラ イヤ の 軍制 は 旧 ソ 連 を イメ ー ジ し て いる の で 、 軍 に は 彼 の よう な 政治 将校 的 ポジ ショ ン の 人 間 が 派遣 され て いま す 。「 プ ラン R」 の 推進 者 と し て 歴史 の 裁き を 受け る 覚悟 が あり 、 それ で も 自国 の 紫 栄 の 為 に と いう 彼 な り の 信念 で 計画 を 推進 し て いま し た 。 役 は 自ら が 歴史 の 罪人 と な っ て も 、 そ れ で 自国 の 民 の 繁栄 が も た ら さ れれ ば 満足 だ っ た の で し ょ う 。 裁 か れる べ き 人 間 で は あっ て も 、 嫌 いな キャ ラク ター で は あり ませ ん 。
っ P049
| 符 | バリ キジ ル バ リ オォ
根っこ の 部 分 は 直情 的 な 熱血 漢 で あり 、 ラ ウ ド と 共に カル バラ イヤ 人 の 典型 的 人 物 像 と し て 設定 し て いま す 。 非 常に 友達 が い の あ る 良い 男 で す が 、 能 力 値 は 敢えて 平凡 に 。 性 格 と 能力 は また 別物 な の で す 。
ーー P050
内 アダ ウスバ セ セ ゼ
チェ グラ マ と 同様 、 若 い 頃 に ロン ディ バル ト へ の 留学 経験 が あり 、 そ の 時 広め た 見 聞 が 彼 を 現実 主義 的 方 針 へ と 導い て いま す 。 し か し 、 資 源 を 持つ 後進 国 に 現れ た リー ダー は 、 そ れ が 優 れ て いれ ば いる ほど 、 排 除 の 論理 に 押し つぶ さ れ て し まう も の な の で す 。
バイ ロン ・ レ ネー ス
ー P051
回 本 NN () 〇 ()
Archive 6 Glossary
『 無 限 航 路 』 の 壮大 な 世界 の 中 で 生き る 魅力 的 な 人 物 た ち 。 こ こ で は 、 物 語 中 で は ほとん ど 語 られ る
も と も と プロ ッ ト 時 点 で は アイ ル ラ ー ゼ ン ルー ト と 別に 、 ロ ン デ ィ バ ルト に 味方 する ルー ト も あり 、 そ の 時 は 彼 も 乗艦 「 エ ルブリン ナー」 で 活躍 する 予定 で し た 。 キ ャ ラク ター の モデ ル は 乗艦 の 名 前 で わか る と 思い ます 。
鐘 ツァ ナー ド パ ラ イア ン 一 rom
銀河 連邦 の 大 統領 は 、 大 国 の 独裁 を 避け る 為 に 弱小 国 か ら 選 ば れる こと に な っ て いま す 。 し か し 、 そ れ ゆ え に 権 限 は 実務 レベ ル で 制限 され 、 本 人 の 言う 通り お 飾り の 神 奥 と し て 時 を 過ごし て いま し た 。 彼 と バイ ロン と の 掛け 合い は 、 個 人 的 に 全て 気に入っ て いま す 。
ー P051
催 エー テル メ ・ ト ゥ ー ス 対 ヤ ッ ハ バッ ハ の 防衛 ライ ン に 派遣 され る く らい な の で 、 決 し て 無能 な 人 物 で は あり ませ ん 。 手堅い 用 兵 に 定評 が あり 、 防 衛 戦 に は うっ て つ け の 人 物 で は ある の で す が 、 そ の 手 堅 さ ゆえ に 硬直 し た 手法 は 、 常 識 外 の 戦闘 能力 を 持つ ヤッ ハバ ッ ハ 艦隊 に は 通用 し ませ ん で し た 。 こ の 時 点 で は 、 ま だ 彼 を 含め 大 マゼラン 全体 が ヤッ ハ バッ ハ を 心 の 底 で 作 っ て いた と いう こと で し ょ
う 。
ク ォ バ スソ ルト レン
ーー P052 大 艦隊 の 総司 令 と し て は 大 小 マ ゼラ ン 最 強 の 人 物 で す 。 圧 倒 的 な 資源 と 領土 を 持つ 大 国 の 戦 略 的 優位 性 を 熟知 し て お り 、 も し 彼 が ハイ ヴァ ルト 会 戦 に 乗り 出し て いれ ば 、 間 違い な く ア イ ル ラ ー ゼ ン の 勝利 は 無かっ た で し ょ う 。 ヤ ッ ハ バッ ハ に 対し て は 早期 か ら 大 マゼラン を 上 回 る 勢力 で ある 可能 性 を 想定 し て お り 、 そ れ ゆ え 戦 場 に 不 確 定 の 要素 を も た ら す 英雄 的 存在 と し て ユー リ を 重視 し て いた よう で す 。
ーー P054
鳳 | パス ザン フル グ
若い 頃 か ら 率 先 し て 自社 の 設計 艦 に 搭乗 し 、 その 能力 を 自分 の 目 で 確か め る と いう こと を や っ て きた 男 で す 。 そ れ ゆ え に 、 そ の 考え 方 は 0G ド ッ グ の も の に 近く 、 国 家 の 枠組 み を 超え 、 人 類 は どこ まで "跳ぶ "こと が 出来 る の か と いう 一 点 に 思考 が 集約 され て いま す 。 人類 全 体 と 宇 宙 と の 関係 に 思い を 馳せ て いた 彼 に と っ て は 、 大 マゼラン と ヤッ ハバ ッ ハ と の 戦い すら 小さ な も の に 思え て いた の で し ょ う 。
還 ルフ ト ヴ ァ イス ・ ザ クス ン PO54
軍 の 頂点 と し て は 人 並み と いっ た と ころ の 人 物 。 伝 統 的 に アイ ル ラ ー ゼ ン は 総司 令 官 よ り も 、 各 方 面 指揮 官 単位 の 優秀 さ で その 強 さ を 支え て いる 風潮 が ある よう で す 。 こ の 風潮 は ロン ディ バル ト と 対照 的 で 、 国 民 性 に 根ざし た も の と し
こと が な か っ た 人 物 の 真 の 魅力 、 誕 生 秘話 な ど を 河野 氏 (
か 形容 の し よう が あり ませ ん 。
ウ Z2> )
ロエン ロー グ 帰 ー P055
(と 堅物 揃い の アイ ル ラ ー ゼ ン で は 異色 な 、 ス ケ コマ シ 風 味 だ けど めちゃ くち ゃ 強い キャ ラク ター と し て 設定 。 最 初 は キザ な 人 物 像 を 想定 し て いた の で す が 、 執 筆 中 「 金 色 の ガッ シュ 」 に 私 が ハマ っ た せい で 、 な ぜ か フォ ル ゴ レ 風味 が 混入 する こと に …。
ーー P055
ネス パー ズラ ウ
個人 的 に 作 中 の 女性 キャ ラク ター で ベス ト 。 竹 安 君 の デザ イン が 上 が っ て きた 段階 で すっ か り 惚 れこ ん で 、 結 果 見 せ 場 も 多い キャ ラク ター と な り ま し た 。 こ うい う “" デ キ る "副官 が いて こ そ 英 雄 の 存在 は 成立 する も の で す 。
RN 上 Oi メル エリ エラ ・ フ ィ ル チ 一 P056
こう いう 戦乱 の 世 で は 、 若 い 女性 と は いえ 己 の 立場 を 理解 し 、 そ の 立場 な り の 戦い を 行う こ と は 当然 で 、 そ れ を 体現 し た キャ ラク ター の 一 人 で す 。 本 来 構 得 に あっ た ロン ディ バル トル ー ト で は 、 ユ ー リ の 敵 と し て イエ ナン と 共に 激戦 の 上 、 戦 死 を 遂げ る 予定 で し た 。 な お 、 彼 女 を 含め 、 ユ ー リ が モテ モテ な の は 、 富 士 鷹 ジ ュ ピ ロ 氏 の 「 少 年 漫画 の 主人 公 は モテ モテ じゃ な きゃ いけ ね ぇ ん だ よ ! 」 と いう 言葉 を 参考 に し て いま す 。 (無限 航路 が 少年 漫画 ノリ か どう か は さて お いて )
ーー P057
【。】 エル ター タ 柏 機 放
シッ ダー タ と 共に 、 枢 機 卿 の 中 で は 内 政 に も 深く 関与 し て いる 人 物 。 そ の 上 艦隊 指揮 に も 通 じ て い る 訳 で 、 ほ ば ぼ 完 璧 超人 と 言っ て いい で し ょ う 。 し か し 、 そ れ な り の 大 国 で あれ ば 本 来 分 散 し て し か る べき 職務 を 少数 の 人 物 に 負わ せ て いる 訳 で 、 こ こ に 宇宙 航海 者 を 限定 し て し まっ て いる 、 あ る い は そう せ ね ば な ら な い 成 り 立ち の アッ ドゥー ラ と いう 国 の 弱点 が 見 えま す 。
ナハ シッ タ 柏 機 卿
能力 的 に も さほど 見 る べき と ころ は 無い 彼 で す が 、 航 宙 人 禁止 法 を 唱え て いる アッ ドゥ ー ラ の 国情 と 、 領 再 保安 部 隊 と いう 任務 ゆえ に 、 普 段 は 最も 働い て いる 枢機卿 と いえ ます 。 他 の 枢 機 卿 と 比較 する と まだ 未熟 で は あり ます が 、 そ れ ゆえ に シッ ダー タ や カバ ラズ ィ に は か わい が ら れ て いた よう で す 。
ー P057
和 ライ オス ・: ブ ェ ム ド ・ へ ムレ オン P058
幼少 時 の 体験 か ら 、 被 征服 地 だ ろう が 一 度 支 配下 と な っ た 者 達 は 等 し く ヤ ッ ハ バッ ハ 人 と し
こ 語 っ て いた だ いた 。
て 扱う と いう その 理念 に 共感 し 、 帝 国軍 へ と 身 を 投じ まし た 。 し か し ガー ラン ド 帝 は と も か く 、 ギリ アス に つい て は 頂点 の 器 で は な いと 内 心 思っ て お り 、 ガ ー ラ ンド 帝 退 位 後 の ヤッ ハバ ッ ハ の 実権 を 掌握 し よう と いう 野心 は 持っ て いた 男 で す 。 彼 の 不幸 は 主人 公 と 関わ りあ っ て し まっ た こと で あり 、 ゲ ー ト ラッ パ 等 の イレ ギュ ラー 要素 さえ 無けれ ば 、 早 期 に ユー リ を 軸 破 す る こと も 出来 た は ず な の で す が …。
| 負 トラ ッ パ ウォ ン ・ デ デス ト ア 一 P059
策謀 型 の 人 物 で 、 人 の イヤ が る こと を 直感 的 に 見 抜い て エグ っ て くる メン タリ ティ を 持っ て いま す 。 本 来 支 配 地 の 人 種差 別 の 少な い ヤ ッ ハ バッ ハ の 風潮 に 反し 、 ラ イオ ス を 被 征 服 民 と し て 人 矯 る 気配 を 隠さ な い の は その 証左 で し ょ う 。 一 方 、 近しい 人 間 に 対 し て は それ な り の 優し さ を 持っ て お り 、 キ ャ ロ に 関し て は 惜しみ な い 愛 情 を 注い だ よう で す 。 唯一 の 不幸 は その 愛情 を 注 げ ば 注ぐ だ け 、 彼 女 の 内 心 は 冷え て いっ た と いう と ど で し よう 。
符 ルチア ッ ウミ バー ミン トン っ P059
ジョ ン 万 次 郎 の よう な ポジ ショ ン で 、 異 文化 接触 の 触媒 と な る べく 設定 され た キャ ラク ター。 も と も と 軍人 で は な いた め に 自国 の 忠誠 心 よ り 感情 を 優先 する と ころ が あり 、 ラ イオ ス へ の 愛 情 で ヤッ ハバ ッ ハ へ の 協力 を 抱 う こと に な り ま
す 。
ジン ギィ ・ ラ ラス ・ ゼ ゼン …P059
軍事 侵略 主義 国家 で あり な が ら 、 こ うい う 人 物 を 重用 する と ころ に ヤッ ハバ ッ ハ の 強 さ が あ り ま す 。 征服 地 に 対す る 民生 を 怠ら ず 、 素 早く 異人 和 種 を ヤッ ハバ ッ ハ へ と 融和 させ て ゆく 。 彼 の よう な 人 物 を 重視 し 、 多 数 抱え て いる が ゆえ に 、 ヤ ッ ハ バッ ハ の 支配 地 に お ける 反乱 は 、 驚 く ほ ど 小 規模 か つ 少 数 で 収まっ て いる の で す 。
ユズ ル ハ ・ ヴ ィ ス ・ マ イヤ ン 一 P059
ネス に つい で お 気に入り の 女性 キャ ラ 。 竹 安 君 も 相当 力 を 入れ て デザ イン し て くれ まし た 。 彼女 の 率い る 算 討 艦 隊 は 、 特 に 強力 な 抵抗 勢力 に 対し て 投入 され る 遊撃 的 精鋭 艦隊 で あり 、 そ れ だ け 彼 女 と メイ ヨー の コン ビ ピ が 実績 を 上 げ て きた と いう 証左 で す 。
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ーー H74 に エル メッ ツア 星 間 国家 連合 プ カ ル バラ ィ ヤ 時 連合 Soace Ship Archive 4 ル メ ッ ツ アァ 星 間 国家 連合 プ カ ル バラ イヤ 早 団 連合
グ ーー 全長 : 800m/ 全 幅 : 240m/ 全 高 : 140m 、 パ ロス タ 級 DATA 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx1/Sx 1、 対 艦 ミ サイ ル S Lv.1 X1
エル メッ ツァ で 生産 され て いる 唯一 の 戦艦 で 、 中 央 政府 軍 将 校 を 中 心 に 広く 使用 され て いる 艦艇 。5 度 の 改修 に 「 エ ル メ ッ ツ アァ 連邦 中 央 政府 軍 」 5 よる マイ ナー チェ ンジ と 高い 拡張 性 に より 、 政 府 軍 将 校
(中 央 政府 軍 ・ 戦 艦 ) ・ 達 の 使用 する 乱 衝 は それ ぞ れ に まっ た く 異 な る 性 能 を 持 ) 9 つと 言わ れ て いる 。( ヤ ッ ハ バッ ハ と の 初 交渉 の 際 、 マ ルキ ス 提 管 の 搭乗 艦 と な っ た ブラ ス ア ー ム ス 等 は 、 通 党 の グロ スタ ー 級 と は 比較 に な ら な い 戦 闘 能 力 を 誇る ) 方 、 地 方 軍 に 提供 され て いる グロ スタ ー/LOC 級 は 、 各 地方 に よる ライ セン ス 生 産 専用 の バー ジョ ン で あり 、 デー タリ ンク シス テム を 中 心 に ソフ ト 面 の 情報 提供 は カッ ト さ れ た バー ジョ ン の 為 、 ハ ー ド 能力 は 同等 で も 哨 戒 、 管 制 能 力 は 格段 に 劣っ て いる 仕様 で ある
グロ スタ ー/LOC 級
思 \ ヴォ イエ ・ バ ウー ク 級 SR
ョ ーー 対 ネ ー ジ リン ス 決 戦 用 の 艦艇 建造 計画 「 プ ラン R」 に お の いて 建造 され つつ あっ た 3 種 の 艦艇 の 一 つ 。 最 新 技術 投 入 の た め に 開発 が 遅延 し た 結果 、 ネ ー ジ リン ス と の 決戦 に は 間に合わ な か っ た 。 租 載 機 搭載 能力 は な い が 、 大 型 艦船 と 同数 の 兵 装 ス ロッ ト を 持ち 、 砲 撃 戦 で は な か な か の 火力 を 誇る 。 ま た 重力 子 防御 シス テム (デフ レク ター) を 装備 し て お り 、 対 ビー ム 防 御 能力 は 非常 に 高い
還 艦 朋 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ カル バラ イヤ
4A4M サ イズ
カル バラ イヤ 早 団 連合 Archive 6 Glossary 無限 航路 設定 資料 集
急 t ゼー ガ 級 | 全長 : 1100m/ 全 幅 : 240m/ 全 高 : 210m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx2/MX2、SL シ ョ ッ ト LVv.1
「 プ ラン R」 に お いて 建造 され て いた 艦艇 の 一 つ だ が 開 発 が 遅 延 し 、 ネ ー ジ リン ス と の 決戦 に は 間に合わ な か っ た 。 ヤ ッ ハ バッ ハ 制 圧 後 、 カ ル バ ラ イヤ 軍 と し て は 初め て 艦載 機 搭載 能力 を 有する 制式 艦艇 と し て 完成 し た 。 リ ニア レー ル 方 式 を 採用 し た 砲塔 を 船体 上 で スラ イド 移動 させ る こと で 、 命 中 率 の 上 昇 や 射 界 範囲 の 拡大 に 成功 し て いる 。 ま た 重力 子 防御 シス テム (デフ レク ター) を 装 備 し 、 対 ビー ム 防 御 能 力 が 上 昇 し て いる 。
圏 デザ イン 画 誤 \ ゾー マ 全長 : 810m/ 全 幅 : 200m/ 全 高 : 110m 級 DAIA | 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Lx 1/Mx 1/Sx2、SL シ ョ ッ ト Lv.1
ドー ゴ 級 の 旧式 化 に 伴い 建造 され た 新型 戦艦 。 ド ー ゴ 級 の 能力 を 全面 的 に 改良 し た 結果 、 よ り 性 能 の 高い 戦艦 に 仕上 が っ て いる 。 ネ ー ジ リン ス と の 戦闘 に 備え た 箇 域 艇 隊 の 旗艦 と し て 運用 され て いる 。
圏 デザ イン 画 、 パ ドー ゴ 級 DATA | 全長 : 850m/ 全 幅 : 250m/ 全 高 : 360m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx1/Mx1/Sx2、SL シ ョ ッ ト Lv.1
カル バラ イヤ に お いて 最も ポピュラー な 戦 穫 。 設 計 に 優 れ た 優秀 な 艇 で あり 、 何 度 か の 改修 を 受け な が ら 未 だ に 第 一 線 で 活躍 し 、 民 間 に も 供与 され て いる 。 し か し な が ら 、 耐 久 年 数 の 超過 や 新鋭 艦 の 就航 に 伴う 旧式 化 は 否め ず 、 随 時 ゾー マ 級 へ の 切り 替え が 始ま っ て いる 。
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イシ 多 | Spoce Ship Archive 戦 艇 カル バラ イヤ 星団 連合 アプ ネー ジリ ンス 星系 共和 国
名 バウ ー 全長 : 700m/ 全 幅 : 210m/ 全 高 : 250m き バ ウー ク 級 DATA | 個 定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Lx1/Mx1/Sx2
対 ネ ー ジ リン ス 決 戦 用 の 艦船 建造 計画 「 プ ラン R」 に お いて 建造 され た 3 種 の 艦艇 の うち 、 決 戦前 に 完成 し た 唯 ーー の 戦艦 。、 プ ラン R の 正体 は 新造 戦艦 開発 計画 を 隠れ 状 と し た 敵 居住 惑星 に 対す る 衛星 落下 作戦 で あり 、 バ ウー ク 級 は 計画 偽装 の 為 に 二 重 設計 が 為 さ れ て いる 。 デ オド ラ 委 員 の 指示 に より 特 装 艦隊 向け と し て 設計 され た この 艦 季 は 、 表 向き の 仕様 と は まっ た く 性 能 が 異な り 、 火 力 を は じ め と し た ほぼ 全て の ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 を 、 大 出 力 指向 性 デフ レク ター へ と 割り 当て る 設計 と され た 。
マ ノ プロ クー 全長 : 720m/ 全 幅 : 240m/ 全 高 : 240 急 さ オル ジフ ル 級 DATA | 定本 : 挫 壮 スロ ッ ト し X 1/MX27SX1
セグ ェ ン ・ グ ラス チ が 対 カ ル バ ラ イヤ 決 戦 の た め に 開発 し た ネー ジリ ンス 国 唯一 の 戦艦 。 カ ル バ ラ イヤ の 戦艦 と 比べ て 速 力 や 機動 力 は 高い が 、 火 力 面 で や や 劣っ て いる 。 ネ ー ジ リッ ド か ら 投 術 供 与 され た パー ティ クル ・ リ デュ ー サ ー (粒子 拡 散 シ ステ ム ) の 搭載 に より 、 成 力 は 低い が 命中 率 の 高い 攻撃 が 可能 と な っ て いる 。
ネー ジリ ッ ド
Archive 6 Glossory 無限 航路 設定 資料 集
意 % シャ イニ ー ル 級
圏 デザ イン 画
DATA 全長 : 970m/ 全 幅 : 450m/ 全 高 : 500m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx3/Mx 1/Sx 1
ヤッ ハバ ッ ハ と の 決戦 時 の 艦隊 旗艦 と し て 、 ネ ー ジ リッ ド 軍 が 初め て 開発 し た 戦 艦 ク ラス の 最新 鋭 艦 。 火 力 面 に お いて は 他 の 勢力 の 戦艦 に 及ば な いも の の 、 パ ー ティ クル ・ リ デュ ー サ ー (粒子 拡散 シス テム ) や アク ティ ブ ・ レ ギュ レー ター な ど ネ ー ジ リッ ド 独 自 の 最新 技術 が 注ぎ 込 まれ て お り 総 合力 で は 引け を 取ら な い 。
園 艦船 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ ネー ジリ ンス
4L サ イズ
直線 的 構造 物 で 構成 さ れ た ブリ ッ ジ 内 部 。 大 型 艦 で は 区 画 が 担当 ご と に 切り 分 けら れ て い る 。 さ ら に 、Al に よる 自動 制御 装置 が 搭載 さ れ て いる た め 、 ク ルー は 少な め に な っ て いる 。
艦 船 ブ リッ
に た 二 ーー
ンー アテ
ザイ ン ノ ネー ジリ ッ ド 4L サ イズ
艦船 の 外観 と 同様 に 、 無駄 が 無く 、 最 先端 を イメ ー ジ させ る 流 雇 な フォ ルム の ブリ ッ ジ 内 部 。 高 い 技 術 力 を 擁し て お り 、 大 型 艦 で も ブ リッ ジ ク ル ー の 数 は 少 な め に な っ て いる 。
O65
プ 2
全長 :1700m/ 全 幅 : 550m/ 全 高 : 660m DATA 兵 装 : マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン LL Lv.2x 1/Lv.1x3、 リ アカ ノン S Lv.3x 1
政府 所 属 の 軍艦 の 中 で 、 最 大 の 攻撃 力 を i 船 。 円 筒 型 の 艦 体 を 有朋 むように 、 計 6 基 の ムー ル ・ レ ー ル キャ ン を 搭載 し て いる ライ ド 式 可動 と の 併用 に より 、 大 型 レ ー ル キャ ノン の 発 射 反動 を 大 きく 減殺 する こと が 可能 。 艇 人 ゴマ 装甲 が 使用 され て お り 、 防 御 性 能 も 高い も の と な っ
て いる
ネス カー ジャ y ] 無限 航路 設定 資料 集
デー ー 全長 : 910m/ 全 幅 : 330m/ 全 高 : 300m 急 デ デ テ エイ ラ 級 DATA | 固定 兵 装 : マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン LL Lv.1x 1、 レ ー ル キャ
ノン M Lv.3xX 1、 リ ニア カノ ン S Lv.2x 1
ネス カー ジャ 反 政 府 組織 の 旗艦 で 、 防 御 能 力 と 航行 能力 に 秀 で る 。 ア ッ ド ウゥ ー ラ より 提供 され た 高 性 能 の レー ダ 串 シ ステ ム に より 艦隊 指揮 能力 も 高い 。 な お 、 有
官
事 の 際 に は 移動 型 厨 令 本 部 と し て 機能 する た め 反 政府 組 織 リ ー ダ ー の 愛 艦 と 捉え られ て いる が 、 実際 に 乗艦 し て いる の は その 影武者 で ある 。 そ の た め 、 対 外 的 に は その 影武者 が リー ダー と 認知 され て いる よう だ
急 へ マグ リブ 級 DATA 上 w 和 と レ ー ル キャ ン W Lv3x4、 リ ニア カノ ン S Lv.2 X
アッ ドウ ゥ ー ラ 教 国 に よる 多大 な 援助 を 得 て 開発 が 進め ら れ 、 完 成 し た ネス カー ジャ 反 政 府 軍 の 戦艦 。 武 装 は 4 門 の 大 型 レ ー ル キャ ノン に 加え 、 ア ッ ド ウー ラ 教 国 か ら も た ら さ れ た 重力 囲 生成 砲 (威力 は アッ ドウ ゥ ー ラ 軍用 の 半 分 程度 な スペ ッ ク ) を 1 門 搭載 し て いる 。 光学 兵器 より も 射出 速度 面 で 劣る 電磁 投射 砲 の デメ リッ ト を 重力 圏 生 成 砲 で 補っ て いる
園 艦船 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ ネス カー ジャ
アシ 多 | Spoce Ship Archive 戦 艇 ネス カー ジャ ジー マ ・ エ ミュ
ぶさ AY 全長 : 1050m/ 全 幅 : 450m/ 全 高 : 210m 、 パパ グ ンジ ゼム 級 DATA 固定 兵 装 : マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン LL Lv.1X 1、 レ ー ル キャ ノン M Lv.2X2、 リ ニア カノ ン S Lv.3 メ 2
ネス カー ジャ 政府 の リー ダー、 ア グリ ス ・ バ ゼ ゼ が 乗艦 する 戦艦 。 単 艦 で の 戦闘 能力 は 低い が 、 船 体 の 8 割 以上 に ディ ゴマ 装甲 が 使用 され て お り 、 防 御 能 力 、 航 行 能力 が 高い 。 兵 員 下 降 用 の HLV10 基 を 搭載 し て お り 、 旗 艦 任務 に 特 化し た 揚陸 指揮 艦 の 機能 も 持ち 合わ せ て いる 。
圏 デ ザイ ン 画 ミー ヽ 人 全長 : 1800m/ 全 幅 : 200m/ 全 高 : 530m 急 和 へ クー・ グ ラン 級 の DATA | 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 L LV.1 x 1、 ブ ラズ マ 砲 M LV.3X 1、 兵 アグ 装 スロ ッ ト Sx2
ジー マ ・ エ ミュ 軍 の 標準 的 な 指揮 専用 艦 。 ジ ー マ 軍 人 に は ニュ ー ロ オペ レー ティ ング シス テム (NOS) と 呼ば れ る 統合 指揮 シス テム の 端末 が 埋め 込ま れ て お り 、 こ の NOS を 通し て 艦隊 運用 を 行う こと を 目的 に 建造 され た 戦 和 触 で も ある 。 武装 は 控え め だ が 、 指 揮 や 通信 設備 な ど は 充実 し て いる 。 特 徴 的 な フォ ルム は 、 通 信 機 能 を 重視 し 、 電波 障害 や 電波 干渉 を 避け る た めで ある
夫
1 (船首 上 下 & 両 般 中 央 、 計 4 問 ) この ほか 船体 各所 に 格納 型 対 空 レ ー ザ ー 砲 塔 有
圏 デザ イン 画
ロン ディ バル トト 連邦 国 Ar ロ Dy | 無限 航路 設定 資料 集
電 R 和 る つっ NN ーー 全長 : 1300m/ 全 幅 : 260m/ 全 高 : 200m 恩 ふ ネネ ヒビ ュ フ ラス 級 DATA | 固定 兵 装 : 拡散 プラズマ 砲 L Lv.1 X2、 プ ラズ マ 砲 L Lv.2x 1、 プラ ズ マ 砲 M Lv.3x2
ズ な ど を は じ め と する ロン ディ バル ト 軍 の 主力 し て 長年 PP e ず 4 火力 ・ 機 動 性 ・ 耐 久 性 ・ ー 管 制 な どす べ て の 面 で 優れ て お り 、 艦 載 機 搭載
ー ダ ー ー ダ E 力 も 持ち 合わ せ て いる 。 銀河 連邦 の 中 で も っ と も ジー ・ エ る 姿
還 1 暫 す
ミュ の 技術 の 影響 が 大 きい 艦 で 、 重 力 慣性 制御 に 勢 制 御 が 可能 で ある 。 大 型 陽電子 砲 を 搭載 し て い
層
る が 、 発 射 に は 膨大 な エネ ルギー を 必要 と する た め 、 一 時 的 に 艦 首 シー ルド が 使用 で き な く な る 。
較 デ ザイ ン 画 旬 t ゼ スカ イア ス 級 全長 : 2400m/ 全 幅 : 200m/ 全 高 : 420m ノ DATA 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 L Lv.3x2、 プ ラズ マ 砲 M LV.3X2、 メ テオ ブラ ズ マ メ x 1 ジー マ ・ エ ミュ の 技術 を 受け て ヤッ ハバ ッ ハ と の 戦 較 本
前 提 に 設計 され た 大 艦 巨 砲 主義 の 象徴 と いえ る 戦艦 。? 力 は も と より 、 あ ら ゆ る 面 で 高い 性 能 を 持つ 。 7 は 両 般 後 方 に 装備 され た 陽電子 砲塔 が 展開 する 。 戦 艦 と し て 運用 され て は いる が 、 実質 的 に は 銀河 連邦 の 科学 の 粋 を 結集 し た 超大 型 陽電子 砲 を 運ぶ た め の 移 動 要塞 と し て の 側面 が 強い
アピ 多 | Spoce Ship Archive 戦艦 ロン ディ バル ト 連 邦 国 プ エン デミ オン 大 公国
全長 : 3000m/ 全 幅 : 1400m/ 全 高 : 600m DATA 固定 兵 装 : 拡散 プラ ズ マ 砲 L Lv.2x 1、 ブ ラズ マ 砲 L Lv.3x2、 プラ ズ マ 砲 M Lv.3x 1、 ハ イス トリ ー ム ブラ スタ ー
ヤッ ハバ ッ ハ と の 決戦 に 向け 、 デ クレ マン 議長 の 指示 に より 8 年 の 歳 月 を 掛け て 建造 され て いた 巨大 戦艦 。 極 秘 に 建造 する 為 に オー ダー ズ は この 艦艇 の 建造 予算 は 計上 せ ず 、 様 々 な 分 野 の 予算 に 少し ずつ 上 積み する 形 で 偽装 し て いた 。 ロ ン デ ィ バ ルト 系 艦艇 と し て は 初め て の 搭載 と な る ハイ スト リー ム ブ ラス ター を は じ め と し て 、 量 産 性 を 無視 し た ワン オフ 機 的 設計 が 為 さ すれ て お り 、 ま さ に 大 マゼラン 全て の 旗艦 と し て 相応 し い 艦艇 と な っ て いる
DATA 全長 :1100m/ 全 幅 : 590m/ 全 高 : 350m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx2/Sx2
対外 的 軍事 力 を 示す た め 、 大 マゼラン 統一 時 に 設計 され た オズ ロッ ソ 財 団 の 新型 戦艦 。 ミ サイ ル や 大 砲 な ど と いっ た 重 兵 装 を 扱え る よう 、 エ ンジ ン 出 力 が 高め られ て いる 。 そ の 結果 、 兵 装 な どの 多彩 な カス タマ イズ が 人 行わ れ て も 安定 し た 性 能 を 発揮 する 角 艇 と な っ て いる 。
全長 :970m/ 全 幅 : 470m/ 全 高 : 190m
DATA | 合 家 : 兵 装 ス ロッ ト Mx3/Sx2
エン デミ オン 軍 の 標準 的 な 戦艦 。 他 国 の 戦艦 に 比べ て 航 行 速度 が 速く 、 巡 洋 艦 並 と も 言わ れる 。 そ の 一 方 で 艦 体 が 軽い た め 、 中 小 の 武装 し か 装備 で きず 、 戦 闘 能 力 と し て は 低め で ある 。 決戦 用 と し て は 力 不足 が 指摘 され て いる た め 、 多 数 の エル ン ツ ィ オ 級 で 艦隊 を 編成 し 、 国 内 紛争 や 海賊 の 撃退 な ど に 用 いら れる こと が 多い
_
DATA 全長 : 1200m/ 全 幅 : 460m/ 全 高 : 420m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx2/Sx2
銀河 連邦 で 活動 し て いる 海賊 た ちの 旗艦 と し て 広く 使わ れ て いる 。 航続 能力 が 高い た め 、 ゼ オス ベル ト ユ ニオ ン や ロン ディ バル ト な ど 広 範囲 を 勢力 閉 と し て いる 海賊 た ち に 愛用 され て いる 。
急 ふ ヴァ イス ・ ザ バス 級 DATA | 大 疾 病 スロ ッ ト LLX1 ル X1/M 2、 サ ー フ ェ ス ブラ スト
オズ ロッ ソ 財 団 を 率い る ザバス ・ ザ ン ブ ル グ 会 長 の 専用 艦 で 、 財 団 の オフ ィ ス を 兼ね て いる 。 優雅 な フォ ルム の 艦 で は あ る が 、 大 型 の 兵 装 スロ ッ ト や サー フィ ス ブラ スト を 内 装 し 高い 戦闘 力 を 持つ だ け で な く 、 エ ンジ ン 性 能 も 高く 、 速 力 は 戦 艦 の 中 で も トッ プク ラス で ある 。 な お 、 ザバス の 息子 、 ジ ル バ ・ ザ ン ブ ル グ が 乗 艦 す る G 級 は 、 同 型 艦 で あり な が ら 、 多 少 性 能 が 劣っ て いる 面 が ある 。
ム ヴ ァ イ ス ・ ザ バス /G 級 圏 デザ イン 画
全長 : 1800m/ 全 幅 : 830m/ 全 高 : 400m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx2/Mx2/Sx 1
意 ふ ゾル ジオ ネ ャ 級 DATA
対 ヤ ッ ハ バッ ハ 決 戦 用 に 開発 され た 長 距 離 マ イク ロ 波 収 東 砲 の 発射 装置 「 ズ ィ ー・ ア ー ル /+Z 級 」、 お よび 長 距 離 ハ イペ ロン 結合 東 砲 の 発射 装置 「 ズ ィ ー・ ア ー ル 2 級 」 を 構成 する 部 位 の 一 つ 。 宇宙 要塞 と ドッ キン グ し 、 長 距 離 砲 の 管制 と 護衛 を 行う 。 単 艦 で の 性 能 も 非常 に 高く 、 大 マゼラン 内 で も 有数 の 戦艦 で ある 。
圏 デ ザイ ン 画
レン ンプ | Spgce Ship Archive 戦艦
エン デミ オン 大 公国 プア イル ラー ゼン 共和 国
急 へ ヴィ リオ ・ エ ン
圏 デザ イン 画
デミ オン 級
全長 :1350m/ 全 幅 : 670m/ 全 高 : 390m DATA 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Lx2/Mx2、 サ ー グ ェ スプ ブラ スト
ヴィ リオ (= 栄光 の ) エン デミ オン の 名 を 持つ この 戦 盤 は 、 エ ン デ ミオ ン 大 公 座 乗艦 と 、 ア デル ファ 王子 座 乗艦 の 二 隻 の み が 存 在 する 。 装 甲 の 原材料 に 新 合金 が 用 いら れ て お り 、 対 指向 性 ビー ム 兵 器用 の 重力 子 防御 シス テム (デフ レク ター) な し で も 一 定 の 光学 式 兵 器 に 耐え 得る 仕 様 を 実現 し て いる 。 デ フレ クタ ー を 搭載 し な く て すむ 分 、 軽 い 船 体 に 仕上 が っ て お り 、 そ の 結果 、 大 型 兵 装 の 搭載 な ど 多 様 な カス タマ イズ が 可能 な 戦艦 と な っ て
いる
人 船底 部 カタ バル トブ ロッ ク と ウイ ング ブロ ッ ク を 外し た 状態
全長 : 1300m/ 全 幅 : 500m/ 全 高 : 390m DATA 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/ Mx1/ SxX1、 リ フレ クシ ョ ン レー ザーM Lv.1 x2
火力 ・ 耐 久 性 と も に 優れ た 逢 で 、 長 い 問 アイ ル ラ ー ゼ ン 軍 で 愛用 され て きた 主力 艦 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 存在 が 判明 し て か ら は 能力 不足 が 指摘 され て いる
人 艦橋 と ウイ ング ッ ク を 外し た 状態
回 還る ふ へ ()/ つ
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 プ ゼ オス ベル ト ユ ニオ ン Archive 6 Glossary 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 1900m/ 全 幅 : 1170m/ 全 高 : 600m DATA 固定 兵 装 : リフ レク ショ ン レ ー ザ ーL Lv.3x2、 リ フレ クシ ョ ン レ ー ザ ーM Lv.2x2、 兵 装 ス ロッ ト Sx 1
急 へ クラ ウス ナイ ツ 級
シュ テム ナイ ツ 級 の バト ルプ ルー フ を 得 て 完 成 し た ア イル ラー ゼン の 新型 主力 戦艦 。 大 マゼラン 統一 に 向け て 量産 され 、 そ の 多く が 実戦 に 投入 され た 。 そ の 性 能 は 、 試 作 艦 の シュ テム ナイ ツ 級 を 人 か に 上 回 っ て いる 。 緊急 時 に は 艦橋 が 分 離し 、 中 型 宇宙 艇 程度 の 能力 を 持 つ 脱 出 艇 と し て 機能 する 。 こ れ は アイ ル ラ ー ゼ ン 軍 人 の 性 格 か ら 将 校 の 戦死 が 多い こと を 愛 虐 し た 参謀 本 部 に より 、 将 校 の サバ イ バ ビ リティ を 上 げ る 為 に 盛り 込 まれ た 設計 で ある 。
ム ブ リッ ジブ ロッ ク (分 離 形 態 )
圏 デザ イン 画
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx2/Sx2
急 \ ファ ンク ス 級 に AA | 全長 : 910m/ 全 幅 : 880m/ 全 高 : 200m
ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ン で 活動 し て いる 0G ド ッ グ た ち が 好 ん で 使っ て いる 高速 戦艦 。 航 行 速度 は 高い が 、 そ れ 以 外 の 面 で は 標準 的 な 能力 し か 持ち 合わ せ て いな い 。 フ ァ ンク ス /MS 級 は 、 マ ゼラ ニッ クス トリ ー ム を 活動 拠点 と する 海賊 に 愛用 され て いる タイ プ で 、 大 マゼラン の 技術 に よっ て 改造 を 施さ れ て お り 、 ノ ー マ ル の ファ ンク ス 級 より も 火力 が 向上 し て いる 。
ム フ ァ ンク ス /MS 級
圏 デザ イン 画
〇 / づ 7Z Znmmmm
レン | Spoce Ship Archive 戦 艇 アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
全長 : 1800m/ 全 幅 : 890m/ 全 高 : 500m DATA 固定 兵 装 : リフ レク ショ ン レ ー ザ ーL Lv.1 x2、 兵 装 ス ロッ ト Lx2/Mx 1
急 へ シュ テム ナイ ツ 級
アイ ル ラ ー ゼ ン 空 間 機 甲 艦隊 次 期 主力 艦 の 新装 備 試験 用 に 建造 され た 試作 角 。 シ ュ ラ ク ・ へ ドロン 少佐 を 艦長 と し て 密か に 辺境 宙 域 の 海賊 を 相手 に 交戦 し 、 デ ー タ 収集 を 行っ て いた 。 こ の デー タ を 元 に 完成 し た の が クラ ウス ナイ ツ 級 で ある 。 な お 、 試 作 艦 と は 別に シュ テム ナイ ツ /D 級 が 建造 され て お り 、 ダ ンタ ー ル ・ シ ュ ナ イツ ァ ー 大 佐 を は じ め と する 高級 士官 の 搭乗 艦 と し て 運用 され た 。
っ こ さ ぐ ms 。  、 呈 側面 に つい て いて 主 船 体 を 隠 - 5 」
し て いる バー ツ を 外し た 状態 前 = コ MEGE ニ ーー ーー ジ ムシ ュ テ ム ナ イツ /D 級 圏 デザ イン 画 ヾ ゃ か 全長 : 1850m/ 全 幅 : 1070m/ 全 高 : 330m 包 ふ バロン ズ ィ ウ ス 級 DATA | 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト LLx1/ Sx2、 リ フレ クシ ョ ン レ ー ザ ー
M Lv.2x2
アイ ル ラ ー ゼ ン 近 衛 艦 隊 の 旗艦 で 、 近 衛 騎 士 団 団 長 で あ る ロエン ロー グ 帰 の 乗 角 。 艦 の 中 央 ブロ ッ ク は 高度 な 艦 隊 指揮 シス テム と 巨大 な レー ザー 砲 、 さ ら に その 下 に 搭 載 さ れ た 無人 の 高速 機動 型 の 攻撃 ユニ ッ ト で 構成 され て 人 と いる 。 こ の 攻撃 ユニ ッ ト は 状況 に 応じ て 分 離合 体 が 可能
NNEN さ き 両 航 は 兵 装 プロ ッ ク で リフ レク ショ ン レ ー ザ ー な ど を 搭
N NNN 工 し て いる 。 こ の 両 航 の 兵 装 ブロ ッ ク も 中 央 ブロ ッ ク か SNSS) ら 分 離し て 、 独 立 行動 が 可能 と な っ て いる Ns 3 夫 が
に Ne ュー SS ^、 人 寺
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Ss ON 、 ss や い ヽ 、 ーー と \ - ーー や" 6 I に = ささ 』 ーー テク E ニー ェ 『 2 中 N 』 ーーー 1 上 ミ テラ イー 『 ee LEI 較 デザ イン 画
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 Archive 6 Glossan 無限 航路 設定 資料 集
全長 :2000m/ 全 幅 : 1100m/ 全 高 : 500m 固定 兵 装 : リフ レク ショ ン レ ー ザ ーL Lv.2 メ 2、 リフ レク ショ ン レ ー ザ ーM Lv.2 メ 2、 ハ イス トリ ー ム プラ スタ ー
急 へ アー マズ ィ ウ ス 級 DATA
ハイ ヴァ ルト 会 戦 で 大 破 し た バロン ズ ィ ウ ス 級 の 後継 角 と し て 建造 され た 戦艦 。 リ フ レク ショ ン レ ー ザ ー4 門 と ハイ スト リー ム プ ブラスター が 装備 され て お り 、 着 弾 収 東 型 管制 シス テム と 相 ま っ た 戦闘 能力 は 、 大 マ ゼラ ン で も 有数 の 性 能 を 誇る 。 艦 首 に は 高 機動 型 攻撃 艇 が 搭載 され て いる 。 な お 、 ロ エン ロー グ ダ グ 卿 専用 艦 ア ー マ ズ ィ ウ ス L/C 級 は 、 ノ ー マ ル 艦 と は カラ ー リ ング が 異な る 。
人 バト ルフ ォ ー メ ーション ( 兵 装 カバ ー 展 開 時 )
ン トト 、。 < 側面 に つい て いて 3 主 船体 を 隠し て いる // 間 ぼ バー ツ を 外し た 状態
人 ム 4 ア ー マ ズ イィ ウス L/C 級
固 艦 船 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ アイ ル ラ ー ゼ セン 4 し サイ ズ
機能 を 最 優先 と し 、 全 体 的 な 印象 は や や 無骨 と も 言え る ブリ ッ ジ 内 部 。 な お 、 同 国 は 大
セラ ン 内 で 最も ナノ テ クノ ロジ ー が 発達 し て お り 、 艦 船内 各 機 器 の 処理 能力 も 非常 に 高い 。
圏 デザ イン 画
イア 多 | Spoce Ship Archive 戦 艇
アッ ドゥ ー ラ 教 国
孔 \ ゴ ー ダ ・ ザ フト ラ 級
DATA 全長 : 1200m/ 全 幅 : 380m/ 全 高 : 520m 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Lx2/Mx2/Sx 1
大 マゼラン 連邦 と の 決戦 に おけ 、 ゴ ー ダ ・ ラジ ー ヤ 級 を 大 幅 に 改修 し た 戦艦 。 要 塞 な どの 拠点 防衛 に 特 化し た 改修 が 行わ れ 、 航続 距離 こそ 短く な っ た が 、 火 力 の 高い 兵 装 を 多数 搭載 する こと で 戦闘 能力 を 強 化し て いる 。
DATA 全長 : 1200m/ 全 幅 : 380m/ 全 高 : 550m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx2/SxX2
アッ ドゥー ラ 教 国 で 一 般 的 に 配備 され て いる バラ ンス の と れ た 主力 戦 般 。 ア ッ ド ウゥ ウー ラ の テロ リス ト た ち も 旗 骨 と し て 使用 する こと が ある 。
還 艦 船 ブリ ッ
ンク リサイ ジア サド ウ m 受 胃 國 | 1 サイズ
艦船 の 外観 と 同様 に 、 他 の 大 マセ ラン 銀河 の 勢力 と は 一 線 を 画 し た 意 区 と な っ て いる ブ リッ ジ 内 部 。 そ の ク ルー は 、 教 星 に よっ て 特認 を 与え られ た 特定 の 者 の み で 構成 され て いる 。
アッ ドウ ー ラ 教 国 |ossary | 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 2300m/ 全 幅 : 530m/ 全 高 : 860m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト LLX1/LX1/MX2/S x1
急 へ デ ヴ ァ ・ オ ー リ ー 級
アッ ドゥー ラ 教 国 の 要塞 衛星 「 バ ウス ナイ ア 」 の 駐留 艦隊 の 旗艦 と し て 防衛 ライ ン を 守る シッ ダー タ 枢 機 狼 の 乗艦 。 高 い 火力 と 耐久 力 を 備え た 巨大 戦 般 で ある 。
9 ンー の
圏 デザ イン 画 ご ゼ ヴ マハ ツア 全長 : 2500m/ 全 幅 : 930m/ 全 高 : 1050 、 パ デ ゾ ヴァ ロ クル シ プ ス 級 DATA | 正定 拓 装 : 兵 装 ス ロッ LE NIS
ぇ 1
ブラ フシ ェ ラ 教 阜 の 近衛 隊 隊 長 で ある エル ダー タ 枢 機 卿 が 乗艦 する 巨大 戦闘 母艦 で 近 衛 艇 隊 の 旗艦 。 ア ッ ド ウゥ ー ラ 教 国 最大 の 戦 艦 で あり 、 質 量 制御 装置 を 持つ 。 艇 橋 が む き 出 し で ある た め 、 周 囲 に は 防御 フィ ー ル ド を 生成 する シー ルド ジェ ネ レ ー タ が 設置 され て いる 。
國 デ ザイ ン 画
と | Space Ship Archive 戦 艇 アッ ドウ ー ラ 教 国
誠 へ デ ヴ ァ ・ シ ルス 級
DATA 全長 : 1500m/ 全 幅 : 900m/ 全 高 : 900m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx2/Sx2
アッ ドゥ ー ラ 勢力 圏内 で 航路 の 安全 を 確保 する コー スト ガー ド の 旗艦 で 、 ナ ハシ ッ タ 枢機卿 の 乗艦 。 火 力 で は 他 の 枢機卿 艦 に 及 ば な いも の の 高い 機動 力 を 持ち 、 艦 橋上 部 に ある 超大 型 高 性 能 全 方 位 レ ー ダ ー に より 大 マゼラン で も 最高 の 哨戒 、 策 英 能 力 を 誇 る 。 そ の 優美 な 船体 と 巨大 レ ド ー ム の シル エッ ト が 、 傘 を 差し た 高貴 な 女性 に 見 える こと か ら 「 貴 婦人 」 と 称 さ れる こと も 。
MA 、 に 症 衣 NoRM アッ ドゥ ー ラ 教 国 の 第 一 防 術 ラ イン 『 ウ ォ ルフ ライ エ ・ ラ イン 』 を 防衛 する カバ ラズ ィ 枢機卿 の 艦 。 単 艦 と し て の 戦闘 能力 は 低い も の の 、 物 資 搭載 モジ ュー ル と 接合 する こ と で 最前 線 に お ける 巨大 補給 基地 と し て 運 用 され る 。 こ の 物資 搭載 モジ ュー ル は 独自 航行 が 可能 で あり 、 必 要 に 応じ て 艦 か ら 切 り 離 すこ と も で きる 。
圏 デザ イン 画
O78
ヤッ ハバ ッ ハ 常 国 Arcf > Giossor 無限 航路 設定 資料 集
マツ ゃ か 全長 : 6000m/ 全 幅 : 1700m/ 全 高 : 2300m 軌 ジン ・ グル フ 級 DATA | 還 定 兵 装 : クラ スタ ー ミ サイ ル Sx2/ ク ラス ター ミサ イル MX 1/
バル ・ グ ルフ 級
対空 クラ スタ ー レ ー ザ ーMx 1/ 対 空 ク ラス ター ミサ イル Mx 1
常に 皇帝 艦 の 左右 に 随伴 する 近衛 艦 。 皇帝 艦 は 不 沈 と い う 思 想 か ら 、 兵 装 は ジン ・ グ ルフ 級 は 左 艇 の み 、 バ ル ・ グル フ 級 は 右 航 の み と い う 非 シン メト リー デザ イン と な っ て いる 。 万 が 一 の 際 に は ジン ・ グ ルフ 級 と バル ・ グ ルフ 級 の 両 艦 で ボイド ゲー ト を 生成 し 、 皇 帝 艦 を 逃す こ と を 使 谷 と し て いる 。 し か し 、 そ れ に 艦 自体 が 財 えら れ な いた め 、 ボ イド ゲー ト 生 成 後 は 自 壊し て し まう 。
マ バ ル ・ グ ルフ 級
^ ム ジン ・ グ ルフ 級 國 デ ザイ ン 画
さ ダウ グル フ 級 生計 ス ロッ ト LLX1、 ク ラス ター
ミサ イル M Lv.3xX2/ ク ラス ター ミサ イル S
Lv.3x 1、 対 空 ク ラス ター レー ザーS LV.1 に DATA | x1 ※ 対 艦 レー ザーLx 1/ 対 艦 レー ザーM ーー Ne x2/ 対 艦 レ ー ザ ーSx 1/ 対 空 バル スレ ー ザ ー メン アキ ジ X1 (ライ オス 艦 ) 対 艇 レー ザーLL x 1 連装
4 連射 対 艇 レー ザーLx 1/ ク ラス ター ミサ イル
ぁ で 暫 本 どく ジ ら 674 Sx2/ ク ラス ター ミサ イル Mx 1 (キャ ロ 艦 )
・f 六 4 だ の フー ワタ マー| ヤッ ハバ ッ ハ 帝国 の 高位 仕 窒 に 与え られ る 主力 戦艦 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 技術 を 惜 し ば げ な く 注 ぎ 込 まれ た 艦 で 、 小 マゼラン の 艦隊 な ら ば 1 人 矯 で 壊滅 させ る ほど の 性 能 の S き を 持っ て いる 。 な お 、 ヤ ッ ハ バッ ハバ 士官 Ssss、、 で か yS ミ N と な っ た キャ ロ ・ ラ ン バ ー ス の 乗艦 と も
* 介 お 打 仙 RC ラッ れ ー ク タッ ー _ 6 0 ーー 言わ れる ダウ グル フ /C 級 は 、 艦 底 に 大 ea 型 ビ ー ム 砲 を 装備 。 全 長 が 2500m と や 4 DD や 長 く な っ て し \ る 。
」 1 メカ s 2 つい 生 EG 基 | に よっ そ コ
オオ 伯 た る まう
ニキ シテ ン
3
キャ ロ ・ ラ ン バ ー ス 専用 艦 ダ ウ グ ル フ 級 /C 級 ( ウ * ラシン )
プ 5 人 E 還 是 是
アピ 多 | Spoce Ship Archive 戦 艇 ヤッ ハバ ッ ハ 帝 国
、 パ ゼ に * グ ルフ 級 全長 : 3700m/ 全 幅 : 560m/ 全 高 : 920m DATA | 固定 兵 装 : 対 径 レー ザーLLx 1/ 連 装 連射 対 艦 レー ザーLx 1/ ク ラス ター ミサ イル Sx2/ ク ラス ター ミサ イル Mx 1
旦 帝 の 勅 谷 を 受け て 上 級 将校 が 拝領 し 、 宙 域 艦 隊 (テリ トリ アル フリ ー
ト ) 旗艦 と し て 箇 域 支配 、 監 視 の 為 に 使用 され る 大 型 戦 艇 。 拝領 し た 持
= 向 介 We ラー クー 校 に に り カ スタ マイ ズ さ れ て お り 、 ギ リア ス ・ ア ル デ デ ラ ・ リ イィ ム ・ ヤ ッ 人 ハバ ッ ハ の 乗艦 "ダグ ・ バ ウン ゼ ィ "が C 級 、 総 司令 官 ラ イオ ス ・ フ ェ ム ド ・ へ ムレ オン の 乗艦 ^ ハ イメ ルキ ア " が L 級 、 小 マゼラン 方 面 軍 総 司令 ユズ ル ハ ・ ヴ ィ ダ ・ マ イヤ ン の 乗艦 "フロ ウザ ・ ク ロウ ザ " が Y 級 と な っ て いる 。
各所 た まる の " 衝 旅 経 上 寺 / ai ン ー 向き へ
に た *、 マ ここ \
ピー
ト の 1 の ーー So、
* 9 あお っ < 0
炒 金 又 3.7oowN ラス ーー ES ご ここ 人 そこ ーー
SN で ご 一 寺 多 ct グマ ミッ ハム 御代. ら AAcT 夫 ら 、 NN
いぶ 、 ーー ア ニル, TS ズリ ント で ラン f 2 と る の の 人 和 で 人 そま 1 ンダ Le は kt た ( NG で )) |
で で と 4 てい 入 へ る 必 て こき ( 生 * を YK 範 季 * 人 を CR いう
セー ・ グ ルフ /G 級
セー・ グ ルフ / ト 級
4 セー・ グ ルフ /Y 級
固 デ ザイ ン 画
旬 tN ゼ オ ・ ジ ・ バ 全長 : 16000m/ 全 幅 : 5000m/ 全 高 : 5000m
ゼ オ ・ ジ ルト 級 MDA | 固定 捧 装 : 対 艇 レー ザーLLX4/ ハ イス トリ ー ム ブラ スタ ー
ヤッ ハバ ッ ハ 帝国 の 威信 を 形 に し た と 形容 され る 皇帝 の
の 二 専用 艦 。 現在 確 認 さ れ て いる 全 宇 宙 最 大 の 艦船 で 、 左右
の 展開 する 計 8 門 の 大 口径 の 主砲 を 搭載 。 さ ら に 艦 音 は 4 が で
に 4 終局 破壊 般 が 装備 され て お り 、 こ れ を 使用 し て ダイ ソン レン 0 球 の 破壊 に 成功 し た リン + P
ーー>
ピン
グ 全 な くる
一巡 可 友 貢 委 っ 邊 抽 に 、 人 138f て 、 和 の 作る 0 多 全 叶 和 し 、 っ 公 て 本 と た て こる 2 メア ンス フェ 了 イ を レン エコ トン
ヤッ ハバ ッ ハ 常 国
y | 無限 航路 設定 資料 集
急 \ ゼ オ す ・ ジ ・ バ ルト /P 級
そこ YA る こそ てく 6 い しさ 結 と と 4 の 的 補 引 * を ge
CE ON すい
いた
>
ーー ニン
ノ デ 6 、 錠 の 0N OU グ R
交
ツン
の
に 3
/ ーー "を る 大生 致 中 人 了 ) あく で JE 人 村 ーー
DATA
全長 : 26000m/ 全 幅 : 15500m/ 全高 : 5000m 固定 兵 装 : 不明
ゼ オ ・ ジ ・ バ ルト 級 の 後部 に 帝国 艦 ( 都 市 艦 ) が 結合 し て いる 姿 。 宇 宙 空 間 す べ て を 活動 範 界 と する ヤッ ハバ ッ ハ 帝国 に と っ て 首都 と し て の 機能 も 持つ この 艦 に は 、 非 戦闘 員 を 含む お 約 200 万 人 が 搭乗 し て いる 。 地 上 か ら こ の 船 を 見 上 げ る と 、 その シル エッ ト は ヤッ ハバ ッ ハ の 紋章 に 見 える と いう 。 常 国 艦 下部 に は 天体 を 一 届 で 破壊 する 威力 を 持つ 天体 破砕 主砲 が 閣 載 され て いる 。
万 ン J へ 中 を ジ ・ ペ フッ マ ノ 裕 半 委 殆 、 3 の らく いよ そ すこ ここ)
- で 人 (を を れ g ま ) aa
ーー 一 ・ 半 え ょ 3・ーーー
KT、  . 事 証 ド ッ ク (Cs 9r っ 1 Mg イア (人 らち 3)
1 2 ーー 4 2 ^L サ イズ ・ 天 分 K< す テ くら (人 写る 及 多 朱 )
同艦 船 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ ヤッ ハバ ッ ハ
大 マセ ラン 銀河 内 の 勢力 の も の と は 異な る 、 非 常に シン プル な 構造 の ブ リッ ジ 。 同 勢力 の 艦船 は 大 型 の も の が ほとん ど だ が 、 ブ リッ ジ に 配置 さ れる クル ー は ご くわ ず か で ある 。
1@0)
ブダ 人 E 還 還 還
| Spoce Ship Archive 戦艦 海 則
誤 \ ズ ィ ガ ー コ 級 DATA | 全長 : 1600m/ 全 柱 : 1200m/ 全 高 : 1300m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト LLX 1/Lx 1/MX2/Sx 1
残虐 非道 で 麗 れ られ て いる 海賊 の 乗艦 。 牛 骨 の 頭 部 の よ うな シル エッ ト を し いる 。 船体 各所 に ある 空洞 の よう に クン 人 見 える 部 分 は 艦 機 の 離着陸 ロロ で 、 全 還 普 み の 衣 機
工 量 を 誇る こと か ら 戦 闘 空母 と 呼ば れる こと も ある 。 1 大 量 の 艦載 機 で 群がる よう に 目標 を 補足 する 戦法 を 得意 と し て いる 。
の
内 付 k デ ムー タラス ダ ーー、
Nr 別 ャ で 生 て の っ で シッ の 2 et て 3 っ 2 の ミー やつ フィ モ 奴 よ 了 ュ
ま し 7 スス か ドーレ 人 各 人
yi
全長 :1100m/ 全 幅 : 330m/ 全 高 : 340m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/MX2/Sx1、 リ フレ クシ ョ ン シ ョ ッ ト
意 \ エリ エロ ンド 級 DATA
女 海賊 サマ ラ ・ ク ・ ス ィ ー が 乗艦 する 専用 艦 。 鏡 面 処 理 を 施さ れ た 艦 体 装甲 は 「 ブ ラッ ク ・ ラ ピュ ラス 」 と 呼ば れる 黒 体 鉱物 を 原 材料 と し て お り 、 高 い ス テル ス 性 を 誇る 。 リフ レク ショ ン シ ョ ッ ト は 、 艦 体 に 収納 さ れ て いる リフ レク ター バ パネル を 周囲 に 配置 し 、 重 カレ ンズ を 展開 し た パネ ル で ビー ム を 反射 、 収 束 さ せる こと で 数 倍 に まで 威力 を 増幅 させ た ビー ム 砲 を 放つ こと が で きる
パネ ル を 挟ん で いる バー ツ が 寺下 に 関 き ます 。 ③3 枚 の バネ ル が 開く 。
ae さ リプ 1 デ M
っ デー ダグ 人 W@
① を の 長 傘 の バー ツ が 前 に / 本 め 半 た バネ ル を 作出 〆
〆 面 バ ネル の 配置 いい アス
間 間 に 。 le ンク ーー デ ”
ノルン 較 デ ザイ ン 画 < ?
D ④ パ ネル の 先 が 伸び 、 バキ ん サイ ズ は 基 出 よ
ちょ うど 負い サイ ズ ま で 介 ば し て くだ きい
⑱ 重 カバ ネル を 展開
是 還 いい 到 へ (ワン
海賊 Archive 6 Glossory | 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 1000m/ 全 幅 : 910m/ 全 高 : 720m DATA 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx1、 多 弾頭 ミサ イル M Lv.3x2、 対 艦 ミサ イル S Lv.3x2
サマ ラ ・ ク ・ ス ィ ー を 狙う バウ クン ティ ハン ター・ バ ラン ガ の 乗艦 。 オ ライ ア の 乗艦 オー ラ ゼ オ ン 級 は この 艦 の 兄 弟 設 計 艦 で ある 。 大 型 ビ ー ム 砲 の ほか に 大 量 の 実体 弾 を 搭載 し て お り 、 高 性 能 の 対 角 攻 撃 管制 シス テム と の 連動 に より 的 確か つ 多 彩 な ミサ イル 攻撃 を 得意 と し て いる 。 し か し その 分 装甲 が 弱い た め 、 常 に 護衛 艦 を 付き 従え る な ど し て 耐久 力 の 低 さ を 補っ て いる 。
圏 デザ イン 画
急 へ クラン ヘイ ム 級 DATA | 央 : 内 科 ス ロッ トト HL 凍 人 MR 7 リー ム ブ ラス ター
単 艦 と し て は 宇宙 最高 の 戦艦 と し て 名 高い 、 大 海 賊 ヴァ ラン タイ ン の 愛 艦 。 通 常 の 戦艦 サイ ズ で あ りな が ら 主 砲 と し て ハイ スト リー ム ブ ラス ター を 搭載 、 ま た 能 載 機 を 搭載 可能 に し て いる な ど 、 他 に 類 を 見 な い ほど 戦闘 能力 を 持っ て いる 。 さ ら に 艦隊 後部 に は ボイド ゲー ト フ レー ム を 備え て お り 、 任意 に 応じ て ボイド ゲー ト を 生成 し 、 ゲ ー ト イン ・ ゲー ト ア ウト が 可能 と な っ て いる 。
! < テーー ァ た -v 人 24z6.( 可 時 )
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ィ Go 状 近 2 介 ら 8 用 きす ン スタ ス タク ワ ッ
SO ん 2 テッ の 1
(3 7 ZZ Zi
- - ゃ ゃ ッ ツ ァ 星 間 国 家 連 今 き 運 合 Spoce Ship Archive W% パ 往 エル メッ ツア ァ 星 間 国 家 連 合 プ カル バラ イヤ 星団 連
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Mx 1/Sx2
、 \ パ サウ ザー ン 級 DATA | 全長 : 450m/ 全 幅 : 170m/ 全 高 : 120m
エル メッ ツァ 中 央 政府 軍 が 制式 採用 し て いる 標準 的 な 巡洋艦 で 。 目 立っ た 特徴 は な い が 、 基 本 設計 の バラ ンス が よく 拡張 性 が 高い た め 、 様 々 な 改修 を 施し た タイ プ が 人 存在 。 ま た 、 一 部 民間 に も 供給 され て いる 。LOC 級 も 数 ある 改修 タイ プ の ひ と つ で 、 地 方 軍 の 高級 士官 が 旗艦 に 用 い て いる 。 改修 具合 は 艦長 次 第 で ある た め 、 厳密 に は タイ プ と し て 一 括り に で き な い 面 も ある 。
人 ム 4 サ ウザ ー ン /LOC 級
固 デ ザイ ン 画
、 ザン 級 DATA 全長 : 460m/ 全 幅 : 125m/ 全 高 : 55m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
カル バラ イヤ 軍 で 一 般 的 に 運用 され て い る 軽 巡 洋 艦 で 、 衝 角 の よう な 艦 首 を 持つ 。 バウ ゥ ズ 級 ほど の 火力 は 有 し て いな いた め 、 軍事 行動 の 際 は 打撃 艦 と し て より も 制 宙 権 の 確保 や 維持 な どの 役割 を 期待 され て いる 。
固 デ ザイ ン 画
本 NN (4
カル バラ イヤ 星団 連合 Archive 6 GIOssory | 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 630m/ 全 幅 : 190m/ 全 高 : 90m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx 1
意 \ バッ ゥ ス 級 DATA
戦艦 クラ ス の 火力 を 持つ カル バラ イヤ 軍 の 巡洋艦 。 艦 載 機 搭載 能力 も 持つ バラ ン ス の 良い 艦 で 、 輸 送 艦 の 護衛 や 周辺 宙 域 の 哨戒 な ど 、 様 々 な 任務 に 使わ れ て いる 。 な お 、D 級 は 「 グ アッ シュ 海賊 団 」 の 生 き 残 り で ある ダ タ ラッ チ の 乗艦 。C 級 は 同 海賊 団 の 本 拠 地 「 く も の 上 巣 」 守 備 艦 。 VS 級 は ユー リ に 破れ た 「 ス カー バレ ル 海賊 団 」 の 幹部 バル フォ ス が 、 リ ベン ジ する た め に 用 いた 艇 で 、 そ れ ぞ れ バ ゥ ズ 級 を 改造 し 火力 な ど が 強化 され て いる 。
ム バ ッ ゥ スズ /G 級
ム バ ッ ゥ ズ /VS 級
ム バ ウゥ ズ /D 級
固 デ ザイ ン 画
、 も 4 バッ ズ 2 級 DATA | 全長 :650m/ 全 相 : 190m/ 全 高 : 90m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx 1
カル バラ イヤ 軍 が ネー ジリ ンス と の 決戦 に 向け 、 バ ゥ ズ 級 を 全面 的 に 改修 し た 艦艇 。 他 勢力 か ら の 技術 提供 を 受 け て 、 レ ー ダ ー や 火器 管制 シス テム 、 対 空 能力 な ど が 強 化 さ れ て いる 。
圏 デザ イン 画
| Space Ship Archive 巡洋艦 カル バラ イヤ 星団 連合
唱 ふ バク ッ ゥ 級 DATA | 全長 : 550m/ 全 幅 : 170m/ 全 高 : 140m
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Mx2、 対 艦 ミ サイ ル S Lv1 x 1
商船 や 貨物 船 な どの 護衛 に 使用 され て いる 民間 の 大 型 護衛 艦 。 機 動力 と 耐久 力 の 高 さ を 買わ れ て カル バラ イヤ 軍 に も 採用 され て いる 。 な お 、 GB 級 は 「 グ アッ シュ 海賊 団 」 の 海賊 が 使う タイ プ で 、 旗 艦 の ほか に 哨戒 や 護衛 な ど に 使わ れ て いる 。GA 級 は GB 級 の アッ パー バー ジョ ン 艦 で 、 海 賊 団 の 幹部 に 愛用 され て いる タイ プ で ある 。
4 バク ウゥ /GB 級
、 や パ バハ ロス 級 了 康 | 全長 : 400m/ 全 幅 : 60m/ 全 高 : 155m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
カル バラ イヤ 笛 域 保安 局 で 使わ れ て いる 高速 巡洋艦 で 、 和 警備 隊 の 笛 域 旗 艦 と し て 配備 され て いる 。 保安 局 の 許可 が あれ ば 、 民間 で も 入手 する こと が 可能 で ある 。 艦 首 の 青い パー ツ は 笛 域 保安 司 で ある こと を 示す 警告 レー ザー 灯 で あり 、 デ ィ ゴ ウ 級 等 、 他 の 出 域 保安 局所 属 艦 に も 採用 さ れ て いる 。
較 デ ザイ ン 画
本 NN 到 へ () ら 〇
カル バラ イヤ 星団 連合 アプ ネー ジリ ンス 星系 共和 国 Archive 5 GIossory | 無限 航路 設定 資料 集
M ディ ゴツ 級 DATA | 全長 : 580m/ 全 幅 : 140m/ 全 高 : 110m
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Mx2/Sx 1
カル バラ イヤ 笛 域 保安 局 の 旗艦 と し て 配備 され て いる 租 艇 。 重 巡洋艦 で は ある が 、 そ の 火力 は 他 の 勢力 の 戦艦 に も 匹敵 する 。 な お 、 そ の 艦 船 設 計 図 は グ ア ッ シュ 海賊 団 に より 民間 な ど に 流出 し て し まっ た 。
國 デ ザイ ン 画
ee 全長 : 760m/ 全 幅 : 320m/ 全 高 : 210| 号 き エス ター タ 級 DATA | 画定 捧 装 : 兵 装 スロ ッ ト MX2/SX2 。
空母 系 艦船 の 護衛 任務 の た め に 開発 され た 、 重 巡洋艦 ク ラス の 艦 。 空 母 の 運用 に 特 化し た 編成 を 行なう ネー ジリ ンス 軍 の 思想 が 、 色 渡 く 反映 され た 艦 だ と も 言え る 。
較 デ ザイ ン 画
O8/
プ 人 々 EE
アグ | Spgce Ship Archive 巡洋艦 ネー ジリ ンス 星系 共和 国 プ ソネ スカ ー ジ ャ
意 \ フリ エラ 級 ii | 全長 : 680m/ 全 幅 : 380m/ 全 高 : 230m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
ドゥ ガー チ 級 空母 を 護衛 する 目的 で 開発 され た ネー ジリ ンス 軍 の 巡洋艦 。 空 母 の 対 艦 能 力 を 補い 、 高 い レ ー ダ ー 管制 力 で サポ ー ト する 。 Z 級 に は ゼー ン ペ スト 自治 領 の 幹部 が 乗艦 し 、 空 母 の 護衛 は も と より 、 笛 域 哨 な ど に も 用 いら れ て いる 。ZNS 級 は 、 ゼ ー ン ペスト 自治 領 軍 に 所 届 す る 軍 重 巡洋艦 。 自治領 軍 将 軍 ヴ ル ゴ ・ ベ ズン の 空母 に 付 従 し 対 艦 能 力 を 補う 護衛 艦 と し て 運用 され て いる
フリ エラ /Z 級
較 デ ザイ ン 画
、 パ グ げ / \ 級 DR 全長 : 640m/ 全 幅 : 250m/ 全 高 : 160m
固定 兵 装 : 対 艦 ミサ イル M Lv.2x2/ 対 艦 ミ サイ ル S Lv.2 X 1/ 兵 装 ス ロッ ト Sx 1/ ミ サイ ル 斉 射 Lv.1
ネス カー ジャ 政府 軍 の 技術 を 活か し た 実体 弾 装備 の 巡 洋 艦 。 電 磁 投 射 砲 の 弱点 で ある 対空 迎 踊 能 力 の 低 さ を 多数 の ミサ イル 砲 で 補い 、 斉 射 な ど に よる ミサ イル 攻撃 に 特 化し た 艦 で ある
無限 航路 設定 資料 集
私 や さ さ ツ 全長 : 920m/ 全 幅 : 550m/ 全 高 : 175 、 パ ゲイ オス ジン 級 DATA 血 定 大 装 : プラ スマ 砲 し 0 プラ ズ マ 砲 M Lv.2x1、 兵
装 スロ ッ ト Sx2
ジー マ ・ エ ミュ 艦隊 で 前 衛 を 担う 攻撃 主体 の 巡洋艦 。 左 石 非 対称 の フォ ルム を し た 巡洋艦 だ が 、 限 りな く 戦 艦 に 近い 能力 を 持っ て いる き な 武 装 に より 高い 戦闘 力 を 誇る が 、 攻 撃 に 偏重 し た 設計 で ある た め 防 御 力 が 低い
指揮 艦 を は じ め と する 後衛 と 連携 を 図る こと で 、 初 め て
効果 的 な 戦術 を 展開 する こと が 可能 と な る
正
NN 対 能 レー ザー 型 x30 由
ご の や 全長 : 500m/ 全 幅 : 220m/ 全 高 : 95m 切 \ デュ エル ジン 級 DATA | 語 定 兵 装 : プラズマ 砲 M Lv2x2、 兵 装 スロ ッ ト SX2
ジー マ ・ エ ミュ 軍 の 標準 的 な 軽 巡 洋 艦 。 戦 闘 指揮 艦 の NOS (ニュ ー ロ ・ オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム ) に よる 運用 を 前 提 に し て いる た めか 、 乗 員数 は 非常 に 少な い 左右 に 伸び た 艦 首 に は 、 そ れ ぞ れ 軽 プラ ズ マ 砲 が 搭載 さ れ て いる
還 艦 船 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ ジー マ ・ エ ミュ
アン | Spgce Ship Archive 巡洋艦
ロン ディ バル トト 連邦 国
急 さ リー ガル 級
DATA 全長 : 620m/ 全 幅 : 125m/ 全 高 : 115m 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 M Lv.2X2、 兵 装 ス ロッ ト Sx2
特務 機関 ENR の 一 般 士 官 に 配備 され る 軽 巡洋艦 。 基 本 的 に 単 艦 で 運用 され 、 資 源 調査 、 制 圧 、 警 備 な ど 様 々 な 任 務 に 対応 で きる 高 性 能 な 万 能 艦 で ある 。 租 後部 の 左右 に は 補助 エン ジン を 搭載 し た 兵 装 ブロック で 、 速 力 を 高め る の に 一 役 買っ て いる 。 ま た 、 船 底 に は カタ パル ト が あ り 、 少 数 で は ある が 艦載 機 の 搭載 も 可能 で ある 。
DATA 全長 : 970m/ 全 幅 : 160m/ 全 高 : 185m
固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 M LV3X2、 兵 装 スロ ッ ト Sx2
特務 機関 ERR の 高官 に 配備 され る 巡洋艦 。 形 式 名 称 か ら リ ー ガ ル 級 の アッ パー バー ジョ ン に 思わ れ が ち だ が 、 共 通 部 分 は ほとん ど な い 別 の 逢 艇 で ある 。 た だ し 、 リ ー ガ ル 級 と 同様 に 様々 な 任務 に 対応 で きる 万 能 艦 で 、 火 力 や 装甲 が 大 幅 に 強化 され て いる 。 反面 、 リ ー ガ ル 級 に 比べ る と わずか だ が 速力 が 劣っ て いる 。 ま た 船首 に カタ パル ト を 有 し て お り 、 艇 載 機 運用 能力 も 持ち 合わ せ て いる 。
較 艦 船 ブ リッ ジ デ ザイ ンプ ロン ディ バル ト | 防 マ S サ イズ
4M サ イズ 機能 面 に 特 化し 、 整 然 と し じ の ある ブリ ッ ジ 内 部 。 開発 時 に ジー マ ・ エ ミュ の 技術 を 応用 し た た めか 、 ブ リッ ジ ク ル ー は 他国 と 比較 し て 少な め に な っ て いる 。
ロン ディ バル ト 連 邦 国 Arc『 > G 7 無限 航路 設定 資料 集
DATA 全長 : 605m/ 全 幅 : 165m/ 全 高 : 65m 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 M Lv.2x 1 、 兵 装 ス ロッ ト Sx4
ロン ディ バル ト 連 邦 軍 各 所 に 配備 され て いる 一 般 的 な 軽 巡洋艦 。 特 筆 し た 性 能 は 持ち 合わ せ て いな い が 、 信 頼 性 は 高い 。 用 途 を 選ば な い 汎 用 性 が あり 、 様 々 な 任務 に 使 われ て いる 。
全長 : 750m/ 全 幅 : 145m/ 全 高 : 130m 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 M LV2x2、 兵 装 ス ロッ ト Sx2
DATA
ロン ディ バル ト 軍 の 各部 隊 に 配備 され て いる 一 般 的 な 巡洋艦 。 突 出し た 能力 は な い が 信 頼 性 の 高く 、 旗 艦 と し て 国内 外 で 運用 され て いる 。 ロ ン デ ィ バ ルト 軍 の 中 Hm で 最も ジー マ ・ エ ミュ の 影響 が 大 きい 艇 WM 用 明 人 で 、 プ ラズ マ 砲 や 重力 制御 に よる 姿勢 制 御 な ど 高 度 な 技術 が 採用 され て いる 。
イダ イー
アン | Spqace Ship Archive 巡洋艦
ロン ディ バル ト 連 邦 国
デミ オガ ジ 犬 公国
詞 \ バク ティ オ 級
DATA
対 ヤ ッ ハ バッ ハ 戦 に 向け て 開発 され た 重 巡 洋 艦 オ ・ エ ン デ ミオ ン 級 を 座 衛 する 形 で 編成 され る こと が 多 い 。 通 信 機 能 や 索 敵 範囲 は 、 誇り 、 旗 艦 と し て 運用 され る こと も ある リオ ・ エ ン デ ミオ ン 級 と 同様 の 新 合金 を 装甲 に 用 いて お り 、 対 指向 性 ビー ム 兵 器用 の 重力 子 防御 シス テム (デフ レク ター) な し で も
全長 : 860m/ 全 幅 : 290m/ 全 高 : 150m 固定 兵 装 : プ ラズ マ 砲 M Lv3x2、 兵 装 スロ ッ ト Sx2
大 マゼラン お よび 対 ヤ ッ ハ バッ ハ と の 決 戦 に 向け て 開発 され た 新型 巡洋艦 。 基 本 的 な 設計 思想 は ベー ス と な っ た マハ ムン ト 級 か ら 引 き 継 いで は いる が 、 開 発 過 短 に お いて 新た な 設計 も 取り 込ま れ て いる 旧来 の 巡洋艦 に 比べ 、 様 々 な 面 で 高い 必 能 を 実現 し た 骨 で ある
全長 : 890m/ 全 幅 : 450m/ 全 高 : 270m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx1/Sx2
ヴィ リ
大 マゼラン で 随 一 の 高 さ を
さら に 、 ヴ ィ
定 の 光学 式 兵 器 に 耐え 得る
無限 航路 設定 資料 集
急 \ ゼップ フィー ロ 級
^ ム セッ フィ ー ロ /T 級
全長 : 940m/ 全 幅 : 240m/ 全 高 : 210m DATA 固定 兵 装 : 対 艦 ミサ イル L Lv.3x2、 兵 装 ス ロッ ト Mx 1/Sx1
エン デミ オン 大 公国 に お いて 、 対 ヤッ ハ バッ 八 用 に 建造 され た ミサ イル 巡 洋 艇 。 巡洋艦 で あり な が とら 戦艦 と 大 色 の な い レ ベル の 攻撃 力 を 備え て お り 、 ま た 戦艦 よ り も 高い 速力 と 装甲 を 誇る 高 性 能 な 艦艇 で ある 。T 級 は 、 エ ン デ ミオ ン 大 公国 第 - 王 子 ト リト ロ ・ エ ルル ナー ヤ の 乗艦 。 機動 力 と 旋回 能力 が 高め られ て お り 、 そ れ を 活用 し た トリ ッ キ ー な 戦い 方 を 得意 と し て いる 。
誠 \ ベー トリ ア 級
NN ペン ル 、※ く に ニッ ン 0 ル の と <
マシン
ラガ ンー
固 デ ザイ ン 画
DATA 全長 : 850m/ 全 幅 : 250m/ 全 高 : 210m 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Mx2/Sx2
オズ ロッ ン ソ 財 団 が 建造 ・ 運 用 し て いる 重 巡洋艦 。 主 に 資源 採掘 惑星 へ 派遣 され て いる 。 高 性 能 セ ン サ ー や 解析 装置 な ど が 搭載 され て お り 、 高 い 探査 能力 を 持っ て いる 。 戦闘 能 力も 高く 、 特 に 対地 攻撃 に お いて は 強 興 揚陸 艦 並み の 性 能 が ある 。 船体 下部 に は 円 盤 状 の 磁気 発生 装置 が 備 えら れ 、 地 表 大 滅 線 「 サ ー フ ィ ス ブラ ス ト 」 の 発射 口 と し て 用 いら れる 。
全長 : 700m/ 全 幅 : 580m/ 全 高 : 270m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
オズ ロッ ソ 財 団 の 私 有 軍 が 、 財 団 の 施設 や 艦船 、 要 人 の 移動 警護 な ど に 使用 する 艦船 。 戦 闘 能 力 と 速力 が 非常 に 高い 艦 で ある だ け で な く 、 海 賊 対策 と し て 対空 迎撃 能力 が 強化 され て いる 。
〇 〇 ③
グ 2 還 是 m
ピン Space Ship Achive 間 洋 艦 エン デミ オン 大 公国 プ ビ ゼ オ スベ ルト ユニ オン
、 パパ ラー ヴィ チェ 級 DATA | 全長 : 620m/ 全 栖 : 290m/ 全 高 : 210m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
国防 用 と し て 広く 運用 され て いる エン デミ オン 大 公国 軍 の 軽 巡 洋 艦 。 主 に 首都 星 周辺 宙 域 の 哨 式 任務 に 就 い て い る 。C 級 は 、 少 年 期 の ギリ アス が 小 マ ゼラ ン 銀 河 の 航海 に 使用 し て いた タイ プ 。 強 さ に こだわ っ た 改造 を 行っ た た め 、 ベ ー ス と な っ た ラー ヴィ チェ 級 を 進 か に し の ぐ 火 力 と 機動 力 を 備え て いる 。
4 ラー ヴィ チェ /G 級
DATA 全長 : 780m/ 全 幅 : 550m/ 全 高 : 180m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ン に 集う 0G ド ッ グ た ち が 好 ん で 使 う 重 巡洋艦 。 主 に 輸送 任務 の 請負 が 多い ユニ オン の 人 財 の 為 に 、 ペ イロ ー ド と 速度 を 最大 に 重視 し た 設計 が 為 さ れ て お り 、 彼 ら の 間 で ベス ト セ ラー と な っ て いる 艦艇 で ある 。 ゼ オス ベル ト 笛 域 で は この 艦艇 の CM を 目 に し な い 日 は 無い と 言わ れ て お り 、 ユ ニオ ン の 人 間 か どう か は その CM ソン グ " シ ャ ンク ヤー ド の 唄 " を 歌え る か どう か で 判る と 言わ れる ほど 。MS 級 は 、 マ ゼラ ニッ クス トリ ー ム で 活動 する 海賊 が 使用 する タイ プ 。 大 マゼラン の 技術 が 投入 され て お り 、 高 い レ ー ダ ー 能 力 を 持っ て いる 。
ジン
圏 デザ イン 画 ムシ ャ ンク ヤー ド /MS 級
_ へ く 3@S!/|
ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ンプ アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 Archive 6 GIOssany | 無限 航路 設定 資料 集
、 パ リ ー ク フ レア 級 DATA | 全長 : 690m/ 全 幅 : 370m/ 全 高 : 210m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
ゼ オ ス ベル ト ユ ニオ ン に 集う 0G ド ッ グ が 好 ん で 使う 高速 人 巡洋艦 。 戦 闘 能力 に お いて は 同系 統 の シャ ンク ヤー ド 級 ーー ー ジ に 一 歩 遅 れ を と る が 、 速 力 で は 勝っ て いる 。MS 級 は 、 マ ウン ーー ゼラ ニッ クス トリ ー ム で 活動 する 海賊 た ち が 好 ん で 使う タイ プ で 、 基 本 的 に 単 艦 で 活動 し て いる こと が 多い 。 大 マゼラン の 技術 を 投入 し て 建造 し て いる た め 、 小 マ ゼ ラ ン の 艦船 相手 で は 太刀 打ち で き な い ほど の 能力 差 が ある 。
圏 デ ザイ ン 画 さ ss 全長 : 870m/ 全 幅 : 270m/ 全 高 : 320m 急 へ バス ター ゾ ン 級 DATA | 固定 兵 装 : リ フレ クシ ョ ン レ ー ザ ーM Lv.1 X 1、 兵 装 ス ロッ ト MX2/Sx1
アイ ル ラ ー ゼ ン 空 間 機 甲 艦隊 の 主力 巡 洋 艇 で 、 戦 艦 並 み の 火力 を 誇る 。 ラ ン デ 級 駆逐 艦 に よっ て 編成 され た 部 隊 の 旗艦 と し て 、 ア イル ラー ゼン 周辺 宙 域 の 哨戒 任 務 な ど を こなす 。 艇 前 方 の 両側 に 配置 さ れ て いる 兵 装 プロ ッ ク は スラ スタ ー が 内 蔵 さ れ て お り 、 単 体 で 行動 が 可能 と な っ て いる 。 亜 高速 以下 で の 戦闘 時 に は 、 艦 か ら 離 脱し て 艦 を 含め た 3 方 向 か ら の 多 角 的 攻撃 を 行う こと が 可能 。
聞 I 上 G に に ニ ーー ERR は 械 理 遇 3
和合 見
固 デ ザイ ン 画
( 〇 つら り 7 ダダ 2
者 | Space Ship Archve 巡 洋 艇 アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
、 グリ ー/ プ 級 DATA 全長 : 670m/ 全 幅 : 380m/ 全 高 : 240m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
空母 系 の 艦船 を 護衛 する 目的 で 建造 され た アイ ル ラ ー ゼ ン 軍 空間 音 騎 艦隊 の 護衛 艦 。 艦 体 中 央 付近 の 円 筒 形 の ユ ニッ ト は 全 方 位 連 装 兵 装 ユ ニッ ト で 、 あ ら ゆ る 方 向 に 攻 撃 が 可能 で ある 。 こ の 艦 は 厳密 に は 巡洋艦 で は な い が 、 能力 的 に は 巡洋艦 クラ ス の 火力 を 持っ て いる 。
ーー ち mon ュー
に よー に = と
圏 デ ザイ ン 画
全長 : 720m/ 全 幅 : 290m/ 全 高 : 150m 固定 兵 装 : リフ クレ ショ ン レ ー ザ ーM Lv.1 x2、 兵 装 ス ロッ ト Mx 1/Sx1
号 ミ バリ オス 級 DATA
グ テー (ーー es コー と と ーー ミミ マー ヾ ー_ 0 血 正 思 に 計 ! プア N
アイ ル ラ ー ゼ ン 近 衛 艦 隊 の 専用 巡 洋 能 。 アイ ル ラ ー ゼ ン の 艦船 らし く 、 租 橋 部 分
が 分 離し て 独立 行動 可能 な 小型 艇 と し て 設計 され て いる 。 戦 艦 に は 及ば な いも の の 、 通 常 の 巡洋艦 の 1] ク ラス 上 の 能力 を
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 プア ッ ド ウゥ ウー ラ 教 国 Archive  Glossory | 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 900m/ 全 幅 : 420m/ 全 高 : 210| 嘩 \ ヘル メル 級 - DATA | 吾 定 兵 装 : リフ クレ ショ ン レー ザーM Lv.1 3 x2、 兵 装 ス ロッ ト Mx 1/Sx 1
アイ ル ラ ー ゼ ン 近 衛 艦 隊 の 高速 型 重 巡 洋 艦 。 艦 本 体 の 左右 、 な ら び に 艇 上 面 に ブ レー ド 付 き 補 助 エ ンジ ン を 搭載 し て お り 、 高い 機動 力 を 誇る 。 艦載 機 の 搭載 も 可能 で 、 単 艦 で も 高い 戦闘 力 を 持っ て いる 。
また ブリ ッ ジ は 分 離 可 能 と な っ て お り 、
脱出 艇 と し て の 能力 も 持ち 合わ せ て いる 。 な お 、 高 度 エ ネル ギー 識別 レー ダー を 搭
載 し た 後期 型 の 存在 が 確認 され て いる 。
田 デザ イン 画
旬 \ アセ ッ ト 級
DATA 全長 : 450m/ 全 幅 : 120m/ 全 高 : 190m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
輸送 艇 な どの 非武装 艦 を 護衛 する た め に 開発 され た 艦船 。 艦 底 か ら 艦 後部 に か け て 広範 囲 シ ー ル ド 発 生 装 置 を 搭載 し て お り 、 自 艦 の みな ら ず 、 座 衛 対象 と な る 艦 艇 を シー ルド で 守る こと が 可能 で ある 。 出力 を 上 げ る こと で シー ルド 展開 範囲 を 拡大 で きる が 、 そ れ に 比例 し て 効力 は 下 が っ て し まう 。 還 送 艦 の 護衛 と し て ロン ディ バル ト 笛 域 、 ネ スカ ー ジ ャ 宙 域 に も 随行 する 為 、 他 勢力 を 刺激 し な いよ う 海 賊 対策 と し て の 最低 限 の 武装 し か 搭載 さ れ て いな い 。
華 箱 艦 広範 囲 シ チー ル ド
直人 が 作 剖 な 黄 令 の み が 持つ 洒 四 に 特 化し た 反動 章 シ ー ル ド 喝 拓 、 6 条 拓 刀 に 対し て も 釣 力 を 持つ 。 ンーー-、 出力 に 応じ て シー ルド 和義 を 的 大 出来 る が 時 全 し て 爺 力 は 刑 まる 。 ンジ デー ンー シン
用 ww
國 デ ザイ ン 画 【 証 衛 震 今 較 】
(0O/ ZZ Zsmm
アン | Spgce Ship Archive 交 洋 艦 アッ ドゥー ラ 教 国
、 パパ タナ ーシュ 級 DATA | 全長 : 600m/ 全 幅 : 100m/ 全 高 : 215m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト LX 1/Mx1/Sx2
大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 と の 決戦 に 向け て ダ タ ヤン シュ 級 を 改修 し た 艦 。 武 装 を 大 幅 に 強化 する こと で 重 ダ 巡洋艦 並 の 火力 を 手 に 入れ た が 、 そ の 代償 と し て 航続 能力 が 低下 し て いる 。
あう ブタン 一
ニ mm っ ーー ジグ 9
圏 デ ザイ ン 画
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
、 い パ タダ タ ヤ ン シ ュ 級 DATA | 全長 : 600m/ 全 幅 : 90m/ 全 高 : 170m
カバ ラズ ィ 艦 隊 で 運用 され て いる 標準 的 な 軽 巡 洋 艦 。 バ グ ラン ス の 取れ た 能力 を 持つ 艦 で 、 防 衛 ラ イン を 哨戒 する ノシ 艦隊 の 旗艦 と し て 用 いら れ て いる 。
2 ミン ンー こ ベ ※ ふ 、 し アテ と K
パ ここ ニーー-、 / 久
ーー と で & テ ーー Ne きこ ーー ミー ン ベ 、 べべ 、 ンー で ーー 、 アデ ー ブ クウ み ョ クー ン ン 一 ー 肖 ーー ン -
圏 デザ イン 画
本 IN 選 \ () 〇 ご
アッ ドゥー ラ 教 国 Archive 6 GIOssory 無限 航路 設定 資料 集
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
急 \ ナナ ス 級 / / DATA | 全長 : 500m/ 全 凡 : 145m/ 全 高 : 280m 4 7
ナハ シッ タ 枢 機 卿 艦隊 の 基幹 戦力 と な る 艦艇 。 発 見 し た 敵 戦力 に 対し 、 必 要 に 応じ て 投入 され る 。 火力 、 速 力 な どの 戦闘 能力 に は 劣る も の の 、 艦 後部 に は 大 型 の 全 方 位 レー ダー ドー ム を 搭載 し て いる た め 哨 門 能 力 は 高い 。
固 デ ザイ ン 画
、 \W4 * ヤ ーシュ 級 DATA | 全長 :950m/ 全 幅 : 290m/ 全 高 : 450m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト LX 1/MX 1/SX2
カバ ラズ ィ 枢 機 狼 艦隊 で 運用 され て いる 標準 的 な 重 巡 洋 艦 。 ア ッ ド ウゥ ー ラ 領内 に 敷 か れ た ウォ ルフ ライ エ ・ ラ イ ン ( 対 大 マゼラン 連邦 第 一 次 防衛 ライ ン ) を 哨戒 する 警 備 艦隊 の 旗艦 と し て 用 いら れ て いる 。 最 前線 を 預かる 駐 留 艦隊 で あり 、 そ の 練 度 は 非常 に 高い 。
固 デ ザイ ン 画
OS9
P グ プー
ンス | Space Ship Archive 巡洋艦 ヤッ ハバ ッ ハ 帝国 グ 海 農
か N 全長 : 980m/ 全 幅 : 490m/ 全 高 : 295| 唱 き ダル タ ベ ル 級 箇 定 拓 装 : 兵 装 ス ロッ ト LX 1、 ク ラス ター DATA ミサ イル M Lv.2x 1、 ク ラス ター ミサ イル S
Lv.2x 1、 対 空 ク ラス ター レー ザーM Lv.1 メ 1、 対 空 ク ラス ター ミサ イル M Lv.1x 1
巡洋艦 と し て は 類 を 見 な い 巨 体 で は ある が 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 国 内 で は 小型 艦 に 分 類 さ れ て いる 重 巡 洋 艦 。 左右 非対称 の 艦 で 、 右 般 に は 肖 載 機 を 射 出す る 高 初速 カタ パル ト 、 左 航 に は 大 量 の クタ ラスター ミサイル を 装備 。 980m と いう 長い 全長 は 、 こ の カタ パル ト に よる も の で ある 。 制圧 地 の 監視 や 制 笛 領域 拡大 を は じ め と し た 様々 な 任務 に 対応 可能 な 汎用 性 の 高 い 艇 で ある 。
ャ ン ュ ネイ 2 人 の クー
ャ 4o 枯 、 e 人 箇 当 人 ケ 2 ター
LAy ョ ロワ ー タ 鐘 フ ラー
國 デ ザイ ン 画
全長 : 450m/ 全 幅 : 150m/ 全 高 : 180m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx 1
エル メッ ツァ で 活動 する 海賊 団 「 ス カー バレ ル 」 が 運用 し て いる 専用 巡 洋 艇 。 外 装 に より まっ た く 異 な っ て 見 える が 、 基 幹 設計 は エル メッ ツァ 政府 軍 よ り 流 出し た サウ ザー ン 級 が 流用 され て いる 。 装甲 と 機動 力 が 高く 、 状 況 に 応じ て 敵艦 に 接 航 し て 白兵戦 を 行う と いう 戦法 を 得意 と し て いる 。A 級 は 、 ス カー バレ ル を 統率 する 老 海 賊 アル ゴン 直属 の 配下 が 、 女 子 供 を さら う 際 な ど に 用 いる 艦 で ある 。 DS 級 は 、 ス カー バレ ル 幹 部 ディ ゴ ・ ギャ ッ ツ ェ の 乗艦 で 、 独 自 の 行動 を 取っ て いる こと が 多い 。
オル ・ ド ー ネ / ム 級
・ ド ー ネ /DS 級
還 Nh\ |((()
海賊
嘩 \ ゲル ・ ド ー ネ 級
DATA
ドー ネ /AS 級
無限 航路 設定 資料 集
全長 : 450m/ 全 幅 : 180m/ 全 高 : 190m 固定 兵 装 : 対 艦 ミサ イル M Lv.1x 1、 対 艦 ミ サイ ル S Lv.1 x2、 ミサ イル 斉 射 Lv. 1
オル ・ ド ー ネ 級 の 外装 換装 に より 、 実 体 弾 系 兵 装 に 特 化 し た 巡洋艦 。 ビ ー ム 対策 に 重点 を 置い て いる この 世界 の 艦艇 に と っ て は 、 逆 に 脅威 的 な 存在 で ある 。AS 級 は エ ル メ ッ ツ ァ で 活動 する スカ ー バ レル 海賊 団 を 統率 する ア ル ゴ ン の 乗艦 、VS 級 は 同じ く ス カー バレ ル 海 賊 団 の 幹 部 ・ バ ルフ ォ ス の 乗艦 。 ど ちら も ゲル ・ ド ー ネ 級 の 特徴 で ある ミサ イル 系 の 武装 を 更に 強化 し て いる 。
4 ゲル ・ ド ー ネ /\VS 級
_ る パ
エル メッ ツア 星 間 国 家 連 合
嘩 や アル ク 級 ジュ ノー 級
全長 : 320m/ 全 幅 : 140m/ 全 高 : 90m (アル ク 級 )
DATA 全長 : 310m/ 全 幅 : 120m/ 全 高 : 70m (ジュ ノー 級 )
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Mx 1/Sx 1
民間 の 輸送 船 を 改修 し た ジュ ノー 級 は 、 元 が 輸送 艦 と い うこ と も あり 、 速 度 と ペイ ロー ド に 優れ る 。 た だ し 、 船 体 の 耐久 力 や 戦闘 能力 に は 区 が あり 、 戦 闘 に 適し て いる と は 言い 難かっ た 。 一 方 、 エ て エルメ ッ ツ ァ の 標準 的 な 駆逐 艦 で ある アル ク 級 は 、 ジ ュ ノ ー 級 の 弱点 で あっ た 耐久 力 の 低 さ を モノ コッ ク 構 造 に する こと に よっ て 解消 。 搭 載
兵 装 は 、 す べ て エル メッ ツァ 軍 の も の が 採用 され て いる
全長 : 360m/ 全 幅 : 120m/ 全 高 : 95m
DATA 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx 1
エル メッ ツァ 中 央 軍 が 採用 し た 最新 鋭 の 駆逐 艇 。 度 重 な る 海賊 の 被害 に 対処 する た め 、 テ フィ アン 級 を 改修 し た 区 で ある 。 エ ル メ ッ ツ アァ 中 央 軍 が 保有 する 駆逐 艦 の 中 で は 、 も っ と も 高い 戦闘 能力 を 有 し て いる
る 。 機材 の 基本 的 な 配置 は
通 と な っ て いる
園 盤 船 ブ リッ ジ デ ザイ ン
船 の サイ ズ に か か わら ず ほ ほ 共
エル メッ ツア
AM サイ ズ
エル メッ ツア 時 間 国 家 連 合 『 y | 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 340m/ 全 幅 : 120m/ 全 高 : 80m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1、 対 艦 ミ サイ ル S Lv.1 x2
& アプ リア ストア 級 DATA
エル メッ ツア ァ 中 央 軍 が 採用 する ミサ イル 搭載 型 の 駆逐 艦 。 多 く の 艦 船 が 対 ビ ー ム 攻撃 に 傾倒 し て いる た め 、 逆 に この 艦 の 打撃 力 を 高め て いる 。LOC 級 は 、 エ ル メ ッ ツァ の 地方 軍 が 採用 し て いる タイ プ で 基本 的 な 性 能 は アリ アス ト ア 級 と 同じ で
ある
人 アリ アス
ト 「
ト ア /LOC 級
、 テ フ ィ アン 級 DATA | 全長 : 340m/ 全 骨 : 100m/ 全 高 : 70m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
エル メッ ツア ァ 中 央 軍 で 使わ れ て いる 標準 型 の 駆逐 艦 。 突 出し た 能力 は な い が 、 バ ラン ス が 良く 運用 し や すい 艦 で ある
LOC 級 は 、 エ ル メ ッ ツ ァ の 地方 軍 が 運用 する タイ プ で 、 テ フィ アン 級 と 能力 差 は な く 、 カ ラー リン グ が 異な る だ け で ある
國 デ ザイ ン 画
プ 人生 還 還
チラ | Space Ship Archive 駆逐 艇 カル バラ イヤ 蜂 団 連合
、 ゾロ 級 | 全長 : 290m/ 全 幅 : 90m/ 全 高 : 44m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
カル バラ イヤ 軍 の 下位 士官 に 与え られ る 標準 的 な 駆逐 艦 で 、 鋭 角 的 な シル エッ ト を し て いる 。 国 内 外 を 問わ ず 、 様 々 な 軍 事 作 戦 に 参加 する 。
圏 デザ イン 画
5 Se 全長 : 270m/ 全 幅 : 80m/ 全 高 : 110 嘩 \ シド ッ ゥ 級 DATA | 画定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト MX 1、 兵 装 ス ロッ ト Sx2 カル バラ イヤ の 宙 域 保安 局 が 所 有する 高 束 虹 遂 艦 。 主 に 笛 域 称 備 隊 の 旗艦 と し て 配備 され て いる 。 宙 域 保安 局 の 許可 が 下 り れ ば 、 民 間 で も 入手 可能 な 艦船 で ある 。
固 デ ザイ ン 画
急 \ タタ ワ 級
DATA 全長 : 260m/ 全 幅 : 95m/ 全 高 : 43m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1、 対 艦 ミ サイ ル S Lv.1 2
主 に 輸送 船 や 客船 の 護衛 と し て 同行 する 民間 の 小型 艦船 。 駆逐 艦 ク ラス の 速度 と 火力 を 持っ て お り 、 カ ル バ ラ イヤ 軍 で も 採用 され て いる 。G 級 は 、 グ アッ シュ 海賊 団 が 標 準 的 に 用 いて いる バリ エー ショ ン 艦 で 、 多 数 の 艦 で 民間 船 を 襲う た め 、 世 間 か ら 恐 れ ら れ て いる 。
4 タタ ワ /G 級
NN |()4
ネー ジリ ンス 時 系 共和 国 プ ネー ジリ ッ ド Archive 6 Glossary ] 無限 航路 設定 資料 集
意 \ シュ ウェ ルク 級 EN | 全長 : 320m/ 全 往 : 150m/ 全 高 : 100m
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Mx 1/Sx2
ネー ジリ ッ ド 国防 宇宙 軍 で 使わ れ て いる 標準 的 な 駆逐 艦 。 国 内 外 を 問わ ず 、 多 様 な 任務 に 対応 で きる 汎用 性 の 高い 小型 艦
圏 デ ザイ ン 画
、 リ ー リ ス 級 DATA | 全長 : 265m/ 全 幅 : 55m/ 全 高 : 75m
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Sx2、 対 艦 ミ サイ ル M Lv.1 x 1
対 艦 、 対 空 ミ サイ ル を 搭載 し た ネー ジリ ンス 軍 標 準 型 の ミサ イル 駆逐 艦 。S 級 は 、 ゼ ー ン ペスト 自治 領 軍 で も っ と も 使わ れ て いる 駆逐 艦 。 全 体 的 な 能力 の 不足 に より 重 要 な 任務 に は 使わ れず 、 国 内 の 哨戒 任務 に 当たる こと が 多い 。ZNS 級 は 、 リ ー リ ス /S 級 を 改修 し て 火力 を アッ プ させ た タイ プ 。 高級 士官 の 讃 術 な ど 、 重 要 な 任務 も 任せ られ る 駆逐 艇 と し て 重用 され て いる 。
人 リー リス /S 級 ムリ ー リ ス /ZNS 級
圏 デザ イン 画
]105 ZZ 2Emmm
・ ' ゃ $、 パ
ララ | Space Ship
) Archive
NDL 演
圏 デザ イ
ヽ ママ ドゥ 級
ン
全長 : 370m/ 全 幅 : 110m/ 全 高 : 70m 固定 兵 装 : リニア カノ ン S Lv.2x2、 対 艦 ミ サイ ル S Lv.1 2
ネス カー ジャ 政府 軍 の 高速 駆逐 艦 。 小 規 模 戦闘 時 に お ける 主 と し て 用 いら れ る ほか 、 讃 衛 や 哨戒 任務 に も 重用 され て いる 。 船底 に 備え られ た 大 型 の リニア カ
ノン の ほか 対 艦 ミサ イル を 搭載 する な ど 、 兵 装 は 実体 弾 に 貸 っ て いる が 、 攻 撃 能 力 は 高い 。 ま た 、 ネ スカ ー ジ ャ 特有 の 特殊 装甲 が 使わ れ て いる た め 防 御 力 も 高く
な っ て いる
全長 : 350m/ 全 幅 : 120m/ 全 高 : 120m 固定 兵 装 : リニア カノ ン S Lv.1x4
ネス カー ジャ 反 政 府 軍 の 中 核 を な す 駆 逐 で 、 ゲ リラ 活動 に 重用 され る 。 ヒ ッ ト 旧法 に 特 化 し た 設計 で 、
速力 と 機動 力 が 非 吉 後部 に 搭載 され た 実体 弾 兵 装 の リニア カ ノン は 、 基 部 が 回 転 、 ま た は 上 下 に 移動 する こと で あら ゆる 方 向 へ の 砲撃 が 可能
お ティ バス と な っ て いる
全長 : 320m/ 全 幅 : 200m/ 全 高 : 40m 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 M Lv.1 X2、 兵 装 スロ ッ ト Sx 1
DATA ジー マ ・ エ ミュ 軍 が 運用 する 標準 的 な 高速 駆逐 角 。 能 首 に 重 プ ラズ マ 砲 を 搭載 し て お り 、 駆逐 艦 と し て は 高い 火 力 を 持っ て いる 。 ク ルー の イン プラ ント コー ダー と 艦 の
人 工 知能 、 セ ン サ ー 群 と を 直結 し て 周囲 の 情報 が 得 られ る た め 、 ブ リッ ジ は 視認 を 目的 と し な い 特 殊 な も の と な っ て いる 。 他国 の 人 間 が 乗る 場合 は 、 人 工 知能 が ナビ を する 全 周 型 ホ ログ ラム スク リー ン で 管制 を 行う 。
較 デ ザイ ン 画
全長 : 410m/ 全 幅 : 180m/ 全 高 : 170m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
DATA エン デミ オン 大 公国 で 運用 され て いる 駆 逐 艦 。 オ ズ ロ ッ ソ 財団 の 協力 を 得 て 完 成 され た 逢 で あり 、 財 団 に 蓄積 され た 技術 が 投入 され て いる 。 最新 技術 が 投入 され て いる わけ で は な いも の の 、 基 本 性 能 は 高く 、 お も に 国内 防衛 用 と し て 運用 され
着 4L サ イズ
大 マセ ラン の 他国 艦 に 比べ 、 無 角 な イメ ー ジ の ブリ ッ ジ 内 部 。 艦 船 サイ ズ に か か わら ず 、 正面 に 大 型 の バネ ルス クリ ー ン 、 サ イド に も スク リー ン が 配置 され て いる 。
無限 航路 設定 資料 集
デラ | Spoce shipArhve 駆 遂 和 角 ロン ディ バル ト 連 邦 国 ビア イル ラー ゼン 共和 国
旬 バー ゼル 級 DAmA | 還 ブ ラ ズ マ 時 Lv 1 1 ス ロッ X
前 時 代 に 活躍 し た 旧型 の 宇宙 艦艇 が 母体 と な っ た 、 ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 内 で 使わ れ て いる 一 般 的 な 巡洋艦 。 艦 後部 に 搭載 され て いる 6 基 の 亜 高 束 エ ンジ ン は その 名 残 で ある 。 基 礎 設 計 が 優れ て お り 、 改 修 が 重ね られ 現在 で も 様々 ん な バリ エー ショ ン 艦 が 運用 され て いる 。 小型 艦船 の 中 で は 傑作 と 評価 が 高く 、 民 間 に も 広く 使用 され て いる 。
さこ コテ 全長 : 370m/ 全 幅 : 120 全高 : 50 急 バハ ゼル 2 級 DATA 固定 兵 装 : ラズ る 旨 WU X み 、 兵 装 ス
ロッ ト Sx2
大 マゼラン 統一 、 そ し て ヤッ ハバ ッ ハ と の 決戦 に 向け 、 バ ー ゼ ル 級 に 大 幅 な 改造 を 施し た 最新 鋭 の 駆 逐 艇 。 各 ユニ ッ ト 部 を 簡素 化 、 小 型 化し た 結果 、 兵 装 を 始め と する あら ゆる 点 で バー ゼル 級 を 作 か に 凌 今 する 性 能 を 手 に 入れ た 艦 で ある
急 \ ラン プ 級 DATA | 全長 : 360m/ 全 幅 : 120m/ 全 高 : 100m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
アイ ル ラ ー ゼ ン 空 間 機 甲 艦隊 で 運用 さ れ て いる 一 般 的 な 小型 駆逐 艦 。 大 型 の 船体 と 高 火力 が 重視 され る 空間 機甲 艦 隊 に 恥じ な い 対 艦 攻 撃 能力 を 持つ
海賊 無限 航路 設定 資料 集
M い パ ガラ ー ナ 級 DATA 全長 : 300m/ 全 幅 : 60m/ 全 高 : 110m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx2
エル メッ ツア 中 央 領域 で 活動 する 「 ス カー バレ ル 海 賊 団 」 の 首領 アル ゴン ・ ナ ラバ タス カ が 、 フ ァ ズ ・ マ ティ で 開発 し た ゼラ ー ナ 級 駆 逐 艦 の 改造 型 。 カ タ パ ル ト デ ッ キ は オミ ッ ト さ れ た が 、 代 わり に 高い 火力 を 手 に 入れ た 。A 級 は 、 ア ル ゴ
タイ プ 。 L サ イズ の 兵 り 、 海 賊 行為 を 働く 部 隊 の 旗艦 と し て 用
いら れる
固 デ ザイ ン 画
、 い パ ゼラ ー ナ 級 DATA 全長 : 280m/ 全 幅 : 80m/ 全 高 : 80m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx 1
スカ ー バ レル 海賊 艦 の 旗艦 と し て 行動 す る 駆逐 艦 。 こ の 秋 を 改修 し た ガラ ー ナ 紋 と 比べ る と 火力 の 低 さ は 否め な い が 、 搭 の っ ーー CS 載 し て いる 艦載 機 で それ を 補っ て いる
A 級 は 、 ス カー バレ ル 海 賊 団 幹 部 で ある アル ゴン の 配下 が ゼラ ー ナ 級 を 改造 し た も の 。 手 下 た ちの み で 出撃 する 際 の 旋 艦
と し て 用 いら れる
固 デ ザイ ン 画
) 〇 ケ グ ダ 25
SpQce Ship Archive 4 ゴロ
カル バラ イヤ 星団 連合
詞 \ ダ ガ ロ イ 級 DATA
國 デ ザイ ン 画
全長 : 680m/ 全 幅 : 130m/ 全 高 : 170m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
箇 域 警備 隊 で 運用 され て いる 、 カ ル バ ラ イヤ 国内 で 唯一 の 空母 。 一 般 的 な 空母 と 比べ て 艦載 機 搭載 能力 は 低い が 、 火 力 は 巡洋艦 クラ ス 、 装 甲 に お いて は 戦艦 クラ ス に 匹敵 する 。 し か し 、 拠 点 防御 用 の 艦 載 機 基地 と いう 設計 思想 の た めか 、 航 続 能力 は 低い 。ZA 級 は 、 監 獄 惑星 ザク ロ ウ の 防衛 、 警 護 を 目的 と し て ダ ガ ロ イ 級 を 改修 し た タイ プ 。 国 外 に も 出撃 で きる よう に 航続 能力 を 改良 し て お り 、 形 状 は ほぼ 変わ ら な いも の の 機動 力 が アッ プ し
人 ムダ ガロ イ /ZA 級
記 \ タダ ガロ イ 2 級 DATA
全長 : 700m/ 全 幅 : 150m/ 全 高 : 135m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
小 マ ゼラ ン が ヤッ ハバ ッ ハ に 制圧 され た 後 、 小 マゼラン 総督 府 の 監視 下 に て ダ ガ ロイ 級 を 改修 し 、 カ ル バ ラ イヤ 軍 で 制式 採用 と な っ た 装甲 空母 全体 的 に 能力 は 向上 し て お り 、 ウ ィ ー ク ポイ ント で あっ た 航続 能力 も 通常 の 艦隊 行動 に も 耐え ら れる よう 改良 され て いる 。
ネー ジリ ンス 星系 共和 国 プ ネー ジリ ッ ド Archive 5 GIOssny | 無限 人 中 設定 資料 集
唱 \ ドゥ ガー チ 級 アル マドリ エル 級 電導 | 条 衝 54 人 寅 に 5 生 BB の TDD
固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Sx2
ネー ジリ ンス 中 央 政府 軍 の 主力 空母 。 護 衛 艦 と セッ ト で 運用 する こと に より 、 様々 な 任務 に 対応 が 可能 。 基 本 設計 の 完 成 度 が 高く 、 セ グ ェ ン ・ グ ラス チ 本 社 を
ゼー ペン スト 自治 領国 境 党 備 軍 の 旗艦 と し て 配備 され て いる タイ プ 。ZNS 級 は
ネー ジリ ンス の 技術 流用 に より 高度 な 艦 載 機運 用 が 可能 と な っ て いる 。
人 ドウ ガー チ /Z 級
A ム アル マドリ エル 級
圏 デザ イン 画
DATA 全長 : 800m/ 全 幅 : 100m/ 全 高 : 100m 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx 1
カル バラ イヤ と の 決戦 に 備え て ネー ジリ ンス 航 宙 軍 が 建 造 し た 機動 空母 。 ド ゥ ガー チ 級 の 後継 艦 と も 言え る 空母 で 、 艦 載 機 の 高速 射出 が 可能 な 重力 カタ バル ト を 搭載 し て いる 。 ま た 、 貨 物 用 の ペイ ロー ド を 1.5 倍 に 拡張 し 、 より 艦載 機 の 展開 に 特 化し た 艦 へ の 改良 に 成功 し た 。
通し て 民間 に も 提供 され て いる 。 2Z 級 は 、
ゼー ペン スト 領域 内 で 運用 され て いる が 、
プ 人 E 是 是
ノア 1 Ship Archive 容 母 ネー ジリ ッ ト
、 い パ ジン ト | 売り と 4 級 DATA | 全長 :1600m/ 全 編 : 560m/ 全 高 : 400n
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx2/Sx2
ネー ジリ ッ ド 国防 宇宙 軍 の 機動 空母 。 可 準 的 な 空母 に 比べ て 装甲 が 厚く 、 武 装 が 強化 され て いる 。 兵 装 は 巡洋艦 並 の も の を 備え て お り 、 単 艦 で も 運用 可能 な レ ベル と な っ て いる 。
圏 デザ イン 画
、 \ パ ペ テ ルミ アン 級 DATA | 全長 : 1800m/ 全 幅 : 750m/ 全 高 : 47On
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Sx2
大 マゼラン で 最大 級 の 空母 で 、 ネ ー ジ リッ ド で は ペ テ ル シ アン 級 を 中 心 と し た 5 つの 機動 艦隊 が 主力 と し て 稼働 中 。 重 カカ タ パ ル ト を 搭載 し 、 艇 載 機 の 運用 に 特 化し た 艦内 は 、 そ の 資材 さえ 揃っ て い れ ば 内 部 で 艇 載 機 の 製造 が 可能 な 程 の 整 備 能 力 を 持つ 。 大 型 な が ら も 機動 力 が 高 く 、 装 田 、 耐 久 力も 高い の だ が 、 熊 自体 の 戦闘 能力 は ほとん ど な い 。
ン ァ ン デ アンデ ン
圏 デザ イン 画
ネー ジリ ッ ド ノロ ン デ ィ バ ルト 共和 国
無限 航路 設定 資料 集
詞 \ エル メラ ー タ 級
DATA 全長 : 2350m/ 全 幅 : 1400m/ 全 高 : 630m 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト Lx 1/Mx 1/Sx2
ヤッ ハバ ッ ハ と の 決戦 に 向け 、 ネ ー ジ リッ ド 国 防 軍 が 完成 させ た 最新 鋭 機動 空 母 。 ネ ー ジ リッ ド の 最新 技術 が 投入 され て お り 、 国 防 宇宙 軍 の 最終 兵器 と し て 建 造 さ れ た 。 空 母 と し て の 能力 の 高 さ は も ちろ ん 、 通 常 の 空母 と 比べ 装甲 や 武装 が 強化 され て お り 、 単 艦 で も 運用 可能 な レ ベル を 実現 し て いる 。 特 に 火力 の 向上 は めざまし く 、 空 母 で あり な が ら 重 巡洋艦 並み の 砲撃 能力 を 有 し て いる 。
乱 \ ヽ レオ ン デ ィ ー ル 級
四 デ ザイ ン 画
DATA
全長 : 850m/ 全 幅 : 205m/ 全 高 : 135m 固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 M Lv.2x2、 兵 装 スロ ッ ト Sx 1
戦艦 と 空母 、 双 方 の 特性 を 兼ね 備え た ロン ディ バル ト 軍 の 戦闘 空母 。 両 般 に 爆 堅 機 や シャ トル も 射出 可能 な 大 型 カタ バル ト と 揚陸 艇 や 機動 兵器 が 出撃 可能 な 大 型 格納 庫 を 備え て いる 。 そ の た め 、 強 襲 揚陸 艦 と し て 惑星 制圧 任 務 な ど に 使用 され て いる 。 ま た 、 大 規模 な ペイ ロー ド と 住居 区 画 に より 、 大 量 の 兵員 や 物資 の 運搬 な ど 輸 送 艦 と し て の 運用 も 可能 で ある 。
の | Space Ship Archive 究 母
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
急 へ ヴィ ナウ ス 級
し て し L 1
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx 1
人 | 全長 : 1400m/ 全 幅 : 580m/ 全 高 : 700m
空母 を 中 心 に 編成 され て いる アイ ル ラ ー ゼ ン 空 間 竜 騎 艦 隊 の 主力 空母 。 基 本 設計 は 、 ほ ぼ 全 員 ネ ー ジ リッ ド よ り 派遣 され た 技術 陣 に より 行わ れ て いる 。 艇 本 体 後部 に 2 つの カタ バル ト デ ッ キ が 連結 され て お り 、 状 況 に 応じ て カタ パル ト デ ッ キ を 左右 に 展開 可能 。 さ ら に 艦 本 体 を 中 心 に カタ パル ト デ ッ キ を 回 転 さ せる こと に より 、 あ ら ゆ る 方 向 へ の 艦載 機 射出 が 可能 で ある 。 ま た 、 艇 本 体 に は コン テ ナ 化 し た 熊 載 機 収 納 ス ペー ス が あり 、 多 数 の 部 隊 編成 を 可能 と し て いる 。
ノ 大 乱用 門馬 デッキ
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Mx 1/Sx 1
AN | 全長 : 2000m/ 全 幅 : 930m/ 全 高 : 500m
ネー ジリ ッ ド か ら 全面 的 な 技術 支援 を 受け て 完成 し た ア イル ラー ゼン 軍 の 大 型 空 母 。 空 母 を 中 心 と し た 空間 竜 騎 艦隊 に 配備 され る 。4 つ の カタ パル ト デ ッ キ は 、 艇 本 体 後部 の カタ パル ト 回 転 ア ー ム に 接続 され て お り 、 こ れ を X 軸 、Y 軸 回 転 さ せる こと で あら ゆる 方 向 に 展開 させ る こと が 可能 と な っ て いる 。 こ の 可動 型 カ タ パ ル ト は 当初 2 つの カタ パル ト を 持つ の み だ っ た 初期 型 か ら 、 カ タ パ ルト が 増設 され た 際 に 改修 付与 され た 機構 。 ま た ヴィ ナ ウス 級 同様 、 船 体 下部 に 艦載 機 収 傘 コン テ ナ を 装備 し て いる が 、 こ れ も 初 期 型 か ら の 改修 の 際 、 大 幅 に 増設 され
アッ ドゥ ー ラ 教 国 ヤ ッ ハ バッ ハ 帝国
包 ヽ ダヴ ァ リ ー 級
圏 デ ザイ ン 画
DATA
全長 : 600m/ 全 幅 : 200m/ 全高 : 280m 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト SX2
ナハ シッ タ 枢 機 卿 艦隊 で 用 いら れ て いる 小型 の 機動 空母 。 艦 の 後部 に 全 方 位 レ ー ダ ー ド ー ム を 装備 し て いる 。 小型 艦 な が ら も 左右 二 連 カタ パル ト デッキ を 有 し て お り 空 母 と し て の 能 力 は 申し 分 な い が 、 艦 自体 は ほとん ど 火 力 を 有 し て いな いた め 、 他 の 艦 船 と の 連携 が 必須 で ある 。 レ ー ダ ー 哨戒 艦 で は 手 に 負え な い 敵 と 適 遇 し た 場合 、 監 視 巡 洋 艦 と 共に 出撃 する 。
急 へ プラ ビレ イ 級
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圏 デ ザイ ン 画
全長 : 2000m/ 全 幅 : 470m/ 全 高 : 500m 固定 兵 装 : クラ スタ ー ミ サイ ル S Lv.1X 1/ 対空 クラ スタ ー ミ サイ ル S Lv.1 x 1/ 対 空 ク ラス ター レー ザーS Lv.1x 1
対 第 能力 の な さ を 租 載 機 の 火力 で 補う と いう 極端 な 思想 で 設計 され た ヤッ ハバ ッ ハ の 機動 空母 。 そ の 巨体 故 か 、 装 甲 や 耐 入力 は 空母 と し て は 群 を 抜い て いる 。 高 い 航 行 能力 と 大 量 の 艦載 機 搭載 能力 に よ り 、 制 宙 圏 の 掌握 能力 は 他 勢 力 の 追随 を 許さ な い 。 ブ ラビ レイ 級 の カス タム バー ジョ ン で ある M/C 級 は 、 ユ ズル ハ 少 将 の 副官 で ちあ る メイ ヨー・ メ タ 少 尉 の 乗艦 で ある 。
4 ブラ ビレ イ M/C 級
]11 ら 7 人 ダ 2gmmmsm
Archive ら GIOssory 無限 航路 設定 資料 集
SpQCe ゝ hip Archive その 他 民間 ノ カ ル バ ラ イヤ 星団 連合
意 \ デイ ジー リッ プ 級 二 語 | 全長 120m/ 全 幅 : 90m/ 全 高 : 20m
固定 兵 装 : 対 艦 レ ー ザ ーS Lv.1 x 1、 対 艦 ミ サイ ル S Lv.1x 1
一 般 的 な 輸送 艦 を トス カ が 大 幅 に 違法 改造 し た 小型 巡航 艇 。 通常 は ペイ ロー ド で ある 両 航 に 艦 葉 用 の 武装 や シー ルド ジェ ネ レ ー タ ー が 無理 矢 理 取 り 付 けら れ て いる 。 そ れ を 補う よう に エン ジン や 反 重 力 ス タビ ライ ザー か 追加 され 、 原 形 を 留め て いな い 。 場当たり 的 な 改造 の お か げ で 非常 に ビー キー な 機体 に な っ て し まっ て お り 、 ト スカ 以外 の パイ ロッ ト で は 乗り こなす こと が で き な い 。
全長 : 850m/ 全 幅 : 480m/ 全 高 : 260m 固定 兵 装 : 不明
DATA 医療 ボラ ンティア 団体 「 メ ディ ッ ク 」 の 病院 船 。 航 宙 法 に より 、 い か な る 勢力 も この 艦 へ の 攻撃 は 禁止 され て い る が 、 一 部 の 能 船 が 海賊 に 龍 壁 され 中 破 し た と いう 事態 も 報告 され て いる 。
全長 : 600m/ 全 幅 : 90m/ 全 高 : 270m 固定 兵 装 : 不明
意 \ ククル 級
DATA
カル バラ イヤ の 特定 宙 域 を 遊覧 豚 行 する 革 華 客船 。 要 人 の 送迎 な ど に も 使わ れ て いる 。 火力 は ほとん ど な い が 、 カ ル バ ラ イヤ の 艦船 らし く 装 甲 が 厚く 耐久 力 に 優 れる た め 、 海 賊 に 襲わ れる こと は 少な い Ns
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誠 グル カ 級 DATA | 全長: 500m/ 全 幅 : 150m/ 全 高 : 155m
固定 兵 装 : 不明
海賊 の 本 拠 地 に 対す る 制圧 任務 に 開発 され た カル バラ イ ヤ 笛 域 保安 局 の 強襲 揚陸 艦 。 船 体 下部 に 地上 攻撃 用 大 型 ミサ イル 「 プ ラ ネ ッ ト ボ ン バ ー」 を 装備 、 ま た 艦 首 下部 に は 切り 離し 型 の 兵員 降下 用 HLV4 機 を 保有 し て いる 。
國 デ ザイ ン 画
軌 \ ビ ヤ ッ ト 級 TCR
物資 に 逐 し い カ ル バ ラ イヤ で 官民 問わ ず 使わ れ て いる 大 型 輸送 船 。 軍 で は 兵員 輸送 、 民 間 で は 物資 輸送 な ど に 用 いら れ て いる 。 海賊 対策 と し て 装甲 が か な り 厚 く な っ て お り 、 多 少 の 攻撃 な ら ば 難なく 耐え る こと が で きる 。 ま た 、 わ ず か で は ある が 、 武 装 も 搭載 し て いる 。
圏 デザ イン 画
誠 ボイエ ン 級 Mi | 全長 : 400m/ 全 幅 : 70m/ 全 高 : 80m
固定 兵 装 : 対 艦 レー ザーSx 1
カル バラ イヤ の 装甲 技術 を 活か し て 建造 され た 輸送 船 。 輸送 船 と し て は や や 小さ め だ が 、 積 載 量 の 多 さと 装甲 、 耐久 力 の 高 さ が 認め られ 各国 に 輸送 され て いる モデ ル で ある 。【 級 は 宇宙 資源 を 輸送 する た め 、 エ ル メ ッ ツ アァ ・ ロウ ズ へ の 入港 を 許さ れ て いる 唯一 の 民間 船 で ある 。 し か し 、 積 載 さ れ て いる 貨物 の ほとん ど は ロウ ス 領 主 デラ コン ダ へ 納め られ る 贅沢 品 だ と 言わ れ て いる 。
還 ^ ム ボイエ ン / ト 級 圏 デ ザイ ン 画
] 1 / ZZ 人 ZZ
| space Ship Archive その 他 ネス カー ジャ
意 ) ゃ 5 候 ・ 吉 ・ 恩 さ クワ ナブ プン 級 BTR | 計 : リニア カノ ン S 交 1、 対 補 パ ルス レー ザーx 1 監 隊 に 随伴 し 、 艦 船 に ミサ イル を は じ め と し た 実体 弾 の 補給 を 行う た め の 輸 送 艇 装 申 は 厚い が 、 武 装 は ほとん ど な い 。 能 の カラ ー リ ング は 多少 異な る が 、 ネ ス カー ジャ 政府 軍 、 反 乱 軍 の どちら で も 運
用 され て いる 。
wi @。 さい くる さ ・ コ ・
や ゞ ガ 全長 : 320m/ 全 幅 : 140m/ 全 高 : 50m
や マン ンス 紋 DATA | 固定 兵 装 : 対 艦 ミサ イル MX1、 対 艦 ミ サイ ル Sx2
ネス カー ジャ 各地 で の ゲリラ 活動 で 用 い られ て いる 反 政 府 軍 の 小型 艦 。 機 動力 と 速力 を 活か し て 敵艦 隊 に 飛び 込み 、 機 能 障害 を 起こ させ る 特殊 機雷 の 散布 や 中 性
魚雷 な ど に よる 近接 攻撃 を 人
と する
ネス カー ジャ 無限 航路 設定 資料 集
誠 や バハ トマ 級 DATA 本 レール カ リン き WS の ロッ し 3 ネス カー ジャ 反 政 府 軍 の リー ダー、 オ ボ ズ ・ オ ボ が 乗艦 する 逢 。 ア ッ ド ウゥ ー ラ 教 国 の 技術 支援 (オー バー テク ノロ ジー の 部 貸与 ) と 資金 援助 を 受け て 開発 され た 船 で 、 装 甲 性 能 は ネス カー ジャ 随 一 船体 側面 に は 粒子 遮断 膜 射出 装置 が 搭載 され て お り 、 高 い ス テル ス 能 力 を 持つ 葉 は 中 央 部 の 第 1 船体 と 外周 部 の 第 2 船 体 で 構成 され 、 敵 に 発見 され た り 大 ダ メー ジ を 受け た り し た 場合 は 、 第 1 船体 を 切り 離し 脱出 を 図る こと が 可能 で ある
全長 : 1300m/ 全 幅 : 1200m/ 全高 : 1100m 固定 兵 装 : リニア カノ ン S Lv.1 x 1
ネス カー ジャ 政府 の 国家 元首 アグ リス が 乗艦 する グン ・ ゼ ム 級 の 座 衛 任務 を 担い 、 常に 随伴 する 形 で 運用 され る シー ルド 艦 数 機 で グン ・ ゼ ム 級 を 取り 囲む よう な フォ ー メ ーション を 用 い 、 強 力 な シー ル ド で 攻撃 を 遮る 。 装甲 は 、 プ ラズ マ 耐 性 と 質量 攻撃 耐 性 の 高い ボー カノ イド 装甲 が 採用 され て いる 。 ガ ズ ・ ゼ シオ ル 級 は 、 ユズ ル ハ の 搭乗 する 旗艦 の 座 衛 艦 。 ヤ ッ
ハバ ッ ハ へ 内 通し て いた 銀河 連邦 高官 の 手 に より 流出 し 、 そ の 後 ヤ ッ ハ バッ ハ の 技術 に より 大 幅 に 防御 力 を 強化 され た
来 の 装甲 に 加え て 併用 され て いる ゼー マン 洛 近 シー ルド に よる ビー ム 減 衰 効 果 に より 、 そ の 防御 力 は オリ ジ ナ ル を 遥か
に 超え て いる
タル を
セオ シル 級
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シン | Spgce Ship Archive その 他 ジー マ ・ エ ミュ ロン ディ バル トト 連邦 国
、 る パ つい 全長 : 36O0m/ 全 幅 : 3200m/ 全 高 : 300m 急 へ ヘ ク サ ・ グ ラン 級 DATA | 皿 定 拓 装 : 拡 了 ブ ラズ マ 砲 X2/ プ ラズ マ 砲 M
x 1/ 対 矯 レ ー ザ ーSx 1/ 対 空 パ ルス レー ザーx 1
ジー マ ・ エ ミュ 軍 に 3 隻 の み 存 邊 する 巨 大 戦闘 指揮 艦 。 グ ー・ グ ラン 級 よ り も 一 回 り 小 さい 船体 を 核 に 巨体 すべ て を アン テ ナ と し て 機能 させ 、 わ ず か 1 隻 で 300 隻 近い 艦隊 を 完全 統率 する こと が 可能 。 三 デ 理 芝 ペレ ー テ ィ シ グ シ ステ ム (NOS) を 前 提 に 艦隊 の 頭脳 と し て の 能 力 を 優先 し た 艦 で 、 火 力 や 艇 載 幾 搭載 能 力 は 巨大 な 姿 に 比 す る と 非常 に 低い 。 ま た 、 巨 体 さ 故 に 航行 速度 も 遅く 、 運 用 す る に は 常に 前 衛 艦 に よる 護衛 を 要する 。
比較 用 重 洋 経
で Rh さ ー テ ここ 紋 全長 : 3000m/ 全 幅 : 3000m/ 全 高 : 3000m 旬 N ボア ・ ト ー ラ ス DATA | 固定 兵 装 : マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン X2/ ク ラス ター ミサ イル S メ 1/ バ ー テ ィ ク ルレ ー ザ ーMx 1/ 対 空 バ ルス レー ザーx 1
オー ダー ズ の 本 拠 地 と な る 宇宙 機動 要 寒 で 「 大 蛇 の 輪 」 と も 呼ば れ て いる 。 ブリ ッ ジ を 含む 船体 を 5 つの リン グ 状 マス ドラ イ バ ー キ ャ ノン が 交叉 する 形 で 講 ん で い る 。 マ ス ド ラ イ バ ー キ ャ ノン の 補 雑 な 回 転 運 動 と それ を 完璧 に 制御 する シス テム に より 、 極 め て 正確 な 全 方 位 攻撃 が 可能
で ある
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全長 : 3300m/ 全 幅 : 4800m/ 全 高 : 2800m (ズィー・ ア ー ル 級 )
全長 : 4200m/ 全 幅 : 4800m/ 全 高 : 2800m (ズィー・ ア ー ル /+Z 級 ) 全長 : 25000m/ 全 幅 : 17000m/ 全 高 : 13000m (ズィー・ ア ー ル 2 級 ) 固定 兵 装 : 不明
オズ ロッ ソ 財 団 が 開発 し た 、 マ イク ロ 流 収束 砲 「 デ ュ エ ル ・ ザ ッ パ ー」 の 使用 を 主 目的 と する 要塞 。 自 艦隊 の 補給 基地 も 兼ね て いる 。 超 巨大 な 電磁 コイ ル の よう な フォ ルム を し て お り 、 磁 場 発生 時 に は その 表面 に 磁 気 エ ネル ギー が 舞っ て 見 える と いう 。+Z 級 は 、 ゾ ル ジ オ ネ 級 1 隻 を 連結 し 、 デ ュ エ ル ・ ザ ッ パ ー を 制御 可能 と し た 状態 。 ズ ィ ー・ ア ー ル 2 級 は 対 ヤ ッ ハ バッ ハ 用 に 開発 され た 決戦 兵器 で あり 、 ゾ ル ジ オ ネ 級 2 隻 と の 連結 に より 艦隊 単位 で 敵 を 残 滅する 長 距離 ハイ ペロ ン 結 合 東 砲 「 ク アッ ド ・ ザ ッ パ ー」 が 発射 可能 と な る 。
ムズ ィ ー ・ アール / 十 Z 級
ズィー・ ア ー ル 級
と 志 | Space Ship Archive その 他 エン デミ オン 大 公国
全長 : 450m/ 全 幅 : 310m/ 全 高 : 200m 固定 兵 装 : 量子 魚雷 Mx 1 、 量 子 魚 軍 S メ 2
DATA
旬 \ ナハ ブロ ンコ 級
多種 多様 な ミサ イル を 搭載 し て いる 水雷 艇 。 ビー ム 兵 器 と 比較 し て 有効 射程 が 短い た め 、 素 早く 敵 に 接近 で きる よう 機動 力 や 航続 能力 な ど が 強化 され て いる 。 大 き な リ スク を 伴う 戦い 方 し か で き な い が 、 命 知ら ず の 海賊 た ち は 好 ん で この 艦 を 用 いて いる と いう 。
較 デ ザイ ン 画 ぶ ゞ ツマ 全長 : B00m/ 全 幅 : 260m/ 全 高 : 180m 号 \ バシ ロッ シ 級 DATA | 個 定 兵 装 : 対 艇 ミサ イル L Lv.3x4、 対 艦 ミ サイ ル M Lv.4X1
対 ヤ ッ ハ バッ ハ 決 戦 用 に オズ ロッ ソ 財 団 が 開発 し た ミサ イル 艦 。 船体 と 同 程度 の 大 き さ 持 つ 巨大 反物 質 ミ サイ ル 4 基 を 船体 の 上 下 左右 部 に 配備 し て いる 。 艦 の 主 目的 は ミサ イル の 運搬 お よび ミサ イル 攻撃 だ が 、 ミ サイ ル 発 射 後 は 機動 力 の 高い 中 型 の 戦艦 と し て 運用 が 可能 な ほど 基 本 性 能 は 高い 。
\ プ > 全長 : 450m/ 全 幅 : 260m/ 全 高 軌 ヽ スペ ラン カー 級 ne SUS
資源 衛星 な ど に 派遣 され る こと が 多い 研究 開発 艦 で 、 発 掘 し た 資源 を 現地 で 研究 する こと が 可能 。 貨物 搭載 量 も 多く 、 資 源 輸送 に 用 いら れる こと も ある 。
〇 アク クー
ズン ス テテ グ スス と ペッ ジム
ここ
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
無限 航路 設定 資料 集
詞 \ タイ タレ ス 級
W、
マ 重 カレ ンズ リン グ
か 、
アー ム ee
國 デ ザイ ン 画
DATA
全長 : 18000m/ 全 幅 : 5000m/ 全高 : 5000m 固定 兵 装 : 不明
いつ の 日 か 来る で あろ う 第 三次 海峡 戦争 の 為 に 、 ア イル ラー ゼン が 極秘 開発 し て いた 決戦 兵器 。 超 新星 誘発 兵器 を 搭載 し た 巨大 レー ザー 砲艦 で ある 。8 本 の オク ト パ ス アー ム ユ ニッ ト に は それ ぞ れ 超大 型 リ フレ クシ ョ ン レ ー ザ ー8 門 、 大 型 リ フレ クシ ョ ン レ ー ザ ー5 門 、 中 型 リ フレ クシ ョ ン レ ー ザ ー16 門 が 装備 され て い る 。 エ クサ レー ザー 発射 時 に は 船体 中 央 に ある 重力 レン ズ ユ ニッ ト が 分 離し て 前 方 に 展開 し 、 発 生 させ た 重力 レン ズ で 発 射 角度 や 収束 率 を 調整 する 。 重 力 レ ンズ ユニ ッ ト は 、 エ クサ レー ザー と オク ト パ ス ア ー ム に 装備 され た 全 リ フレ クシ ョ ン レー ザー を 収束 統合 させ て 放つ エク サ レー ザー・ フ ル バ ー ス ト (リン グ の 直径 と ほぼ 同じ 口径 1600m の レー ザー) に も 一 役 買 っ て いる 。2 隻 が 建造 され
番 艦 は 小 マ ゼラ ン 宙 域 で の 戦闘 に 乗 じ た 極秘 発射 試験 の 為 に 曳航 され た が 、 予 想 を 超え る ヤッ ハバ ッ ハ の 戦力 の 前 に 急 憶 実戦 投入 され 撃沈 。 残 る 二 番 艦 は 封印 さ れ て いた が 、 後 の ヤッ ハバ ッ ハ と の 会 戦 で 使用 され 凌 沈 し た
と 志 | Spoce Ship Archive その 他 アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国
が 全長 : 550m/ 全 幅 : 140m/ 全 高 : 170 、 ヴィ エフ 級 DATA | 箇 定 兵 装 : 大 装 スロ ッ ト LLX 1/SX2、 SL
ショ ッ ト Lv.1
| アイ ル ラ ー ゼ ン 空 間 重 砲艦 隊 の 主力 と な る 砲艦 。 急 穫 建 造 され た 艦艇 で 、 ほ ぼ む き 出し の 大 型 粒子 加速 器 と 冷却 ユニ ッ ト 、 エネ ルギー ジェ ネ レ ー タ ー に ブリ ッ ジ を 組み 合わ せ た だ け の 代物 。 戦域 後方 か ら 3 3 叶 の 長 中 支援 砲撃 と し て の 運用 が 前 提 と 2 な っ て いる た め 、 通 常 武装 は 微弱 で あり 、
2 Mk こさ SN へ シー ルド ジェ ネ レ ー タ も 搭載 され て いな Ss ーー を
WW 0 Mae
た cs
に 呈 い 。 ま た 、 大 出力 ビー ム 発 射 後 は 、 自 ら 放っ た ビー ム の 電磁 波 障害 に より 、 一 定 時 間 レ ー ダ ー が 使用 不可 能 と な る 。
た と 1 全長 : 800m/ 全 幅 : 250m/ 全 高 : 220m パパ ゲバ ル 級 DATA 固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト LLx 1/Mx2/Sx 1、 SL ショ ッ ト Lv.1
ヤッ ハバ ッ ハ と の 決戦 に 向け 、 ヴ ィ エ フ 級 を 改修 し た 砲艦 。 砲 身 の 強 制 冷却 器 を 大 型 の も の に 換装 に し た こと で 、 次 弾 発 射 ま で の タイ ムラ グ の 短縮 と 照射 時 間 の 延長 に 成功 し た 。 最 大 の 特徴 は 艦 首 の ビー ム 収 東 率 調整 ブレ ー ド が 搭載 され た こと で ある 。 ビ ー ム の 収束 率 を 変え る こ と で 、 中 距離 の ワイ ドレ ンジ 攻撃 か ら 超 遠 距 離 攻撃 まで 、 状 況 と 用 途 に 応じ た 多 彩 な 砲撃 が 可能 と な っ た 。
圏 デザ イン 画 程 長 工 区 (ビー ム 必 齋 . ス ー パ ー ロ ング レン ジ 共 軸 ) 。 や る
本 NNN クノ
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 Archive 6 Glossary ] 無限 航路 設定 資料 集
急 ふ へ ベル ボ 級 DATA | 全長 : 300m/ 全 幅 : 190m/ 全 高 : 130m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Sx2
アッ ドゥ ー ラ 教 国 と の 緩衝 地帯 「 タ レイ ラン ト 笛 域 」 に 展開 し て いる 哨戒 部 隊 、 タ レイ ラン ト 駐 留 艦隊 に 配備 さ れ て いる 早期 哨戒 艦 。 船底 に は 高 感度 レー ダー が 搭載 さ れ て いる 。 レ ー ダ ー 機 能 や 通信 機能 に 特 化し た 艦 で 、 前 線 で 異常 が あっ た 場合 、 す ぐに 後方 部 隊 に 報せ る こと を 主任 務 と し て いる 。
圏 デ ザイ ン 画
意 \ SS004 級
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Sx 1
DATA | 全長 : 400m/ 全 幅 : 230m/ 全 高 : 270m
アイ ル ラ ー ゼ ン 空 間 重砲 艦隊 で 運用 され て いる レー ダー 管制 専用 艦 。 ゲ バル 級 ま た は ヴィ エフ 級 な ど 長 距離 大 出 カビ ー ム に よる 電磁 波 障害 に よっ て レー ダー が 使え な く な る 砲艦 に 随伴 し 、 敵 の 位置 デー タ を 送る 役割 を 担う 。 船体 前 方 に 電磁 波 防御 アン テ ナ プ レー トブ ロッ ク 、 船 体 中 央 に は リン グセ ン サ ー ブ ロ ッ ク を 装備 し た レー ダー 管 制 に 特 化 し た 艇 で あり 、 攻 撃 能力 は ほとん ど な い 。
7
間
し
圏 デザ イン 画
125
グ 5 2 本
シン | Spoce 5hip Archive その 他 アッ ドゥ ウー ラ 教 国
急 へ ヴィ スヤ ン シ ュ 級 | 全長 : 360m/ 全 幅 : 100m/ 全 高 : 220m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Sx2
船体 後部 に 全 方 位 レ ー ダ ー ド ー ム を 装備
/ し た 小型 レー ダー 哨戒 艦 。 違法 密 輸 船 や 小 規模 な 海賊 団 程度 と の 交戦 まで し か 畑 ーー 定 さ れ て いな い 設 計 の た め 、 武 装 は 艦 首 -_ ゴ に 搭載 され て いる 小型 砲門 の み で ある 。
ダ / ー と
7//2 ーー
圏 デ ザイ ン 画 、 パ ジン 級 全長 : 150m/ 全 幅 : 105m/ 全 高 : 235m DATA | 血 定 兵 装 : 不 明
アッ ドウ ゥ ー ラ 教 国 の 要塞 惑星 バウ スナ イ ア 周 辺 に 配備 され て いる ビー ム 攻 撃 衛星 。 通常 時 は 自律 判断 機能 に よっ て 敵性 艦 を 判別 し 、 自 動 攻 撃 を 行う 。 有 事 に は ハイ アヴァ ラン 級 の コン トロ ー ル 化 に 入り 、 的 確 な 指示 の も と 敵艦 へ の 攻撃 を 行う 。
圏 デザ イン 画
_ ふ ふ 更 較 必 6
テッ ドゥ ウー ラ 教 国 無限 航路 設定 資料 集
全長 : 400m/ 全 幅 : 235m/ 全 高 : 275m 固定 兵 装 : 対 艦 レー ザーSx 1
急 N ハイ アヴァ
DATA
自律 攻撃 衛星 ジン 級 を 最大 8 基 ま で 同時 制御 可能 な コン トロ ー ル 艦 。 複 数 の ビー
ム 攻 撃 衛星 に より 同一 目標 を クロ ス フ ァ
イア する こと で 、 凄 まじ い 破 壊 力 を 発揮 する 。 な お 、 艦 自体 の 防御 力 は 高め だ が 、 武装 は ほとん ど 搭 載 さ れ て いな い 。
誠 ふ ベイ ロン 級 DATA | 全長 : 750m/ 全 幅 : 320m/ 全 高 : 320m
固定 兵 装 : 不明
アッ ドウ ー ラ 教 国 本 星 の 最終 防衛 艦隊 、 エル ダー タ 枢 機 卿 艦隊 に 配備 され て いる 護 で 、 角 首 に 重力 圏 生 成 砲 を 搭載 し て い る 。 オ ー バ ー ロ ー ド に 基づく テク ノロ ジー を 使用 し て いる た め 艦 船 数 は 限ら れ て いる 。 メ イン ブリ ッ ジ は 艦 後方 に 備え られ て いる が 、 前 方 確認 用 の 有 視 界 サ ブ ブリ ッ ジ が 還 力 圏 生 成 砲 の 上 部 に 設置 さ れ て いる
アグ" い 8 EN ニー 一 )
レン ス | spoce Ship Archive その 他 アッ ドウ ー ラ 教 国
DATA 全長 : 800m/ 全 幅 : 230m/ 全 高 : 170m 固定 兵 装 : 兵 装 ス ロッ ト LLx 1
カバ ラズ ィ 枢 機 狼 艦 隊 に 配備 され て いる 突撃 砲艦 。 船体 と ほぼ 同じ 長 さ の 粒子 加速 装置 を 持ち 、 強 力 な ビー ム に よる 長 距 離 砲撃 を 可能 と し て いる 。 そ の 能力 の 代償 と し て 、 航 続 距離 は 非常 に 短い も の と な っ て し まっ た 。 普 段 は カバ ラズ イィ 枢機卿 艦 へ 係留 され て いる 。
ンー ここ ツ (っ 時 NE eS で EN リー ーー ーー SS ST うみ めく 、 ニク の
圏 デザイン 画
間 \ デ ヴ ァ ・ ハ ー ラ ス /BU 級 DMR | 人 遇 2600my 人 柱 ・1300m 人 計 : 1500m
カバ ラズ ィ 覆 機 卿 の 乗艦 デ ヴ ァ ・ ハ ー ラ ス 級 の 後部 に ドッ キン グ 可 能 な 物資 搭載 モジ ュー ル 。 モ ジュ ー ル 単体 で の 航行 が 可能 な た め 、 後 方 に 下がっ て 物資 を 補給 し た 後 、 再 び 最前 線 へ 戻り 補給 ドッ ク と し て 活動 する こと も で きる 。 最 大 8 隻 ま で ゴー シェ 級 を 係留 し 、 補 給 や メン テ ナ ン ス を 行う こと が 可能 で ある 。
_ へ てく 邊 較 計 |
ヤッ ハバ ッ ハ 帝 国 の 海賊 ychive 6 Glossor | 無限 航路 設定 資料 集
が ー ム アム 2 全長 : 340m/ 全 幅 : 55m/ 全 高 : 55m 、 い グ ラン ジ 級 DATA 固定 兵 装 : クラ スタ ー ミ サイ ル M Lv.1 x2、 ク ラス ター ミサ イル S LVv.1x 1、 対空 クラ スタ ー ミ サイ ル S Lv.1x1
実体 弾 に よる 砲撃 に 特 化し た ヤッ ハバ ッ ハ 軍 の 突撃 艦 。 前面 投影 面積 を 限り な く 小 さく する と いう コン セプト を 追求 し た 結果 、 ス ティ ッ ク 状 の シル エッ ト と な っ た 。 敵 艦隊 中 央 へ と 衝撃 し て 全 方 位 攻撃 を 行い 、 艇 列 を 乱す と こと を 目的 と し て 開発 され た 艦船 で ある 。
Fe ye ー ・ 末 財 拓 人 人
(WP 9 和弥 村人 < あら へ ) * ス 2 ス ター N も < 大 ら 各 避 区 を や > > 婦 迷 2 ら 才 、(o 和 を 球 偽 2 や) 1 た や = と モエ 1 "系 午 へ > に ~
1 エリ ア デラ コン 好 全長 : 550m/ 全 幅 : 240m/ 全 高 : 135 生き ミグ ロリ アス ・ デ ラコ ンダ タ 級 DATA | 年 二 半 デラ コン タ 伯 ー
エル メッ ツア の 辺境 笛 域 に ある 惑星 ロウ ズ の 領主 で あり 、 か つて は 0G ド ッ グ と し て も 名 を 馳せ た デラ コン ダ の 専用 軽 巡 洋 艦 。 火力 を 中 心 と し た 強化 が な され て お り 、 艦 首 に は デラ コン ダ 砲 と 呼ば れる
に 出力 レー ザー を 装備 し て いる 。 一 緊 必 殺 の 威力 を 有する 武装 で は ある が 弾 数 が 少な く 、 長 期 戦は 不得 意 で ある 。 ま た 、 無 計画 に 砲台 を 増設 し た 代償 と し て 、 機 動力 が 大 幅 に 低下 し て いる 。
| Space Ship Archive その 他 海賊
全長 : 120m/ 全 幅 : 50m/ 全 高 : 25m 全長 : 120m/ 全 幅 : 45m/ 全 高 : 25m (ジャ ン ゴ / ム 級 )
固定 兵 装 : 対 艦 ミ サイ ル Sx2 ※ も し く は 対 艦 レ ー ザ ーS メ 2 また は 対 艦 レ ー ザ ーSx 1/ 対 艦 ミ サイ ル Sx 1
DATA
スカ ー バ レル 海賊 団 が 用 いる 艦 。 フ 、 全体 的 に 性 能 は アッ プ し て いる 。L 級 は 、 エ ル メ ッ ツァ ・ ロ ウズ の 領主 デラ コン ダ の 護衛 や 、 同 笛 域 ボイド ゲー ト の 和 備 隊長 専用 機 な ど と し て 運用 され て いる 。 な お 、 エ ル メ ッ ツ ァ 中 央 宙 域 に 出現 する ジャ ン ゴ /A 級 も スカ ー バ レル 海賊 団 が 用 いる 改造 艦 だ が 、<
は フラ ンコ 級 の よう で ある
その ベー ス 艦
全長 : 120m/ 全 幅 : 45m/ 全 高 : 25m DATA 固定 兵 装 : 対 艦 ミ サイ ル Sx2 ※ も し く は 対 艦 レー ザーSx 1/ 対 艦 ミ サイ ル Sx 1
スカ ー バ レル 海賊 団 で 一 般 的 に 使わ れ て いる 水雷 艇 。 水 雷 艇 と は 言う も の の 、 志 具 面 に お いて ミサ イル に 特 化し た 般 船 と いう わけ で は な い 。A 級 は 、 ス カー バレ ル 海 農 団 幹部 で ある アル ゴン の 配下 が 改 造 し た タイ プ 。 主 に 下っ 端 が 日 常 的 に 用 5S、 同 型 艦 の レベ ッ カ /LA 級 は 、 ロ ウズ 警備 隊 が 信 宙 犯罪 者 か ら の 攻撃 に 備え 、 耐 久 性 や 機動 性 を 上 げた 租
LB 級 は デラ コン タダ 直属 の 警備 船 と し て
用 いら れ て いる
ムフフ ラ ンコ /A 級
_ _
海賊 Archive 5 GIOssory | 無限 航路 設定 資料 集
史 % ゴブ リン 級 DATA | 全長 : 420m/ 全 李 : 90m/ 全 高 : 220m
固定 兵 装 : 兵 装 スロ ッ ト Lx 1/Mx2/Sx2
ゴー ゴリ アン 級 の 護衛 を 務め る 無人 艦 。 ビ ー ム リフ レク ター で 一 定 宙 域内 で 放出 され る ビー ム を 自 艦 に 集中 させ 、 結果 的 に ゴー ゴリ アン 級 が 一 切 の ダメ ー ジ を 受け な い 状 況 を 作り 出す 。 耐 久 力 が 非常 に 高く 、 ま た 多数 で 運用 さ れる た め 、 真 っ 正面 か ら 艦 砲 射撃 で ゴー ゴリ アン 級 に ダ メー ジ を 与え る の は 極め て 難し い 。 し か し 、 防 御 に 特 化 し た 艦 で ある た め 、 火 力 は や や 低め で ある 。
固 デ ザイ ン 画
全長 : 1150m/ 全 幅 : 1000m/ 全 高 : 720m DATA 固定 兵 装 : 対 艇 レー ザーLx 1/ 連 装 対 艦 レ ー ザ ーM メ 2/ 対 空 バ ルス レー ザーx2 ※ も し く は 対 艦 レ ー ザ ーLx 1 の み
史 t\ オー ラ ゼ オ ン 級
少年 期 の ギリ アス を 付け 狙っ て いた 0G ド ッ グ ・ オ ライ ア の 搭乗 艦 。 戦艦 クラ ス の 能力 に 加え て 、 大 量 の 機動 機 雷 を 搭載 し て いる 。 こ の 機動 機雷 を 展開 させ 、 相 手 の 動 き を 封じ る と いっ た 戦い 方 を 得意 と し て いる 。
] づ 1 ZZ Em
_ ゃ $、 パ
の
Ship Archive その 他 オー バー ロー ド
記 W バク 級 DATA
全長 : 300m/ 全 幅 : 130m/ 全 高 : 90m 固定 兵 装 : 不明
オー バー ロー ド の 無人 戦闘 機 。 通常 は 母 艦 で ある マザー ファ ー ジ 級 に 張り 付い て お り 、 敵 を 検知 する と 麟 離し て 攻撃 態勢 に 移行 する 。 ビ ー ム 兵器 等 の 武装 は 搭載 し て お ら ず 、 機 体 全 体 に バリ アフ ィ ー ル ド を 張っ た 状態 5
届 朋 体 を 貫通 、 破 壊す る
|
ゴス ー レ ーー
の る と で 、
画
ーー マグ 全長 : 3500m/ 全 幅 : 1700m/ 全 高 : 750m フ り / ジ 級 DATA 固定 兵 装 : オー バー ロー ド 攻 撃 x5
人 類 の 宇宙 に 干渉 する た め 送 り 込 まれ た 巨大 艦 で 、 実 質 的 な 主力 艦 と し て 、 マ ザー
胡 を 護衛 する 。 マ ザー ファ ー ジ 級 に 近づく も の を 自動 的 に 残 滅する だ け で な く 、 そ の 攻撃 に より 惑星 な どの あら ゆる 物質 に 壊滅 的 な 打撃 を 与え る
無限 航路 設定 資料 集
テー バー ロー ド
ド ーー 全長 : 5000m/ 全 幅 : 2600m/ 、 t パ マザー ブフ ノ 2 ジ 級 DATA 全高 : 3000m 固定 兵 装 : サテ ライ トク ロス ・ バ グ / オ ー バ ー ロー ド 攻 撃 メ 2
バグ 級 を 船体 に 張り 付か せ て いる 艦船 で 、 空母 の よう な 存在 。 マ ザー ファ ー ジ 級 自 体 に 戦闘 能力 は な い が 、 艦 体 に 張り 付い て いる 何 百 と いう バグ 級 に より 宇宙 に 存 在 する あら ゆる 物質 を 崩壊 させ る こと が で きる 。 ボ イド ゲー ト ユ ニッ ト を 持っ て
お り 、 自 立 ワ ー プ が 可能 で ある
、 パ に ター ファ ー ジ 級 DATA 固定 兵 装 : オー バー ロー ド 攻 撃 X3/ ボ イド 生成 砲 X 1/ 対 空 ク ラ
スタ ー レ ー ザ ーMx 1
オー バー ロー ド の 超 巨 大 戦艦 。 戦 科 と いう より も 全体 が 砲門 に 包ま れ た 縦長 の 移動 要 完 で あり 、 上 位 宇宙 へ の ボ イド ゲー ト (マス タワ ー プ ゲー ト ) の 防衛 を 任務 と し て いる 。 主砲 で ある ワー プ フ ィ ー ル ド 砲 は 、 発 射 し た エリ ア に 不安 定 な ワー プ フ ィ ー ル ド を 発生 させ 、 そ の フィ ー ルド に 接触 し た 艦船 を 亜 空間 へ と 消失 させ る
プ 人 生還 下 画
| SpQce Ship Archive 和 載 機
エル メッ ツァ 星 間 国 家 連 合 プ ネー ジリ ンス 星系 共和 国
意 W LM-001 クー ベル
エル メッ ツア 中 央 軍 が 開発 し た 汎用 機 。 対 艦 攻撃 、 笛 域 偵察 な ど 様 々 な 任務 に 用 いら れる 。
全長 : 16m/ 全 幅 : 13m/ 全 高 : 4m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ : 1
DATA | 人 血 定 兵 装 : T1- 対 艇 ミサ イル /K114- リ ニア ガン
唱 t LGC-0012 ティ オン
エル メッ ツア 中央 軍 が 開発 し 、 各 国 に 輸 出さ れ て いる 従来 弄 対 艦 攻撃 機 。 敵 艦隊 に 接近 し て 対 艦 攻撃 を 行う 。
DATA 全長 : 12m/ 全 幅 : 8m/ 全 高 : 3m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : 1- 対 艦 ミ サイ ル /K1 14- リ ニア ガン
意 \LG-0014 ディ
2//
プ
ティ オン の バー ジョ ン ア ッ プ 機 。 対 艦 攻 撃 を 強化 し て いる 。
DATA 全長 : 15m/ 全 幅 : 10m/ 全 高 : 3m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : T2- 対 艦 ミ サイ ル /K114- リ ニア ガン
意 \LG-0015 エル ナー サ
ディ ミラ の バー ジョ ン ア ッ プ 機 。 エ ル メッ ツァ が 開発 し 、 小 マ ゼラ ン 各 星 に 輸 出し て いる 。
DATA 全長 : 18m/ 全 幅 : 11m/ 全 高 : 4m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : T3- 対 艦 ミ サイ ル /K1 14- リ ニア ガン
号 \ LEFF-033 ビ ト ン エル メッ ツア ァ 中 央 軍 が 各国 に 輸出 し て い る ポピュラー な 戦闘
敵 の 艦載 機 と の 戦闘 に 用 いら れる 。
全長 : 12m/ 全 幅 : 9m/ 全 高 : 2m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 戦 闘 / サ イズ : 1
DATA | 個 定 兵 装 : SSL 対 宙 ミ サイ ル /K133- リ ニア ガン
機 。 対空 攻撃 に 長け 、
唱 \ ELF-F-035 フィ オリ ア
ビ ト ン の バー ジョ ン アッ プ 機 。 制 宙 能 力 を 強化 し て いる 。
DATA 全長 : 12m/ 全 幅 : 7m/ 全 高 : 2m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 戦 闘 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : SSL 対 宙 ミ サイ ル /K133- リ ニア ガン
圏 デザ イン 画
DATA 全長 : 15m/ 全 幅 : 8m/ 全 高 : 6m 固定 兵 装 : T2- 対 艦 ミ サイ ル / バ ルス レー ザー
ネー ジリ ンス 軍 が 採用 し て いる 多 機能 の 艦載 機 。 一 般 航 海 者 に も 供与 され て いる 。
本 NN 1 つ 4
ネー ジリ ンス 星系 共和 国
レプ
アー
\ N-2100F ハー キュ リー
國 デ ザイ
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全長 : 20m/ 全 幅 : 16m/ 全 高 : 7m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ DATA 戦闘 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : SSL 対 宙 ミ サイ ル / バ ルス レー ザー
ネー ジリ ンス の 技術 を 集結 し た 戦闘 機 。 制 宙 能 力 は 小 マ ゼラ ン 随 一
ラン Space Ship Archive 艇 載 機 ネー ジリ ンス 星系 共和 国 プ ネー ジリ ッ ド
号 \N-3300A メテオ ン 生 \ NDLS008 ノイ セン ネー ジリ ンス 軍 が 広 ネー ジリ ッ ド が アイ く 採用 する 艦載 機 。 ル ラ ー ゼ ン へ 技術 提 供し た 汎用 機 。 DATA 全長 : 16m/ 全 幅 : 15m/ 全 高 : 6m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1 DATA 全長 : 16m/ 全 幅 : 10m/ 全 高 : 5m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : T3- 対 艦 ミ サイ ル / バ ルス レー ザー 固定 兵 装 : GE2 1- 対 艦 ミ サイ ル / 超 縮 レ ー ザ ー 乱 \ NDLS009 シ ヴ ィ ル が ッ と 本 和
固定 兵 装 : GE24- 対 艦 ミ サイ ル / 超 縮 レ ー ザ ー
ノイ セン の バー ジョ ン ア ッ プ 機 。 銀 河 連邦 各国 で 汎用 的 に 用 いら れる 能 載 機 。
意 \ NHL-19F エル フレ ア NR 全長 ・ 18my 全 相 22m/ 全 両 : 12m 第 灰 ・ タ イプ : 人 四
固定 兵 装 : GE-24 対 艦 ミ サイ ル / 超 縮 レ ー ザ ー ガ ン
ネー ジリ ッ ド の 中 型 艦載 機 。 下 部 スラ スタ ー は ムー ブ アー ム 構 造 と な っ て お り 、 ス ラス ター 噴出 方 向 を 自在 に 変え る こと で 高い ドッ グフ ァ イ ト 能力 を 持つ 。
國 デ ザイ ン 画
_ ふも 間 較 6(@)
ネー ジリ ッ ド
全長 : 24m/ 全 幅 : 9m/ 全 高 : 14m/ 系 統 ・ タ イプ : 人 型 機動
唱 \ NHL-20A プロ ミオ ン DATA | 兵器 ・ 攻 軸 / サ イズ :2
固定 兵 装 : ボ ポジトロン キャ ノン / 超 縮 レ ー ザ ー ガ ン
ムー ブ ア ー ム 構造 を スラ スタ ー 部 だ け で は な く 、 ペ イ ロー ドア ー ム に も 採用 し た 機体 。 射 界 が 大 きく 広がっ た こと に より 高い 戦闘 能力 を 得 た が 、 完 全 に 乗り こなす に は 相当 の 習熟 を 要求 する 。
國 デ ザイ ン 画
ュー に 5 6 ・ タ イプ : 人 9 ズ : 号 \ NHL-22A ペル メオ ス ンー
ムー ブ ア ー ム 構造 採用 機体 の 集大成 と 言え る 攻撃 機 。 超級 高速 マヌ ー バ ー が 可能 で あり 、 他 の 機体 で は その 機動 に つい て いく こと は 不可 能 な 程 の ス ペッ ク を 持つ が 、 そ の 能力 を 引き 出せ る パイ ロッ ト は 非常 に 限ら れ て いる 。
還 デ ザイ ン 画
Archive 6 Glossary 無限 航路 設定 資料 集
7 の EE 還 還
アン Spoce Ship Archive 艦載 機 ネー ジリ ッ ド ンプ ジー マ * 下 ミ ョ
_ ゃ パ
固定 兵 装 : ボ ポジ トロ ン キ ャ ノン / 超 縮 レ ー ザ ー 砲
\ ND-02-XX ミュ ウ ・ ガ ラリ オ aa
[、
ネー ジリ ッ ド が 対 ヤッ ハバ ッ ハ を 想定 し て 開発 し た 大 型 載 機 。 対 艦 ・ 対 空 能力 は 銀河 連邦 随 一 。
トー こ jp ァ ap ンク
Sm ら
全長 : 6m/ 全 幅 : 11m/ 全 高 : 10m/ 系 統 ・ タ イプ : : 航 宙 機 ・ DATA | 攻撃 / サ イズ :1 固定 兵 装 : 小型 プラ ズ マ 砲 / リ ニア マシ ン ガ ン
唱 \EA-0116
ジー マ ・ エ ミュ が 銀河 連邦 へ 技術 供与 し 、 各 国 で 広く 採 用 され て いる 攻撃 機 。
思 \ EA-0119 | 天 \EA-0120
固定 兵 装 : プラ ズ マ 砲 / リ ニア マシ ン ガ ン I
ジー マ ・ エ ミュ が | ジー マ ・ エ ミュ が 対 NOS シ ステ ム を 導入 ヤッ ハバ ッ ハ を 想定 し た 対 艦 攻 軸 機 。 し て 設計 し た 新鋭 攻 届 機 。 DATA | 全長 : 11m/ 全 幅 : 11m/ 全 高 : 6m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 軍機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1 | amA | 全長 : 14m/ 全 幅 : 11m/ 全 高 : 7m/ 系 続 ・ タ イプ : 航 下 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : 小型 プラ ズ マ 砲 / リ ニア マシ ン ガ ン
唱 \ ETT-1000 | 間 き ETT-2000
ジー マ ・ 定 滞 ョ の 従 』 銀河 連邦 に 供与 する
来 型 汎用 機 。 | た め 、 ジ ー マ ・ エ ミュ | が 開発 し た 艇 載 機 DATA 全長 : 13m/ 全 幅 : 12m/ 全 高 : 5m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ : 1 | DATA 全長 : 13m/ 全 幅 : 13m/ 全 高 : 4m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ : 1 固定 兵 装 : DD ミサ イル / リ ニア マシ ン ガ ン 固定 兵 装 : 小型 プラ ズ マ 砲 / リ ニア マシ ン ガ ン IL
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ジー マ ・ エ ミュ アッ ドゥー ラ 教 国 / ヤッ ハバ ッ ハ 帝国
意 \ EOEF-004
ジー マ ・ エ ミュ が 銀 河 連邦 へ 技術 供与 し 、 各国 で 広く 採用 され て いる 戦闘 機 。
全長 : 14m/ 全 幅 : 10m/ 全 高 : 4m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 戦 闘 / サ イズ : 1
DATA 固定 兵 装 : DD ミサ イル / リ ニア マシ ン ガ ン
間 \ EOF-005
ジー ママ き が NOS シ ステ ム を 導入 し た 戦闘 機 。
全長 : 14m/ 全 幅 : 14m/ 全 高 : 2m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 戦 闘 / サ イズ : 1
DATA | 固定 兵 装 : DD ミサ イル / リ ニア マシ ン ガ ン I
唱 や EOE-006
ジー マ ・ エ ミュ が 対 ヤッ ハバ ッ ハ を 想定 し て 設計 し た 新鋭 戦 闘 機 。
全長 : 13m/ 全 幅 : 11m/ 全 高 : 3m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 戦 闘 / サ イズ : 1
DATA 固定 兵 装 : DD ミサ イル II/ リ ニア マシ ン ガ ン 想
意 \ ADA-20 グー グ
アッ ドウ ゥ ー ラ の 従来 型 対 宙 迎撃 機 。
全長 : 26m/ 全 幅 : 13m/ 全 高 : 3m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1
DATA | 回 定 兵 装 : マル チミ サイ ル / 連 装 レ ー ザ ーー
唱 \ ADA-23 ゼー ゼ
アッ ドゥ ー ラ の 新鋭 戦闘 機 。 小 型 な が ら 対空 攻撃 力 は 高い 。
全長 : 37m/ 全 幅 : 24m/ 全 高 : 12m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 攻 撃 / サ イズ : 1
DATA | 占 証 兵 装 : マル チミ サイ ル / 連 装 レー ザー
得 \ YAG-D-09 ゼナ ・ ゼ ー
ヤッ ハバ ッ ハ の 汎用 機 。 広 い 範囲 の 対空 ・ 対 艦 攻撃 が 可能 と な っ て いる 。
全長 : 19m/ 全 幅 : 14m/ 全 高 : 7m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ : 1
DATA | 回 定 兵 装 : クラ スタ ー ミ サイ ル / ク ラス ター レー ザー
罰 N YAGD-12 ジ ヅ ム ・ ゼ ー
ゼナ ・ ゼ ー の バー ジョ ン ア ッ プ 機 。 各 笛 域 の 制 話 に も 用 い られ る 。
全長 : 21m/ 全 幅 : 17m/ 全 高 : 7m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ :1 | 固定 兵 装 クラスター ミ サイ ル II/ ク ラス ター レー ザーI
DATA
唱 \ AG-D-21 ゲオ ・ ゼ ー
ヤッ ハバ ッ ハ の 技術 を つぎ こん だ 艦載 機 。 広く 笛 域 制圧 に 採用 され て いる 。
全長 : 25m/ 全 幅 : 16m/ 全 高 : 8m/ 系 統 ・ タ イプ : 航 宙 機 ・ 汎 用 / サ イズ : 1
DATA 固定 兵 装 : クラ スタ ー ミ サイ ル I/ ク ラス ター レー ザーI
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講 解 説
【 あ 行 】
固 RP 器 官
宇宙 放射 線 を 防ぐ "RP (Radical Protection) ホル モン "と いう 分 泌 物 を 生成 し て いる 内 分 泌 器官 。 脳 下垂 体 の 一 部 に 存在 する 。RP ホ ル モ ン は 、 色 の い メラ ニン 色素 の よう な 働 き を 持ち 、 血 液 中 に 溶け 込ん で 皮膚 や 粘液 に 分 泌 ・ 定 着 、 放 射線 を 反射 し て 人 体 か ら 遮 断 する 。 メ ラニ ン 色 素 よ り 効 果 が 高く 、 紫 外線 より も 遮断 で きる 放射 線 の 幅 が 広い 。 一 定 の 渡 度 の 放射 線 で あれ ば 、 長 時 間 被 昌 し て も 、 放射 線 障害 に な ら な い 。
田 じ ・ エ クシ ー ド 航法
アイ キュ ー ブ ・ エ クシ ー ド 推進 。 イ ン フ ラ ト ン ・ イ ン デ ュー ス ・ イ ン ヴ ァ イ タ ー を 主機 関 と し て 巡航 時 に 用 いら れる 推進 手段 。 そ の 最 大 移動 速度 は 理論 値 で 毎時 0.1 光 年 (0.11y/ h) 光速 の 876 倍 に 相当 する が 、 こ れ は あく まで 理論 値 で あり 、 通 常 の 航海 者 は 光速 の お よそ 200 倍 を 上 限 と し て 航行 し て いる 。 F エ クシ ー ド 推進 で は 、 我 々 が 住む 宇宙 に 下位 従 属す る 子 宇宙 を 形成 し 、 そ こ を 通り 抜け る こ と で 相対 論 的 時 間 (ウラ シマ 効果 ) の ギャ ッ プ を 調整 する 。 こ れ は 複数 の 子 宇宙 を 縦断 す | る 「 ア イン シュ タイ ン ・ ロ ー ゼ ン の 橋 」 を 架 | け 、 そ の 上 を 通り 抜け る と いう 意味 で 「 架 橋 効果 」、 ま た は 「 ブ リッ ジ ・ エ フェ クト 」 と 呼称 され る 。
還 ア イル ラー ゼン 近衛 租 隊
本 来 ア イル ラー ゼン 軍 の 中 核 を な す 艇 隊 で あっ た が 、 第 二 次 海峡 戦争 敗戦 時 に 解体 。 以 後 は 王族 に よる 表 散 訪問 の 際 の 座 衛 艦隊 と し て 、 上 限 120 隻 まで の 編成 を 認め られ る の み で あっ た 。 大 マゼラン 統一 戦争 の 際 に は 戦時 編成 と し て 大 幅 な 増員 が 行わ れ 、 最 終 的 に は 万 を 超え る 和 角 隊 を ロエン ロー グ が 率い て いる
【 ア イル ラー ゼン 近衛 艦隊 】 稀 代 の 英雄 ・ ロエン ロー グ 卿 が 率い る 近衛 艦隊 。 彼 の み が 所 有する 戦艦 アー マズ ィ ウ ス L/C 級 が 艦隊 の 象徴 的 存在 と な っ て いる 。
較 ア プッ ドゥ ー ラ 教
大 マゼラン 歴 1940 年 代 に 爆発 的 な 浸透 を 見 せ た 、「 人 は 大 地 に ある べし 」 と いう 教義 を 持つ 星 間 宗 教 。 そ の 宗主国 た る アッ ドゥ ー ラ 教 国 で は 、 教 皇 の 特認 を 受け た 枢機卿 他 少 数 の 人 間 だ けが 、 必 要 最 低 限 の 資源 獲得 、 劉 易 防衛 の た め に の み 宇 宙 へ 出る こと を 許可 され
て いる 。
【 ア ッ ド ゥ ー ラ 教 】 宗 主 国 の みな ら ず 、 他 の 勢力 内 に も 多数 の 教徒 が 点 在 。 そ の 教義 の
元 、 デ モ 活 動 な ど を 行っ て し
較 ゲ ッ ド ゥ ー ラ 教 国
大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 に 対し て 、
唯一 表面 化し て いる 敵国 。 大 マゼラン 銀河 最 古 の 国家 で あり 、 か つて は 大 マゼラン の 植民
惑星 全て を 支配 下 に 置い て いた が 、 第 一 次 海 峡 戦争 に 破れ 、 そ の 支配 地 の ほ と ん ど を 失っ た 。 し か し 、 地 球 か ら 大 マゼラン へ と 最初 に 到着 し た 世代 交代 型 移民 船 「 始 祖 移民 船 」 が 同国 に 存在 し 、 こ れ に 使用 され て いた オー バー テク ノロ ジー の 流用 に より 、 浴 在 的 な 戦 闘 能力 は 未だ 一 国 で 連邦 全体 に 匹 英 する と も 言わ れ て いる 。
艦船 の 兵 装 、 モ ジュ ー ル の 開発 を 行なっ て い る 兵器 会 社 。 特 に 実弾 系 兵 装 の 開発 に は 高い
ノウ ハウ を 持つ 。 惑 星 フ ィ オ ン の 本 社 は ス カー バレ ル 海 賊 団 に 乗っ 取ら れ て し まい 、 社 長 の カリ オ ・ イ スモ ゼー ラ は 惑星 クラ ー レ へ と 避難 し た 。
圏 イ ン フ ラ ト ン ・ イ ン ヴ ァ イ タ ー
艦艇 の 主機 関 。 内 部 に 「 高 エネ ルギー 状態 の
子 宇宙 」 を 「 招 き 寄 せる 」 こ と に より イン フ ラ ト ン 粒子 を 抽出 、 エ ネル ギー 源 と する 。 通 常 、 主 砲 や 艦内 設備 等 、 全 て の エネ ルギー を この 機関 か ら 賭 っ て いる
固 WAVE
航 宙 軍 に お ける 女性 兵 の 一 般 的 呼称 。
國 ヴ ォ ヤ ー ジ メモ ライ ザー
艦船 に 搭載 され る 航行 記録 装置 。 フ ェ ノ メ ナ ・
ログ と 異な り 、 航 行 に 関す る 艦内 装置 の 稼働
状況 と 共に 航海 情報 を 記録 し て いく た め 、 事
故 等 の トラ ブル が あっ た 際 の 原因 解明 手段 と
し て 回 収 、 解 析 さ れる 。 ユ ー リ が 入手 し た エ
ビ ピタ フ 探 査 船 か ら 回 収 さ れ た と いう 同 装 置 は 、 小 マ ゼラ ン へ と 向かう ヤッ ハバ ッ ハ 先 遺 隊 の
映像 を 捉え て いた 。
画 宇 宙 開 拓 法
大 マゼラン 歴 1885 年 に 制定 され た マゼラン 銀河 全体 に 広まる 法令 。 惑 星 の 発見 者 に は 、 惑星 の 所 有 権 と 自治 権 が 認め られ る 。 か つて は 高 名 な 0C で ドッ グ だ っ た 「 デ ラコ ンダ ・ パ ラコ ンダ 」 も この 法律 に より 自ら が 発見 し た 「 惑 星 ロ ウズ 」 を 自治 領 と し て 統治 。 領 民 の 流出 を 恐れ 「 航 宙 禁 止 法 」 を 制定 し 、 ロ ウズ の 民 を 大 地 に 縛り つけ て いる 。
【 イ スモ セーラ 社 】 運 良く 避難 し た カリ オ は 、 海 賊 団 壊 減 後 も Pi "アド ホッ ク ブ 4 ~ ユー リ と 行動 を 共に TE
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【 あ 行 一 か 行 】
に より 、 国 の ある 程度 の 風土 色 、 する て と も 可能 だ
画 宇 宙 港
各 居 住 可能 惑星 に 設置 され 居住 可能 惑星 が 発見 され る と 、 ま ず 全 宇宙 は 通 ユ ニッ ト で ある 空 隊 通商 管理 局 施 疫 が 衣 還 され 、 そ の 後 宿泊 、 la よっ て 外 殻 と し て 増設 され て いく 。 空 間 通 商 管理 局 の 施設 で あり な が ら 人 外観 が 国 に よっ て
異な る の は その た めで ある 。
固 APF シ ー ル ド
アト
Anti-energy Proactive Force Shield アン チ ジー MM > プ ォ オース ヾ ジー ルド ( 対 エ ネル ギー・ アク ティ ブ 才 場 庶 断 )。 強力 な フォ ー ス ・ シ ー ル ド に よっ て 艦 体 を ラッ ピン グ し 、 英 弾 (指向 性 高 エ ネル ギー ビー ム ) の 到達 を 防止 する シス テム で 、 こ の 世界 に お ける 全て の 能 艇 の 基本 装備 と な
いる 。 フォ ー ス ・ シ ー ル ド は 敵 弾 (ビー ム ) の 固有 周波 数 に 干渉 し 、 そ の 効力 を 減 誤 させ る が 、 ビ ー ム の 周波 数 は 多岐 に 渡る た め 、 あ ら か じ め 複 数 の 周波 数 に 対応 する フィ ー ル ド を 重複 する よう に レイ ヤー 展開 する
較 エ ピタ フ
約 10 セ ンチ 四方 の キュ ー ブ 。 謎 の 物質 で 上 来 て お り 、 時 折 遺 跡 の 中 か ら 発見 され る 。 曰く 、『 手 に する 者 は 慕 大 な 財 を 得る
曰く 、『 宇 宙 を 統べる 力 の 根源
る 宇宙 艦艇 用 2
曰く 、『 神 へ の 道 が 開か れる 』 等 と 、 その 力 に つい て 語ら れる が 誰 も その 真実 を 知 る 者 は いな い 。
固 エ ピタ フン 遺跡
エピ タフ の 眠っ て いた と され る 遺跡 。 そ の 壁 面 の 所 々 に は 、 ひ どく 画数 の 多い 文字 らし き 文様 が 彫り 付け られ て いる 。 ま た 、 不 思 議 な 光沢 を 持つ 床 は 材質 不明 で あり 、 レ ー ザ ー ナ イフ を 簡単 に 弾く 程 の 硬度 を 持つ 。 エ ピタ フ と 共に その 存在 理由 は 謎 に 包ま れ て いる が 、 惑星 ムー レア の 遺跡 か ら 採取 され た サン プル が リム ・ タ ナー 天文 台 に 持ち 込ま れ 、 そ の 人 解 析 が 行なわ れ た
固 エ ル メ ッ ツ アァ 星 間 国 家 連 合
エル メッ ツア 星 間 連合 ・ 小 マゼラン に お いて 最初 に 発展 し た 勢力 。 そ の 拡張 の 間 に 多 く の 異 文明 と の 接触 、 吸 収 を 繰り 返し 、 現 在 は 小 マゼラン 最大 勢力 と な っ て いる 。 租 隊 の 数 は
多い が 勢力 圏 の 広 さ に 見 合っ た も の で は 無く 、
中 央 政府 及び 主要 惑星 以外 は 地方 軍閥 に 任せ きり と いう お ざ な りな 防備 し か し て いな い 。
その 為 小 規模 な 内 乱 の 頻発 や 海賊 の 跳 梁 に よ り 、 中 心 部 以外 の 治安 は 悪い 。 経 済 的 に も 主 要 或 星 の み が 優遇 され 、 辺 境 惑 星 は 貧困 に 喘 ぐ と いっ た 構図 が 出来 上 が っ て お り 、 さ ら に 王 要 惑 星 へ の 労働 力 の 流入 策 を 積極 的 に 推し 進め た 為 、 辺 境 の 若い 労働 力 不足 、 過 疎 化 と
いっ た 構図 的 問題 が 永く 未 解 決 の まま で ある 。
固 オ ー ダ ー ズ
ロン ディ バル ト 銀 河 連邦 議会 の 褒 問 機関 。 議 長 を デクレ マン ・ ユ ー キ ス が 務め る 。 主要 産
業 の トッ プク ラス に よっ て 構成 され て いる が 、
現在 は 軍需 産業 系 統 の 人 間 が 完全 に 牛耳っ て お り 、 銀 河 連邦 軍 、 及 び 連 邦 議会 に も 大 き な 影響 力 を 持っ て いる 。
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固 オ ズ ロ ッ ソ 財団
か つて エン デミ オン 大 公 の 底 護 の 下 で 、 新 時 代 の 造船 企業 と し て 設立 され た 軍 夫 ・ 人 造船 企 業 。 大 マゼラン 銀河 の 経済 界 を 取り し きる 重 鎖 ザ バス ・ ザ ン ブ ル グ が 会 長 を 務め る 。 近年 は 独自 の 巨大 企業 惑星 を 本 拠 地 と し て 活動 し 、 ロン ディ バル ト 中 央 政府 へ の 技術 供与 を 開始 し 、 そ の 強国 化 の 一 翼 を 担っ た .
【 か 行 】
画 カ ル バ ラ イヤ 星団 連合
か つて は エル メッ ツァ の 辺境 地 で あり 、 一 揚 千金 を 狙う 労働 者 達 が 埋蔵 され て いる 資源 を 求め や っ て きた 宙 域 。 や が て その 星 か ら 周 辺 宙 域 へ と 居住 圏 が 拡大 し 、 独 立 の 気運 が 盛り 上 が っ た 結果 、 エ ル メ ッ ツ ァ 中 央 政府 に よっ て 独立 が 認め られ た 。
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国 監 獄 惑 星 サ クロ ウ
監視 シス テム と 自動 攻撃 シス テム が 自律 し て 永久 可動 する 防御 シス テム 「 オ ー ル ト ・ イ ンタ ー セプト ・ シ ステ ム 」 に より 、 外 界 と は ほぼ 完 全 に 隔絶 され て いる 小 マ ゼラ ン の 監獄 惑星 。 カル バラ イヤ で 活動 する グ ァ ッ シュ 海賊 団 の 頭目 な ど 、 多 数 の 札 付き が 収容 され て いる 。
男 監 獄 歌 星 ラ ー ラ ウス
人 で @、 ジジ デミ オジ の 管轄 下 に ある 。 当局 に より 志 捕 され た 札 付き ども が 多数 収容 され て お り 、 囚 人 達 は 「 ジ ゼ ル マ イ ト 」 と いう 鉱物 の 発掘 作業 に 従事 させ られ て いる 。
一 観測 者
オー バー ロー ド に よっ て 不 確 定 の 宇宙 を 「 観 測 」 し 、 確 定 さ せる 為 の 力 を 遺伝 子 レベ ル で 埋め 込ま れ た 人 類 。 彼 ら は 自身 の 役割 に 対し
て 自覚 症状 が 無く 、 他 の 人 間 と 変わ っ た 点 も 見 られ な い 。 た だ 唯一 違う 点 を 上 げ る と すれ ば 、 そ れ は 彼ら 自身 の 強い 内 的 欲求 衝動 と し て 現れ る 、 宇 宙 に 飛び 出し 様々 な 事象 を 見 て
回 り た いと いう 意思 で ある 。
【 観 測 者 】 自覚 な し に 、 謎 の 遺物 で ある エビ タフ の 力 を 開放 し た ユー リ 。 彼 も また 、 オ ー バー ロー ド に よっ て 選別 され た 招
と り だ っ た 。
固 ギ ルド
宇宙 航海 に 役立つ 技能 を 持つ 人 物 が 、 雇 い 主 を 求め る た め に 利用 する 拠点 エル メッ ツァ の 惑星 ラッ ツィ オ や ネー ジリ ンス の 惑星 ヘル メス な ど 、 さ ま ざ ま な 惑星 に 存在 する 。
圏 グ ァ ッ シュ 海賊 団
上 位 ラ ンカ ー と し て 名 高い 女 海賊 サマ ラ の 好 敵 手 ・ グ ァ ッ シュ が 率い る 海賊 団 。 グ アァ ッシュ
が 監獄 惑星 ザク ロウ に 投獄 され た 後に は 、 む し ろ そ の 勢力 を 増し て カル バラ イヤ 星団 連合 の 宙 域 で 無法 の 限り を 尽く し た 。
画 空 間 通 商 管理 局
あら ゆる 政府 、 星 間 国 家 か ら 独 立 し て AI に よっ て 運営 され る 存在 で あり 、 宇 宙 の 航路 、 ワー プ ゲ ー ト を 管理 する 。 宇宙 に 住む 人 類 の 死生 を 握る 施設 で ある こと か ら 、 人 禁忌 不可 侵 の 存在 と され て いる 。 宇宙 港 の 中 枢 部 で ある 艦船 の 管理 施設 、 メ ン テ ナ ンス 施設 は 通商 管
理 局 に よる 統一 規格 が 使用 され て お り 、 艦 艇 、
モジ ュー ル 設 計 社 は その 規格 に 合わ せる よう に 設計 開発 を 行っ て いる 。( 全 銀河 共通 で モ
ジュ ー ル 、 兵 装 が 組み 込め る の は その 人 為 )
國 グ ラヴ ィ テ ィ ・ ウ ェ ル
重力 井戸 。 宇 宙 船 内 に 重力 を 創り 出す 装置 だ が 、 そ の 仕組 み は ブ ラッ クボ ックス 化 さ れ 、 完全 に は 解明 され て いな い 。 人類 は その 技術 の も た ら す 結果 を 受け 入れ る の み で ある 。 エ クシ ー ド 航法 と 共に この 技術 の 発見 が 長期 宇 宙 航 海 の 確立 に 寄与 し た 2 大 技術 と 言わ れ て
いる 。
男 航 宙 法
大 マゼラン 歴 1940 年 、 ボ イド ゲー ト 周 辺 笛 域 の 所 有 を 巡り 紛争 が 多発 する と いう 事態 を 受け て 制定 され た 、 マ ゼラ ン 銀 河 全体 に 広 ま る 法令 。 ボ イド ゲー ト が 全て の 人 類 生活 圏 の 物流 の 要 で あり 、 か つ 死 生 を 握る 重要 な 建造 物 で ある こと か ら 、 こ の 法令 で ゲー ト 周 辺 笛 域 を 「 公 宙 」 と し て 定め た 。
【 さ 行 】
弄 SAVOS (サー ヴォ ス )
シナ プス 制御 用 ナノ マシ ン 。 大 マゼラン 、 ジ ー マ ・ エ ミュ の 技術 に 由来 する 物 で 、 元 々 は 戦 場 に お ける 感情 の 乱れ を コン トロ ー ル する 人為 に 開発 され た と 言わ れ て いる 。
眉 事象 揺 動 宙 域
RE 「 の き 0 績 と 呼ば れ て いる 、 そ
= 位相 空間 の 測定 が 完全 に 不可 能 な 状態 と な っ て いる 。 子 宇宙 (チャ イル ド ユニ バー ス ) の 形成 過程 で な ん ら か の 理由 に より 、 複 数 の 子 宇宙 が 重なり 合っ て し まっ て 形成 され た 空間 と 考え られ て お り 、 奇 形 的 ワー ム ホ ー ル の 一 種 と も いわ れる が 正体 は 不 明 。 こ の 空間 に 迷い 込ん だ 者 は 、 そ の 存在 確 率 が 限り な く ゼ ロ に 近づき な が ら 拡 散 す る 。
で 漂っ て お り 、
男 始 祖 移民 船
太古 に 始祖 達 が 、 母 星 より 宇宙 へ と 散ら ば る 際 に 使用 され た と され る 巨大 移民 船 。 代 型 の 超 長 距離 航行 船 だ っ た と 今 で は その 存在 (
世代 交 言わ れる が 、 は 伝承 の 彼方 で ある 。
宇宙 開拓 法 に 定め られ た 惑星 発見 者 に よる 自 治 領 宙 。 宇 宙 開 拓 法 第 1 1 条 に より 、 そ の 防 衛 に は 領主 が 全て の 貢 を 負う 。 た だ し 海賊 等 は と も か く 国 家 レ ベル の 侵略 に は 対処 で き な い 為 、 多 く の 自 治 領主 は 近隣 国家 と 協定 を 結 び 上 納金 を 納め る 形 で 領 宙 の 保全 を 図っ て い る 。 カ シュ ケン ト が 自治 領 で ちあ りな が ら ネ ー ジリ ンス 所 属 な の は その た めで ある 。
因 ス カー バレ ル 海 賊 団
老 練 な 海賊 アル ゴン ・ ナ ラバ タス カ が 率い る 海賊 団 。 エ ル メ ッ ツ アァ 星 間 国 家 連 合 の 宙 域 に 出現 し 一 部 の 軍人 を 抱き こん で いた 同 海賊 団 は 、 そ の 策謀 に より エル メッ ツァ 軍 を 悩ま せ た 。
馬 NNN | ノン
無限 航路 雪
【 か 行 一 た 行 】
固 ゼ ー ペ ンス ト 自 治 領
2 世 領 主 の バハ シュ ー ル に 統治 され て いる 自 治 領 。 惑 星 せ ゼー ペン スト を 発見 し 自治 令 と し た 初代 領主 は 人 格 者 で あっ た と され 、 そ の 配 トド に は ウル ゴ 将 軍 の よう な 優秀 な 人 材 も いた し か し 、 近 年 に いた っ て は バハ シュ ー ル が 親 の 遺産 を くい つぶ し 、 海 賊 の 人 身 売 買 に 手 を 貸し て いる と も 言わ れ て いる 。
較 セ オス ベル ト ユ ニオ ン
大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 領 笛 内 の フ リー の 船乗り 達 が 集う ギル ド 的 存在 。 実 際 に は ゼ オ ス ベル ト と 呼ば れる 小惑星 の 密集 宙 域 に 集中 する ギル ド を 、 ま と め て 便宜 上 この よ うに 呼称 し て いる だ け で あっ て 、 こ の よう な 組織 が 存在 する 訳 で は な い 。 連邦 内 に 所 属す る 組織 と は いえ 、 独 立 意識 は 高く 、 依 頼 が あ れ ば どん な フ な 連中 の 集 まり で ある
ょ こと で も 引受 ける タ
較 セ グ ェ ン ・ グ ラス チ
惑星 シェ ルネ ー ジ に 本 社 を 置く ネー ジリ ンス 最大 の 造船 企業 。 政財界 の 重鎮 で ある セグ ェ ン ・ ラ ン バ ー ス が 会 長 を 務め る 。 カ ル バ ラ イ ヤ と の 決戦 時 に は 、 国 内 で 開発 され た 唯一 の 戦艦 「 オ ル ジ アー ル 級 」 を 戦線 に 供給 し た
な お 、 ヤ ッ ハ バッ ハ 帝 国 に よる 小 マ ゼラ ン 征 服 後 は ヤッ ハバ ッ ハ の 総督 府 に 食い 込み 、 全 面 的 な 支援 を 受け て いる 。
國 0G ド ッ グ
宇宙 航海 者 の 俗称 。「 航 宙 法 」 と は 別に 独特 の 「 ア ン リ トゥ ン ル ー ル 」 を 持ち 、 そ れ を 破 る 者 は 嘩 棄 す べき 存在 と し て 軽 蔵 の 対象 と な る 。 ア ン リ トゥ ン ル ー ル の 最も 有名 な 物 は 、 戦い は 宇宙 で 決着 を つけ 、 地 上 の 民間 人 を 巻 き 込 まな いと いう も の で 、 こ の 思想 は 戦争 に お いて すら 援用 され る 。 宇宙 航海 時 代 と な っ て 、 航 路 を 押さ えれ ば 実質 的 に その 星 の 死 命 を 制す る こと が 出来 る 現実 も あり 、 地 上 へ の 軍事 攻撃 は 不 必要 で 残虐 な 行為 と し て 非難 の 対象 と な る .
【 た 行 】
國 ダ ー ク マタ ー
宇宙 に ある 星 間 物質 の うち 自力 で 光っ て いな い 、 あ る い は 光 を 反射 し な い 仮説 的 物質 。 光 や X 線 、 赤 外線 な ど 電 磁 波 で の 観測 手法 で は 検出 不可 能 と 考え られ る 物質 で ある こと か ら 、" 暗 黒 物質 (ダー 宇宙 を 構成 する 要素 と し て は 、 、 中 性 子 な ど 既 に 観測 され て い Pr
ご くわ ず か で あり 、 そ の 5~6 倍 程度 を この ダー クマ ター が 占め て いる と 考え られ て いる 0G ド ッ グ 達 の 間 で は 、 宇 宙 で 散っ た 命 は ダー クマ ター と し て 漂い 、 転 生 の 時 を 待つ と 信じ
られ て いる 。
画 第 一 次 海峡 戦争
大 マゼラン 歴 1970 年 に 勃発 し た 戦争 。 ア ッ ドゥ ー ラ 教 国 の 発し た 大 マゼラン 負 域 の 航 宙 禁止 令 に 対し エン デミ オン 大 公国 が 反旗 を 翻 し 、 そ れ に ロン ディ バル ト 、 ア イル ラー ゼン 各自 治 区 が 同調 し 大 マゼラン で 初 と な る 大 規 模 な 戦争 へ と 発展 し た 。 戦 争 は 2000 年 に よ う や く 終 結 。 ア ッ ド ウー ラ 教 国 は 多く の 支配
クマ ター) “と 呼ば れる 。
宙 域 を 失い 、 大 マゼラン の 調 権 を 失っ た 。
弄 第 二 次 海 峡 戦争
マゼラン 歴 2300 年 に 勃発 し た 戦争 。 ネ ー ジ リッ ド 笛 域 の 世 権 を 巡っ て エン デミ オン 大 公 国 と アイ ル ラ ー ゼ ン 王 国 と の 対立 が 激化 し 、 大 規模 な 戦争 へ と 発展 し た 。2350 年 、 ロ ン ディ バル ト 連 邦 国 の 参戦 に に っ て アイ ル ラ ー ゼン が 敗北 し 、 戦 争 は 終結 。 こ の 戦争 に より アイ ル ラ ー ゼ ン 王 国 は アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 と 改称 され 、 王 権 の 剥 稚 と 共に 国体 は 共和 制 へ と 移行 させ られ た が 、 完 全 な る 象徴 と し て 王族 が 残る こと は 許さ れ た 。 こ れ は 第 一 次 海
峡 戦争 より 続く アイ ル ラ ー ゼ ン 二 族 の 保全 を 、
時 の エン デミ オン 大 公 が 口 添え し た 為 と 言わ れ て いる 。
農大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦
正式 名 称 は 「 ロ ン デ ィ バ ルト 及び 自由 通商 同 一 」 で あり 、「 大 マゼラン ・ ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 」 は 一 般 的 呼称 で ある 。 ロ ン デ ィ バ ルト 連邦 国 を 中 心 と し た 連邦 国家 で あり 、 内 部 に 多数 の 星 間 国 家 を 抱え る 大 マゼラン 最大 の 勢 力 。 ア ッ ド ゥ ー ラ 教 国 か ら の 独立 戦争 で あ 「 第 一 次 海峡 戦争 」 に お いて 結成 され た FCA (自由 通商 同盟 ) を 母体 と し 、「 第 争 」 に よっ て ロン ディ バル ト を 中 心 と し た 広 域 な 連邦 国家 と し て 成立 し た 。
- 次 海峡 戦
較 T.A.C. マ ニュ ー バ ・ ス ラス ト
アド バン スト ・ コ ン バ ッ ト ・ スラ スト の 略 。 租 隊 交戦 時 の 回 避 機 動 に 使用 され る 。 機 粗 な 動き を 実現 する た め 、 キ ッ ク 力 の 強い 小型 核 パ ルス モー ター を 併せ て 使用 する 場合 が 多い
タク ティ カル ・ マ
ニュ ー バ ・
固 タ ン ホ イザ に 叩き 込め
も と も と 口 の 悪い OCG ドッ グ 達 の スラ ング で も 、 最 も 下品 な も の 。 面 と 向かっ て 相手 に こ の 言葉 を 吐い た 場合 、 即 、 命 の や り と り と な っ て も お か し く な く 、 ユ ー リ は 女性 で ある トス カ が この 言葉 を 口 に する の を 内 心 止 め さ せ た か っ た らし い 。 宇宙 航海 を 続け る 0G ド ッ グ に と っ て の 「 タ ン ホ イザ 」 と は 跳躍 航法 に 使 う 時 空 の 歪み や 、 通 常 空間 と 高 次 空間 の 鯖 陸 を 指す 「 タ ン ホ イザ ー・ ス ペー ス 」 を 意味 す る 言葉 と 思わ れる が 、 そ の 詳細 は 不明 で ある
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画 追 跡 者
観測 者 の そば に いて 、 彼 ら の 行動 を トレ ー ス する ポイ ンタ 。「 観 測 者 」 と 同様 に 、 こ の 役 割 を 持た され た 人 物 も 、 自 身 の 役割 に 対し て 無自覚 的 で あり 、 自 発 的 意思 で 観測 者 に 寄り 添っ て いる と 思い 込ま され て いる 。
固 電磁 レー ルキ ャ ノン
大 型 の 質量 弾 を 電磁 誘導 に より 加速 、 射 出す る 対 艦 兵 装 。 レーザー 兵器 に 比べ る と 着弾 ま で の タイ ムラ グ が 大 きい た め 命 中 率 は 低い が 、 APF シ ー ル ド に より 対 レ ー ザ ー 防 御 の 発達 し た この 世界 で は 、 そ の 打撃 力 の 高 さ か ら 一 定 の 需要 が ある 。
圏 伝染 病 エ ン バ ラ ス
ユー リ 達 の 時 代 を 遡る こと お よそ 100 年 前 に 、
小 マ ゼラ ン に お いて 流行 し た ウイ ルス 性 の 伝 染 病 。 元 は 辺境 或 星 の み に 存 在 する 風土 病 で あっ た が 、 航 路 の 確立 に より 航海 者 を 通じ て 爆発 的 に 流行 し た 。 感 染 し た 患者 は 宇宙 放射 能 に 対す る 抵抗 力 が 極端 に 弱まる 為 、 航 海 者 は も ちろ ん 、 オ ゾン 層 の よう な 放射 線 吸収 層 の 弱い 惑星 に お いて も 多数 の 死者 を 出し た 。 大 マゼラン と の 協力 に より 、 現 在 は 治療 法 が 確立 され て いる 。
画 特 務 機関 ENR
特務 機関 ERNR ( Espionage Network of Rondibul)) は ロン ディ バル ト 連 邦 大 統領 直轄
の 謙 報 組織 で あり 、 必 要 に 応じ て 大 統領 の 命 を 受け 連邦 各地 に お いて 謙 報 任務 に あたる 。 議会 の 承認 無し で は 常備 軍 の 動員 が 出来 な い 大 統領 に と っ て 、 唯 一 の 直接 戦力 で も ある が その 戦力 は 小国 規模 に も 満た な を い レ ベル で ある 。
固 ト リ ニ オ ン 機 関
星 間 議 会 の シン クタ ンク 。 代 表 を ノー レッ ジ ・ ワイ マー が 務め る 。 各 星系 の 有識者 に よっ て 構成 され て お り 、 星 間 議 会 に 強い 影響 力 を 持 つ 。 オ ー ダ ー ズ も トリ ニオ ン 機 関 も 軍事 力 を 持つ が 、 こ れ は 両 議会 に は 軍事 を 持ち 込ま ず と いう 建前 に よる も の で あり 、 実質 的 な 両者 の 軍事 的 後ろ ら 計 と な っ て いる
【 ト リ ニ オ ン 機 関 】 代表 の ノ 期 ヤ
固 ド ロー ン ヒ ッ グ ス 粒 子
ボイド ゲー ト 近 辺 に お いて 観測 され る 11 番
目 の ヒ ッ グ ス 粒 子 。 ボ イド ゲー ト の 稼動 に よっ て 一 瞬 観 測 さ れる も の の 、 す ぐに シン メ トリ ー を 失う と 低 次 の 対象 性 へ と 移行 する こ と な く 消 滅 し て し まう こと か ら 、 そ の 特性 は 未だ 多く の 謎 に 包ま れ て いる 。
【 は 行 】
固 バ ダッ ク 商 会
アイ ル ラ ー ゼ ン 共 和 国 の 民間 軍事 会 社 。 ギ ャ ン ・ ボ ルド バ ・ バ ダッ ク か 会 長 を 務め る 。 惑 星 ノ イル に ある バダ ッ ク PMC に は フリ ー ラ ンス の 登録 スタ ッ フ が 雇 え る 「 ス タッ フ ア サ イン ルー ム 」 が ある ほか 、 ク ルー の 砲術 能力 や 管制 能力 を 強化 する 「 ト レー ニン グル ー ム 」 が 完備 され て いる 。
固 パ バン モロ
偶 踏 目 ウシ 科 の 動物 と 思しき 、 大 型 の 家畜 種 。 始祖 移民 船 に よる 航海 時 代 に 品種 改良 され て お り 、 他 の 動物 と 比較 し て 疫病 等 に 強く 、 あ まり 環境 に 左右 され ず 飼 育 ・ 緊 殖 が 可能 と
【 特 務 機 関 ENR】 惑星 メ リル ガル ド の ENHR 本 部 。 大 マゼラン の 諸 勢 力 が よ う や く 集 結 し た 際 は 、 こ こ が 対 ヤッ ハバ ッ ハ 対策 の 本 部 と な っ た 。
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【 た 行 一 や 行 】
な っ て いる 。 農 耕 の 補助 役 、 あ る い は 肉牛 や 乳牛 と し て 飼養 され て お り 、 多 く の 星 で 貴重 な 動物 性 重 白 源 と な っ て いる 。
圏 フェ ノ メ ナ ・ ロ グ
航海 記録 装置 。 た だ し 通常 の 航海 記録 装置 は 艦艇 に 付随 する も の だ が 、 こ ちら は 艦長 と な っ た 0G ド ッ グ 個人 に 付随 する デー タ を 記 録 す る 。 こ こ に は 所 有 艦 の ナシ ョ ナリ ティ コー ド 、 性 能 諸 元 を は じ め と し て 、 た どっ て きた 航路 、 交 戦記 録 等 が 全て 自動 記録 され る 。 艦艇 の 乗員 募集 の 際 に は この デー タ が 公開 さ れる こと が 一般 的 で 、0G ド ッ グ 達 は に この デー タ を も と に 、 命 を 預け る 艦長 を 選ぶ の で ある 。
較 フ ェ ル メド シン ホル モン
低 重 力 障害 に 対す る ホル モン 。 腎臓 で 生成 さ れる ビタ ミン D に 替わる ホル モン 。 ビタミン D 同 様 に 、 骨 組織 の 代謝 を 促進 し て いる 。 コ レス テロ ー ル か ら 体 内 で ホル モン に 変化 。 ビ タ ミ ン D と は 違い 、 低 重力 に あっ て も 、 カ ル シウム を 効率 よく 骨 に 代謝 する 働き を 持つ 。 この た め 、 宇 宙 空 間にあっ て も 、 骨 軟化 ・ 骨 粗しょう 症 な どの 疾患 が 発生 し な い 。
較 ボ イド ゲー ト
ボイド ゲー ト に は 通常 の ボイド ゲー ト と 、 「 デ ッ ド ゲー ト 」 と 呼ば れる 機能 停止 し た 状 態 の 2 種類 が 存在 する 。 デ ッ ド ゲー ト は 古い 遺跡 的 な 扱い を され て お り 、 空 間 通 商 管理 局 に よる チャ ー ト に も 記述 され て いな い 。 な お 、 大 規模 殖民 時 代 未 期 に は 何ら か の 手段 に よっ て 機能 を 再開 し た デッド ゲー ト も 確認 され 、 一 部 の 艦船 が 「 ア ン シ エ ント ゲー ト 」 と 呼ば れ た この ゲー ト を 使用 し た と いう 。
【 ボ イド ゲー ト 】 ポ ボイド ゲー ト 間 を 明 時 に 行き 来 する
「 ゲ ー ト ジャ ンプ 」 の 発見 に より 、 活 動 宙 域 は 飛躍 的 に 拡大 。 大 航海 時 代 が 始ま っ た 。
リ イ タ ワー】 惑 星 ニ ー デ ラン ト に
【 マ シン フ
そびえ た つ マ シン ナリ イタ ワー。 そ の 最上 階 の 女王 の 部 屋 に は 、 女 王 フ ー - リー が 座 し て いる 。
【 ま 行 】
較 マ シン ナリ イタ ワー
ジー マ 人 は イン プラ ント コー ダー と 呼ば れる 通信 端末 を 右側 頭 部 に 埋め 込ん で お り 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 言語 を 介さ ず 直 接 脳 か ら 行う 。 そ の シス テム を 掌 り 、 全 て の 情 報 の 集約 と 発信 を 行っ て いる の が マシ ン ナ リィ タワ ー で ある 。
較 メ ー ザ ー ブ ラ スタ ー
マイ クロ 波 を 用 いた 銃器 。 水 分 子 の 動き を 活 発 化 さ せる 。 照射 され た 箇所 は 水分 子 の 加熱 に より 、 部 分 的 に 焼き 切れ て し まう 。 そ の 人 性 質 か ら 艦 の 内 壁 を 傷つけ る 恐れ が 少な い 為 、 0G ド ッ グ 達 に 好 ん で 利用 され て いる 。
圏 メデ ィ ッ ク
惑星 ネロ に 拠点 を 持つ 、 エ ル メ ッ ツ ァ の 医療 ボラ ンティア 団体 。 所 属 艦船 が エル メッ ツァ 領 宙 内 の 各所 を 回 遊 し 、 医 療 活動 を 行なっ て いる 。
固 メ テオ スト ー ム
ゴ ッ ゾ ー フ ァ ズ ・ マ ティ 間 に 発 生 する 宇宙 海 流 。 小 惑星 帯 が 2 つの 惑星 の 引力 に よっ て 潮
の 満ち 引き の よう に 流動 し て お り 、 航 行 する 艦隊 に 甚大 な 損傷 を 与え る 。 質 量 物 の 衝突 か ら 艦 体 を 守る 「 デ フレ クタ ー ユ ニッ ト 」 が 有 効 と され る 。
較 モ ス ボ ー ル 処置
軍艦 等 を 再 利用 する こと を 考慮 し 、 極 力 劣 化 する こと を 防ぐ た め 開 口 部 な ど を 防水 、 密 閉 加工 し 保存 する こと 。 イ ン フ ラ ト ン ・ イ ン ヴ ァ イタ ー に 対す る 減圧 、 封 鎖 処理 も 併せ て 行わ れる 。
固 モ リガ ン ・ コ リエ ステ 社
ネー ジリ ッ ド の 造船 会 社 。 モ リガ ン ・ コ リエ ステ は 初代 会 長 の 名 で あり 、 以 後 こ の 社 の 代 表 は 全て その 名 を 名 乗る こと に な っ て いる 。 本 拠 地 は ネー ジリ ッ ド だ が 小 マ ゼラ ン へ の 輸 出 も 視野 に 入れ て お り 、 兄 弟 国 で ある ネー ジ リン ス で 要 人 の 集う パー ティ ー に 出席 し 、 売 り 込 み を 行っ て いた 。
の 侵攻 後 は
は 、 り 通商 商会
画 備 兵 集団 トラ ンプ 隊
お も に 小 マ ゼラ ン で 活動 し て いた 備 兵 集団 。 ギル ド に 所 属す る 備 兵 で 組織 され た 戦闘 集団 だ が 、 そ の 構成 メン バー、 主 要 な 活動 な どの
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【 や 行こ ら 行 】
詳細 は 不明 で ある 。 リ ー ダ ー の ププ ロ ネ ン と サブ リー ダー の ガザ ン は 、" ア ド ホ ッ ク プ リ ズ ナ ー" ユ ー リ の 少年 期 か ら 行 動 を 共に し て いた と も 言わ れ て いる 。
較 ラ ン キ ング
名 声 値 に よる 0G ド ッ グ の ラン キン グ 。 集計 は 空間 通商 管理 局 に よる 。1000 位 まで の ラ ン キ ング は 適時 更新 され 上 位 に 位置 する も の は "ラン カー" と し て 尊 殴 と 虹 怖 の 対象 に な っ て お り 、 そ の 頂点 に は 常に 大 海賊 ヴァ ラン タ イン が 位置 し て いる 。 登 録 は 自己 申告 制 で あ り 、 広 い 宇 宙 に は ラン キン グ 非 登録 で あり な が ら ラ ンカ ー と 同等 クラ ス の 能力 を 持つ 者 も いる と 言わ れ て いる が 、 や は り そ う いう 者 は
あま り 信 用 され な い 傾 向 に ある よう だ 。 ま た 、 正規 軍人 は 海賊 な ど と 比較 され る こと を 嫌 い 、
ラン キン グ 登 録 を 避け る 傾向 が 強い が 、 稀 に アイ ル ラ ー ゼ ン 近 衛 艦隊 総司 令 ロ エン ロー グ の よう に 、 軍 人 で あり な が ら ラ ン キ ング の 上 位 に 名 を 連ね る 者 も いる 。
還 リ ジェ ネ レ ーション 処置
失っ た 和 角膜 や 四肢 の 再生 な ど 、 細 胞 組織 の 破 壊 ・ 欠 損 に 対し 高度 な 組織 再生 処理 を 行なう 先進 医療 。 治療 費 は 英 大 な も の と な る 場合 も ある 。
圏 リフ レク ショ ン シ ョ ッ ト
“ 夜 の 無慈悲 な 女王 "の 異名 を 持つ 女 海賊 サマ ラ の 愛 艦 ・ エ リエ ロン ド に 搭載 され て いる 特 殊 兵 装 。 圧力 レン ズ を 利用 し て レー ザー を 加 速 、 重 カカ レン ズ で さら に 一 点 に 収束 させ て 目 標 に 撃ち 込む 兵 装 で 、 通 常 レ ー ザ ー 砲 の 数 倍 の 威力 を 誇る
較 リ ム ・ タ ナー 天文 台
惑星 ティ ロア に ある 小 マ ゼラ ン 最 高 の 天文 ・ 研究 施設 。 既 に 地上 か ら の 天体 観測 施設 と し て の 役割 を 終え て いる た め 、 情 報 の 集積 機能 と 解析 能力 を 利用 し た 研究 の 場 と し て 活用 さ れ て いる 。 エ ピタ フ 研 究 の 権威 と し て 知ら れ る ジェ ロウ ・ ガ ン の 愛 弟子 ・ ア ル ピ ナ ・ ム ー シー が 天文 台所 長 を 務め 、 エ ピタ フ 研 究 に 全 面 協力 し て いる
固 量 子 ゼ ノン 効果
不 確 定 な 系 に 対し て 頻繁 に 観測 を 行う と 、 そ の 系 の 量子 の 状態 が 変化 で き な く 指す 。 オ ー バ ー ロ ー ド は この 効果 を 利用 し て
レ 伝
人
な る こ
観測 者 に より 宇宙 の 確定 化 、 及 びそ の 後 の 新 た な 宇宙 創成 を 行 ち うと し た も の と 思わ れる
圏 ロ エン ロー グ 卿
第 一 次 海峡 戦争 の お り に 、 ドゥ ー ラ 艦隊 に 包囲 され 危機 に 陥っ た アイ ル ラー ゼン 王 を 、 わ ず か 200 の 角 隊 で 救出 し た 英雄 。 も と も と は 海賊 で あっ た が 、 そ の 功 に より 位 に 封じ られ 、 終 戦 まで 幾多 の 戦功 を 挙げ た 。 以 後 ア イル ラー ゼン で は 最も 優秀 な 0G ド ッ グ が その 名 を 継ぐ こと に な っ て お り 、
最高 の 名 准 と な っ て いる
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調 人
河野 氏 た っ て の 希望 に より 実現 し た 宮武 氏 と 荻 尾 氏 の 対談 。『 無 限 航路 』 を 媒介 と する こと で 親子 ほど も 世代 の 異な る 2 人 の メカ デザ イナ ー に 、 互 い の デ ザイ ナー と し て の 生い立ち や 姿勢 な ど を 語っ て いた だ いた 。
圏 OP
鷲尾 氏 (以降 、 鷲 ) : 具体 的 に デザ イナ ー 同 士 で や り 取 りす る こと は 初め て で すね 。
宮武 氏 (以降 、 宮 ) : 僕 と 河 森 な ん か は いつ も 大 喧嘩 で す よ 。 本 音 の ぶつ け あ いと いう 事 で すけ れ ど ね ( 笑 )。 こ う や っ て 終わ っ た 仕事 に 対し て 「 あ れ は どう だ っ た ? 」 と いう 話 を す る の は 、 イ ンタ ビュ ー の 時 くら いで すね 。
荻 : ゲー ム を プレイ し て ヤッ ハバ ッ ハ 艦 の 一 一 、 宮 武 さ ん の デザ イン の 凄み に 圧倒 され まし た 。 勢力 や キャ ラク ター と 、 宮武 さん の 描か れ た 艦船 も 見 事 に マッ チ し て いま し た ね 。
宮 : 最初 の 企画 段階 で 、 河野 さん か ら 「 最 強 の 帝国 の 、 最 強 の 軍隊 ] と いう 帝国 の イメ ー ジ を 聞い た ん で す 。 僕 も 「 世 界 観 を 規定 する こと に な っ ちゃ いま す が 、 い いで すか ? 」 と う か が っ て 、 そ れ か ら デ ザイ ン が 始ま り ま し た 。 ヤ ッ ハ バッ ハ の 船 と いう の は 、 あ る 意味 最大 メジ ャ ー の 軍艦 で すか ら 、 個 性 を 極端 に 強く 出す 必要 は な か っ た で すね 。 威圧 感 が あっ て 、 偉 そ うに 見 えれ ば それ で いい と 言う 。 た だ 、 ひ と 世代 前 の 艦 と か 、 か な り 古 い 艦 が 生き 残っ て いる と いう 艦 の 世代 の よう な 事 は 意識 し まし た ね 。
鷲 : 僕 も お 話 を いた だ いた 時 、 戦 艦 の 設定 は 凝っ た 文章 を い た だ きま し た ね 。 河野 さん は 依頼 の 段階 で 、 誰 に どの 勢力 を 頼む と 個性 が 活き る か と いう 事 を 考え て 発注 かさ っ て いた ん じゃ な いか な と 思い ます 。
宮 : 最初 に お 話 を し た 時 に 、「 あ あ 、 す る どい 方 だ な 」 と 思 いま し た よ 。
荻 : あと は 、 な か な か 妥協 を 許さ な い 方 で し た ね 。
宮 : そう で し た ね 。 駄目 な も の は 駄目 と 言っ て くれ る の で 、 逆 に と て も 助かり まし た 。 実際 の 作業 自体 は 、 最 初 に ラフ 稿 を 出し て か ら 七 ヶ月 くら いで し ょ うか 。 僕 の 場合 、 イ メー ジ さえ 出来 て し まえ ば 、 あ と の 描く 作業 は 事実 上 「 た だ の 実 作 業 ] に な る ん で す 。 そ れ は 、 僕 自身 の 中 で の 作業 に は 入ら な いん で すけ れ ど ね 。
荻 : 僕 は 最初 に 、 宮 武 さ ん と 大 久保 さん が 描か れ た も の を い
P 避 ⑥) ト | L E @ 宮 武 一 中
1949 年 神奈 川 県 生ま れ の メカ ニッ ク デ ザイ ナー、 イ ラス トレ ー タ ー、 コ ン セプト デザ イナ ー。 ス タ ジ オ ぬえ 所 属 。 小 説 『 字 宙 の 戦士 (ハヤ カワ 文庫 版 ) の パワ ー ド スー ツ 、『 超 時 空 世 紀 オ ー ガ ス 』 の オー ガス 、『 悪 戦士 ダン バイ ン ョ 』 の ダン バイ ン な ど 、SF 関 連 の イラ スト や アニ メ の メカ ニッ ク デ ザイ ン を 多 数 手がけ 、 日 本 の SF 作品 に 多大 な 頁 献 と 影響 を 与え 続け る 。
候 菅 尼 直 広
1972 年 新 当 県 生ま れ の メカ ニッ ク デ ザイ ナー、 イ ラス トレ ー タ ー。『 宇 宙 の ステ ル ヴ ィ ア 』 の メカ デザ イン に て デビ ュー し た 後 、『 音 容 の ファ フナ ー』 『 機 動 戦 十 ガ ンダ ム 00』『 異 世界 の 聖 機 師 物 語 』 と いっ た アニ メ 作品 の メカ デザ イン を 担当 。 ま た 、 ハ ヤ カ ワ 文庫 の 『 量 子 真空 』『 銀 河 を 食 軍団 公明 資 』 シ リー ズ の イラ スト を 手がけ る な ど 、SF を メイ ン に 幅広 く 活躍 する 。
くつ か 見 せ て いた だ いて 。 そ れ か ら ス ター ト で し た ね 。
宮 : 他 の 方 の デザ イン を 見 せ て も ら っ て いな か っ た の で 、 僕 は 大 久保 さん と 平行 し て や っ て いた の だ と 思い ます が 一 一 、 見 せら れ て 迷惑 だ っ た で し ょ う ね ( 笑 )。
荻 : いえ 、 と ん で も な い ! 河野 さん も 、 宮 武 さ ん の デザ イ ン に つい て 嬉し そう に 話し て くれ て いま し た よ 。
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宮 : 船 っ て 、 確 か に 描き や すい 向き が ある ん で す よ ね 。
荻 : CG に 起こ し て も ら う の に 、 最 低 限 どれ を 描け ば 分 か っ て も ら え る か と いう 部 分 で すね 。
宮 : そう 、 伝 わり や すい バー ス が ある ん で す よ ね 。
鷲 : CG も 、 こ の ぐら い の ボ リ ゴ ン 数 で 上 手 く 省 略し て 作っ て くれ て いる な と 思い まし た 。
宮 : 僕ら の 描い た 2 バー スーー、 も っ と 多く 描い て いる も の も あり ます けれ ど 、 そ こ か ら 良 く あ の CG を 生み 出し て くれ る な と 思い ます 。 安 心して 任せ られ ます ね 。
鷲 : ち な み に 、 CG デ ー タ を ご 覧 に な つっ た こと は あり ます か ? 宮 : ゲー ム は ほとん ど や ら な い の で 、DVD で 送っ て も ら っ た も の を 見 まし た 。
鷲 : 確認 し に くい 部 分 も ある か も し れ ま せん が ( 荻 尾 氏 、 DS を 取り 出す )。
宮 : 一 一 ああ 、 す ご いな 。 色 々 と 面白 いで すね 。 こ れ は 横 須賀 に 生ま れ 住 ん で いる も の の 実感 で す が 、 軍 艦 っ て いろ ん な 時 代 と 国 の 軍艦 が いる ん で す よ ね 。 ア メリ カ の 軍艦 が いれ ば 、 日 本 の 軍艦 も いる 。 場 合 に よっ つて は ロシア の 軍艦 も 入港 し て きた りす る 。 そ うい う 光 景 を 見 て いる の で 、 こ れ だ け 色 々 な 種類 が いて くれ る と 、 こ れ は 和光 沢 だ し 、 実際 リア ル だ な と 思い ます 。
荻 : ゲー ム を や っ て みる と 、 よ く こ れ だ け あ る な っ て いう く らい 艦船 の 種類 が あり ます よ 。 本 当 に 贅沢 な ゲー ム で す よ ね 。 1 周 プ レイ する の に 70 時 間 ほ どか か り ま し た 。 さ ら に 、 自 分 が デザ イン し た も の は 2 周 や ら な いと 使え な いも の が 多く て 、 な か な か 揃え られ な か っ た ん で す が ( 笑 )。
宮 : 今 の ゲー ム は 2 周 目 、3 周 目 の 方 に 楽し み を 取っ て お くっ て いう 作り 方 を な さっ て いる の で 、 逆 に 言え ば すご く 楽 し い で す よ ね 。
驚 : 遊ぶ 方 に し て みれ ば 、 非 常に コス トバ フォー マン ス が 高 いで すね 。 戦艦 も 1 周 し た だ け で は 全然 集まら な い の で 、 時 間 が あれ ば も う 1 周 や り た いと 思い ます 。
宮 : も っ た いな いと いう か 、 あ る 意味 、 贅 沢 な 使い 方 で すね 。 鷲 : 宮武 さん は 、 ゲ ー ム は な さら な い の で すか ?
宮 : 身近 に ひと り ゲ ー ム に は まっ て し まっ た 大 人 が いた の で 、
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@ 河 森 一 河 森 正治 氏 1960 年 富山 県 生ま れ の アニ メー ショ ン 監 督 、 メ カ デ ザ イナ ー。 ス タ ジ オ ぬえ 所 属 。 サ テラ イト 専務 取締 役 。 大 学 在学 中 か ら メ カ デ ザ イナ ー と し て 頭角 を 現し 、20 代 初期 に 「 超 時 空 要 寒 マク ロス 」 の ~ バ ルキ リー" を デザ イン 。 可変 ロボ ポッ ト デ ザ イン の 第 一 人 者 と な る 。 現 在 も アニ メ 作 品 の 原作 、 監 督 、 演 出 、 脚 本 、 絵 コン テ 、 メ カ デザ イン まで こなす 他 に 、 SONY の アイ ボ (ERS-220) や NISSAN 「 デ ュ ア リス 」 バ ワー ドス ー ツ の デザ イン も 手がけ る な ど 、 幅 広く 活躍 する ビジ ョ ンク リエ ー タ ー。 @ 大 久保 さん 一 大 久保 淳二 氏
1974 年 東京 生ま れ の デザ イナ ー、 イ ラス トレ ー タ ー。 1999 年 より フリ ー ラ ンス デザ イナ ー プ イラ スト レー ター と し て 活動 開始 。 戦 闘 用 二 足 歩行 ロボ ポット の 操縦 を
再現 する Xbox 用 ソフ ト 「 鉄 騎 」 の メカ デザ イナ ー と し て 脚光 を 浴び る 他 に 、 メ カニ カル キャ ラク ター デザ イン の 専門 レー ベル 「 出 雲 重 槻 ] の 名 で 作品 を 発表 し た 。
@ マ クロ ス 一 超 時 空 要塞 マク ロス 1982 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 可 変 戦闘 手 バ ルキ リー、 巨 大 戦艦 の 中 の 都市 空間 、 文 化 を 持 た な い 巨 大 異 星人 「 ゼ ント ラー ディ 」、 バ イロ ッ ト と 女 性 上 官 、 ア イド ル 歌 手 と の 三角 関係 な ど 豊 富 な アイ デア を 盛り 込み 、 異 星人 と の 星 間 戦 争 と いう 壮大 な スト ー リー 描い た SF ドラ マ 。 劇 中 の 歌手 が 実際 に レコ ー ド を 出す と いう 、 メ ディ アミ ックス の 先駆 的 作品 で も ある 。
@ ヤ マト 一 宇 軍 戦 征 ヤ マト
1974 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 宇 宙 戦争 に お ける 戦闘 の 描写 、 詳 細 な SF 設定 な ど 、 放 映 当
時 の 作品 と し て は 斬新 な 試み が 取り 入れ られ た 連続 SF ドラ マ 。 放 送 は 予定 の 回 数 を 待た ず に 終了 し た が 再 放送 な ど で 再 び 注 目 を 集め 、 劇 場 映画 が 公開 。 社 会 現象 と も 言え る 大 ブー ム を 巻き 起こ し た 。
人 @ 幼 年 期 の 終わ り
ハー ド な 作風 を 持つ イギリス の SF 作家 、 ア ー サ ー・C・ クラ ー ク の 長編 小説 。 異 星人 と の 遭遇 に よっ て 新た な 道 を 歩み 始め る 人 類 の 姿 が 、 哲 学 的 に 描か れ て いる 。 な お 、 日 本 に お いて は SF 至上 の 傑作 と し て 、 ハ ヤ カ ワ 文庫 、 創 元 推理 文庫 ([ 地 球 幼年 期 の 終わ り 」)、 光 文 社 古典 新 訳文 庫 か ら そ れ ぞ れ 邦 訳 版 が 出版 され て いる 。
オー ガス 一 超 時 空 世紀 オー ガス 1983 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 あ ら ゆる 多元 世界 が 入り 乱れ た 「 相 刻 界 」 と 、 混 乱 時 空 修復
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セオ ・ ジ ・ バ ルト /P 級 正面 より
宮 : この 艦 は 、 ま ず 「 和 皇帝 の 乗る 船 で 突撃 艦 」 で ある と い うこ と まで 話 を うか が いま し た 。 帝 国 の 紋章 を その まま 形 に すれ ば いい と いう 印象 が あっ て 、 そ れ か ら 起 こし た も の で す 。 正 面 よ り の 隙間 で す が 、 お そら く こ こ か ら 出 撃 し た り リー 一 、 国 が 動い て いる よう な も の で すか ら 、 外 交 や ら 通 商 や ら も ここ か ら す る ん だ ろう と いう 感じ で と ら え て いま し た 。 隙 間 の 部 分 を 出来 る だ け 描き た いな と 思っ て 描い た の で す が 、 ま お あ 手間 が か か る こと ( 笑 )。
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4 ゼ オ ・ ジ ・ バ ルト /P 級 底面 後方 より
宮 : 制 宙 権 を 完全 に 確保 し た な か で の 「 最 強 の 軍隊 ] と い うこ と と だ か ら 、 相 手 の 惑 星 の 真 上 に その まま 侵攻 し て 、 武 力 制圧 の よう な か た ち で ピー ム 砲 を 使用 する と いっ た 意図 が あり まし た ね 。 戦 闘 に 入る 前 に 、 大 体 相手 は 降伏 し て し まう けれ ど 、 そ う で な い 場 合 は 惑星 を 破壊 する 前 提 で 攻撃 する と 。 だ か ら 、 主 力 兵 器 で ある 巨大 な ビー ム 砲 は 、 真 下 に 向かっ て 攻撃 する た め に 艦 の 真ん中 に ある わけ な ん で す 。
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染まっ て し まっ た ら こ れ は アウ ト だ な 、 と 。 そ れ で 、 染 ま ら な いよ うに 気 を つけ て いま し た 。 今 は 妻 が 僕 の 代わ り に 色々 と 見 せ て くれ ます か ら 、 そ れ で 納得 し て いま す 。 荻 : それ は あり ます ね 。 僕 も 、 妻 が 代わ り に ゲー ム を や っ て 見 せ て くれ た り も し ます 。 宮 : 昔 、 河 森 が 「 セ ビ ウ ス 」 に は まっ た の を 見 て いる の で 、 さも な いと 仕事 に な ら な いな と 。「 あ の 当時 は ひど か っ た ぞ 」 と 言う と 、「 僕 の 時 間 を 返し て くれ ! 」 っ て ( 笑 )。 以 降 、 彼 も 「 ゲ ー ム は 仕事 で する ん で あっ て 、 遊 び で し て は いけ な い 」 と いう 不 文 律 が で きた みた いで す 。 荻 : あぶ な いで す よ ね ( 笑 ) 。 宮 :「 こ こと が ボイン ト か 」 と 言う と ころ を 見 せ て も ら っ た り は し ます けれ ど 、 そ うい つた か た ち で し か 楽し みよ う が な い と 言い ます か が 。 本 当 に 楽し め る と ころ まで 辿り 着 こ う と 思っ た ら 、 そ れ だ け で 時 間 を くっ つて し まい ます か ら ね 。
そう いっ た 事 は 河野 さん に も お 話し まし た が 、「 僕 も ゲー ム は 楽し みた いで すけ ども 、 や る と お 仕事 の 方 に 差し 支え る の で 」 と いう こと で 、 ゲ ー ム の クラ イア ント の 方 々 に は 予め 全部 お 話し て ある ん で す よ 。 荻 : [無限 航路 】 は 、 純 粋 に 楽し も うと 思っ た ら 100 時 間 以 上 は か か る で し ょ うし ね 。
宮 : 「 息 抜き で ちょ っ と や っ て いる ん だ 」 と 言っ て も 、「 い や 、 それ は 息抜き じゃ な い だ ろ ? 」 と 言わ れ た ら 返 す 言葉 が な い で す よ ね ( 笑 )。
画 GAMEPART 02
荻 : 無限 航路 |】 の 中 で 、 僕 が 担当 し た 艦 が 脆い の は し ょ う が な いか な と 思い まし た ね 。 デ ザイ ン 的 に も ( 笑 )。 そ し て 、 や っ ぱり 宮武 さん の デザ イン は 「 頑 丈 ] な ん で す よ 。
宮 : 頑丈 で な か っ た ら 話 に な ら な い だ ろ う 、 と いう か た ち に 自然 と な り ま すね 。 あ る 意味 、 自 分 に 柳 を は め て いる 部 分 で も ある ん で す が 、 デ ザイ ン 上 、 意 図 的 に 先 が 失 る の は 止め て いる ん で す 。 鼻 先 が 丸く て て ゴツ い の が 多い の で 、 奈 計 に 頑丈 な 印象 が 強い と 思い ます ね 。
鷲 : 「 マ クロ ス 」 の セント ラー ディ の 戦艦 も 、 ど ちら か と い うと 失っ て いる も の が 少な か っ た で すね 。 カ ムジ ン 艦 は 失っ て いる 感じ で し た が 。
宮 : あの 艦 は 艦 首 部 分 が 再 突入 艦 な の で 、 空 力 的 な 要求 と い うこ と だ け で あの か た ちな ん で す よ ね 。 た だ 、 軍 艦 と いう も の は 、 空 力 的 な 部 分 を 排除 し な いと シル エッ ト と し て 軍艦 ら し く 見 えて こない と 言う か 、 先 を 丸く する と いう こと で 重く
の 鍵 と な る 「 特 異 点 ]」 の 争奪 戦 を 描い た 、「 超 時 空 要塞 マク ロス 」』 に 続く 超 時 空 シリ ー ズ の 第 2 作 。 異 世界 風 の メカ ニッ クコ ン セ プ ト を 宮武 一 中 氏 が 創出 し 、 同 時 期 の 「 避 戦士 ダン バイ ン ] と 並ん で 宮武 デザ イン の 代表 作 と な っ た 。
ゼロ テス ター 1973 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 吹 雪
シン 、 荒 石 ゴ コ ウ 、 リ サ が ゼロ テス ター1 号 機 に 乗り 込み 、
機械 化 人 類 ア ー マ ノ イド 星人 の 地球 侵略 を 阻止 する た め に 闘う SF 作品 で 、 高 度 な SF 設定 を と も な う 高 年 齢 向け の 作 劇 が 話題 を 呼ん た だ 。 な お 、 第 39 話 以降 は 「 ゼ ロ テ スタ ー 地 球 を 守れ ! 」 に 改題 され て いる 。
@ 宇 宙 の ステ ル ヴ ィ ア
2003 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 超 新
星 爆発 の 衝撃 波 の 到来 に さら され た 未来 の 太陽 系 を 舞台 に 、 宇 宙 ス テー ショ ン ・ フ ァ ウ ン デ ーション I 「 ス テル ヴィ ア 」、 宇 宙 機 「 オ ー バ ビス マシ ン 」 な どの 豊富 な ア イデ ア を 盛り 込み つつ 、 成 長 する 少年 少女 を 描い た SF ドラ マ 。
人 @ 富 野 さ ん 一 富野 由悠季 氏
1941 年 神奈 川 県 生ま れ の アニ メー ショ ン 監 督 。 旧 称 、 富野 喜 幸 。1964 年 か ら 虫 プロ ダク ショ ン に 所 属 。 杉 井 ギ サ ブロ ー、 出崎 統 、 高 橋 良 輔 、 石 黒 昇 ら と と も に 、「 鉄 腕 ア トム ]「 リ ボン の 騎士 ] な どの 手塚 治虫 作品 の アニ メ 化 に 脚本 ・ 演 出 担当 と し て 参加 。 フ リー と な っ た 後 も 様々 な 作品 を 創作 し 、「 無 敵 超人 ザン ボッ ト 3]、「 機 動 戦 士 ガン ダム ]、「 聖 戦士 ダン バイ ン 」 な ど で ロ ボッ ト ア ニ メ に 次 々 と 新 境地 を 切り 開い た 。
人 @ 高 橋 良 博 さ ん 一 高橋 良輔 氏
1943 年 生ま れ の アニ メー ショ ン 監 督 、1964 年 か ら 虫 プロ ダク ショ ン に 所 属 。 虫 プロ 時 代 は 手塚 治虫 原作 の ア ニ メ 作 品 の 脚本 、 湊 出 を 担当 し た 。 虫 プロ 退社 後 、「 セ ゼ ロ テ ス ター』 以後 は サン ライ ズ 社 作品 を 中 心 に 携わり 、 「 太 陽 の ダ グラ ム 」、「 装 甲 崎 兵 ポ ボ トムズ] など で リア ル ロ ボ ッ ト 路 線 と され る 世界 観 を 確立 し た 。
ライ ディ ー ン 一 田 者 ライ ディ ー ン
1975 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 古 代 ムー 帝国 の 血 を 受け 継ぐ 主人 公 と 妖魔 大 国 が 戦う 本 作 は 、 ムー の 守護 神 「 ラ イデ ィ ー ン 」 が 登場 する 富野 氏 の 初 監 督 ロ ボッ ト 作 品 と な る 。 搭 乗 者 を 選ぶ ロボ ッ ト 、 化 石 獣 、 美形 敵役 な どの 様々 な 試み を 盛り 込み 、 当 時 の ロボ ポット アニ メ を 代表 する 作品 と な っ た 。
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見 える と いう か ……。 本 当 は そう いう も の で は な いん で すけ れ ど 、 一 種 の 記号 と し て そう いう こと が 役立ち ます ね 。
荻 : 僕 も どちら か と いう と 、 古 い 艦 は 失 ら せ て いま せん ね 。 逆 に 新しい 艦 の 方 は 、 失 っ た 感じ の 方 が 、 河 野 さん 的 に 望ま れ て いた の か な と 思い ます 。 で も 、 や っ ぱり そう いう 艦 は ゲー ム 中 で は 脆い で すね 。
宮 : 戦艦 の バラ メー タ を ゲー ム の 基本 的 な モジ ュー ル と し て 見 せ て も ら う と 、 す ご く 細 か いこ と に な っ て いる な と 感心 し ます 。 細 か い バ パラ メー タ の 調整 で 、 そ れ ぞ れ の 個性 が 出 て く る ん で す よ ね 。 足 が 遅 け れ ば 、 総 弾 数 は 僅か ずつ 上 回 っ て い た り 、 ミ サイ ル の 速度 が 少し ずつ 速かっ た り 、 追 尾 性 能 が 僅 か に 違っ た り 一 一 。「 開 発 に 携 っ た 方 は 、 こ こと ここ の 差 を 一 体 ど こ で どう 考え て つけ て いる ん だ ろう ? 」 と 、 そ っ ちの 方 が 興味 が あり ます ね ( 笑 )。 そ うい う も の を 見 せ て も ら う と 「 あ あ 、 ゲ ー ム の プロ グラ マー の 方 っ て も の すご い 苦 労 を な さっ て いる な 」 と 思い ます ね 。 だ か ら 、 開 発 に は 時 間 が か か っ て 当たり 前 で す 。
荻 : [無限 航路 】 くら い 艦 の 種類 が 多い と 、 バ ラン ス 調 整 が 大 変 だ と 思い ます ね 。
宮 : それ が 画面 で 動く と いう こと は 乾 沢 で す よ ね 。 さ ら に 言 えば 、 「 宇 宙 戦 艦 」 の ゲー ム と いう の は 、 あ る 意味 理想 的 な ん で す よ ね 。 ア ニメーション で は 、 ど こま で も 一 つの 主人 公 の 艦 の も と に 全て を 集約 し な けれ ば いけ な く て 、 ス トー リー は 物語 の 中 で し が 展開 で き な い 。 こ の 艦 を 中 心 に 動か し て み た いと 思っ て も そう いう 芸当 は で きま せん か ら 。 そ れ を 考え る と 、 最 高 な ん だ ろう な と つく づく 思い ます 。
驚 : 戦艦 ゲー ム と いう の は 久しぶり だ し 、 か な り 思 い 切 っ た コン セプト の ゲー ム で も あり ます よね 。 数 も これ 以上 多い と 大 変 だ し 、 バ ラン ス 的 に は 調度 いい と いう 感じ で す 。
宮 : 拝見 させ て いた だ いて も 、「 お お ~ー」 と いう 感じ が し ま す よ ね 。
驚 : 最 初 に 発注 され た 時 に 、「 使 いた く な る よう な デザ イン で 」 と いう こと は 言わ れ て いた ん で す よ ね 。 だ か ら 、 そ れ ぞ れ ど ん な 方 向 性 で も か っ こ 良 く 、 個 性 が あっ て 、 使 いた く な る よ うな デザ イン の 艦 ば か り に な っ て いま すね 。
宮 : デ ザイ ン す る 側 と し て は 、「 こ れ は こう 使う と か っ こい い 」 と いう 事 を 頭 で 思 いえ が いて 描い て いま すか ら ね 。 ま た 、 僕 ら に と っ て 幸せ な こと は 、「 ヤ マト 」 に 始ま り 、 演 出 効果 を 意図 的 に 考え て 提示 し て くれ た 作品 が 多かっ た 。 演 出 に 対す る イン スト と いい ます か 意識 と いい ます か 、 デ ザイ ン す る 上 で は 結構 大 事 な ん で す よ ね 。
荻 : 画面 が 小さ い の で な か な か 見 えな いで すけ れ ど 、 艦 が 飛 び 散 る と か 、 ブ リッ ジ で の や り と り と か 、 そ うい う 演 出 も 「 な ら で は 」 で す よ ね 。
宮 : ゲー ム は 、 そ うい っ た 演出 の し や すさ を 考え る 必要 は あ まり な い の も 楽 と は 言え ます ね 。 デ ザイ ナー と し て 考え る こ と は 、 ゲ ー ム の 中 の 個性 を いか に 引っ 張り 出し て や る か と い うこ と だ け で すか ら 。
荻 : アニ メー ショ ン で は 、 無理やり で も 終わ ら せ な けれ ば い け な い 、 と いう 時 間 的 な 上 茂 し さも あり ます よね 。
邊
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宮 : テレ ビア ニメーション の 場合 は 、 ク ー ル も あり ます か ら ね 。 そ れ て で 逆 に 、 制 作 進行 さん の 仕事 が いか に 大 変 か と いう 事 も 分 か る し 。 そ うな る と 、 確 か に ゲー ム は 制作 進行 さん が いま せん よね 。
藩 : それ だ け に 、 賛 沢 な つく り が で きる と いう 。
宮 : 最初 は ゲー ム 制 作 の 方 の 役割 と いう の が よく 分 か り ま せ ん で 一 一 つま り プ ブ プロデュー サー さん が どう いう 仕事 を する の か 、 デ ィ レ クタ ー さ ん が どう いう 位置 に いる の か と か 。 だ か ら 、 河 野 さ ん が 中 心 と いう の は 、 な る ほど と 思い まし た ね 。
還 DESIGNERPART 01
宮 : [無限 航路 ] の 評判 は どう だ っ た の で し ょ うか ?
荻 : 僕 は 30 代 な ん で す が 、「 ヤ マト 」 や 「 マ クロ ス 」 の 宇宙 戦艦 の イメ ー ジ が 強い か な と 思い ます 。 あ と は 、 や は り SF で す よ ね 。「 幼 年 期 の 終わ り ] の よう に 、 物 語 も 壮大 な も の で し た 。 で す の で 、「 無 限 航 路 | は その あたり の 宇宙 戦艦 が 好き と いう 方 や 、 昔 の SF が 好き と いう 方 一 一 多分 、 僕 より も 上 の 世代 が 一 番 ハ マ る ん じゃ な いか な と 思い ます 。
宮 : な る ほど 。 イ メー ジ そ の まま で すね 。SF は 、 内 輪 で は 「 浸 透 と 拡散 ]」 と いう 言葉 で 語ら れ て いて 、 も う 拡 散 し きっ て い る イメ ー ジ が ある けれ ど 、 確 か に 「 宇 宙 戦 艦 も の 」 は また う け て いま す よ ね 。
鷲 : 「 ヤ マト 」 の 頃 は 僕 も まだ 小さ か っ た で すけ れ ど 、 小 学 生 の 頃 か ら 「 マ クロ ス 』」 や 「 オ ー ガ ス 」』 を 楽し ませ て いた だ いた 世代 で 、 宮 武 さ ん の 作品 は ほとん ど 見 て いま す 。 ち ょ っ と 世代 が 下 に な り ま すけ れ ど 、 う ちの 妻 も 6「 マ クロ ス 7』」 が すご く 好 き な ん で す よ 。 今 日 も 「 宮 武 さ ん の サイ ン を も ら え な いか な ?」 と 言わ れ た ほど で ( 笑 )。
宮 : あり が と う ご ざ いま す ( 笑 )。 で も 、 作 品 世界 の 印象 と いう の は 、 監 督 の 腕前 次 第 で すか ら ね 。 僕 は デザ イナ ー で す か ら 、 そ の 作品 世界 を 聞い て デザ イン し て いま す 。 ひ と 作品 ご と に 方 向 性 や コン セプト は それ ぞ れ 違う の で 、 デ ザイ ン の カラ ー も すべ て 変え て いる つも りな ん で す が ……。 僕 自身 の カラ ー と いう も の が 出 て し まう みた いで す 。 そ うい う 姿 勢 で や る こと 自体 が 、 も う カ ラー な ん だ と も 言わ れ ま すけ れ ど ね 。 鷲 : 発注 を 受け て 、 初 め は 監督 か ら 色々 意見 を 聞い て 創り 上 げ て いく と いう 感じ で すね 。 自 分 で デザ イン し て いる と いう より は 、 一 緒 に 創り 上 げ て いる よう な 。
宮 : そう で すね 。 基本 的 に は 、 監 督 の 頭 の 中 に ある も や っ と し た 雲 の よ うな も の を 、 具 現 化 する 感じ で し ょ うか 。 監 督 自 身 も 絵描き で ある こと が 多い で すけ れ ど 、 自 分 自身 で は 外 に 伝え る 絵 が 生み 出せ ず に いる 。 お 話 を うか が っ て それ を 引っ 張り 出し て 、 徐 々 に か た ち を 固め て いく の が 、 僕 の 仕事 な の か な と 思い ます 。
鷲 : 僕 も 、 監 督 さん の イメ ー ジ 漠然 と し た も の を 聞き な が ら 作業 を する こと は あり ます ね 。 そ こ で 頭 の 中 に 何と な く か た ち が で きた 周 間 、「 突 破 し た な 」 と いう か 「 あ 、 こ と れ は いけ る な 」 と 思う と 、 大 体 か た ち が 出 来 上 が り ま す 。
宮 : それ は あり ます ね 。 僕 は それ を 降り て くる と 話し ます ね 。
P 征 @" 性 U p D qa tt qa
コン ・ バ トラ ーV 一 超 電 磁 ロボ コン ・ バ トラ ーV 1976 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 超 電
て いる 。
の サン ライ ズ 作 品 の 原作 や シリ ー ズ 構成 、 脚 本 を 手がけ
@ ガ ンダ ム 00 一 機動 戦士 ガン ダム OO 2007 年 に 放映 され た テレ ビア ニメーション 作品 。TV
息 の 力 で 合体 する 巨大 ロボ 「 コ ン ・ バ トラ ーV」 が 地球 侵略 を 目 論 お キャ ン ペ ル 星 人 と 戦う 本 作 は 、 ス ー バ パー ロ ポット 路線 と され る 世界 観 を 確立 。 さ ら に 、 キ ャ ン ベ ル 星人 側 の ドラ マ 性 を も 描く 事 で 、 魅 力 的 な 人 物 描写 や 戦 争 の 凄惨 さと いっ た メッ セー ジ 人 性 を 持つ 作品 と な っ た
人 @ 鈴 木 良 武 さん 一 鈴木 良 武 氏
1942 年 東京 都 生 まれ の アニ メー ショ ン 原 作者 、 脚 本 家 。
1963 年 か ら 虫 プロ ダク ショ ン に 所 属 。 演 出 助手 と 制作 進行 を 務め た 後 、「 宇 宙 エ ー ス 】」 の 脚本 で 脚本 家 デ ビュ ー する 。 フ リー と な っ た 後 は サン ライ ズ に 設立 初期 か ら 関 わり 、「 ゼ セロ テス ター」 か ら 原 作 を 担当 。 そ の 後 も 「 勇 者 ライ ディ ー ン ] 、「 無 敵 超人 ザン ボッ ト 3] な ど 、 多 く
@ ダ ン バ イ ン 一 聖戦 士 ダ ン バ イ ン 1983 年 に 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 富 野
氏 が 描く サン ライ ズ ロ ボッ ト ア ニ メ の 代表 的 作品 で あり 、
異 世界 「 バ イス トン ・ ウ ェ ル 」 の 世界 観 、 恋 、 狂 気 、 野 望 と いっ た 登場 人 物 の 心理 を 描い た 人 間 ド ラマ 、 昆 虫 を モチ ー フ に し た 独特 の メカ デザ イン が 話題 を 呼ん た 。
人 @ 湖 川 さん 一 湖 川 友 謙 氏
1950 年 北海 道 生 まれ の アニ メー ター、 キ ャ ラク ター デ ザイ ナー、 演 出家 。 旧 名 、 湖 川 溢 。「 宇 宙 戦 艦 ヤマ ト 」 シリ ー ズ 、『 銀 河 鉄道 999] の 作画 監督 を 経て 、1980 年 代 に 、「 伝 説 巨 神 イ デオ ン 」 「 避 戦 士 ダ ン バ イ ン 」 な ど 富野 氏 監督 作品 の キャ ラク ター デザ イン を 担当 し た 。
放映 の ガン ダム 作品 と し て は 初め て 分 割 放送 を 行わ れ 、 セカ ンド シー ズン は 2008 年 に 放映 され た 。 圧 倒 的 な 武 力 「 ガ ンダ ム 」 に よる 紛争 根絶 を 目的 と する 私 設 武装 組 織 の 戦い を 描い て いる 。
人 @ 石 黒 さん 一 石黒 昇 氏
1938 年 東京 都 生 まれ の アニ メー ショ ン 監 督 、 演 出家 。 アー トラ ンド 代表 。「 宇 宙 戦 艦 ヤマ ト 」 で 現場 を 取り 仕 切る アニ メー ショ ン デ ィ レ クタ ー を 担当 。 ア ー ト ラン ド 設立 後 は 、 デ ィ レ クタ ー、 監 督 を 務め た 「『 超 時 空 要 寒 マ クロ ス 』「 メ ガ ゾ ー ン 23』 『 銀 河 英雄 伝説 】 な どの 人 気 作 で 注目 を 集め た 。
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Exrra | 無限 航路 設定 資料 集
宮武 一 貴 氏 X 鷲 尾 直広 氏
鷲 : 失っ た 感じ の 方 が 、 河 野 さん 的 に 望ま れ て い た の か な と 思っ て 描い た の で す が 、 や っ ぱり そう いう 艦 は ゲー ム 中 で も 脆 か っ た で すね 。 稲 隊 に は 別 の 艦 も 配置 で きま すし 、 搭 載 する 艦載 機 が 強い の で 、 ま た 違っ た 強 さ が ある ん で すけ ど ね 。
僕 の 場合 は 、 世 界 と コネ クト する 一 一 世界 の フィ ー リ ング を 自分 の 中 に どう 取り 込む お か な ん で す 。 そ れ が リン ク し た 瞬 間 、 か た ちと いう の は どう に で も な る な と 思え る ん で す よ 。 そう いう 仕事 の 進め 方 一 一 デザ イン の 方 法論 が 分 か っ た の は 、「 ゼ ロ テ ス ター』 の 頃 で し た ね 。
荻 : 僕 が 初め て アニ メー ショ ン の 仕事 を し た の が 「 宇 宙 の ス テル ヴィ ア 』 と いう 作品 な ん で す が 、 そ の 発注 を 受け た 時 に プロ デュ ー サ ー さ ん に 「 ゼ ロ テ ス ター みた い に し て くれ 」 「 ロ ボッ ト も ゼロ ロボ ポッ ト み た い に し て くれ 」 と 言わ れ ま し た 。 宮 : それ は また 不思議 な 趣味 を ( 笑 )。「 ゼ ロ テ ス ター」』 は 創 映 社 、 今 で 言う サン ライ ズ さ ん の 作品 で すね 。 最 初 の メカ 作 品 な の で 、 技 術 的 に も セン ス 的 に も まだ 稚 押 で し た 。 た だ 、 富野 さん と 高橋 良輔 さん が 引っ 張っ て いた 作品 で すか ら 、 も う 、 や る 気 は も の すご か っ た ん で す よ 。
荻 : 70 年 代 の 前 半 で す よ ね 。
宮 : ええ 。 大 学 を 卒業 し て 大 学院 に 行き な が ら や っ て いた 仕 事 だ か ら な あぁ ……。
驚 : 放送 は 73 年 だ っ た ん で すね 。 僕 は 72 年 生ま れ で すけ れ ど 、 な ぜ か オー プ ニ ン グ は 覚え て いる な ぁ …… 5
宮 : 生ま れ た 翌年 に 「 セ ゼロ テス ター』 で し た か 。 僕 は まだ 自 分 が 青 二 才 の つも りな ん だ けれ ど 、 歳 月 が 感じ られ て 少し 困
る か な ( 笑 )。 そ の 次 が 「 ヤ マト 』」 で 、 次 が 「 ラ イデ ィ ー ン 」 や 「 コ ン ・ パ トラ ーV」 一 一 、 そ うい っ た 中 で 知り 合っ た の が 富野 さん 、 高 橋 良 輔 さん 、 そ し て 鈴木 良 武 さん と いう 、 か つて 虫 プ ロ の 若手 の 中 で も 、 特 に すご い 人 た ち だ っ た ん で す 。 皆さん SF に 対す る 造語 が 深く 、 デ ザイ ン や 作品 世界 と いう も の を も の すご く 大 事 に され て いる 方 た ち で し た 。 そ こ で 色々 と 教え て いた だ いて 、 理 念 と 方 法論 が 身 に つき まし た ね 。
その あと の 「 マ クロ ス 」 は 、 河 森 と 長い 間 練 り 上 げ て きた 自分 た ちの 企画 で し た か ら 間 違う も 何 も な いわ け で すけ れ ど 、 他 の 方 と 仕事 を し た 時 に その 方 法論 が 正しかっ た と 安心 し た の は 、 十 数 年 ぶり に 富野 さん と 「 ダ ン バ イ ン 」 を や っ た 時 で し た ね 。 最 初 の 頃 は 、 作 品 独特 の 昆虫 世界 の よう な イメ ー ジ は な く 、 ま ず 「 駄 目 と 言っ て も ら お う 」 と 思っ て 何 点 か の 神 像 の よう な ロボ ッ ト を 描い た ん で す が 、「 僕 も 分 か ら な いけ ど 、 君 も 分 か の ら な いみ た い だ か ら 」 と いう こと で 、 次 に 世界 観 の 方 を 詰め て いく こと に な っ た ん で す 。 そ し て 、 富 野 さ ん の 話 を 聞き な が ら 進 め て いっ て 、 虫 に 乗っ て 手綱 を 引い て 飛ん を で いる 人 間 を 描い た 時 に 「 こ れ だ ! 」 と 言っ て も ら えて 。 その 段階 の ら コ ガ ネ ム シ 型 の ドラ ムロ や 、 ダ ン バ イ ン を 描い た ん で す 。 作 画 の 中 心 も 湖 川 さん と いう 話 だ っ た の で 「 何 を 出し て も 大 丈夫 だ な 」 と 安心 し て 、 一 晩 ふた 晩 で 描き 上 げ ま
人 @ 佐 藤 監 督 一 佐藤 意 雄 氏
1964 年 神奈 川 県 生ま れ の アニ メー ショ ン 監 督 、 演 出家 。
大 学卒 業 後 、 亜 細 亜 堂 に 所 属 。 監 督 と し て 「 機 動 戦 艦 ナ デシ コ ] を 手がけ た 後 フリ ー と な り 、「 宇 宙 の ステ ル ヴ ィ ア 」、「 バ スカ ッシュ ! な ど 様 々 な 作品 で 監督 、 原 作 、 脚本 、 シ リー ズ 構 成 な ど を 手がけ た 。
人 @ 大 河原 さん 一 大 河原 邦男 氏
1947 年 東京 都 生 まれ の メカ ニッ ク デ ザイ ナー。 大 手 ア
バレ ル を 経て 、1972 年 か ら 竜 の 子 ブ ロダ クシ ョ ン 入 社 。
「 科 学 忍者 ガッ チャ マン ] 以後 は メカ デザ イン 専門 と な る 。 中 村 光 毅 氏 と 「 デ ザイ ン オ フィ ス ・ メ カマ ン 」 を 設 立 。. 「 タ イム ボカ ン シ リ ー ズ ] を 経て 、1978 年 か ら フ リー と な る 。 サ ン ラ イズ 作品 で は 、「 機 動 戦士 ガン ダム 】「 装 甲 騎 兵 ポ ボトム ズ 】 な どの リア ル ロ ボ ッ ト ア ニ メ か ら 「 勇
者 シリ ー ズ 」 な どの スー パー ロボ ッ ト ア ニ メ の メカ デザ イン を 担当 。 幅 広い 分 野 で 活躍 し て いる 。 ガッチャ マン 科学 忍者 隊 ガ ッ チ ャ マン
1972 年 に 放映 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 科学 忘 者 隊 と 秘密 結社 ギャ ラク ター の 戦い を 描い た 本 作 は 、 吉田 竜夫 と その 弟 ・ 九 時 一平 の デ ザイ ン に よる 斬新 な コ スチ ュー ム と キャ ラク ター、SF 作 家 小 隅 奏 (柴野 拓 美 ) に よる SF 考証 、 中 村 光 帝 ら に よる メカ デザ イン に より 一 世 を 風 歴 。 後 の SF ・ ヒー ロー アニ メ に も 多大 な 影響 を 与え た 。
吉田 竜夫 さん 一 吉田 竜夫 氏
1932 年 京都 府 生 まれ の 漫画 家 、 ア ニ メ 原 作者 。 竜 の 子 プロ ダク ショ ン (タツ ノコ プロ ) 設立 者 。1955 年 の 「 鉄 腕力 也 」 で 本 格 デ ビュ ー。 1962 年 、 弟 の 吉田 健二 や 九
里 一 平 と 共に 竜 の チ プ ロダ クシ ョ ン を 設立 。「 宇 宙 エ ー ス ]」 「 科 学 忍者 隊 ガ ッ チ ャ マン 」 「 マ ッ ハ GoGoGol と いっ た 傑作 を 数 多く 世に 送り 出し た 。
人 @ 中 村 さ ん 一 中 村 光 毅 氏
1944 年 東京 都 生 まれ の アニ メー ショ ン 美 術 監督 。 1964 年 か ら タ ツノ コブ プロ に 所 属 。「 科 学 忍者 隊 ガ ッ ツチ ャ マン ] の 科学 忍者 隊 側 メカ 、「 マ ッ ハ GoGoGol の マッ ハ 号 な ど を 手がけ る 。 1976 年 の 「 デ ザイ ン オ フィ ス ・ メカ マン 」 設立 後 は 、 美 術 に 専念 。「 機 動 戦士 ガン ダム ] 、 「 風 の 谷 の ナウ シカ ] な ど で 美 術 監督 を 務め た 。
人 @ 安 彦 さん 一 安彦 良和 氏
1947 年 北海 道生 まれ の アニ メー ター、 キ ャ ラク ター デ ザイ ナー、 漫 画家 。1970 年 に 虫 プロ 養成 所 の 2 期生 と し て 入社 。 在 籍 中 に その 晶 越 し た 画 力 を 養っ た 。 後 に 創
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し た 。 そ うい つた 流れ で 、 デ ザイ ン の 過程 と いう の は ある 意 味 富野 さん に 教え て も ら っ た と いう 感じ で し た 。
落 : その あと ファ ンタ ジー も の が 流行 り ま し た けれ ど 、 当 時 、 小学 生 だ っ た 頃 に 「 ダ ン バ イ ン 』 の 世界 観 と ロボ ッ ト は 非常 に 新しい な と 衝撃 を 受け まし た ね 。
宮 : いか に も 富野 さん らし い 「 絶 対 に 他 の 人 と 同じ に は し な い ぞ 」 と いう 意思 が 明確 に あり まし た か ら ね 。 皆 さん 、 富 野 さん と 仕事 を する 事 を 結構 懲 が る ん で すけ れ ど 、 ご 一 緒 し て すご く 面 白い し 、 怖 いと 思っ た こと は あま りな いで すね 。 荻 : サン ライ ズ さ ん か ら は 「 ガ ンタ ダム 00」 な どの 仕事 を い た だ きま し た が 一 一 。 話 を し た こと も な いん で すけ れ ど 、 怖 いな と いう 印象 は あり ます ね 。
宮 : は っ きり と 文句 を 言っ て くれ ます か ら ね ( 笑 )。 で も 、 それ は デザ イナ ー か ら す る と すご く 助 か る こと な ん で す よ 。 富野 さん 自身 も デザ イン の セン ス が ある 人 だ し 、 機 械 好き な 人 で すか ら 。 遥 か 大 先輩 の 偉い 監督 さん だ と 思 つ て 接し て い る と 、 子供 の よう な と ころ も あっ て 、「 こ れ 、 僕 が 子供 の 頃 に 描い た ん だ けど さ 」 と 飛行 機 の 絵 を 見 せく れ た こと も あっ た り ( 笑 )。 そ の あたり を 逆 に 楽し め る か どう か が 、 富 野 さ ん と の 仕事 の や り 方 か な と 思い ます 。
人 荻 : ガン ダム の 面白 いか た ちの も の は 、 富 野 さ ん が ラフ を 措 いて いる ん で す よ ね 。
宮 : どう し よう も な く な る と 「 こ れ で や っ て !| と 、 富 野 さ ん が 自分 で デザ イン し ます か ら ね 。 で も 、 そ れ は すご く 正 し いん で す よ 。「 ヤ マト 」 の 石黒 さん も 、 打 ち 合わ せ で 好み の も の が 出 て こない と 、 次 の 日 に 原型 を 出し て くる こと が よく あり まし た 。 二 人 と も 全然 タイ プ は 違う けれ ども 、 同 じ 虫 プ 口 出 身 で 、 し か も 美術 系 の 大 学 を 出 て いる アニ メー ター 志望 の 、 デ ザイ ン が こなせ る SF 好き の 監督 さん だ っ た ん で す よ ね 。 僕 は そう いっ た 、 と て も 素敵 な 監督 さん と 早い 段階 で 仕 事 を し て 育て て も ら っ た ん で す 。 今 は 、 い か に 自分 に 悪影響 を 及ぼ す も の か ら 自 分 を 守り 通す か と いう こと に 苦労 する 時 代 に な っ て し まっ て いる と ころ も ある か ら 、 僕 は 非常 に 幸せ だ っ た ん で すね 。
鷲 : 僕 も 、 最 初 に や っ た 「 ス テル ヴィ ア 」 の 佐藤 監督 が 、 同 じ よ うな 方 で し た ね 。 佐藤 監督 も 自分 で 絵 を 描く 方 な の で 、 途中 、 迷 っ た ら ス ケッ チ を 出し て も ら っ た り も し て 。 そ の 最 初 の 作品 で 、 デ ザイ ン の や り 方 を 教え て も ら え た と いう か 。 人 に よる の か も 知れ な いで すけ れ ど 、 そ うい っ た 面 で は 、 今 も あま り 変 わら な い の か も 知れ ませ ん ね 。
宮 : そう 考え る と 、 我 々 は 幸せ な 国 に 生ま れ て いる と 思い ま す よ 。 欧 米 の 場合 に は 、 ア ニメーション と いう も の は 本 当 に 子供 向け の も の と し て 周り で 固め て し まっ て いて 、 そ こ か ら 先 の 発展 一 一 、 自 由 な 展開 が な い 「 作 られ た 世界 ] で 動く し か な いん で すけ れ ど 。 日 本 の アニ メー ショ ン と いう の は 、 予算 は 少な いで すけ れ ど 、 人 的 な 質 は 高く て 、 し か も 規制 が あま りな い 。 お か げ で 平気 で 対象 年 齢 を 上 げ ら れる し 、 競 争 が 激しい か ら 、 作 品 世界 を 独自 に 作り 上 げ て いか な いと 話 に な ら な い 。 逆 に 、 そ うい っ た 中 で 育つ デザ イナ ー は 、 割 と 自 由 に で きま す よ ね 。
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欧米 の 場合 に は 、 デ ザイ ン は ご く 小 規模 で 、「 こ れ は ! 」 と いう か た ち で 影響 を 残し て いる も の と 言う と 、 ほ ん の 数 作 品 一 -「 ス ター トレ ッ ク 」 と 「 ス ター ウォ ー ズ 」、 そ れ に 「 ギ ャ ラク ティ カ 」 く らい でしょ うか 。 ど う 頑 張っ て も 、 宇 宙 戦 艦 や ロボ ッ ト 、 戦 闘 機 の デザ イン が 十 何 年 間 に 一 作 や 二 作出 来 れ ば 御の字 と いう 状態 で し よう し ね 。 そ れ と 比べ る と 、 我 々 は 比較 に な ら な い ほ ど 恵 まれ た 環境 の 中 で 育つ っ つて いて 、 い く ら で も 先 に 行け る ん で す よ ね 。
荻 : その 後 は 僕 も 含め 、 宮 武 さ ん の 作っ て くだ さっ た あと を 辿っ て いる 感じ で すね 。
宮 : 大 河原 さん と 僕 は 、 何 故 か そう いう 風 に 見 られ が ち で す ね 。
鷲 : 僕ら の 世代 か ら 見 る と 、 や は り 宮 武 さ ん と 大 河原 さん の お 二 人 が 最初 に 見 えて し まい ます ね 。 メ カ デ ザ イナ ー と いう 職業 が で きた 頃 と 、 宮 武 さ ん と 大 河原 さん が メカ デザ イン を バリ バリ や っ て いる 時 期 が 重なっ た と いう 感じ で し ょ うか ? 宮 : そう で すね ぇ 。 独立 し た 頃 が 、 会 社 の 外 に デザ イン を 頼 ん で いか な いと ダメ だ と いう こと に な っ た 時 代 で 、 そ こ で 頼 まれ た の が 「 ゼ セロ テス ター」 な ん で す よ 。
大 河原 さん の 場合 、 竜 の 子 プ ロ の 「 ガ ッ チ ャ マン を 僕ら の 仕事 より 前 に や っ た わけ な ん で すけ ども 、 竜 の 子 プ ロ と い う 社内 で 「 美 術 の 仕事 ] と し て デザ イン を や っ て いた ん で す よね 。「 ガ ッ チ ャ マン 』 の 大 半 を 吉田 竜 天 さん と 中 村 さ ん と 二 人 で 煮詰め て 行き 、 そ の 手伝い の よう な か た ち で も っ て 、 大 河原 さん が や っ て いた と いう 状況 だ っ た みた いで す 。
当時 の 「 ゼ ロ テ ス ター」 の スタ ッ フ た ち は 、「 ガ ッ チ ャ マン 」 を 見 て 悔し く て 悔し く て た ま ら な か っ た ん で す よ 。 絵 は 上 手 い 、 美 術 は すご い 、 何 か ら 何 まで 稚 押 な と ころ が どこ に も な い 。 お さえ られ る べき と ころ は すべ て お さえ て いる 。 何 で あ ん な 芸当 が で きる ん だ 、 と いい な が ら 一 所 懸命 頑張 っ て いた ん で す よ ね 。 中村 さん は 後に 「 あ れ は 社内 の 仕事 で 、 描 き や すい か た ち で 描い て いた ん だ よ 」、 と 言っ て いま し た が 、「 あ れ で 描き や すい か た ち ? 」 と 僕 は 思う ん で すけ ど ね ( 笑 )。 その 悔し さ が 、 後 の 「 ラ イデ ィ ー ン 』 に 繋が っ て 、 富 野 さん が 「 人 に 任せ ちゃ だ め だ 」 と 、 中 心 に な っ て 世界 観 を 組み 立 て て いっ た ん で す 。 打ち合わせ に は 最初 か ら 参 加 さ せ て いた だ いた ん で す が 、 そ こ か ら は 安彦 さん も いま し た し 、 皆 さん が いて 、 バ ッ ク グ ラウ ンド が 育っ て ゆく 一 一 、 そ の 過程 と 一 緒 に 僕ら も 育つ こと が で きた ん で すね 。
言っ て し まえ ば 、 サ ン ラ イズ が よっ て た か っ て 、 メ カニ ッ ク デ ザイ ナー の 世界 を 育て て くれ た ん だ と 思っ て いま す 。「 ダ ン バ イ ン 」 の 時 が ひと つの ビー ク で 、 そ れ か ら あ と 十 年 間 ちょ っ と 暇 に な っ て 、「 舞 -HiME] あたり の 時 か ら は また 忙 し く な っ て 。
鷲 : 「 ガ ンダ ム SEED] の あたり か ら 、 ま た メカ の 仕事 が 増 えた まし た ね 。 や っ ぱり ガン ダム が 元気 だ と 、 他 の メカ も の も 元気 に な る と いう か 。
宮 : 僕 も 「 タ ー ン Al で 久しぶり に 富野 さん か ら 直 接 「 軌 道 エレ ベー ター を や っ て 」 と いう 話 を いた だ きま し た が 、 そ う し た ら そ の 次 に 「 ガ ンダ ム SEED」 で は 「 以 前 の と は 根本 的
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映 社 に 移り 「 ゼ ロ テ ス ター」、「 勇 者 ライ ディ ー ン 」 な ど に 参加 。 創 映 社 が サン ライ ズ と な っ た 後 は 「 無 敵 起 人 ザ ン ボ ッ ト 3!、「 本 戦士 ガン ダム ]」 な ど に 携わっ た 。 @ 舞 -HiME
サン ライ ズ が 中 心 と な っ て 展開 し た 、 テ レビ アニ メ 、 浸 画 、 ラ ジオ 、 ド ラマ CD な どか ら な る メデ ィ ア ミッ クス 作品 私立 必 華 学 園 を 舞台 に 、 生 徒 科 の 友情 、 恋愛 、 戦 い を 描い た 。 テレ ビア ニメーション 作品 は 2004 年 に 放 映 さ れ 、 放 の 生物 「 オ ー フ ァ ン 」 な どの デザ イン を 宮武 ド ・ 氏 が 手がけ て いる 。
@ ガ ンダ ム SEEDー 機 動 戦 士 ガ ンダ ム SEED
2002 年 に 放映 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 架 空 の 年 代 で ある C.E. (コズミック ・ イ ラ ) 70 年 代 の 地球 連合 と が ザフト に よる 戦争 を 描い た 。 劇 中 に お ける 「 ガ ン
され て いる 。
人 @ 出 渕 く ん 一 出渕 裕
ター ン AーY ガ ンダ ム
1999 年 に 放映 され た テレ ビア ニメーション 作品 。「 機 動 戦士 ガン ダム ] 誕生 20 周 年 企画 の 一 環 で 制作 され た 本 作 の メカ デザ イン に は 、 世 界 的 な デザ イナ ー で ある シ ミー ド が 参加 。 独 自 の デザ イン を 見 せ た 。 ま た 、 物 語 も 、 そ れ ま で シリ ー ズ と 異な り 、 大 規模 な 戦闘 より も 政治 的 な 駆け 引き が 多い も の だ っ た 。
ダム 」 と いう 機体 名 称 の 希薄 化 や 、 宇 宙 世 紀 以 外 を 舞台 と し た ガン ダム シリ ー ズ の タイ トル に 「 機 動 戦士 ]」 の 冠 語 が つけ られ る な ど 、 シ リー ズ に お ける 新しい 試み が な
1958 年 東京 都 生 まれ の 漫画 家 、 イ ラス トレ ー タ ー、 ア ニ メ ー タ ー な ど 幅 広く 活躍 する クリ エイ ター。 1979 年
に 「 関 持 ダ イモ ス 」 の 敵 ロ ボッ ト デ ザ イン を 担当 。 そ の 後 、 温 画家 兼 イ ラス トレ ー タ ー と し て も 活躍 。 ガ ンダ ム シリ ー ズ や 「 機 動 警察 バト レイ バー な ど で メ カニ ッ ク デザ イン を 手がけ 、 三 次 曲面 で 構成 され た 美しい デザ イ ン の メカ を 生み 出し た 。 エンジェル リン クス 一 星 方 天使 エン ジェ ルリ ンク ス 1994 年 に WOWOW ノ ンス クラ ン ブ ル 枠 で 放送 され た テレ ビア ニメーション 作品 。 原 案 は 伊吹 秀明 の 小説 「 星 方 遊撃 際 エ ンジ ェ ル リン クス ]」。 中国 風 文化 が 一 般 化し た 未来 世界 を 舞台 と し た 本 作 で は 、 無頼 の ヒー ロー と は 対極 の 財力 の 頂点 に 立つ ヒロ イン の 愛 艦 と し て 、 宮 武 氏 の デザ イン に よる 「 エ ンジ ェ ル リン クス 号 ] が 活 忠 し た 。 @ 加 藤 直 一 加藤 直之 氏
1952 年 静岡 県 生ま れ の イラ スト レー ター。 ス タ ジ オ ぬ
_ ふく て 電 lo ウ
Exrro ] 無限 航路 設定 資料 集
宮武 一 貴 氏 X 鷲 尾 直広 氏
固 艦船 イメ ー ジ 人 下 プ 能 電機
区 : 本 当 に 「 人 型 」 と いう 案 も 出し まし た けれ ど 、「 人 型 す ぎる 」 と 言わ れ た の で ちょ っ と ずつ 崩し て いき まし た 。 富 : な る ほど 。 で も 、 こ れ を 人 型 っ て 見 れる の は デザ イナ ー か な 。 僕 は 艦載 機 の デザ イン を や っ て いる と 戦艦 が 間 に 合 わな く な る か ら 、 他 の 人 に 頼み ます か ら と いう こと で 。 落 : で も これ が また 、 2 周 や ら な いと 使え な いん で す よ ( 泣 )。
に 違う コロ ニー で きま すか ? 」 と いう 依頼 が 来 た り し まし た 。 本 当 に 、 あ の あと は に ぎ や か に な り ま し た ね 。
荻 : ちょ うど その 手前 が 空い て いる せい か 、 メ カ デ ザ イナ ー も 僕ら くら い の 世 代 が いま だ に 若手 と いう 感じ で すね 。「 ガ ンダ ム SEED」 あたり か ら 育 つっ た 人 が 、 こ の 後 出 て くる の か な と 思い ます 。
宮 : そう で すね 。 僕 ら の 世代 と いう の は 、 戦 争 が 終わ っ て べ ピー ブー ム の 時 代 に 出 て き て 一 一 それ が 第 一 世代 と する な ら ば 、 そ の 後 は 、 出 渕 く ん や 河 森 まで 空い ちゃ うん で す よ 。 で 、 次 は あな た 方 の 世代 で す よ ね 。 あ る 程度 の 周期 と いう の は 存 在 す る みた いで すね 。
還 DESIGNERPART- 02
宮 : 設定 の 書き 込み は 、 基 本 的 に は 、 降 り て きた バッ ク グ ラ ウン ド を 忘れ な いう ち に 書き 留め て お く と いう コト な ん で す 。 最初 の 段階 で 「 こ れ は 仕事 先 の 誰 の た め に 描く ]」 と いう の を 頭 の 中 に 寝かせ て お いて か ら 描 くわ け で すか ら 、 当 然 な が ら 監督 さん の 好み も 自然 に 入っ て 、 そ の 方 に 理解 し や すい よう に と いい ます か 、 そ の 方 の ツボ に は まる よう な ボイン ト を お さえ な が ら 、 基 本 的 な か た ち は こ うだ よ と いう こと を 伝え ら れる よう に 描い て いく ん で す が 。 そ れ で も 、 頭 の 中 に 降り て
え 所 属 。 千 代田 デザ イナ ー 学 院 在学 時 に 同人 会 SF セン
きた も の の 十分 の 一 も 描け な いし 、 実際 に は 百 分 の 一 も 描け て る の か な …… と いう と ころ で すね 。 イ メー ジ は 一 瞬 で 手 に 入る ん で すけ れ ど 、 絵 を 描く の に は どう し て も 一 定 の 時 間 が 必要 で すし 、 そ の 間 に 見 えて いる も の が 片端 か ら 消 えて し ま うん で す よ ね 。 物 に よっ て は 、 や っ ぱり 絵 で 描い て いく より は 、 文 字 で 書い た ほう が 早い 部 分 も ある の で 、 山 ほど 書き 込 むこ と に な る ん で すけ ども 。
荻 : 僕たち は 、 こ の 書き 込み を 見 る の も 楽し みな ん で す よ ね 。 僕 も 書き 込む ん で す が 、 時 間 が …… ( 笑 )。
宮 : 足り なく な り ま す よ ね 。 僕 と し て は 気に入っ て いる 仕事 な ん で す が 、 色 ん な バー ス を 描い た 「 エ ンジ ェ ル リン クス 」 で は 、「 と に か く 船 を まとめ て くだ さい 」 と 頼ま れ ま し た ね 。 解説 は 大 量 に ある ん で すけ れ ど ね 。 デ ザイ ナー と いう 仕事 は 、 ある 意味 、 昔 は スト レス が た まり まし た ね 。 今 は 半ば 諦観 に 入っ た と いい ます か が 。
鷲 : 僕 は どっ ちか と いえ ば 、 や っ と 食い っ ぱ ぐ れ な いで や っ て いけ る か ら 、 も うち ょ っ と じっくり で きる か な と いう 段階 で す が 。
宮 : ぬえ に な る 前 の 頃 に は 、 後 の ぬえ 設立 メン バー に な る 4 人 で も っ て 、 鯖 告 を ひと つ ふ た つ 開 け て 、 あ と は ご 飯 を 炊い て き て 皆 で つつ いて いた と いう 時 代 も あり まし た か ら 。 詰 る
表 作 は 潜水 艦 漫 画 史上 の 大 傑作 と 言わ れる 「 サ ブ マ リン
トラ ルアー ト に 入り 、 ス タ ジ オ ぬえ 設立 メン バー の ひと り と な る 。1974 年 、 早 川 SF コン テス ト ・ ア ー ト 部 門 に 1 位 入賞 し て 以降 、 早 川 書房 の 「SF マ ガ ジ ン 」 や SF 小説 の 表紙 絵 や 挿絵 を 手がけ る 。 文 庫 版 「 宇 宙 の 戦士 」 の バ ワ ー ド スー ツ の イラ スト で 日 本 の SF 界 に 大 き な 影 署 を 与え た 。
@SF セ ント ラル アー トーSF セ ント ラル アー ト
元 ・ ス タ ジ オ ぬえ 社長 の 松崎 健一 を 会 長 と し て 発足 し た 、
SF アー ト の ファ ング ルー プ 。 主 要 メ ン バ ー は 高千穂 千 氏 、 宮 武 一 中 氏 、 加藤 直之 氏 。 大 学卒 業 を 期 に プロ と し て の 活動 を 目指 し 、1972 年 に 有限 会 社 「 ク リス タル アー トス タ ジ オ 」 を 設立 。1974 年 に は クリ スタ ルアー トス タ ジ オ を 発展 解消 する 形 で スタ ジオ ぬえ へ と 移行 し た 。
@ と と 食 軍団 一 銀河 と 食 軍団
幅広 く 活躍 する SF 作家 ・ 野 田 昌 宏 氏 が 手がけ た SF 小説 シリ ー ズ 。 ハ ヤ カ ワ 文庫 か ら 外伝 を 含め 21 巻 が 出版 さ れ て お り 、2009 年 か ら は 、 鷹 見 一 幸 に よる シリ ー ズ の 前 日 対 「 銀 河 食 軍団 答 明 篇 』 が 刊行 され て いる 。
人 @ 高 荷 さ ん 一 高 荷 義之 氏
1935 年 群馬 県 の イラ スト レー ター。 師 匠 の 小松 崎 茂 と 共に 軍艦 、 戦 車 、 航 空 機 な どの ミリ タリ ー ア ー ト ・ メ カ ニッ クイ ラス ト の 専門 家 と し て 活動 。「 架 空戦 記 | の 表 紙 絵 ・ 挿 絵 、 プ ラ モ デ ル の ポッ クス アー ト な ど を 数 多く 手がけ て いる 。
人 @ 小 澤 さ ん 一 小澤 さと る 氏 1936 年 埼玉 県 生ま れ の 漫画 家 。 上 旧称 、 小 沢 さ と る 。 代
707」、「 青 の 6 号 」 な ど 。 艦 船 漫画 界 の 先駆 者 と 言え る 存在 で あり 、 多 く の 漫画 家 、 ア ニ メ ー タ ー に 影響 を 与え て いる 。
人 @ 長 岡 秀 星 さ ん 一 長岡 秀 星 氏
1936 年 長崎 県 生ま れ の イラ スト レー ター。 1970 年 に 渡米 し 、 ハ リウ ッ ド に アー トス タ ジ オ を 設立 。 以 降 、 数 多く の アル バム カバ ー、 映 画 広 告 な ど を 手がけ る 。 そ の 壮大 な 宇宙 を テー マ と し た 宇宙 画 、 未 来 画 が 注目 され 、 2 万 年 前 の 原始 絵画 「 ア ル タ ミ ラ 洞 窟 ] イ メー ジ ボ ス ター の 制作 、 日 本 人 初 の 宇宙 特派 員 計 画 の た め の 作 品 制作 な ど 、 世 界 的 な イラ スト レー ター と し て 活躍 し て いる 。
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と ころ デザ イナ ー と か 絵描き っ て 、 自 分 が 絵 を 描い て いく 上 で 困ら な けれ ば 、 食 べ 物 だ っ て 何で も いい ん で す よ ね 。 た ま に お いし いも の を 食べ た いと 思え ば 食べ に 出かけ て 、 そ の と き 財 布 に お 金 が 入っ て いれ ば それ で いい と いう ( 笑 )。 生 活 の 安定 と いう か 、 食 っ て いく こと に 対す る 恐怖 と いう の は 、 デザ イナ ー に と っ て は ある 意味 どちら で も いい 部 分 で 。 「 今 月 の 収入 は 少な いな 」 と 思っ て も 、 そ ん な こと は 絵 を 描い て いる うち に 忘れ ちゃ うく らい の コト で し か な いし 、 そ れ て で 済 ん で いる ん だ か ら そ れ で いい 一 一 、 デ ザイ ナー っ て こう い う 人 種 で す 。
食い つっ ぱ ば ぐれ な いで や っ て いけ る よう に な っ た の は 「 ヤ マ ト 」 が 始ま っ た あたり か な …… 。 で も 、 や っ ぱり 、 勝 で 加藤 直之 が ハヤ カワ さん (ハヤ カワ 文庫 ) の 仕事 で 、 カ ラー の きれ いな 絵 を 描い て いる の は 、 か な りう ら や まし か っ た で す よ ね 。 砂 : 加藤 さん は 、 今 は デジ タル で 作業 を な さっ て いま すね 。 宮 : 今 に な つっ て みる と 、 デ ジタル は 描い て いる 気 が し な い の で 、 絵 筆 に 戻る うう と し て いる と いう 事 は 聞き まし た ね 。
鷲 : 自分 も 普段 は アナ ログ の 方 が いい か な と 思い な が ら も 、 仕事 で は デジ タル で 塗る こと が ほぼ 100% に な っ て いま す 。 で も 、 も の が 残ら な いと いう つま ら な さも あり ます し 、 色 紙 みた いな も の に は 絵の具 を 使っ た り し て いま すね 。
宮 : 僕 の 場合 は 、 他 人 の 頭脳 が 作っ た プロ グラ ム で も っ て タ ブレ ッ ト で 描い て みた りす る と 、 そ うい う も の が 完全 に イ メー ジ の 邪魔 し て くれ る の で 、 紙 と 鉛筆 の 間 に 他 の も の を 入 れ ら れ な いと いう の が 実際 の と ころ な ん で す 。 た だ 、 色 を 付 ける 分 に は デジ タル の 方 が 絶対 に 有利 だ と は 思い ます ね 。 荻 : それ で も デジ タル で は 、 絵 を 描い て いる と いう 感じ より は 、「 組 み 立 て て いる 」 みた い に な っ て し まい ます ね 。 実際 、 絵 な ん だ けれ ど 、 バ パー ツ を 持っ て き て 重ね て いく と いう か ーー 一 、 絵 と いう より は プラ モデ ル を 組み 立て る こと に 近 いと いう か 。
宮 : プラ モデ ル は ある 意味 、 共 同 作業 じゃ な いで すか ? 基 本 と な る 戦闘 機 な り 、 車 な り を 設計 し た 人 が いて 、 実 物 が あっ て 、 そ れ を 元 に 模型 屋 さ ん が 知恵 を 絞っ て 組み 合わ せ 方 を 考 えて か た ち に し た も の 一 一 、 そ れ を 自分 が キッ ト と し て 買っ て き て さら に 組み 立て 直す 。 ア ニメーション も 、 一 本 の フィ ルム が 出来 上 が る まで に は 監督 と いう 旗 振り が いて 、 プ ロ デュ ー サ ー さ ん が いて 、 何 百人 と いう 方 の 手 を 経て よう や く ー つ の 作品 が 出来 上 が る 。 デ ザイ ナー の や っ て いる 仕事 と い う の は 、 そ の 最初 の 段階 の ワン ピース を 作る 仕事 だ と 思い ま す 。 そ うす る と 、 イ ラス トレ ー タ ー が 一 枚 の 絵 を 描き あげ る 事 一 一 、 も ちろ ん 最近 は デジ タル で 描き 上 げ ら れる 事 が 多 いで すけ れ ど も 、「 自 分 ひと り の 手 で 出来 る 仕事 な の に 、 な ん で この 人 た ち は 共 同 作業 を や っ て いる ん だ ろう な 」 と 、 は た で 見 て いて 思う と ころ も あり ます ね 。 加 藤 直 之 に その 事 を 言っ て も 最初 は 分 か つっ て も ら え な か っ た ん で す が 、「 最 近 は 分 か る よう に な っ て きた 」 と 言っ て いま し た 。
も ちろ ん メデ ィ ア に よっ て 色んな 展開 が ある わけ だ けれ ど も 、 ど の メデ ィ ア も みん な 電子 化 さ れ て いる 時 代 に な っ て 。 で きる 限り 、 自 分 の 手 で 描く 部 分 を 残し て いっ た ほう が 楽し い の か な と 思い ます ね 。
加 DESIGNERPART- 03
宮 : デザ イナ ーー 業 界 は 「 業 界 ] と 言え な い 、 あ る 意味 寂し い 業界 で すね 。 以 前 、 人 数 を 計算 し た こと が ある ん で す が 、 そ うし た ら 、 地 球 全 体 で 考え た 時 に お よそ 5000 万 人 に ひと り だ っ た か な ?
荻 : どの 現場 に いて も 、 同 じ 顔 を 見 る こと に な る と いう 感じ で す よ ね 。
W
宮 : 他 の 仕事 も や りな が ら デ ザイ ン に も 手 を 染め る と いう 方 も 入れ る と 、 日 本 で も 200 人 、300 人 と 増え て いく わけ で すけ れ ど 、「 ア ニメーション と ゲー ム の メカ デザ イン で 生活 し て いる 人 」 と 言う と 、 日 本 で も 本 当 に 50 人 いか な いく ら い の 世 界 で す よ ね 。 こ れ で 寂し く な いわ けが な い 。
落 : 作業 し て いる と 外 に 出 な い の で 、 人 と も 会 わな く な り ま す よ ね 。 一 週間 以上 人 に 会 わな か いで いる と いう こと も あり ま し た 。
宮 : そう な りか ね ませ ん ( 笑 )。 完 全 な 絵描き さん で カン バ ス に 向かう 事 が 全て に な っ て し まう と 、「 ひ と 月 、 人 と 口 を きい て な いな ……」 と いう 話 も 時 々 聞き ます し 。 そ れ で も 、 僕ら デザ イナ ー は まだ 打ち 合わ せ と い う も の が あり ます か ら ね 。 直 接 会 う の が 好き な 監督 さん も いま すし ね 。 で も 、 出 て 行か な いと 、「 い い 加 減 出 て こ 一 い 」 と いう 監督 さん も いま すけ ど ね 。 出渕 くん と か ( 笑 )。 僕 は どちら か と いう と 人 と 繋が る の が 嫌い な の で 、 パ ソコ ン も 携帯 電話 も 持た な いで い る 人 間 で すけ れ ど 。 そ れ は それ で 人 の あり よう な の で 。
鷲 : 僕 も 仕事 の ツー ル と し て 持っ て いま す が 、 ど ちら か と い うと 携帯 好き で は な いで すね 。
宮 : 繋が る こと で 安心 で き て 他 の 苦労 が な く な る か ら 、 そ れ は それ で 幸せ な ん じゃ な いか と 思っ た り も する けれ ど 。 た だ 、 僕 は 持た な いよ と 。 会 社 か ら 「 頼 むか ら 携 帯 買っ て くれ 」 と 言わ れる けど 。 おそらく デザ イナ ー は そう いう 電子 機器 に 最 も 冷淡 な 人 種 じ ゃ な いか と 言わ れ た こと が ある ん で すけ れ ど 、 「 ま ぁ そ うな ん だ ろう な 」 と 思い ます ね 。 妙 な 憧れ が 全く あ り ま せん か ら ね 。
鷲 : メカ を 描い て いる ん だ けど 、 そ ん な に 執着 が な いと いう と ころ は ある か も し れ ま せん ね 。
宮 : 特に も の に 対す る 執着 が な いで すか ら ね 。 例 えば 加藤 直 之 は も の に 対す る 執着 が 強く て 、 カ メラ 趣味 に 走っ た り 、 オ ー ディ オ に 走っ た り 、 そ うい っ た 「 も の を 揃え て いく 」 と いう 事 を 大 事 に し て いて 、 楽 し ん で や っ て いる ん で すけ れ ど 。 逆 に 僕 は 「 で も 、 他 人 の デザ イン じゃ ん 」 と 言わ ざる を 得 な い で すね 。
鷲 : 確か に 、 い ろ い ろ 買 っ て も 、 や っ ぱり 「 デ ザイ ン 、 こ う だ っ た らい い の に な 」 と 思う こと は あり ます よね 。 商品 と し て 制約 が いろ いろ ある ん で し ょ うけ れ ど 「 自 分 だ っ た ら こ う デザ イン する 」 と か 。 自 分 が デザ イン し た 車 と か が あれ ば 、 そっ ちの 方 に 乗り た いん じゃ な いで すか ね 。
宮 : 河 森 な ん か は 「 憧 れ も 何 も な いよ ね 、 そ ん な も の に 」 と 、 も っ と 徹底 し て いま すね 。「 で も オレ は 、 お 前 の や っ た あの Sei 」 と 言う と 、「 言 わな いで くれ ぐ 、 制 約 が 多 す ぎ た ん だ て 」 な ん て 言う ん で すけ れ ど ね 。 デ ザイ ナー の 会 社 と いう の は 、 本 当 に くち さ が な いと 言い ます か ( 笑 )。 た だ 、 歯 に 衣 を き せ ぬ 習慣 と いう の は 、 ぬ え の 特 徴 と 言い ます か 。 前 身 は SF セン トラ ルアー ト と いう SF イラ スト の 同好 会 か ら は じ ま っ た 会 社 な ん で すけ れ ど 、「 文 句 だ け は お 互い 気 に し な いで 言 お うな 。 な ぐさ め あ う よ う に な っ た ら 終 わり っ て いう 話 を 聞 く か ら 」 と いう 事 で 始め た の で 、 本 当 に 、 く そ み そ に 言わ れ た こと も いっ ぱい あり まし た ね 。
鷲 : 僕ら の 世代 と いう の は みん な 個人 個人 に な っ て し まっ て いま すか ら 、 そ うい うお 話 を 聞く と うら や まし いな と 思い ま すね 。 確 か に 、 学 生 の 時 に そう いう 集まり は あっ た ん で すけ れ ど 、 今 は 気がつい た ら 自 分 し か いな いと いう 感じ で すし 。 宮 : まだ 学生 時 代 の 、 本 当 に 同人 誌 を や っ て いた 時 代 は すご か っ た で す よ 。 加 藤 直 之 が 僕ら に 絵 を 見 せ て も 、 ア イデ ア の 足り な い 部 分 を ぼろ くそ に 言わ れ た り 。 そ の 翌日 会 うと 、「 そ ら ! 」 と いっ て 全然 別 の も の に な っ て 帰っ て くる ん で す よ 。 聞い て みる と 、「 悔 し く て 一 暁 泣 き な が ら 描 いた ん だ 」 と 。 その 分 、 僕 の デザ イン も ぼろ くそ に 言わ れる わけ で すけ ども 、
_ ゃ $、
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宮武 一 貴 氏 X 鷲 尾 直広 氏
還 艦 船 イ メー ジ グラ ン ヘ イム 毅
・ 替 供 到 を る < の) (必要
ルグラン ヘイ ム 級 初期 ラフ 1 計
ccc じ で 2 て イ 6 に 2 の 紀生 で 200 くい うこ ロス 1 角 "3K イ Suec ア くす 4 7 休ま を 肌 り a し て
マグ ラン ヘイ ム 級 初期 ラフ 2
^ 手 綴 学 ワー ファ タート
レビ 。 な な
藍 : 大 海賊 ヴァ ラン タイ ン 艦 も 、 宮 武 さ ん が デザ イン な さっ た ん で す よ ね 。
宮 : 最初 は 「 正 義 の 海賊 艦 」 で し た ね 。 僕 が 当初 聞い た 名 前 と 変わ っ て いる は ず な の で DO 。 あ あ 、 グ ラン ヘイ ム 。 こ うい う 名 前 に な っ た ん で すね 。「 で きる だ け 特 徴 的 な も の か ら か か っ て くだ さい 」 と 言う こと で し た の で 、 ま ず は セオ ・ ジ ・ バ ルト か ら デ ザイ ン し て いっ て 、 海 賊 戦艦 は 最後 に で きた ん で す 。
村人 (て は 音 全う た を 移 格 お スケー で に
Po の 丈 Oc
Ye ( 信 た る を る の 多 4 ) 逐 む やこ て て
PE エ テニ ーーーー ン ンス てる あい 4 て > は OL る こく まえ る こし 4 うる 人 6 を えー ・
僕 も 翌日 に は 別 の を 描い て ゆく わけ で 。 結局 、 そ れ で も っ て 競争 し て いた ん だ な と 。 僕 ら の 世代 は 、 後 に 団塊 の 世代 と 呼 ば れる 競争 の 世代 な わけ で すか ら 、 繋 が り を 逆 に 斬り た く な る くら い 密 度 が 高かっ つた で すね 。 そ うい う 風 に 競争 し て いた か ら 、 今 日 の ぬえ が ある ん だ と 思い ます 。 だ か ら 、 後 の 世代 の 方 、 あ あい う 会 社 は 二度と 出来 な いん じゃ な いか と いう 話 を され た こと も あり ます 。 た だ 、 今 に は 今 の や り よ う が あ る だ ろう し 、「 今 の 世代 で ぬえ みた いな 会 社 つく つ ち ゃ ダメ で し ょ ? 」 と 思っ た り も し ます ね 。
荻 : ちな み に 加 藤 さ ん と 言え ば 、「 を を 食 軍団 】 の イラ スト も 加藤 さん で し た よね 。
宮 : そう で すね 。 メ カ デ ザ イン は 僕 で 。
鷲 : 実は 最近 刊行 され た 同 シ リー ズ の 前 日 護 の イラ スト は 、 僕 が や ら せ て いた だ いて いま す 。 小説 と いう 意外 な と ころ で 繋が り が ある と 言う の も うれ し いで す 。
宮 : そう で すか 、「 和 を 食 軍団 |」 の 前 史 を ……。 絵 は 本 当 に そ うし た 場 で 描け り る こと が 、 本 当 に 大 切 で す 。
荻 : 小説 で は 「 架 空戦 記 ] な どの イラ スト も 描い て いる ん で す が 、 そ ちら は 当時 の 小松 崎 さ ん や 高谷 さ ん と いっ た イラ ス トレ ー タ ー の 方 々 の 影響 で すね 。
宮 : 僕 も アニ メー ショ ン の 世界 で は 確か に 古い か も し れ な い けれ ども 、 そ の ずっ と 前 か ら 漫 画 や シイ ラス トレ ーション の 世 界 で は 憧れ の 方 々 が 多勢 いま すか ら ね 。 世 代 に よっ て 支持 す る 作家 さん は 違う で し ょ う が 。
鷲 : 子供 の 頃 に 、 メ カ は 宮武 さん 、 船 や 飛行 機 は 高 答 さ ん 、 人 物 は 出渕 さん の 真似 か ら 入 っ て 、 そ の まま 仕事 に な っ た な ぁ と いう 感じ で す 。
宮 : 僕 の 場合 、 憧 れ た の は 小澤 さん と 長岡 さん で し た 。 お 会 いす る の は すご く 後 に な り ま し た けど 、 小 澤 さ ん は 心 の 師 で し た し ね 。 僕 も 仕事 が 今 の よう に な る 前 は 、 ハ ヤ カ ワ さん か ら 仕事 を も ら っ て 、 自 分 で 色々 と 楽し し で や っ て いま し た 。
まず 世界 観 を と ら え て 、 そ れ に 対す る アン チ テー セ と し て の 海賊 艦 と いう こと で 、 時 間 を か け て 育っ つて いき まし た ね 。
あの 時 代 は 幸せ な 時 代 で し た ね 。 絵 描き と し て 「 共 同 作業 の ワン ピー ス を 作っ て いる だ け な ん だ 」 と 感じ て いた 不足 感 を 埋め させ て も ら っ た の は 、 ハ ヤ カ ワ で し た し 。 で すか ら 、 絵 描き の 仕事 と いう の は 、 出 来る 限り 続け た 方 が 楽し いよ ね 、 と いう の は あり ます よね 。
画 ED
荻 : な か な か 話 が まとまり ませ ん が ( 笑 )。
宮 : デザ イナ ー 同 士 つ っ て 、 と っ ちら か る ん で す よ ね ( 笑 )。 それ に し て も 船 で これ だ け と 言う の は 、[ 無 限 航路 ]」 は 改め て すご い ボ リュ ー ム だ と 思い ます よね 。 無理 矢 理 か ( 笑 )。 落 : 実際 は 、 デ ザイ ン し て し っ ぱな し と いう 感じ で も あり ま すけ れ ど 。
宮 : デザ イナ ー と いう 仕事 は 、 そ う で す よ ね 。 企 画 の 頭 の 部 分 で デザ イン し て 、 あ と は 出来 上 が っ て くる まで の 間 に 完 に 忘れ て いる と いう 。 お そら く 、「 こ の あと どう する ん だ ろ う ? 」 何 て 絶対 思わ な いで す よ ね 。 作品 が ひと つ で きれ ば 、 デザ イン と 言う も の は その 世界 の 中 で 完結 し て いる も の で す か ら 。 バ ッ ク グ ラウ ンド を 背負 っ て いな けれ ば 、 デ ザイ ン に は 何 の 意味 も な いし 、 そ の 時 点 で は それ 以上 の も の は で き な い 。 そ し て 、 次 の 作品 に は 次 の バッ ク グ ラウ ンド が ある わけ で 、 そ の 時 に は まっ た く 別 の デザ イン に な る は ず で すか ら ね 。 ヤッ ハバ ッ ハ の 戦艦 は 、 今 見 て も 自分 自身 納得 する し 、 海 農 戦艦 も 大 好き だ し 、 今 は これ 以上 は で き な い と 思い ます 。 荻 : また 違う 作品 だ と 、 違う 人 と 会 っ て 、 ま た 新しい も の に な る と 。
宮 : それ の 繰り 返し で 、 僕 ら は 次 の 作品 に 向 か つ て いく わけ で すか ら 。 で も [無限 航 路 ] の よう な か た ち で 帰っ て き て く れる と 、 本 当 に うれ し いで す 。
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ファ ラコ ゴ ・ バ スト リカ デザ イン : 竹 安佐 和 記 054 ザッ カス ・ ア グリ ノ ス デザ イン : 竹 安佐 和 記 046 ファ ルネ リ ・ ネ ルネ デザ イン : 竹 安佐 和 記 049, 060 ザバス ・ ザ ン ブ ル グ デザ イン : 和 安佐 利 記 / イ ラス ト : 休 和 記 、 株 式 合 せ セ ブン 054, 061 フィ ル ・ フ レン チ デザ イン : 岩 元 辰 朗 043 サマ ラ ・ ク ・ ス ィ ー デザ イン : 衝 佐和 記 / イ ラス ト : 衝 安佐 和 記 、 武市 えり な 044 フー・ リ ー デザ イン : 竹 安佐 和 記 051 シー バッ ト ・ イ グ ・ ノ ー ズ デザ イン : 岩 元 辰 郎 050 フー・ ル ー ト ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 042 ジェ イデ ィ ・ ワ イラ デザ イン : 竹 安佐 和 記 048 フー シェ ・ マ リウ デザ イン : 竹 安佐 和 記 043 ジェ ロウ ・ ガ ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 041, 060 フェ ロム ・ ラ ッ ト ー デザ イン : 竹 安佐 和 記 047 ジジ ・ レ ベル ル デザ イン : 竹 安佐 和 記 050 ププ ロ ネ ン デザ イン : 岩 元 辰 朗 040 シタ ー エ ラ ・ ニ ニッ ト デザ イン : 竹 安佐 和 記 053 フュ リア ス ・ マ ッ セ ブフ デザ イン : 岩 元 辰 郎 047 シッ ダー タ 覆 機 卿 デザ イン : 竹 安佐 和 記 057 プ ブラ フシ ェ ラ 教 量 デザ イン : 竹 安佐 和 記 057 シュ ベイ ン ・ ア ル セ ゲ イナ デザ イン : 竹 安佐 和 記 039 フラ ム ・ ア テ デザ イン : 竹 安佐 和 記 043 ジョ ッ パ ・ ジ ェ イ ・ ジ ャ プス デザ イン : 竹 安佐 和 記 049 プラ メー ル ・ バ ムン ゼン デザ イン : 竹 安佐 和 記 054 シル グフ ァ ー ン ・ オ ッ ド デザ イン : 竹 安佐 和 記 045 フラ ン ネ ・ ポ ポロ デザ イン : 竹 安佐 和 記 038, 060 ジル バ ・ ザ ン ブ ル グ デザ イン : 竹 安佐 和 記 054 ヘル プ ・ ガ ー ル デザ イン : 刻 直樹 046, 060 ジン ギィ ・ ラ ラス ・ ゼ ゼン デザ イン : 竹 安佐 和 記 059, 061 ヘル プ G デザ イン : 寺 島 直 樹 046 ズ ッ テ ィ ・ ガ イン ・ ゲ イル デザ イン : 竹 安佐 和 記 050 ホァン ・ シ ャ ウ デザ イン : 竹 安佐 和 記 042 ズ ビ ン ・ ベ ル タ デザ イン : 竹 安佐 和 記 054 ポー・ フ ィ ー レ ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 043 ズ ロ ー ギ ン ・ ゲ イケ ッ ト デザ イン : 竹 安佐 和 記 043 ボル テー ド ・ ジ ネッ ティ デザ イン : 竹 安佐 和 記 056 セグ ェ ン ・ ラ ン バ ー ス デザ イン : 竹 安佐 和 記 048
マー マ ・ ソ ユー デザ イン : 竹 安佐 和 記 056 大 海賊 ヴァ ラン タイ ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 / イ ラス ト : 竹 安佐 和 記 、 佐 田 純 044 マチ ス ・ バ ー ロ ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 053
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ここ で は 索引 と し て 、 本 書 で 紹介 し た 『 無 限 航 路 』 の 膨大 な 人 物 、 艇 船 、 勢 力 な ど を アル ファ ベッ ト
及び 五 十 音 順 で 紹介 。 あ わせ て 、 人 物 と 艦船 を 手がけ た デザ イナ ー 名 を 掲載 し た 。
| ミイ ヤ ・ サ キ デザ イン : 岩 元 辰 郎 047 NHL.20A プロ ミオ ン デザ イン : 監 尾 直 広 137 | ミュ ー ラ ・ タ リエ イジ デザ イン : 竹 安佐 和 記 048 NHL-22A ペル メオ ス デザ イン : 落 尾 直 広 137 | メイ ヨー・ メ タ デザ イン : 竹 安佐 和 記 059 SS004 級 デザ イン : 山 口 共 史 125 | メッ ツ ・ コ ー ル デザ イン : 岩 元 辰 043 YAC-D-09 ゼナ ・ ゼ ー ー 139 | メル エリ エラ ・ フ ィ ル チ デザ イン : 竹 安佐 和 記 / リ ファ イン : 記 直樹 056,061 YAG-D-12 ツ ヅ ム ・ ゼ ー ー 139 メロ イ ・ エ ロウ デザ イン : 岩 元 辰 郎 049 YAG-D-21 ゲオ ・ ゼ ー 139 モリ ガン ・ コ ル エ ステ デザ イン : 竹 安佐 和 記 056 モル ボタ ・ ヌ ー ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 046, 060 アー マズ ィ ウ ス L/C 級 記 075 アー マズ ィ ウ ス 級 デザ イン : 山 口 恭 史 075 ヤズ ー・ ザ ンス バロス デザ イン : 竹 安佐 和 記 046 アー メス タ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 ) 102 ュー リ テ ザ イン : 人 和 記 / イ ラス ト : 衝 人 和 記 、 036 アセ ッ ト 級 デザ イン : 時 代 み つる 097 ユズ ル ハ ・ ヴ ィ ス ・ マ イヤ ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 059,061 アリ アス ト ア /LOC 級 ー 103 ユ デ ィ ー ン ・ ベ トリ オ デザ イン : 竹 安佐 和 記 045 アリ アス ト ア 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 ) 103 ユマ ・ ソ ウン デザ イン : 竹 安佐 和 記 042 アリ ー デ ン 級 デザ イン : 村 田 護 郎 092 アル ク 級 デザ イン : 寺 島 直樹 102 ライ ・ デ リッ ク ・ ガ ルド ス デザ イン : 竹 安佐 和 記 041 アル マドリ エル 級 デザ イン : 臣 尾 直 広 111 ライ オス ・ フ ェ ム ド ・ へ ムレ オン 。 テ ザ イン : 和 佐和 記 / イ ラス ト : 和 人 和 記 、 吉村 和 - 即 058, 061 ヴァ イス ・ ザ バス /G 級 ー 071 ラウ ド ・ ゲ ン ・ バ ルス デザ イン : 竹 安佐 和 記 041 ヴァ イス ・ ザ バス 級 デザ イン : 村 田 護 婦 071 ラ シ ョ ウ デザ イン : 竹 安佐 和 記 040 ヴァ ラン シ エ ヌ 級 デザ イン : 落 尾 直広 111 ラ ト レ ・ フ ァ ロ デザ イン : 岩 元 辰 041 ヴィ エフ 級 デザ イン : 山 口 恭 史 124 リア ・ サ ー チ ェ ス デザ イン : 竹 安佐 和 記 041 ヴィ スヤ ン シ ュ 級 デザ イン : 時 代 み つる 126 ルー・ ス ー・ フ ァ ー デザ イン : 竹 安佐 和 記 039 ヴィ ナウ ス 級 デザ イン : 山 口 恭 史 114 ルー べ ・ ガ ム ・ ラ ウ デザ イン : 竹 安佐 和 記 041 ヴィ リオ ・ エ ン デ ミオ ン 級 デザイン: 村田 護 郎 072 ルキ ャ ナン ・ フ ォ ー デザ イン : 竹 安佐 和 記 046,060 ヴェ ル テ ィ ー ニ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 070 ルチア ・ バ パー ミン トン デザ イン : 竹 安佐 和 記 059, 061 ヴォ イエ ・ バ ウー ク 級 デザ イン : 新 具 田 鉄郎 062 ルフ ト ヴ ァ イス ・ ザ クス ン 。 デザイン: 岩元 情 郎 054, 061 エス ター タ 級 デザ イン : 臣 尾 直 広 087 ルン ・ フ ァ マ デザ イン : 竹 安佐 和 記 040 エリ エロ ンド 級 デザ イン : 鷲 尾 直 広 レイ ビル ・ オ リス ン デザ イン : 竹 安佐 和 記 047 エル メラ ー ダ 級 デザ イン : 臣 尾 直 広 113 ロエン ロー グ ダ 邸 テ ザ イン : 衝 安佐 和 記 / イ ラス ト : 和 佐和 記 、 佐 田 引 子 055」 061 エル ン ツ ィ オ 級 デザ イン : 村 田 護 婦 070 ロ ズ リ ン ・ モ ー リ ア デザ イン : 竹 安佐 和 記 040 オー ソン ムン ト 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 091 ロッ コツ デザ イン : 竹 安佐 和 記 045 オー ラ ゼ オ ン 級 デザ イン : 寺島 直樹 131 ロ ド ー・ ダ ン ・ ズ ー グ デザ イン : 竹 安佐 和 記 042 オ ボ ネ イラ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 066 ロブ プス ・ ザ ン ・ バ ジ ヤ デザ イン : 竹 安佐 和 記 050 オル ・ ド ー ネ /D5 級 ー 100 オル ・ ド ー ネ 級 デザ イン : 寺岡 賢 司 100 ワレ ンプ ス ・ パ ル バ パト ー ル デザ イン : 竹 安佐 和 記 047 オル ・ ド ー ネ 級 /A 級 = 100 オル ジア ー ル 級 デザ イン : 臣 尾 直 広 064 還 乱 船 ガ ズ ・ ゼ オシ ル 級 ー 119 カッ シュ ・ オ ー ネ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 071 ADA-20 グー グ 守 139 ガラ ー ナ /A 級 喧 109 ADA-23 ゼー ゼ ー 139 ガラ ー ナ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 109 EA-0116 ー 138 グー・ グ ラン 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 068 EA-0119 ー 138 ククル 級 デザ イン : 新 具 田 鉄 婦 116 EA-0120 ー 138 クラ ウス ナイ ツ 級 デザ イン : 山 口 共 史 073 EIT-1000 ー 138 グラ ンカ イア ス 級 デザ イン : 大 久保 淳 二 ( 出 寺 重機) 070 EIT-2000 ー 138 グラ ン ヘ イム 級 デザ イン : 宮 武 一 中 083 EOF_-004 ー 139 グル カ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄郎 117 EOEF-005 ー 139 グロ スタ ー 級 デザ イン : 寺 回 賢 司 062 | EOF-006 ー 139 グロ スタ ー 級 /LOC 級 デ 062 | LF-F-033 ビ ト ン ー 134 グロ リア ス ・ デ ラコ ンダ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 肢 重 機 ) 129 | LF-F-035 フィ オリ ア ー 134 クワ ナブ ン 貫 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 118 | LGC-0012 ティ オン ー 134 グ ワ バ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 寺 重機) 088 | LGC-0014 ディ ミラ 思 134 グ ワ ン デ 級 デザ イン : 山 口 恭 史 096 LG-0015 エル ナー サ ー 134 グン ・ ゼ ム 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 機 ) 068 LM-001 クー ベル ー 134 ゲイ オス ・ ジ ン 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 089 N-1800G トリ エル テ デザ イン : 臣 尾 直 広 134 ゲバ ル 級 デザ イン 山口 恭 史 124 N-2100F ハー キュ リー デザ イン : 牙 尾 直広 135 ゲル ・ ド ー ネ /A5 級 計 101 N-3300A メテオ ン ー 136 ゲル ・ ド ー ネ /VS 級 ー 101 ND-02-XX ミュ ウ ・ ガ ラリ オ デザ イン : 藻 尾 直広 138 ゲル ・ ド ー ネ 級 デザ イン : 寺岡 賢 司 101 NDLS008 ノイ セン ー 136 ゴー ゴリ アン 級 デザ イン : 臣 尾 直 広 083 NDLS009 シ ヴ ィ ル ー 136 ゴー シェ 級 デザ イン : 時 代 み つる 128 NHL-19F エル フレ ア デザ イン : 監 尾 直 広 136 ゴー ダ ・ ザ フト ラ 級 デザ イン : 時 代 み つる 076
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ゴー ダ ・ ラ ジー ヤ 組 デザ イン : 時 代 み つる 076 デ ヴ ァ ・ シ ルス 級 デザ イン : 時 代 み つる 078 ゴブ リン 級 デザ イン : 荻 尾 直 広 131 デ ヴ ァ ・ ハ ー ラ ス /BU 角 デザ イン : 時 代 み つる 128 デ ヴ ァ ・ ハ ー ラ ス 角 デザ イン : 時 代 み つる 078 サウ ザー ン ル LOC 級 ー 084 デ デ ィ エイ ラ 角 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 067 サウ ザー ン 級 デザ イン : 寺岡 臣 本 084 テ フ ィ アン /L0C 級 呈 103 ザン 級 デザ イン : 新 員 田 鉄也 婦 084 テ フ ィ アン 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 村 ) 103 ジー・ ジ ン 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 107 デュ エル ・ ジ ン 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 ) 089 シド ッ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄也 婦 104 ドゥ ガー チ /ZNS 級 ー 111 シャ イニ ー ル デザ イン : 臣 尾 直 広 065 ドゥ ガー チ /Z 級 ー 111 シャ ンク ヤー ド /M5 級 ー 094 ドゥ ガー チ 級 デザ イン : 臣 尾 直広 111 シャ ンク ヤー ド 級 デザ イン : 山 口 恭 史 094 ドー コ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄 世 名 063 ジャ ン ゴ AA 級 ー 130 ジャ ン ゴ ル 級 呈 130 ナナ ス 級 デザ イン : 時 代 み つる 099 ジャ ンコ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 寺 重 機 ) 130 ナハ ブロ ンコ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 122 シュ ウェ ルク 級 デザ イン : 荻 尾 直 広 105 ネビュラ ス 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 寺 重機) 069 シュ テム ナイ ツ /D 級 思 074 シュ テム ナイ ツ 計 デザ イン : 山 口 恭 史 074 バー ゼル 2 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 108 シュ トロ エン 級 デザ イン : 牙 慣 直広 112 バー ゼル 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 肢 重 科 ) 108 ジュ ノー 級 デザ イン : 寺島 直樹 102 ハイ アヴァ ラン 級 デザ イン : 時 代 みつ る 127 ジン ・ グ ルフ 級 デザ イン : 宮 武 一 中 079 バウ ー ク 級 デザ イン : 新 中田 鉄也 婦 064 ジン ガ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 118 バッ ゥ ズ /D 級 ー 085 ジン 級 デザ イン : 時 代 み つる 126 バッ ウゥ スズ /G 級 叶 085 ズィー・ ア ー ル /4Z 級 ー 121 バッ ゥ ズ /VS 級 ー 085 ズィー・ ア ー ル 2 級 デザ イン : 村 田 護 婦 121 バッ ウズ 2 級 デザ イン : 新 中田 鉄也 色 085 ズィー・ ア ー ル 級 デザ イン : 村 田 護 婦 121 バッ ウズ 級 デザ イン : 新 中田 鉄 也 婦 085 ズ ィ ガ ー コ 級 デザ イン : 宮 武 一 中 082 バク ゥ /GA 級 ー 086 スペ ラン カー 級 デザ イン : 村 田 護 婦 122 バク ッ /GB 級 還 086 | ゼー・ グ ルフ /G 級 ー 080 バク ッ ゥ 級 デザ イン : 新 上田 鉄郎 086 | ゼー・ ダ ルフ ルル 級 ー 089 バク ティ オ 級 デザ イン 大 久保 淳二 ( 出 寺 重 村 ) 092 | ゼー・ グ ルフ パ 級 ー 080 バグ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 摘 ) 132 ゼー・ グ ルフ 級 デザ イン : 宮 武 一 中 080 バシ ロッ シ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 122 ゼー ガ 級 デザ イン : 新 貞 田 鉄 郎 063 バス ター ソン デザ イン : 山 口 恭 史 095 ゼ オ ・ ジ ・ バ ルト /P 級 デザ イン : 宮 武 一 中 081 バ ゼ ルナ イツ 級 デザ イン : 山 品 恭 史 072 ゼ オ ・ ジ ・ バ ルト 級 デザ イン : 宮 武 一 中 080 バハ トマ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 肢 重 機 ) 119 ゼ オ シ ル 角 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 機 ) 119 バハ ロス 級 デザ イン : 新 内 田 鉄 選 婦 086 ゼス カイ アス 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 村 ) 069 バ ヤ ーシュ 級 デザ イン : 時 代 みつ る 099 ゼ ッ フ ィ ー ロ /T 級 ー 093 バリ オス 級 デザ イン 山口 恭 史 096 ゼ ッ フ ィ ー ロ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 093 バル ・ グ ルフ 級 デザ イン : 宮 臣下 079 ゼナ ウス 級 デザ イン : 山 口 蒸 史 114 バロン ズ ィ ウ ス 級 デザ イン : 山 品 恭 史 074 セ ピ ィ ー ニ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 107 ビ ヤ ッ ト 級 デザ イン : 新 中田 鉄 也 郎 117 ゼラ ー ナ /A 級 109 ファ ー ジ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 寺 重 ) 132 ゼラ ー ナ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 肢 重 機 ) 109 ファ ンク ス /M5 級 デザ イン : 山 口 恭 史 073 ゾー マ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄 朗 063 ファ ンク ス 級 デザ イン : 山 口 恭 史 073 ゾル ジオ ネ 級 デザ イン : 村 田 護 郎 071 ブラ ビレ イ M/C 級 ー 115 ゾロ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄郎 104 ブラ ビレ イ 級 デザ イン : 宮 臣下 115 フラ ンコ /A 級 ー 130 タイ タレ ス 級 デザ イン : 山 口 恭 史 123 フラ ン = 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 寺 重 ) 130 | ダヴ ァ リ ー 級 デザ イン : 時 代 み つる 115 ブラ ンジ 級 デザ イン : 宮 武 一 中 129 ダウ グル フ /C 級 079 フリ エラ /ZNS 級 088 ダウ グル ン フ 級 デザ イン : 宮 武 一 中 079 フリ エラ /Z 級 ー 088 ダ ガ ロ イ /ZA 級 ー 110 フリ エラ 級 デザ イン : 臣 慣 直 広 088 ダ ガ ロ イ 2 級 デザ イン : 新 具 田 鉄 郎 110 ベイ ロン 級 デザ イン 時代 みつ る 127 ダ ガ ロ イ 級 デザ イン : 新 中田 鉄 也 婦 110 ベー トリ ア 級 デザ イン : 村 田 護 郎 093 ダ タ ナー シュ 級 デザ イン : 時 代 み つる 098 クサ ・ グ ラン 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 肢 重 機 ) 120 ダ タ ヤン シュ 級 デザ イン : 時 代 み つる 098 ペ テ ル シ アン 半 デザ イン : 抵 尾 直広 112 タタ ワ /0 級 ー 104 ベル ボ 級 デザ イン 山口 恭 史 125 タタ ワ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄郎 104 ヘル メル 級 デザ イン : 山 品 恭 史 097 ダル タ ベ ル 級 デザ イン : 宮 武 一 中 100 ボア ・ ト ー ラ ス 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重 ) 120 ディ ゴウ 級 デザ イン : 新 具 田 鉄郎 087 ボイエ ン ル ル 級 ー 117 デイ ジー リッ プ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 (出雲 重機) 116 ボイエ ン 級 デザ イン - 新 具 田 鉄 世 郎 117 デ ヴ ァ ・ オ ー リ ー 級 デザ イン : 時 代 み つる 077 デ ヴ ァ ・ ク ル シ プ ス 級 デザ イン : 時 代 み つる 077 マグ リブ 級 デザ イン : 大 久保 淳二 ( 出 寺 重機) 067
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